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序

我
不
愛
身
命

但
惜
無
上
道
の
教
え
は
本
化
御
門
下
た
る
我
々
の
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
誠
め
で
あ
り
、
宗
祖
の
の
こ
さ
れ
た
行
蹟
を
お

そ
い
「
二
陣
三
陣
」
つ
づ
け
と
の
遺
誠
を
守
り
、
妙
法
弘
通

四
海
帰
妙
の
願
業
達
成
に
遁
進
す
る
こ
と
こ
そ
仏
子
で
あ
り
、
仏
使
で
あ

る
我
々
の
っ
と
め
で
あ
ろ
う
。

同
時
に
、
無
上
道
の
妙
法
を
ひ
ろ
め
る
に
は
そ
の
任
に
耐
え
得
る
身
心
の
鍛
錬
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
行
学
未
練
に
し
て
は
我
不
愛
身
命

の
心
地
に
安
住
し
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
先
師
は
「
我
れ
無
上
道
を
惜
む
故
に
身
命
を
愛
す
」
と
い
っ
た
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
我
が
身
心

は
妙
法
弘
通
に
回
向
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
た
の
で
あ
る
。

京
都
妙
覚
寺
実
成
院
日
典
が
天
正
十
六
年
ハ
一
五
八
八
）
十
二
月
、
弟
子
日
奥
を
誠
め
て
告
げ
た
言
葉
に

万
事
を
さ
し
お
き
て
精
進
の
行
を
す
べ
き
由
申
し
け
れ
ば
、
余
り
さ
や
う
に
思
ふ
べ
か
ら
ず
、
末
久
し
く
仏
法
の
用
に
立
た
ん
と
思
ふ

に
早
く
死
す
れ
ば
詮
な
き
事
な
り
。
我
が
年
ま
で
生
く
と
も
三
十
五
・
六
年
は
あ
と
に
ゐ
て
仏
法
の
用
に
立
つ
べ
き
者
が
、
何
が
さ
や

う
に
身
を
つ
め
て
は
無
益
の
事
な
り
と
云
々
。
こ
れ
は
師
の
御
年
七
十
一
、
我
が
年
二
十
四
の
時
な
り

と
。
こ
の
あ
と
四
年
後
、
同
二
十
年
七
月
二
十
五
日
、
日
典
は
七
十
四
才
で
入
寂
、
更
に
四
年
後
、
文
禄
四
年
ハ
一
五
九
五
〉
九
月
、

秀
吉
の
催
し
た
千
僧
供
養
が
始
ま
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
日
奥
の
我
不
愛
身
命
、
但
借
無
上
道
の
勇
猛
、
精
進
力
が
秀
吉
、
家
康
に
対

し
発
露
す
る
の
で
あ
る
。
現
今
は
幸
い
に
も
こ
の
よ
う
な
迫
害
、
弾
圧
は
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
我
々
は
先
師
の
道
念
を
日
々

の
誠
め
と
し
切
瑳
琢
磨
し
持
ち
つ
づ
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
年
三
月
令
日

宮

崎

英

修



棲

第
六
＋
＝
号

目

次

神

巻

頭

言

・

：

：

：

：

：

法
華
経
に
顕
れ
た
法
師
と
化
人
：
：
：
：
・

l
l
法
師
晶
を
中
心
と
し
て
｜
｜

日
蓮
聖
人
の
三
世
観
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
－

j
i－－・：：：：－
j
i－
－
：
：
：
：
奥

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
－

j

i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：

j

i
－
－
：
：
・
：
：
桑

l
l主
と
し
て
摂
折
問
題
l
l

（
甲
山
宮
守
護
〉
〔
甲
山
宮
河
内
領
》

武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
－

j
i－－・：：町

「霊鷲山」考・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・望

兜
敏
毘
沙
門
天
の
背
景
－
－

j
i－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
－

j

i
－－－：：高

ー
ー
そ
の
成
立
の
思
想
的
意
畿

l
l

H
ノ
ー
ト

H

新
「
学
習
指
導
要
領
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
：

j

i
－－：・：

j

i
－
－
：
：
：
・
：
：
渡

体
育
社
会
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
：
：
：
：
：

j

i
－－：

j

i
－－－－

j
i－
－
：
・
：
：
：
：
山

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
：
：
：
：
：
：
中

日
資
料
H

摩
詞
止
観
円
頓
章
私
記
・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・・・・・・・秋

『
般
若
灯
論
』
第
十
二
章
試
訳
：
－

j
i－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
－

j
i－
－
：
：
・
：
：
：
望

第
四
十
二
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
発
表
要
旨
：
：
：
：
：
：
・
：
・

学
園
諜
報
・
・
i
z－－：

編
集
後
記
：
：
：
：
：
：
・
：
：

上宮

田崎名野田橋月山田辺

本英

修回
国
ハ

Z〉

貫本

洋
ハ
M〉

正
ハ
お
〉

発海是

正
〈
mv

淑
〈
行
〉

昭
ハ
幻
〉

是寛

勝
（

m〉

明
ハ

mv

勝
ハ

mv

智

孝

〈

m〉

海

慧

〈

1
）

：・（
mm〉
．（
m〉

月山



法
華
経
に
現
わ
れ
た
法
師
と
化
人

｜
｜
法
師
品
を
中
心
と
し
て
｜
｜

上

田

本

田
正ヨ

--、

法
華
経
で
は
記
小
久
成
を
始
め
と
し
て
、
重
要
法
門
が
開
顕
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
経
典
の
重
要
性

と
最
高
で
あ
る
と
す
る
優
越
性
が
、
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
時
に
此
の
経
典
を
仏
の
滅
後
に
弘
通
す
べ
き
こ
と
が
、
強

( 1 ) 

調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

惟
う
に
教
法
を
説
い
た
仏
に
と
っ
て
も
、
叉
其
の
教
法
を
経
典
と
し
て
成
立
さ
せ
て
い
っ
た
関
係
者
達
に
と
っ
て
も
、
こ
の
経
典
が
末

如
何
に
弘
通
さ
れ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
問
題
は
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
此
の
経
を
受
持

し
、
弘
通
す
る
者
を
こ
の
上
な
く
優
遇
し
、
弘
通
す
べ
き
こ
と
を
随
所
で
勧
奨
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

法
華
経
を
所
依
と
し
、
本
化
仏
使
と
し
て
の
使
命
達
成
に
生
き
た
日
蓮
聖
人
は
、
こ
の
「
弘
通
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
経
文
を
色
読

の
世
に
、

叫
ば
れ
、

し
、
衆
生
救
済
の
為
の
弘
経
生
活
を
実
践
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
流
れ
を
波
む
門
下
に
於
て
、
今
日
、

「
伝
道
宗
門
」
が
標
傍
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
然
し
「
弘
通
」
に
つ
い
て
、
法
と
人
の
問
題
を
究
明

「
総
弘
通
運
動
」
が

し
て
お
か
な
く
て
は
、
ま
こ
と
の
弘
通
に
は
な
ら
な
い
。

法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
〈
上
回
〉



法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
ハ
上
田
》

古
来
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
論
究
さ
れ
て
来
て
い
る
如
く
で
あ
る
が
、
専
ら
法
華
経
教
義
の
立
場
で
、
特
に
法
に
つ
い
て
の
論
述

は
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
人
に
つ
い
て
は
「
説
く
者
」
と
「
聞
く
者
」
の
一
応
の
解
説
に
と
ど
ま
り
、
更
に
具
体
的
な
「
自
覚
」
や
、

「
在
り
方
」
に
ま
で
は
及
ぶ
こ
と
が
少
な
い
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
愛
で
は
弘
通
の
「
法
」
よ
り
、
弘
通
す
る
「
人
」
を
中
心
に
、

中
か
ら
考
え
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
考
を
試
み
以
て
弘
通
の
意
義
を
法
華
経
、
特
に
法
師
品
の

二、

法
華
経
は
方
便
品
か
ら
、
授
学
無
学
人
記
品
ま
で
が
迩
門
の
正
宗
分
で
あ
り
、
専
ら
舎
利
弗
を
始
め
と
し
て
、
懇
命
須
菩
提
・
摩
詞
迦

( 2 ) 

栴
延
・
摩
詞
迦
業
・
摩
詞
目
礎
連
と
い
っ
た
仏
弟
子
戸
間
衆
を
対
象
に
、
法
・
響
・
因
の
三
周
説
法
を
用
い
て
、
授
記
を
与
え
二
乗
作
仏

に
よ
せ
て
、

一
切
皆
成
を
説
示
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
法
師
ロ
聞
か
ら
は
対
告
衆
が
一
転
し
て
薬
王
菩
蔭
に
因
せ
て
の
説
法
と
な
っ
て
い

る
。
即
ち
相
手
が
声
聞
か
ら
菩
蕗
へ
移
り
、
内
容
も
「
法
」
か
ら
そ
の
法
を
弘
通
す
る
「
人
」
へ
と
移
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

令
法
久
住
の
重
要
性
は
論
を
待
つ
ま
で
も
な
い
が
、
何
れ
の
経
典
で
あ
っ
て
も
久
し
く
そ
の
経
典
が
永
い
期
間
に
渡
っ
て
、
衆
生
に
及

ぼ
す
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
特
に
仏
の
究
極
の
法
門
が
閲
顕
さ
れ
、

一
切
皆
成
の
本
願
が
達
成
さ
れ
た
と
す
る

法
華
経
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
弘
通
に
当
っ
て
も
叉
慎
重
な
上
に
、

更
に
重
厚
な
因
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
法
師
品
で
は
先
ず
始
め
に
、

「
如
来
滅
度
之
後
若
有
ν人
間
＝
妙
法
華
経
、
乃
至
一
偏
一
旬
二
念
随
喜
者
、
我
・
亦
与
－
－
授
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
』
附
下
」

と
あ
っ
て
「
人
」
を
あ
げ
、
こ
の
人
は
一
念
随
喜
者
で
あ
り
、
三
菩
提
の
記
別
が
与
え
ら
れ
る
人
で
あ
る
と
し
、

一
傷
一
旬
開
法
の
功
徳



が
、
直
に
授
記
と
関
連
し
て
く
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

一
念
随
喜
開
法
の
功
徳
で
さ
え
、
授
記
に
直
結
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

況
や
説
く
側
の
功
徳
は
更
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち

「
若
復
有
レ
人
受
－
一
持
、
読
三
語
、
解
図
説
、
書
五
写
、
妙
法
華
経
乃
至
一
偏
－
於
＝
此
経
巻
－
、
敬
視
如
レ
仏
種
々
供
養
（
乃
至
〉
当
レ
知
是
諸

人
等
、
己
曽
供
－
－
養
十
万
億
仏
－
於
＝
諸
仏
所
－
、
成
－
－
就
大
願
－
感
＝
衆
生
－
故
、
生
＝
此
人
間
－
。
」

と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
人
」
と
は
如
説
修
行
の
人
で
あ
っ
て
、
五
種
法
師
を
実
践
す
る
人
、
即
ち
「
法
師
」
の
こ
と
で
あ
る
。
本
来
、

法
師
と
は
「
法
の
上
の
師
匠
」
で
あ
り
、
末
法
に
仏
に
代
っ
て
正
法
を
解
説
す
る
人
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
経
文
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
人
、
所
調
法
華
経
を
種
々
に
供
養
し
た
り
、
演
説
す
る
「
法
師
」
は
す
で
に
曽
て
十
万
億
の
仏
を
供

養
し
、
諸
仏
の
み
も
と
に
於
て
大
願
を
成
就
し
た
者
で
あ
っ
て
、
三
菩
提
を
成
就
し
た
大
菩
薩
で
あ
り
、

「
如
来
の
供
養
を
以
て
之
を
供

能
く
受
持
し
種
々
に
供
養
せ
ん
者
を
や
」

仏
－
恭
敬
供
養
亦
聞
＝
是
法
こ
と
あ
る
が
、
法
師
品
の
此
の
文
の
方
が
、

『
南
条
殿
御
返
事
』
、
『
千
日
尼
御
前
御
返
事
』
等
に
此
の
経
文
を
あ
げ
て
い
る
が
、
更
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
右
の
経
文

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

既
に
響
喰
品
の
中
で

「
若
有
ν信
＝
受
此
経
法
－
者
是
人
己
曽
見
＝
過
去

一
層
明
解
で
あ
る
と
い
え
る
。
日
蓮
聖
人
は
、
『
守
護
国
家
食

( 3 ) 

養
す
べ
き
」
者
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
傷
一
句
を
聞
い
て
、
他
の
為
に
解
説
等
を
行
う
者
で
あ
り
、
ま
し
て
況
ん
や
「
尽
し
て

を
始
め
、

に
続
い
て
、

「当
ν知
是
人
、
自
捨
＝
清
浄
業
報
九
於
＝
我
減
度
後
一
殿
山
＝
衆
生
－
故
、
生
－
－
於
悪
世
－
広
演
＝
此
経
－
。
」

と
あ
る
点
で
あ
る
。
仏
の
滅
後
に
法
華
経
を
弘
布
す
る
人
、
即
ち
法
師
は
過
去
の
世
に
多
く
の
仏
に
使
え
て
菩
提
に
至
り
、
自
身
の
大
願

を
成
就
し
て
清
浄
の
業
報
を
得
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
如
来
と
等
し
い
境
地
を
得
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
ハ
上
田
〉



法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
〈
上
回
〉

し
か
る
に
「
是
の
人
」
即
ち
法
師
は
、
永
年
に
渡
っ
て
よ
う
や
く
修
し
得
た
「
清
浄
の
業
報
」
を
、

「
自
ら
」
捨
て
て
「
衆
生
を
慾
む

が
故
に
悪
世
に
生
れ
て
広
く
此
の
経
を
演
ぷ
る
な
り
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
旦
得
た
証
果
・
清
浄
の
地
を
惜
し
げ
も
な
く
捨
て
、
再

ぴ
苦
の
悪
世
裟
婆
に
生
れ
、
法
華
経
を
演
説
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ま
さ
し
く
大
菩
蔭
で
あ
り
仏
使
た
る
者
の
行
動
で
あ
っ
て
、

「
自
捨
三
清
浄
業
報
こ
と
い
う
点
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
清
浄

の
業
報
に
安
住
し
て
独
り
仏
果
を
楽
し
む
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
自
己
の
成
仏
を
の
み
願
う
二
乗
衆
と
同
一
で
あ
り
、
十
界
皆
成
を
本
顕

と
す
る
本
化
の
立
場
か
ら
は
遥
か
に
離
れ
た
も
の
と
な
る
。

「
自
捨
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
自
発
的
に
、
自
ら
進
ん
で
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、

「
志
願
」
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
清
浄
の
業
報
を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
は
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
も
只
単
に

捨
て
る
だ
け
で
は
な
く
、
衆
生
を
感
む
が
故
に
教
済
の
為
に
悪
世
に
生
れ
て
、
広
く
こ
の
法
華
経
を
弘
め
る
の
で
あ
り
、
演
説
す
る
こ
と

に
精
進
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
自
己
を
顧
み
な
い
決
意
と
、
犠
牲
的
精
神
、
更
に
困
難
を
恐
れ
ぬ
覚
悟
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な

( ' ) 

る
の
で
あ
る
。

最
初
は
ご
侮
・
一
句
」
な
り
と
も
受
持
・
読
諦
・
解
説
・
書
写
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
が
、
次
第
に
「
此
の
人
」
は
既
に
大
願
を

成
就
し
、
如
来
の
供
養
を
以
っ
て
供
養
さ
る
べ
き
大
菩
薩
で
あ
る
と
し
、
更
に
は
「
広
演
－
－
分
別
、
妙
法
華
経
こ
と
推
移
し
て
き
で
い
る

の
で
あ
る
。
初
め
は
一
文
一
句
で
あ
っ
て
も
、

や
が
て
は
広
く
法
華
経
を
演
説
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ

ぅ
。
だ
れ
で
も
最
初
か
ら
「
広
演
分
別
」
は
不
可
能
で
あ
る
う
が
、
積
み
重
ね
に
よ
り
、
そ
の
事
の
実
現
化
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

経
文
上
に
は
こ
う
し
た
推
移
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

か
く
て
「
是
の
人
」
即
ち
「
法
師
」
は

説
。
」
と
あ
る
如
く
、

「当
ν知
是
人
、

則
如
来
使
、

如
来
所
レ
迎
、

行
＝
如
来
事
－
、

何
況
於
＝
大
衆
中
－
、

広
為
ν人

「
如
来
使
」
と
し
て
「
広
為
人
説
」
を
目
す
る
の
で
あ
る
。
法
師
は
加
来
使
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
経
文



か
ら
し
て
既
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
実
は
今
生
で
の
出
来
事
で
は
な
く
、
過
去
世
か
ら
の
深
遠
な
る
因
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
、
同
時
に
わ
か
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
法
師
た
る
者
は
、
偶
然
此
の
世
に
生
を
受
け
、
偶
然
の
契
機
で
法
師
、
即
ち
僧
侶
と
な
り
、
た
ま
た
ま
法
華
経
と
出
会
っ
て
弘

通
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
偶
然
性
の
積
み
重
ね
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
判
然
と
し
て
く
る
。

法
華
経
を
弘
め
る
僧
侶
は
、
此
の
法
師
品
の
所
説
を
能
く
理
解
し
、
信
解
し
て
体
得
し
な
く
て
は
、
如
来
使
と
し
て
の
使
命
は
達
成
で

き
な
い
こ
と
に
な
る
。
如
来
使
と
し
て
「
広
演
＝
此
経
乙
を
果
す
為
に
は
、
悪
人
に
よ
る
致
罵
・
迫
害
を
覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

日
蓮
聖
人
は
こ
の
如
来
使
と
し
て
の
自
覚
に
立
ち
、

種
々
の
迫
害
を
経
験
さ
れ
つ
つ
、

経
文
の
色
読
に
よ
っ
て
、

使
命
の
達
成
を
は
か

り
、
以
て
如
来
使
の
範
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
流
れ
を
混
む
門
下
が
、
法
師
品
の
此
の
経
文
を
色
読
し
、
自
ら
願
っ
て
此
の
世

に
生
れ
、
法
を
弘
め
る
為
に
精
進
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
再
確
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
で
あ
る
。

「
総
弘
通
」
と
は

( s ) 

す
べ
て
の
法
師
が
、
先
ず
法
師
品
の
此
の
経
文
を
色
読
す
べ
き
こ
と
の
意
味
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
如
来
使
と
し
て
の
法
師
と
し
て
生
き

た
聖
人
は
、
ま
た

「
当
レ
知
是
人
、
以
エ
仏
荘
厳
－
、
而
自
荘
厳
、
則
為
z
如
来
、
肩
所
－
－
荷
櫓
－
。
」

と
あ
る
如
く
、

常
に
如
来
に
よ
っ
て
荷
掘
さ
れ
守
護
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
法
師
と
し
て
「
広
演
此
経
」
の
役
目
を
果
す
者
に

は
、
仏
も
又
一
心
に
こ
れ
を
加
護
し
荷
掘
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

、

因
み
に
党
文
で
は
法
師
口
聞
が
ど
の
よ
う
に
諮
ら
れ
て
い
る
か
を
、
岩
本
裕
教
授
の
訳
本
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
以
下
発
文

法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
ハ
上
田
〉



法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
ハ
上
回
〉

と
い
う
。
）
先
ず
「
法
師
」
に
つ
い
て
は
、

〈

mv

唱
え
る
人
々
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

神
も
と
も
に
住
む
」
と
あ
り
、

「
教
え
を
説
く
者
」
と
あ
り
、
仏
の
教
え
を
「
説
明
し
、
伝
え
、
書
き
、
書
い
て
記
憶
し
、

ま
た
「
人
に
聴
か
せ
、

教
え
示
す
」

こ
と
の
で
き
る
者
は
、

「
如
来
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ

り

漢
訳
経
典
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、

よ
り
明
瞭
に
わ
か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
所
が
多
い
。

「
教
え
を
説
く
者
」
は
、

「
如
来
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
説
は
、
即
ち
法
師
は
如
来
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

如

来
に
遣
さ
れ
、
如
来
の
事
を
行
ず
る
な
り
」
と
い
う
漢
訳
を
一
層
明
確
に
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
教
え
を
説
く
者
、
即
ち

法
師
は
、

「
人
聞
の
あ
い
だ
に
、
こ
の
説
教
を
説
き
明
か
す
た
め
に
、
世
間
の
人
を
慈
し
み
憐
れ
ん
で
、

。。

〔
前
世
に
於
け
る
〕
哲
願
の
力
に
よ
っ

て
〔
こ
の
世
に
〕
生
れ
で
た
、
如
来
き
な
が
ら
の
人
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
漢
訳
の
時
と
同
様
に
自
ら
の
普
願
で
、
世
間
の
人
を
慈
し
み
憐
れ
ん
で
生
れ
て
来
た
者
で
あ
る
こ
と
が
わ

( 6 ) 

か
る
。
即
ち
、

一
旦
は
三
菩
提
に
到
達
し
た
者
が
、

「
こ
の
世
に
存
在
す
る
者
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
世
に
み
ず
か
ら
生
れ
で
た
如
来
の

使
者
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
前
世
に
於
け
る
「
普
願
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
衆
生
を
憐
み
救
済
す
る
た
め
に
、

「
如
来
き
な
が
ら
の
」
事
を
行
ず
る

と
こ
ろ
の
如
来
使
た
る
普
顕
で
あ
る
。
こ
の
崇
高
な
替
願
を
果
す
た
め
「
こ
の
世
に
み
ず
か
ら
生
れ
で
た
」
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
法
師
た
る
者
の
立
場
が
如
何
に
前
世
か
ら
の
因
縁
、
特
に
自
ら
の
哲
願
に
よ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
が
わ
か

っ
て
こ
よ
う
。

「
如
来
の
な
す
べ
き
こ
と
を
な
す
人
」
が
法
師
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
し
く
法
師
は
如
来
と
同
じ
事
を
実
行
す
る
人
で

あ
り
、

「
如
来
き
な
が
ら
」
の
人
た
る
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
、
そ
の
使
命
を
果
し
て
い
く
上
で
、
如
何
に
大
切
で
あ
る
か
わ
か
る
で
あ
ろ



ぅ
。
法
師
と
し
て
の
使
命
を
果
す
こ
と
は
以
上
の
経
文
か
ら
す
る
と
、
仏
と
全
く
同
じ
事
を
な
す
こ
と
に
あ
る
。
仏
と
全
く
同
じ
行
為
を

な
す
か
ら
「
如
来
使
」
と
称
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

「
仏
の
滅
後
に
仏
に
代
っ
て
法
を
説
く
者
」
を
法
師
と
名
付
け
る
こ
と
に
な
る
。
既
に

上
述
の
如
く
こ
の
法
師
は
、
過
去
の
世
に
在
っ
て
、
三
菩
提
を
成
じ
清
浄
の
業
報
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
仏
と
同
体
の
者
と

い
え
る
。

そ
の
人
が
再
び
法
師
と
し
て
、
此
の
世
に
生
じ
て
法
を
弘
め
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
た
な
く
て
は
、
末
法
の
法
師
と
し
て

忍
難
弘
経
の
道
を
進
む
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
勧
持
品
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
が
、
法

師
晶
の
中
で
も
「
而
此
経
者
、
如
来
現
在
、
猶
多
怨
族
、
況
減
度
後
」
と
あ
り
、
更
に
こ
れ
に
続
い
て
「
為
＝
他
人
－
説
者
、
如
来
則
為
＝
、

0

0

0

0

0

0

0

0

 

以
ν衣
覆
v之
」
と
あ
る
。
党
支
で
は
「
ま
た
他
人
に
聴
か
せ
よ
う
と
す
る
、
こ
れ
ら
良
家
の
息
子
た
ち
ゃ
良
家
の
娘
た
ち
は
、
如
来
の
衣

服
で
包
ま
れ
た
人
と
知
る
べ
き
で
あ
る
吃
」
と
な
っ
て
お
り
、
一
見
、
同
様
の
内
容
の
よ
う
で
あ
る
が
、
他
人
の
為
に
此
の
経
を
「
説
い

「
聴
か
せ
よ
う
と
す
る
」
者
は
、
す
べ
て
如
来
の
衣
で
覆
わ
れ
、
又
如
来
の
御
手
で
頭
を
摩
で
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ

( 1 ) 

て」
る。

こ
こ
で
は
、
仏
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
法
は
、
法
師
に
よ
っ
て
解
説
さ
れ
、
こ
れ
を
聴
聞
し
た
良
家
の
息
子
・
娘
等
は
、
未
聞
の
徒
を
誘

勺
て
共
に
「
聴
か
せ
よ
う
と
す
る
」
行
動
を
と
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
為
他
人
説
者
」
と
は
明
ら
か
に
法
師
の
立
場

で
あ
り
、

「
他
人
に
聴
か
せ
よ
う
と
す
る
良
家
の
息
子
・
娘
た
ち
」
と
は
、
仏
か
ら
派
遣
さ
れ
た
「
化
人
」
の
こ
と
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
即
ち
漢
訳
と
党
本
と
で
は
微
妙
な
相
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
実
に
「
説
く
者
」

ハ
法
師
）
の
立
場
と
、
そ
の
「
説
く
者
」

を
し
て
補
佐
し
、

「
聴
か
せ
よ
う
と
す
る
」
働
き
を
な
す
者
と
の
立
場
を
、
そ
れ
ぞ
れ
表
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

所
謂
、

「
法
師
」
と
「
化
人
」
と
の
関
係
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
此
の
両
者
に
つ
い
て
更
に
調
べ
て
み
る
と
、

法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
ハ
上
回
〉



法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
〈
土
田
〉

「
若
我
滅
度
後
、
能
説
＝
此
経
－
者
、
我
遺
－
－
化
四
衆
、
比
丘
比
丘
尼
、
及
清
信
士
女
－
、
供
－
一
養
於
法
師
－
、
引
－
－
導
諸
衆
生
－
、
集
レ
之
令
ν

聴
ν法
、
若
人
参
加
＝
悪
、
万
杖
及
瓦
石
－
、
則
違
－
－
変
化
人
－
、
為
レ
之
作
－
扇
動
、
」

と
あ
り
、

「
能
説
此
経
者
」
に
対
し
て
は
、
四
衆
を
始
め
「
清
信
士
女
」
を
遣
わ
し
て
、
こ
の
「
法
師
」
即
ち
能
説
此
経
者
を
供
養
し
、

更
に
諸
の
衆
生
を
引
き
入
れ
、

「
こ
れ
を
集
め
て
法
を
聴
か
し
め
ん
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
で
明
ら
か
な
如
く
、
法
を
説
く
法
師
に
対
し
、

仏
は
既
に
教
化
し
た
四
衆
や
清
信
土
女
に
至
る
ま
で
を
派
遣
し
、
そ
の
法
師
を
扶
け
て
「
集
之
令
聴
法
」
を
な
し
、
総
て
の
も
の
に
法
を

聴
か
し
め
る
よ
う
に
し
む
け
る
こ
と
を
な
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
集
之
令
聴
法
」
を
行
い
、

「
為
之
作
衛
護
」
を
実
践
す
る
者
の

こ
と
を
、

「
則
違
変
化
人
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
変
化
人
」
に
つ
い
て
は
、

「
薬
王
我
於
－
－
余
国
六
遺
コ
化
人
－
為
レ
其
集
＝
聴
法
衆
－
、
亦
遺
－
一
化
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
－
、
聴
＝
其
説
法
－
是
諸
化
人
、
関
レ
法
信

受
随
順
不
レ
逆
。
」

( 8 ) 

と
あ
る
。
こ
れ
は
仏
が
そ
の
弟
子
に
向
っ
て
、
如
来
の
滅
後
に
是
の
法
華
経
を
広
く
説
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
如
来
の
「
衣
・
座
・
室
」

の
三
軌
に
従
っ
て
説
く
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
に
続
く
一
文
で
あ
る
。

即
ち
広
く
是
の
経
を
説
く
者
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、

「
化
人
を
遣
は
し
て
其
れ
が
為
に
聴
法
の
衆
を
集
め
聴
か
し
め
ん
。
」
と
い
う
の
で

あ
る
。
是
の
化
人
は
自
ら
法
を
聞
い
て
信
伏
随
順
す
る
と
共
に
、
未
信
未
聞
の
衆
を
集
め
て
聴
聞
さ
せ
る
働
き
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る。

「
化
人
」
と
は
こ
の
故
に
、
仏
の
「
化
身
」
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

つ
ま
り
、
説
く
者
（
法
師
〉
と
、
聞
く
者
（
衆
人
〉
と
が
あ
れ
ば
、

一
応
は
教
法
が
伝
っ
て
行
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、
在
世
は
と
も
か

く
仏
の
滅
後
は
、
此
の
両
者
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
仏
は
此
の
間
に
「
化
人
」
を
派
遣
し
て
「
集
之
令
聴
法
」
を
な
さ
し
め

た
も
の
と
い
え
る
。



四

此
の
法
師
品
の
経
文
を
、
現
実
に
当
て
は
め
て
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
法
師
即
ち
僧
侶
が
、
信
行
を
盛
ん
に
し
よ
う
と
し
て
グ
ル
ー
プ

を
作
り
、
法
を
説
く
者
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
た
時
、
此
の
会
の
幹
事
・
世
話
人
と
し
て
、
同
信
の
徒
は
も
ち
ろ
ん
未
信
未
聞
の
衆
を

誘
引
し
、
そ
の
僧
侶
の
説
法
を
聴
か
し
め
る
者
が
い
た
と
し
た
ら
、
こ
の
人
は
ま
さ
し
く
「
化
人
」
で
あ
り
、
仏
か
ら
派
遣
さ
れ
、
法
師

を
扶
け
る
者
で
あ
っ
て
、
若
し
も
そ
の
法
師
が
万
杖
瓦
石
を
加
え
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
際
は
、
こ
れ
が
為
に
衛
謎
を
な
す
者
を
「
変
化
の

人
」
と
も
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

＼
大
慈
悲
心
・
柔
和
忍
辱
・
一
切
法
空

一
｜
能
説
此
経
者

r
l法
師
・
僧
侶

l
如
来
使

l
経
典
を
説
く
勇
士
｜
｜
一

総
弘
通
l
一

丁

僧

俗

一

体

「
集
之
令
聡
法
1
l化
人
・
変
化
人
l
如
来
派
遣
人
l
清
信
の
士
女
｜
一

／
供
養
於
法
師
・
為
之
作
衛
麓
・
得
見
恒
沙
仏

( 9 ) 

元
来
、
仏
に
よ
っ
て
説
示
さ
れ
た
教
法
は
、
法
宝
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
が
、
教
法
だ
け
で
は
衆
生
救
済
は
で
き
な
い
。
周
知
の
如

く
此
の
法
宝
を
弘
め
伝
え
て
行
く
法
師
即
ち
僧
宝
が
な
く
て
は
法
宝
は
弘
ま
っ
て
行
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
当
然
の
こ
と
な
が
ら
僧

宝
の
必
要
性
、
重
要
性
が
出
て
く
る
。
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
は
こ
う
し
て
古
来
貴
重
な
宝
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
な
か
で

も
僧
侶
は
仏
滅
後
末
の
世
に
仏
法
を
弘
め
る
使
命
を
持
っ
た
者
と
し
て
、
そ
の
責
任
は
重
い
も
の
が
あ
る
。

常
不
軽
菩
薩
品
に
よ
れ
ば
、
仏
が
得
大
勢
菩
藍
に
次
の
如
く
語
っ
て
い
る
。

「
彼
時
四
衆
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
、
以
膜
意
意
軽
賎
我
故
、
二
百
億
劫
常
不
値
仏
、
不
開
法
不
見
僧
、
千
劫
於
阿
鼻
地
獄
受
大

法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
ハ
上
田
〉



法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
ハ
上
回
〉

苦
悩
。
」

仏
を
膿
毒
軽
賎
し
た
罪
に
よ
り
、
二
百
億
劫
も
の
永
き
問
、

「
仏
に
値
は
ず
、
法
を
聞
か
ず
、
僧
も
見
ず
」
千
劫
に
わ
た
っ
て
阿
鼻
地
獄

へ
堕
ち
て
大
苦
悩
を
受
け
る
結
果
と
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
即
ち
「
仏
・
法
・
僧
」
の
三
宝
に
ま
み
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
為
に

法
を
聞
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
は
、
結
極
の
と
こ
ろ
「
不
見
僧
」
に
よ
り
「
不
開
法
」

「
不
値
仏
」
と
な
っ
た
の
意
で
あ

って、

「
不
見
僧
」
が
、

「
受
大
苦
悩
」
の
第
一
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

僧
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
、
自
ず
と
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
法
を
聞
け
ば
、
叉
当
然
の
こ
と
な
が
ら
法

を
通
し
て
仏
に
値
い
奉
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

「
不
見
僧
」
が
一
番
問
題
と
な
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り

此
の
文
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
僧
は
法
を
説
く
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
僧
に
会
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
者
は
、
不
幸
に

し
て
法
を
聞
く
こ
と
も
、
仏
に
値
う
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

( 10 ) 

法
華
経
で
は
一
般
的
に
、
仏
の
教
化
に
浴
し
た
も
の
を
善
男
子
・
普
女
人
と
呼
び
、
そ
の
中
で
も
出
家
者
を
比
丘
・
比
丘
尼
、
在
家
を

優
婆
塞
・
優
婆
夷
と
称
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
中
で
も
特
に
法
を
説
い
て
衆
生
を
教
化
す
る
者
を
法
師
と

呼
び
、
菩
麓
と
も
称
し
、
不
軽
晶
で
は
「
僧
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
来
、
僧
は

ωω
召

mv”
で
僧
伽
と
音
写
さ
れ
、
三
宝
の
一
宝
に
数
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、

一
般
に
僧
と
い
え

ぱ
出
家
剃
髪
し
て
仏
に
従
っ
て
法
を
修
行
し
て
い
く
者
の
こ
と
で
あ
り
、

『
大
智
度
論
』
で
は
「
多
く
の
比
丘
の
一
処
に
和
合
す
る
、
是

れ
を
僧
伽
と
名
づ
く
。
普
え
ば
大
樹
の
叢
棄
す
る
是
れ
を
名
づ
け
て
林
と
為
す
が
如
し
。

一
の
樹
を
除
か
ば
亦
林
な
し
。
一
一
の
比
丘
を
除
か
ば
亦
僧
無
し
。
」
と
あ
る
の
で
、
最
初
は
比
丘
の
集
団
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

。

《
M
V

る
。
響
喰
且
聞
に
は
「
亦
見
－
－
於
汝
及
比
丘
僧
詑
諸
菩
薩
こ
と
あ
る
。
愛
で
は
比
丘
僧
・
諸
菩
薩
と
並
列
し
て
出
て
い
る
が
、

一
一
の
樹
を
名
づ
け
て
林
と
為
さ
ざ
る
も
、

「
比
丘
僧
」



と
し
て
比
丘
と
僧
を
同
意
に
扱
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
又
「
侶
」
は
人
を
集
め
る
意
味
を
持
ち
、
仲
間
・
同
類
・
と
も
な
う

・
つ
れ
だ
っ
と
い
っ
た
用
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
僧
侶
と
い
え
ば
「
比
丘
の
集
ま
り
」
と
い
っ
た
意
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が

後
に
比
丘
尼
も
加
わ
り
、
比
丘
・
比
丘
尼
の
集
ま
り
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
僧
尼
・
僧
伽
・
僧
徒
と
い
っ
た
言
葉
も
生
れ
る
に
至
っ
た
。

ま
た
次
第
に
僧
の
出
家
集
団
と
、
俗
の
在
家
集
団
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
修
行
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
出
家
者
は
専
ら
僧
坊
・
僧
院
に

能
っ
て
仏
道
修
行
に
専
念
す
る
傾
向
と
な
っ
た
。

現
在
、

僧
侶
が
寺
院
に
於
て
、

僧
籍
を
持
ち
僧
衣
を
身
に
着
け
て
生
活
し
て
い
る
の

「
我
等
居
＝
僧
之
首
－
、
年
越
朽
遇
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
五
百

も
、
こ
う
し
た
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
。
信
解
品
で
は
四
大
戸
聞
が
、

弟
子
受
記
品
で
は
「
声
聞
亦
無
数
、
三
明
八
解
脱
、
得
＝
四
無
擬
智
－
、
以
－
－
是
等
－
為
レ
僧
」
と
あ
り
、
ま
た
寿
量
品
に
よ
る
と
、

。

。

〈

m）

「

時

我

及

衆

僧

常

在

レ

此

不

ν滅」

倶
出
＝
霊
鷲
山
－

我
時
語
＝
衆
生
－

り
多
く
の
僧
を
連
れ
て
霊
鷲
山
に
在
り
、
説
法
教
化
さ
れ
て
い
る
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。
尚
、
此
の
文
に
続
い
て
「
以
方
便
力
故

現
有

( 11 ) 

と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
仏
が
「
衆
僧
」
を
伴
っ
て
霊
鷲
山
に
現
わ
れ
、
衆
生
に
不
滅
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仏
が
晩
年
に
至

余
国
有
衆
生

恭
敬
信
行
者

我
復
於
彼
中

減
不
滅

為
説
無
上
法
」
と
あ
り
、
党
文
で
は
「
余
は
こ
こ
で
入
滅
し
た
の
で
は
な
い
、

僧
た
ち
ょ
、
あ
れ
は
余
の
巧
妙
な
手
段
な
の
だ
o

余
は
繰
返
し
繰
返
し
生
命
の
あ
る
者
の
世
界
に
い
匂
」
と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
も
「
僧

。

た
ち
よ
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
叉
序
品
で
は
、
菩
麓
が
種
々
の
物
を
「
施
－
－
仏
及
僧
こ
と
あ
る
。

仏
弟
子
の
中
に
は
、
勿
論
在
家
の
弟
子
も
多
く
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
出
家
の
弟
子
、
即
ち
戸
閲
僧
は
常
に
仏
の
そ
ば
近
く
に
在
っ

て、

師
匠
た
る
仏
に
使
え
給
仕
し
修
行
に
励
み
つ
つ
、

菩
薩
僧
は
時
に
仏
を
補
佐
し
て
代
講
し
、

特
に
仏
滅
後
の
世
に
は
法
師
と
な
っ

て
、
仏
に
代
り
「
仏
の
事
を
行
ず
る
」
者
と
し
て
の
付
嘱
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
恭
敬
信
行
者
」
で
あ
り
、
そ
の
代
表
が

上
行
等
の
本
化
と
称
さ
れ
る
四
大
菩
薩
で
あ
っ
て
、
末
法
の
唱
導
師
と
さ
れ
、
神
力
品
別
付
嘱
の
主
役
と
な
っ
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
は
叉

法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
ハ
上
回
〉



法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
（
上
田
〉

「
法
華
経
の
行
者
日
蓮
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。
法
華
経
の
行
者
と
は
、
此
の
経
の
中
に
説
か
れ
て
い
る
如
来

「
如
来
の
事
を
行
ず
る
者
」
と
い
う
意
味
が
能
め
ら
れ
て
い
る
。
故
に
「
日
蓮
ハ
法
華
経
ノ
御
使
也
。
」
と
云
い
更
に
「
日

蓮
法
華
経
の
法
師
た
る
事
疑
ヒ
な
き
歎
吃
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
不
軽
菩
薩
に
し
て
も
、
仏
に
従
っ
て
そ
の
教
え
を
修
行
し
て
き
た
出
家

そ
の
流
れ
を
汲
み
取
っ
て
、

使
と
し
て
、

沙
円
で
あ
り
僧
で
あ
っ
た
。
身
延
の
聖
人
へ
桟
敷
女
房
が
「
白
き
か
た
び
ら
布
一
切
」
を
供
養
し
て
き
た
時
に
、

「
僧
の
き
侯
物
を
く
や

う
し
候
。
其
因
縁
を
と
か
れ
て
候
に
は
、

へ
。
」
と
法
師
品
の
文
を
引
き
、
自
身
を
「
僧
」
と
表
し
て
い
る
。

坐
於
菩
提
樹
」
と
あ
る
の
で
、
仏
自
身
「
出
家
」
さ
れ
た
僧
と
し
て
の
道
を
歩
ま
れ

過
去
に
十
万
億
の
仏
を
く
や
う
せ
る
人
、

法
華
経
に
近
づ
き
ま
い
ら
せ
侯
と
ぞ
と
か
れ
て
候

涌
出
品
に
は
、

「
仏
昔
従
釈
種

出
家
近
伽
耶

た
こ
と
が
わ
か
る
。

方
便
品
に
よ
る
と
、
仏
が
始
成
正
覚
の
後
、
鹿
野
苑
に
於
て
、
五
人
の
比
丘
に
始
め
て
説
法
し
た
こ
と
を
と
り
あ
げ
、

o

a

ω
〉

法
僧
差
別
名
乙

( 12 ) 

「
以
－
一
方
便
力
－
故

為
＝
五
比
丘
一
説

是
名
－
－
転
法
輪
－

使
有
－
－
浬
繋
音

及
以
阿
羅
漢

と
あ
る
。
党
文
で
は
こ
れ
に
相
当
す
る
箇
所
で
、
「
五
比
丘
」
の
こ
と
を
「
五
人
の
僧
」
と
訳
し
、
更
に
「
及
以
阿
羅
漢

ま
た
僧
団
と
い
う
言
葉
が
、
こ
の
世
に
現
わ
れ
た
。
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ

法
僧
差
別
名
」

は

「
ア
ル
ハ
ッ
ト
と
い
う
言
葉
、
教
え
と
い
う
言
葉
、

の
「
僧
団
」
に
つ
い
て
は
特
に
「
注
」
を
付
し
、

「
僧
た
ち
の
集
団
」
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

「
一
般
に
仏
教
の
出
家
者
を
僧
と
い
う
」
と

「
絃
に
ア
ル
ハ
ッ
ト
・
教
え
・
僧
団
と
列
挙
さ
れ
て
い
る
三
者
は
、
漢
訳
仏
典
で
は
一
般
に
仏
・
法
・
僧
〈
こ
れ
を
三
宝
と
い
う
〉

と
記
さ
れ
る
。
裁
に
、
こ
の
三
者
が
、
こ
の
世
に
現
わ
れ
た
と
い
う
の
は
、
仏
教
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
」
と
記
し

。

。

て
い
る
。
即
ち
、
僧
は
前
述
の
如
く
仏
弟
子
の
出
家
者
を
意
味
し
、
仏
陀
と
、
説
か
れ
た
教
法
と
、
そ
れ
を
伝
え
弘
め
る
僧
侶
と
の
三
者

しを
も
っ
て
コ
ニ
宝
」
と
称
し
、
こ
の
三
宝
に
よ
り
仏
教
が
成
立
し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
僧
侶
は
仏
教
を
成
立



せ
し
め
る
三
者
の
中
の
一
で
あ
り
、
仏
法
を
伝
え
弘
め
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
特
に
仏
の
滅
後
に
あ
っ
て
は
、
如
来
使

と
し
て
、

如
来
の
事
を
行
ず
る
「
如
来
さ
な
が
ら
の
人
」

で
あ
り
、

「
如
来
と
ひ
と
し
く
供
養
さ
れ
る
」

こ
と
に
な
る
。
故
に
僧
侶
は

「
常
に
法
を
説
く
者
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
此
の
常
に
法
を
説
く
者
を
「
法
師
」
と
称
し
、
上
述
の
如
く
法
師
品
で
は
そ
の
法
師
に

関
す
る
詳
説
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
発
文
で
は
法
師
の
こ
と
を
、
「
こ
の
経
典
を
説
く
勇
士
」
と
も
訳
さ
れ
て
い
る
。
法
師

は
勇
気
を
持
っ
て
脅
迫
・
非
難
が
与
え
ら
れ
で
も
こ
れ
に
屈
せ
ず
、
強
く
生
き
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
蓮
聖
人
は
「
よ
き
師
者
、
指

た
る
世
間
の
失
無
し
て
、
柳
の
へ
つ
ら
ふ
こ
と
な
く
、
少
欲
知
足
に
し
て
慈
悲
有
ら
ん
僧
の
、
経
文
に
任
せ
て
法
華
経
を
読
み
持
ち
て
人

tae

《

mv

を
も
勧
め
て
持
た
せ
ん
僧
を
ば
、
仏
は
一
切
の
僧
の
中
に
吉
第
一
の
法
師
也
と
讃
め
ら
れ
た
り
。
」
と
も
述
べ
、
僧
と
法
師
と
を
同
一
視

。

し
て
い
る
。
分
別
功
徳
品
に
は
「
比
丘
僧
」
と
あ
り
、
僧
坊
を
造
立
し
衆
僧
を
供
養
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

ま
た
法
師
口
聞
に
よ
れ
ば
、
迫
害
が
加
え
ら
れ
よ
う
と
し
た
時
は
、
変
化
の
人
が
追
わ
さ
れ
、
衛
護
を
受
け
る
と
同
時
に
、
聴
法
の
衆
を

( 13 ) 

集
め
て
、
こ
の
法
師
の
所
説
を
聞
か
し
め
ん
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
法
師
即
ち
僧
侶
を
扶
け
る
変
化
の
人
は
一
つ
に
は
「
為
之

作
衛
護
」
の
働
き
を
し
、
二
つ
に
は
「
集
之
令
聴
法
」
の
役
目
を
果
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
は
、
法
師
品
の
「
当
レ
知
是
人
与
＝
如
来
一
共
宿
」
と
「
感
－
一
衆
生
－
故
生
＝
此
人
間
」
の
文
を
あ
げ
て
、

比
丘
信
行
比
丘
与
＝
俗
衆
－
共
致
＝
礼
拝
－
供
養
恭
敬
事
可
ν
如
レ
敬
レ
仏
。
」
と
述
べ
、
比
丘
と
俗
衆
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
。

「
是
故
作
法
受
職
濯
頂

＼
為
之
作
衛
護

l
外
に
向
つ
て
は
法
敵
か
ら
の
衛
麓

l
一

則
遺
変
化
人
ハ

T
供
養
於
法
師

／
集
之
令
聴
法

l
内
に
向
つ
て
は
聴
聞
衆
を
集
め
る
｜
一

こ
れ
を
要
す
る
に
各
寺
院
、
教
会
、
結
社
に
於
て
、
法
師
を
補
佐
し
信
行
増
進
の
為
の
核
と
な
り
、
自
ら
進
ん
で
、
信
徒
・
未
信
徒
を

誘
っ
て
「
集
之
令
聴
法
」
の
経
文
を
実
践
す
る
者
即
ち
、

「
他
人
に
聴
か
せ
よ
う
と
す
る
者
」
が
あ
れ
ば
、
ま
さ
し
く
こ
れ
は
「
先
達
」

法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
（
上
回
〉



で
あ
り
、

法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
ハ
上
回
〉

「
則
違
変
化
人
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

一l
能
説
此
経
者
ハ
法
師
）

l
如
来
所
逃
｜
説
法
I
l
l－

令
法
｜
一
「
護
｜
レ
集
之
令
聴
法
〈
化
人
〉
」
一

久

住

一

つ

裂

｜

｜

吋

「

則

逃

変

化

人

て

「

末

世

之

衆

生

（

大

衆

）

｜

一

五

次
に
法
師
功
徳
品
を
一
見
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
愛
で
は
仏
が
常
精
進
菩
薩
に
法
華
経
を
受
持
・
読
諦
・
解
説
・
書
写
す
る
こ
と
の
功

徳
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
最
初
は
例
の
如
く
「
若
善
男
子
、
善
女
人
」
と
広
く
一
会
の
大
衆
に
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
会
座
が
進
む

に
つ
れ
て
、
次
第
に
「
教
え
を
説
く
者
」
即
ち
法
師
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
呼
び
か
け
は
広
く
善
男
子
・
善
女
人
で

( 14 ) 

あ
る
が
、
内
容
は
「
教
え
を
説
く
者
の
受
け
る
思
恵
」
で
あ
っ
た
。
即
ち

「
若
於
大
衆
中

以
無
所
畏
心

説
是
法
華
経

汝
聴
其
功
徳

是
人
得
八
百

功
徳
殊
勝
眼
。
」

と
あ
り
以
下
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
・
抵
の
六
根
清
浄
を
得
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
法
華
経
を
説
く
者
」
所
調
、
法
師
に

つ
い
て
の
功
徳
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
均
例
え
ば
耳
根
の
箇
所
で
は
、

「
法
師
住
於
此

悉
皆
得
聞
之

一
切
比
丘
衆

及
諸
比
丘
尼

若
読
諦
経
典

若
為
他
人
説
」

と
あ
っ
て
法
師
は
、
仏
を
始
め
総
て
の
微
妙
の
法
の
音
戸
を
聞
き
、
功
徳
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
法
華
経
を
持
ち
こ
れ
を

他
の
為
に
説
く
者
、
即
ち
法
師
は
、
六
根
清
浄
を
得
る
と
共
に
恭
敬
供
養
を
受
け
、
百
福
荘
厳
し
歓
喜
愛
敬
せ
ら
れ
ん
と
も
説
か
れ
て
い

る。



「
能
以
千
万
種

普
巧
之
語
言

分
別
而
演
説

持
法
華
経
験
）
」

と
い
う
語
で
此
の
品
は
し
め
く
く
ら
れ
て
い
る
如
く
、
善
巧
の
語
言
を
数
多
く
用
い
て
、
分
別
し
な
が
ら
法
華
経
を
演
説
せ
よ
、
と
い
う

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
布
教
を
す
る
上
で
、
特
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
項
と
い
え
よ
う
。

法
華
経
を
弘
め
る
こ
と
の
功
徳
が
説
か
れ
た
あ
と
、
最
後
に
布
教
の
心
得
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
と
ぼ
し
い
言
葉
で
、

無
分
別
に
法
を
説
く
の
で
は
な
く
、
豊
富
な
言
語
を
用
意
し
、
能
く
対
告
衆
と
時
と
国
土
等
を
分
別
し
て
説
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
法

師
た
る
者
は
し
た
が
っ
て
布
教
に
関
し
て
も
充
分
な
る
修
行
を
積
み
、
聴
聞
の
衆
か
ら
歓
喜
愛
敬
さ
れ
る
よ
う
精
進
し
な
く
て
は
な
ら
な

聖
人
に
よ
れ
ば
、

也
、
善
男
子
の
人
な
る
べ

W
」
と
推
地
四
郎
に
記
し
て
い
る
が
、
法
華
経
一
句
た
り
と
も
語
る
者
は
、
誰
彼
の
別
な
く
如
来
の
使
者
で

い
こ
と
に
な
る
。

「
僧
も
俗
も
尼
も
女
も
一
旬
を
も
人
に
か
た
ら
ん
人
は
如
来
の
使
と
見
え
た
り
。
貸
辺
す
で
に
俗

あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
「
貴
辺
は
俗
な
の
で
善
男
子
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
点
に
、
特
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

経
を
持
つ
俗
の
事
也
」
と
も
あ
る
。

「
普
男
子
と
は
法
華

( 15 ) 

因
み
に
こ
の
法
師
功
徳
品
の
し
め
く
く
り
の
経
文
は
、

党
文
で
は

「
す
べ
て
の
者
に
教
え
を
説
く
者
は
、

教
師
の
位
に
あ
る
」
と
あ

り

「
教
師
」
と
な
っ
て
い
る
が
「
法
師
」
と
同
意
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
「
法
師
」
は
教
師
と
し
て
、
法
を
説
く
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
者

に
教
え
を
弘
め
る
こ
と
が
「
教
師
の
位
」
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
一
文
は
教
師
た
る
者
の
注
目
す
べ
き
経
文
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
常
に
座
右
に
あ
っ
て
精
読
し
つ
つ
、
そ
の
意
を
汲
み
実
践
に
向
け
て
努
力
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

所
調
、
経
文
の
「
如
来
の
衣
を
身
に
着
け
る
」
と
は
、
一
言
う
迄
も
な
く
「
如
来
に
代
っ
て
」
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る

「
如
来
の
座
に
着
き
」
法
を
説
く
こ
と
に
な
る
。
法
華
経
を
説
く
者
は
そ
の
自
覚
と
責
任
を
感
知
す
べ
き
で
あ
り
、
諸
経
の
法
師

よ
り
も
一
層
の
精
進
が
な
さ
れ
な
く
て
は
「
普
巧
之
語
言
、
分
別
而
演
説
」
が
で
き
な
く
な
る
。
弘
経
の
功
徳
甚
多
な
る
こ
と
の
み
を
考

か
ら
、

法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
ハ
上
回
》



法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
ハ
上
回
〉

え
る
こ
と
な
く
、
更
に
そ
こ
に
あ
る
責
任
と
使
命
に
徹
す
る
と
同
時
に
誇
り
を
持
つ
必
要
が
あ
ろ
う
。

斯
く
の
如
く
法
師
、
即
ち
布
教
を
な
す
者
の
自
覚
に
立
つ
こ
と
に
よ
り
、
法
師
品
の
結
文
が
示
す
如
く
、

得
見
恒
沙

HbM

「
若
親
近
法
師

速
得
菩
薩
道

随
順
是
師
学

と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
法
師
」
は
上
来
述
べ
た
如
く
、

「
法
華
経
を
仏
に
代
っ
て
説
く
者
」
即
ち
「
如
来
の
法
衣
」
を
着
け
た
僧
侶

で
あ
り
「
教
師
」
で
あ
っ
て
、
常
に
教
化
の
為
の
努
力
を
積
む
「
布
教
師
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
を
又
「
如
来
使
」
と
も
称
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
は
、
こ
の
「
如
来
使
」
の
実
践
に
終
始
さ
れ
、
末
代
の
教
師
に
範
を
示
さ
れ
て
い
る
。
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
、

「
此
時
地
涌
菩
薩
始
出
＝
現
世
－
但
以
＝
妙
法
蓮
華
経
五
字
一
令
レ
服
－
一
幼
稚
－
。
因
誘
随
悪
必
因
得
益
是
也
。
我
弟
子
惟
レ
之
。
地
涌
千
界
教

主
釈
尊
初
発
心
弟
子
也
。
」

( 16 ) 

すと
ベあ
きつ
でて
あ、
る末
。法
措の
至世

霊8
2草
発寒
1[) v-;' 

~ ~ 
t_ ~ 
るり
本妙
化法

~ ~ 
来有
ta才 'Tl~‘

日；述
'%. .，.、元

自ら

語を
泊三 L、
子宅
三特
とに
を？

~ぷ
す弟
子子
惟 4 宇
レー 11.

;Z.，さJ
」惟

とへ
い」
うの
詩語
のに
中注
に目

鑓
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
故
に
右
の
文
に
続
い
て
、

－hb

’

ハ

テ

a

F

M

V

ヲ

兵

ル

ヲ

ハ

テ

O
ト

昆

「
当
レ
知
、
此
四
菩
薩
現
＝
折
伏
－
時
成
－
－
賢
王
－
誠
＝
責
愚
王
－
行
＝
摂
受
－
時
成
ν僧
弘
－
－
持
正
法
－
。
」

と
あ
る
。
即
ち
本
化
仏
使
は
、

「
僧
と
な
っ
て
正
法
を
弘
持
す
」
と
い
う
点
に
、
更
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
僧
は
正
法
た
る
妙
法
を
受

持
し
弘
布
す
る
こ
と
を
責
務
と
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
僧
侶
は
如
来
の
衣
、
座
、
室
三
軌
を
体

し
、
法
を
説
く
こ
と
に
よ
り
、
変
化
の
人
の
外
謎
を
受
け
、

「
集
之
令
聴
法
」
の
経
文
に
よ
っ
て
、
有
信
、
未
信
を
問
わ
ず
、

「令レ服－－

幼
稚
こ
を
果
し
、
以
て
「
皆
帰
妙
法
」
の
大
願
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
愛
に
再
確
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。



従
来
、

「
如
来
使
」
又
は
「
法
華
経
の
行
者
」
と
い
う
と
、
直
に
湧
出
品
の
「
本
化
上
行
」

「
地
湧
千
界
」
を
も
っ
て
論
ず
る
が
、
法

師
品
の
「
法
師
」
の
立
場
を
ふ
ま
え
た
上
で
の
「
仏
使
上
行
」
で
な
く
て
は
、
真
の
意
義
が
伝
達
さ
れ
に
く
い
。
つ
ま
り
本
化
上
行
と
し

て
の
在
り
方
の
具
体
性
は
、
法
師
品
を
通
し
て
見
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
法
師
品
の
所
説
は
、
湧
出
品
に
於
て
一
層
の

理
念
が
深
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

迩
門
の
流
過
分
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
法
師
口
聞
を
軽
視
す
る
こ
と
は
、
本
化
上
行
の
実
践
的
在
り
方
を
軽
視
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

も
の
と
い
え
よ
う
。
法
師
品
の
「
如
来
使
」
は
「
如
来
所
逃
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
師
が
湧
出
品
で
は
更
に
本
仏
と
の
重
厚
な
る
因
縁
に

よ
り
、
上
行
を
始
め
と
す
る
四
導
師
を
中
心
に
し
た
無
量
の
菩
薩
と
し
て
湧
出
し
、
末
世
の
弘
教
を
普
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人

も
此
の
聞
の
教
儀
を
、
自
身
と
そ
の
檀
越
の
上
に
当
て
、
四
条
金
吾
に
宛
た
御
書
の
中
で
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

キ

3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

「
法
師
品
の
文
に
退
化
四
衆
・
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
と
説
給
ふ
。
此
中
の
優
婆
塞
と
は
、
貴
辺
の
事
に
あ
ら
ず
ん
ば
た

さ

か

ら

予

I
l
l
i－
－

I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ヒ

れ
か
さ
さ
む
。
す
で
に
法
を
聞
て
信
受
し
て
逆
は
ざ
れ
ば
な
り
。
不
思
議
や
、
不
思
議
や
。
若
然
ば
日
蓮
法
華
経
の
法
師
な
る
事
疑

ぴ
ょ
う
ぎ

な
き
歎
。
則
如
来
使
に
も
に
た
る
ら
ん
、
行
如
来
事
を
も
行
ず
る
に
な
り
な
ん
。
多
宝
塔
中
に
し
て
二
仏
詑
坐
の
時
、
上
行
菩
薩
に

ほ
ぼ

A

i

’V
I
l
l
i－
－

l
i
l
l
I
l
l
1
1
1
1包
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
I
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l

譲
り
給
し
題
目
の
五
字
を
日
蓮
粗
ひ
ろ
め
申
な
り
。
此
即
上
行
菩
薩
の
御
使
欺
。
貴
辺
叉
日
蓮
に
し
た
が
ひ
て
法
華
経
の
行
者
と
し

引
剰
刈
叫
州
制
引
制
刻
q
是
蛍
流
通
に
あ
ら
ず
や
。
法
華
経
の
信
心
を
と
を
し
給
へ
時
」

( 17 ) 

即
ち
、
聖
人
は
自
ら
法
師
品
所
説
の
「
法
師
」
た
る
自
覚
を
持
ち
、
こ
れ
に
帰
依
し
て
「
集
之
令
聴
法
」
に
勤
め
、
外
護
の
念
篤
き
金
吾

を
も
っ
て
「
化
人
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
更
に
「
上
行
菩
薩
の
御
使
欺
」
と
「
仏
使
上
行
」
た
る
こ
と
へ
の
道
を
聞
き
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
御
脅
か
ら
、
再
び
観
心
本
尊
抄
の
地
涌
千
界
が
「
僧
と
な
っ
て
正
法
を
弘
持
す
。
」
と
い
う
一
文
を
見
る
時
、
僧
即
ち
法
師

法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
（
上
回
〉



法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
ハ
上
回
〉

と
化
俣
の
関
連
に
深
い
意
義
を
観
取
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
o
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角二審
以四第

迄坐六
整芸大
rち正
比、蔵
丘有二
僧龍王
ー。僧｜
」と八

主語貸
7を
1選
ぴ

吏
に

是

実
戸
聞
｛曽

千
五
百

普
醸
僧

租

有

而
於
此
経
中

法
華
最
第
ご

（
法
師
民
間
）
大
正
蔵

九

l
三
一
頁

一
二
八
頁

一
一
三
七
頁

一
五
四
五
頁

一
四
三
頁

一
四
五
頁
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一
五
三
頁



ハ却〉
〈幻〉

（

n〉
ハお〉
（則自〉
ハお〉

（

mv 

（

幻

〉
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（引山〉

（

沼

〉

法
華
経
ハ
岩
波
版
〉
岩
本
裕
訳

与
北
条
時
宗
書

四
条
金
吾
股
御
返
事

桟
敷
女
房
御
返
事

大

正

蔵

丸

l
四
二
頁

同

九

｜

一

O
頁

法
華
経
（
岩
波
版
〉
岩
本
裕
訳

同同法
華
初
心
成
仏
紗

得
受
職
人
功
徳
法
門
妙

大

正

蔵

丸

l
四
七
頁

党
漢
対
照
新
訳
法
華
経
ハ
南
条
文
雄
・
泉
芳
環
共
訳
）
で
は
「
こ
の
経
典
を
衆
会
の
う
ち
、
民
る
る
こ
と
な
く
勇
猛
に
、
演
説
開
示
す
る
人
。
」

〈
三
九
七
頁
）
と
あ
る
。

大

正

蔵

九

l
四
八
頁

同

九

l
五
O
頁

推

地

四

郎

股

御

書

定

遺

二

二

七

頁

秋
元
股
御
返
事

E

四
O
七
頁

法
華
経
〈
岩
波
版
〉
岩
本
裕
訳
下
一
二
七
頁

大

正

蔵

丸

l
三
ニ
頁

観

心

本

尊

抄

定

遺

七

一

九

頁

四

条

金

吾

股

御

返

事

同

六

三

七

頁

正
法
華
経
で
は
法
師
晶
が
薬
玉
如
来
品
第
十
と
な
っ
て
い
る
が
、
化
人
に
つ
い
て
は
、

り
、
妙
本
と
ほ
ぼ
同
様
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
〈
大
正
蔵
丸

l
一
O
二
頁
〉

中

定
遺
同同

三
一
頁

四
二
六
頁

六
三
七
頁

一
八
六

O
頁

上
一
二
七
頁

同
三
八
四
頁

中
一
六
五
頁

定
遺
一
四
二
三
頁

同

六

二

七

頁
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化
作
化
人
」

「
吾
遺
化
人
」

「
多
進
諸
化
人
」
等
と
あ

法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人
（
上
回
〉



日

蓮

聖

人

の
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一_... 
世

観

奥

野

本

洋

日
蓮
聖
人
は
、
ご
自
身
の
生
涯
を
考
え
ら
れ
る
時
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
、
生
死
輪
廻
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、
未
だ
仏
法
の
為
、
法

華
経
の
為
に
は
そ
の
生
命
を
一
度
も
捨
て
ず
と
い
う
思
い
と
、

誹
諺
正
法
の
罪
を
反
省
す
る
強
い
思
い
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
誹
誘
正
法
の
罪
を
消
す
こ
と
と
流
罪
死
罪
に
あ
う
こ
と
の
関
連
性
を
考
え
て
い
く
時
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の
三
世
に
わ
た
る
日
蓮

聖
人
ご
自
身
の
身
の
上
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

今
と
は
ち
が
い
、
大
聖
人
の
生
活
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
に
は
、

「
後
世
を
お
も
う
」
こ
と
は
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
だ
れ
も
が
関
心
を
い

( 21 ) 

だ
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
日
蓮
聖
人
も
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
現
代
は
、
医
学
の
発
達
に
よ
り
内
臓
移
植
も
行
な

わ
れ
る
時
代
で
あ
り
、
日
一
日
と
科
学
の
進
歩
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
る
が
、
今
日
も
な
お
「
後
世
を
お
も
う
」
こ
と
は
最
重
大
問
題

で
あ
る
と
思
う
。
私
は
以
前
『
棲
神
』
に
、
僧
侶
は
般
信
徒
の
葬
儀
を
行
な
い
引
導
を
わ
た
し
て
い
る
が
、
自
分
自
身
の
死
に
つ
い
て
真

《

1｝

剣
に
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
事
が
あ
る
。
自
身
の
死
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
真
剣
に
生
き
る
と
こ
ろ
に
、
日

蓮
聖
人
が
体
得
さ
れ
た
永
遠
の
生
命
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
蓮
聖
人
の
遺
文
中
か
ら
、
そ
の
三
世
観
を
考

え
て
み
た
い
。

一
、
無
常
と
六
道
輪
廻

日
蓮
聖
人
の
三
世
観
〈
奥
野
〉



日
蓮
聖
人
の
三
世
観
ハ
奥
野
〉

ま
ず
、
持
妙
法
華
問
答
妙
中
に
こ
の
世
の
無
常
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

昨
日
が
今
日
に
な
り
、
去
年
の
今
年
と
な
る
事
も
、
是
期
す
る
処
の
余
命
に
は
あ
ら
ざ
る
を
や
O
i－
－
：
：
臨
終
己
に
今
に
あ
り
と
は

知
な
が
ら
、
我
慢
偏
執
名
関
利
養
に
著
し
て
が
法
を
唱
へ
奉
ら
ざ
ら
ん
事
は
、
志
の
程
無
下
に
か
ひ
な

L
i－
－
：
・
、
思
へ
ば
一
夜
の

か
り
の
宿
を
忘
れ
て
幾
く
の
名
利
を
得
ん
。

こ
こ
で
聖
人
は
、
今
生
に
生
を
受
け
な
が
ら
つ
ま
ら
ぬ
事
に
執
着
し
、
大
事
な
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
と
警
告
さ
れ
て
お
り
、

須
く
心
を
一
に
し
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
我
も
唱
へ
、
他
を
も
勧
ん
の
み
こ
そ
、
今
生
人
界
の
思
出
な
る
べ
し

と
、
真
の
生
き
が
い
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
る
。
聖
愚
問
答
紗
上
に
は
、
生
死
無
常
に
つ
い
て
、

夫
生
を
受
し
よ
り
死
を
免
れ
ざ
る
理
り
は
、
賢
き
御
門
よ
り
卑
き
民
に
至
る
ま
で
人
ご
と
に
是
れ
知
と
い
へ
ど
も
、
実
に
是
を
大
事

と
し
是
を
歎
く
者
、
千
万
人
に
一
人
も
有
が
た
し
、
：
：
：
我
等
無
始
よ
り
己
来
、
無
明
の
酒
に
酔
て
六
道
四
聖
に
輪
廻
し
て
、
或
時

( 22 ) 

は
焦
熱
大
焦
熱
の
炎
に
む
せ
び
、
或
時
は
紅
蓮
大
紅
蓮
の
政
に
と
じ
ら
れ
：
：
：
：
・
今
度
若
生
死
の
き
づ
な
を
き
ら
ず
、
＝
一
界
の
龍
奨

を
出
ざ
ら
ん
事
か
な
し
か
る
べ
し

と
生
死
輪
廻
の
繰
り
か
え
し
を
こ
こ
で
断
ち
切
る
べ
き
だ
と
述
べ
ら
れ
、

吾
最
第
一
の
法
を
知
れ
り

と
そ
の
輪
廻
を
断
ち
切
る
術
を
心
得
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
お
も
う
に
、
こ
の
は
か
な
い
生
命
を
妻
子
春
族
の
為
に
は
捨
て
て
も
仏
法
の

為
、
法
華
経
の
為
に
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
ろ
う
か
と
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
に
、

夫
一
劫
受
生
の
骨
は
山
よ
り
も
高
け
れ
ど
も
、
仏
法
の
為
に
は
い
ま
だ
一
骨
を
も
す
て
ず
。
多
生
恩
愛
の
涙
は
海
よ
り
も
深
け
れ
ど

も
、
尚
後
世
の
為
に
は
一
一
滴
を
も
落
さ
ず
。



と
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
生
き
方
、
生
涯
を
通
し
て
の
方
針
が
諮
ら
れ
て
い
る
の
が
次
の
御
番
で
は
な
い
か
と
思
う
。

世
間
に
人
の
恐
る
る
者
は
火
炎
の
中
と
万
剣
の
影
と
此
身
の
死
す
る
と
な
る
べ
し
。
牛
馬
猶
身
を
惜
む
。
況
や
人
身
を
や
。
願
人
猶

畠

ヤ

ム

キ

命
を
惜
む
。
何
況
壮
人
を
や
0

・
：
：
：
：
身
命
を
捨
る
人
他
の
宝
を
仏
法
に
惜
ぺ
し
ゃ
。
：
・
：
：
：
世
間
の
浅
事
に
は
身
命
を
失
へ
ど

も
、
大
事
の
仏
法
な
ん
ど
に
は
捨
る
事
難
し
。
故
に
仏
に
な
る
人
も
な
か
る
べ
し
。

は
か
な
い
生
命
で
あ
る
が
、
か
け
が
え
の
な
い
身
命
で
あ
る
。
そ
の
何
に
も
か
え
が
た
い
身
命
を
つ
ま
ら
ぬ
事
に
つ
か
う
の
で
は
な
く
、

本
当
に
尊
い
事
に
用
い
る
こ
と
が
一
大
事
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

余
命
い
く
ば
く
な
ら
ず
。
い
た
づ
ら
に
瞭
野
に
す
て
ん
身
を
、
同
は
一
乗
法
華
の
か
た
に
な
げ
て

と
も
言
わ
れ
た
。
本
当
に
尊
い
こ
と
の
為
と
は
、
法
華
経
の
為
に
命
を
か
け
る
こ
と
で
あ
る
と
聖
人
は
考
え
ら
れ
た
。

夫
無
始
の
生
死
を
留
め
て
、
此
度
決
定
し
て
無
上
菩
提
を
証
せ
ん
と
思
は
ば
、
す
べ
か
ら
く
衆
生
本
有
の
妙
理
を
観
ず
べ
し
。
衆
生

本
有
の
妙
理
と
は
妙
法
蓮
華
経
是
也
。
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と
述
べ
ら
れ
て
い
る
し
、

『
船
守
弥
三
郎
許
御
書
』
に
は

我
等
衆
生
無
始
よ
り
こ
の
か
た
生
死
海
の
中
に
あ
り
し
が
、
法
華
経
の
行
者
と
な
り
て
無
始
色
心
本
是
理
性
、
妙
境
妙
智
金
剛
不
滅

の
仏
身
と
な
ら
ん
事
、
あ
に
か
の
仏
に
か
わ
る
べ
き
や
。
過
去
久
遠
五
百
座
点
の
そ
の
か
み
、
唯
我
一
人
の
教
主
釈
尊
と
は
我
等
衆

生
の
事
な
り
。

と
い
わ
れ
る
。

無
常
観
を
考
え
、
生
死
輪
廻
の
縛
か
ら
離
れ
る
と
教
え
る
の
は
、
日
蓮
聖
人
一
人
で
は
な
く
、
仏
教
界
の
中
に
は
種
々
の
教
え
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
仏
教
の
外
道
学
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
の
よ
う
な
濁
世
の
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
嘆
か
れ
る
。

日
蓮
聖
人
の
三
世
観
〈
奥
野
〉



回
避
聖
人
の
三
世
観
（
奥
野
）

然
れ
ば
仏
道
を
習
ふ
と
い
へ
ど
も
、
心
性
を
観
ぜ
ざ
れ
ば
全
く
生
死
を
離
る
る
事
な
き
な
り

と
述
べ
、
心
の
目
を
開
く
教
え
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
立
正
安
国
論
の
事

日
蓮
聖
人
は
、

『
守
護
国
家
論
』
に
引
統
き
、

『
立
正
安
国
論
』
を
脅
か
れ
、
北
条
時
頼
に
上
申
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
容
は

「
世
が
み
な
正
法
に
そ
む
き
人
悉
く
悪
法
に
帰
し
て
い
る
為
に
、
普
神
が
国
を
捨
て
種
々
の
災
難
が
続
出
し
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
悪
法
の
根
源
が
と
り
も
な
お
さ
ず
法
然
の
念
仏
で
あ
っ
た
。

当
世
は
こ
と
に
善
導
法
然
等
が
邪
義
を
正
義
と
思
て
浄
土
の
三
部
経
を
指
南
と
す
る
故
に
、
十
造
る
寺
は
八
九
は
阿
弥
陀
仏
を
本
尊

と
す
。
在
家
出
家
一
家
十
家
百
家
千
家
に
い
た
る
ま
で
持
仏
堂
の
仏
は
阿
弥
陀
也
。
『
善
無
畏
三
蔵
妙
』
に
は
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と
示
さ
れ
、

日
本
国
中
の
信
仰
が
阿
弥
陀
仏
中
心
に
な
っ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
を
嘆
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ま
ず
は
そ
の
念
仏
宗
を
諌

暁
す
る
こ
と
が
第
一
と
考
え
ら
れ
た
。

『
一
谷
入
道
御
書
』
に
は
、

阿
弥
陀
仏
は
十
万
億
の
あ
な
た
に
有
て
、
此
裟
婆
世
界
に
は
一
分
も
縁
な
し
。
：
：
：
・
：
但
日
蓮
一
人
計
此
事
を
知
り
ぬ
。
命
を
惜
て

云
は
ず
ば
国
恩
を
報
ぜ
ぬ
上
、
教
主
釈
尊
の
御
敵
と
な
る
べ
し
。
是
を
恐
れ
ず
し
て
有
の
ま
ま
に
申
な
ら
ば
死
罪
と
な
る
べ
し
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
又
、

『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』
中
に
は
、

日
本
国
に
は
誰
か
法
華
経
と
釈
迦
仏
を
ば
誘
ず
べ
き
と
疑
ふ
。
：
：
：
・
：
此
日
本
の
園
、
人
ご
と
に
阿
弥
陀
堂
を
つ
く
り
、
念
仏
を
申

す
。
其
根
本
を
尋
れ
ば
、
道
綜
禅
師
、
善
導
和
尚
法
然
上
人
と
申
三
人
の
言
よ
り
出
で
て
候
。
：
：
：
未
有
一
人
得
者
千
中
無
一
、
捨

テ

閉
閣
拠
等
－
g
o
i
－
－
－
こ
と
に
法
華
経
と
釈
迦
仏
を
捨
ま
い
ら
せ
よ
と
す
す
め
し
か
ば
、
や
す
き
ま
ま
に
案
も
な
く
ば
ら
ば
ら
と
付



候
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'O!§ 

と
示
し
て
あ
る
知
く
、
法
然
が
道
縛
、
善
導
の
ま
ち
が
っ
た
解
釈
に
よ
り
、
聖
道
門
の
法
華
真
言
を
捨
て
、
閉
じ
、
聞
き
、
弛
て
の
教
え

を
大
衆
が
素
直
に
信
じ
、
正
法
を
誹
誘
す
る
罪
を
お
の
ず
と
作
り
出
し
て
い
る
の
だ
と
強
く
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
蓮
聖
人

の
批
判
は
、
念
仏
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
四
箇
格
言
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
禅
宗
、
律
宗
、
真
言
宗
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。
が
そ
の

中
で
も
真
言
に
対
し
て
の
批
判
が
強
く
な
っ
て
い
く
。

『
関
目
抄
』
中
に
、

天
台
真
言
の
学
者
等
、
念
仏
、

禅
の
檀
那
を
へ
つ
ら
い
、
を
づ
る
事
、
犬
の
主
に
を
を
ふ
り
、

し
。
：
：
：
天
台
真
言
の
学
者
等
、
今
生
に
は
餓
鬼
道
に
堕
、
後
生
に
は
阿
鼻
を
招
ベ
し
。

ね
づ
み
の
猫
を
を
そ
る
る
が
ご
と

と
示
し
、
聖
道
門
を
学
ん
で
い
る
天
台
、
真
言
の
学
者
が
、
何
が
正
し
く
何
が
誤
っ
て
い
る
の
か
を
知
り
な
が
ら
も
信
徒
に
こ
び
へ
つ
ら

い
の
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
批
難
し
て
お
ら
れ
る
。
日
蓮
聖
人
の
心
の
中
に
は
、
最
澄
が
大
乗
戒
壇
建
立
を
成
し
遂
げ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
今
の
比
叡
山
に
は
阿
弥
陀
堂
が
は
び
こ
り
、
伝
教
大
師
の
お
考
え
か
ら
そ
れ
た
信
仰
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
為
に
、
こ
の
よ
う
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な
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
の
気
持
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

法
華
経
に
真
言
す
ぐ
れ
た
り
と
申
人
は
、
今
生
に
は
国
を
ほ
ろ
ぽ
し
家
を
失
ひ
、
後
生
に
は
あ
び
地
獄
に
入
べ
し
と
は
し
り
て
候

『
撰
時
抄
』
中
に
は
、

と
あ
り
、

『
三
三
蔵
祈
雨
事
』
中
に
は
、

真
言
と
天
台
と
の
勝
劣
に
、
弘
法
、
慈
覚
、
智
証
の
ま
ど
ひ
し
に
よ
り
て
、
日
本
国
の
人
々
、
今
生
他
国
に
も
せ
め
ら
れ
、
後
生
に

も
堕
な
り
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
叉
『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』
中
に
は
、

但
皆
人
の
を
も
ひ
て
候
は
、
日
蓮
を
ば
念
仏
師
と
禅
と
律
を
そ
し
る
と
を
も
ひ
て
候
。
こ
れ
は
物
か
ず
に
て
か
ず
な
ら
ず
。
真
言
宗

日
蓮
聖
人
の
三
世
観
ハ
奥
野
〉
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蓮
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（剖〉

と
申
宗
が
う
る
わ
し
き
日
本
国
の
大
な
る
呪
岨
の
悪
法
な
り

と
示
さ
れ
、

プ

F

然
ば
日
本
国
中
に
数
十
万
の
寺
社
あ
り
。
皆
真
言
宗
也
。
た
ま
た
ま
法
華
宗
を
誌
と
も
真
言
は
主
の
如
く
法
華
は
所
従
の
如
也
。
若

兼
学
人
も
心
中
は
一
同
に
真
言
也
。

『
本
尊
問
答
捗
』
に
も
、

と
い
わ
れ
、
当
初
念
仏
を
強
く
責
め
ら
れ
た
聖
人
が
後
半
で
は
真
言
を
第
一
に
責
む
べ
き
宗
で
あ
る
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

、
見
壊
法
者
置
不
珂
責
は
堕
地
獄

回
避
聖
人
は
、
衆
生
本
有
の
妙
理
は
法
華
経
で
あ
り
、
今
世
の
中
に
は
び
こ
る
と
こ
ろ
の
念
仏
は
じ
め
真
言
に
至
る
ま
で
の
諸
宗
は
、

正
法
を
そ
し
る
教
え
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
為
に
、

世
間
に
知
ら
せ
よ
う
と
辻
に
も
立
た
れ
、

幕
府
を
も
諌
暁
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
誘
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法
の
者
を
知
っ
て
い
て
そ
れ
を
言
わ
ね
ば
自
身
も
堕
獄
の
罪
を
こ
う
む
る
と
い
う
こ
と
を
恐
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

『
高
橋
入
道
殿
御
返

事
』
に
は
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

今
日
蓮
日
本
国
に
生
て
一
切
経
雄
に
法
華
経
の
明
鏡
を
も
て
、
日
本
国
の
一
切
衆
生
の
商
に
引
向
た
る
に
寸
分
も
た
が
わ
ぬ
上
、
仏

の
記
給
し
天
変
あ
り
、
地
夫
あ
り
。
定
で
此
国
亡
国
と
な
る
べ
し
と
か
ね
て
し
り
し
か
ば
、
・
：
：
・
此
事
を
知
り
な
が
ら
身
命
を
を
し

一
切
衆
生
の
怨
敵
な
り
。
必
阿
鼻
大
域
に
堕
べ
し
と
記
給
へ
り
。

み
て
一
切
衆
生
に
か
た
ら
ず
ば
、
我
か
敵
た
る
の
み
な
ら
ず
、

こ
の
こ
と
は
、
浬
鍵
経
に
書
か
れ
て
い
る
事
で
あ
り
、

『
阿
仏
房
尼
御
前
御
返
事
』
並
び
に
『
曽
谷
殿
御
返
事
』
中
に
見
壊
法
者
置
不
阿

賀
の
人
は
仏
法
中
怨
で
あ
り
、
無
間
地
獄
疑
ひ
な
い
大
罪
の
者
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
v

正
法
を
そ
し
る
者
は
誇
法
罪
で
堕
獄

で
あ
り
、
叉
そ
れ
を
知
っ
て
い
て
だ
ま
っ
て
い
る
者
も
同
罪
に
て
阿
鼻
獄
へ
堕
つ
る
と
い
わ
れ
わ
｝
誘
法
の
者
を
責
め
る
こ
と
は
、
ひ
い



て
は
自
分
の
身
に
も
流
罪
、
死
罪
が
競
ひ
お
こ
り
く
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

四
、
ご
自
身
の
誘
法

日
蓮
聖
人
自
身
に
誘
法
の
罪
が
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、
聖
人
は
清
澄
山
に
登
り
出
家
得
度
し
た
折
は
、
口
に
念
仏
を
唱
え
て
い
た
一

時
期
が
あ
っ
た
。
現
世
ば
か
り
で
な
く
過
去
に
も
そ
の
科
、
罪
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

過
去
に
法
華
経
の
結
縁
強
盛
な
る
故
に
、
現
在
に
此
経
を
受
持
巧
〉

『
生
死
一
大
事
血
脈
紗
』
中
に
は
、

と
あ
り
、
法
華
経
と
の
良
い
宿
縁
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、

『
佐
渡
御
書
』
中
に
は
、

日
蓮
も
叉
か
く
せ
め
（
責
〉
ら
る
る
も
先
業
な
き
に
あ
ら
ず
。
：
：
：
：
・
宿
業
は
か
り
が
た
し
。
・
：
：
：
：
我
今
度
の
御
勘
気
は
世
間
の

失
一
分
も
な
し
o

偏
に
先
業
の
重
罪
を
今
生
に
消
し
て
、
後
生
の
三
悪
を
脱
れ
ん
ず
る
な
る
べ
切
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と
あ
り
、
又
、

日
蓮
も
過
去
の
種
子
己
に
諸
法
の
者
な
れ
ば
、
今
生
に
念
仏
者
に
て
数
年
が
問
、
法
華
経
の
行
者
を
見
て
は
未
有
一
人
得
者
千
中
無

キ

《

mv

一
等
と
笑
し
也
。
今
誘
法
の
酔
さ
め
て
見
れ
ば
、
酒
に
酔
る
者
父
母
を
打
て
悦
し
が
、
酔
さ
め
て
後
歎
し
が
如
し
。

と
も
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
一
生
を
動
か
し
た
あ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
こ
の
誘
法
の
罪
を
強
く
感
じ
今
生
に
そ
の
罪
を
消
さ

ん
が
為
に
生
き
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
出
て
来
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
若
き
時
代
に
書
か
れ
た
『
顕
誘
法
鈴
』
に
は
、
八
大
地
獄
の

因
果
を
明
し
、

五
逆
罪
よ
り
外
の
罪
に
て
無
間
地
獄
に
堕
る
こ
と
が
あ
る
の
か
と
さ
ぐ
っ
て
い
く

と
、
そ
れ
は
誹
誘
正
法
の
重
罪
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
誘
法
の
重
罪
を
い
か
に
消
し
さ
り
、
後
世
の
堕
獄
を
の
が
れ
る
為
に

無
関
地
獄
の
因
果
の
軽
重
を
明
し
、

は
何
を
す
べ
き
か
が
聖
人
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

日
蓮
聖
人
の
三
世
観
ハ
奥
野
）
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五
、
身
軽
法
重
の
こ
と

『
聖
愚
問
答
紗
下
』
に
は
、

’
7
a
p

骨
’
νト
号

晶

v

，内
p

ハ

h
v
h
v

，，
a
a
a
F

汝
実
に
後
世
を
恐
れ
ば
、
身
を
軽
し
め
法
を
重
ぜ
よ
。
是
を
以
て
章
安
大
師
云
、
寧
喪
－
－
身
命
－
不
ν
匿
レ
教
者
身
軽
法
重
死
レ
身
弘
レ

法
。
此
文
の
意
は
身
命
を
ば
ほ
ろ
ぼ
す
と
も
正
法
を
か
く
さ
ざ
れ
。
其
故
は
身
は
か
る
く
法
は
お
も
し
。
身
を
ば
こ
ろ
す
と
も
法
を

ば
弘
め
よ
と
也
。

と
あ
り
、
身
軽
法
重
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
後
世
を
恐
れ
ば
と
は
、
堕
獄
を
の
が
れ
る
為
に
は
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
為
に
は

身
命
を
お
し
ま
ぬ
ほ
ど
の
心
を
も
ち
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
身
軽
法
重
の
考
え
方
は
、
日
蓮
聖
人
の
ご
生
涯
を
通
し
て
持
た

れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
生
き
方
の
根
底
に
い
つ
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
よ
り
学
問
し
候
し
事
は
仏
教
を
き
は
め
て
仏
に
な
る
道
は
、

『
佐
渡
御
勘
気
鈴
』
の
中
で
、
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必
ず
身
命
を
す
つ
る
ほ
ど
の
事
あ
り
て
こ
そ
仏
に
は
な
り
候
ら
め

と
、
を
し
は
か
ら
る
。
既
に
経
文
の
ご
と
く
、
悪
口
罵
晋
万
杖
瓦
様
、
数
数
見
撹
出
と
説
れ
て
、
か
か
る
め
に
値
候
こ
そ
法
華
経
を

よ
む
に
て
候
ら
め
と
い
よ
い
よ
信
心
も
お
こ
り
、
後
生
も
た
の
も
し
く
尉

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
の
生
き
か
た
、
生
き
が
い
と
い
う
も
の
が
、
ま
さ
に
経
文
に
て
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
周
囲

の
人
々
は
ど
う
と
る
か
知
ら
ぬ
が
、

ご
自
身
に
と
っ
て
理
想
的
な
生
き
方
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に

『
関
目

紗
』
に
は
、

白

V

J

h

日
本
国
に
此
を
し
れ
る
者
、
但
日
蓮
一
人
な
り
。
こ
れ
を
一
言
も
申
出
す
な
ら
ば
父
母
、
兄
弟
師
匠
国
主
王
難
必
来
ベ
し
。
い
わ
ず

セ

ば
慈
悲
な
き
に
に
た
り
と
思
惟
す
る
に
、
法
華
経
、
浬
柴
経
等
に
此
二
辺
を
合
見
る
に
、
い
わ
ず
わ
今
生
は
事
な
く
と
も
、
後
生
は



必
無
関
地
獄
に
堕
ベ
し
。
い
う
な
ら
ば
三
障
四
魔
必
競
起
る
べ
し
と
し
〈
知
〉
匂

と
示
さ
れ
、

『
報
恩
抄
』
に
は
、

今
度
命
を
お
し
む
な
ら
ば
、
い
つ
の
世
に
か
仏
に
な
る
べ
き
、
叉
何
な
る
世
に
か
父
母
師
匠
を
も
す
く
ひ
玖
べ
き
と
、
ひ
と
へ
に
を

も
ひ
夙
て
凧
始
め
し
か
ば
、
案
に
た
が
は
ず
、
或
は
所
を
お
ひ
、
或
は
の
り
、
或
は
う
た
れ
、
或
は
庇
を
か
う
ふ
る
ほ
ど
円
）

と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
ど
う
す
れ
ば
ど
う
な
る
と
い
う
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
日
蓮
聖
人
は
よ
く
ご
存
知
で
あ
っ
た
。
現
世
に
難
を
受

け
た
く
な
い
と
思
え
ば
正
直
に
知
っ
て
い
る
事
を
し
ゃ
べ
ら
ず
黙
し
て
い
れ
ば
い
い
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
は
後
世
が
心
配
で
あ
る
。
後
世

を
第
一
に
考
え
れ
ば
、
今
生
に
は
身
命
を
す
つ
る
ほ
ど
の
難
、
苦
し
み
が
そ
こ
に
は
あ
ら
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
法
に
て
ら
し
て

あ
わ
せ
て
の
行
動
を
と
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

『
秩
元
御
書
』
中
に
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過
去
遠
々
劫
よ
り
今
に
仏
に
成
ら
ざ
り
け
る
事
は
、
加
様
の
事
に
恐
て
云
出
さ
ざ
り
け
る
故
也
。

と
一
首
わ
れ
る
が
、
今
回
「
我
不
愛
身
命
但
惜
無
上
道
、
身
軽
法
重
死
身
弘
法
」
の
精
神
で
生
き
な
け
れ
ば
、
叉
前
世
に
体
験
し
て
い
る
よ

う
に
生
死
輪
廻
の
糸
を
た
ち
切
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

六
、
現
世
安
穏
・
後
生
善
処

『
関
目
妙
』
の
最
後
の
お
言
葉
に
次
下
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

日
蓮
が
流
罪
今
生
小
苦
な
れ
ば
な
げ
か
し
か
ら
ず
。
後
生
に
は
大
楽
を
う
く
べ
け
れ
ば
大
に
悦
し
。

今
生
の
流
罪
・
死
罪
は
大
難
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
後
生
の
事
を
考
え
る
時
、
そ
れ
は
小
苦
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
来
世
の
よ
ろ
こ
び

を
得
る
に
は
、
今
生
に
過
去
誘
法
の
罪
等
を
消
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
意
識
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
今
生
の
値
難
さ
え
も
苦
と
は

日
謹
聖
人
の
三
世
観
ハ
奥
野
）
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蓮
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考
え
な
い
心
が
ま
え
を
も
た
れ
て
い
る
。
『
祈
祷
経
送
状
』
に
は
、

屯
テ

付
レ
其
法
華
経
の
行
者
は
信
心
に
無
＝
退
転
－
身
無
＝
詐
親
二
切
法
華
経
に
任
－
－
其
身
－
如
－
－
金
言
－
修
行
せ
ば
、

キ

ス

ハ

鉱

山

〉

今
生
も
息
災
延
命
に
し
て
勝
妙
の
大
果
報
を
得
、
広
宣
流
布
之
大
願
を
も
可
－
－
成
就
－
也
。

悩
に
後
生
は
不
レ
及
レ
申

日
蓮
聖
人
に
と
っ
て
、
後
世
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
現
世
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
後
世
は
現
世
に
あ
り
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
阿
賀
誘
法
滅
罪
紗
』
に

品

テ

過
去
の
誘
法
我
身
に
あ
る
事
疑
な
し
。
此
罪
を
今
生
に
消
さ
ず
ば
、
未
来
争
か
地
獄
の
苦
を
ば
免
る
べ
き
。
過
去
遼
遠
の
重
罪
を
ば

何
に
し
て
か
皆
朱
て
、
今
生
に
消
滅
し
て
、
未
来
の
大
苦
を
免
れ
ん
と
執
し
に
：
：
・
：
：
日
蓮
を
怨
み
、
或
は
頚
を
刻
、
或
は
流
罪
に

行
ふ
ベ
し
。
度
度
か
か
る
事
出
来
せ
ば
無
量
劫
の
重
罪
一
生
の
内
に
拙
凡
な
ん
と
謀
た
る
大
向
｝

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
重
罪
を
こ
の
一
生
の
内
に
消
し
た
い
と
い
う
の
が
聖
人
の
願
い
で
あ
り
、
今
生
を
生
き
た
と
い
う
想
い
出
に
な
る
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の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
想
い
出
は
、
た
だ
単
に
生
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
釈
尊
の
因
行
果
徳
を
自
然
に
譲
り
受
け
る
と
い
う
即
身
成

仏
の
教
え
を
自
身
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
、
後
の
世
の
我
々
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

即
身
成
仏
と
申
法
門
は
、
世
流
布
の
学
者
は
皆
一
大
事
と
た
し
な
み
申
事
に
て
候
ぞ
。
就
ν
中
、
予
が
門
弟
は
万
事
を
さ
し
を
き
て

此
一
事
に
民
民
心
ザ
o

建
長
五
年
よ
り
今
弘
安
三
年
に
至
る
ま
で
二
十
七
年
の
問
、
在
々
処
々
に
し
て
由
ま
た
る
法
門
繁
多
な
り

と
い
へ
ど
も
、
所
詮
は
只
此
の
一
途
均

と
い
わ
れ
る
。
此
の
一
途
即
ち
即
身
成
仏
の
法
門
は
、
堕
獄
の
道
を
ふ
さ
ぐ
法
円
で
あ
り
、

の
災
難
を
払
ひ
長
生
の
術
を
簡
の
現
世
安
穏
の
教
え
な
の
で
あ
る
。
『
四
条
金
吾
殿
御
返
事
』
に
は
、

法
華
経
を
札
玖
よ
り
外
に
遊
楽
は
な
し
o
現
世
安
穏
、
後
生
善
処
と
は
是
な
い
v

『
如
説
修
行
妙
』
で
い
う
「
今
生
に
は
不
祥



と
あ
る
。
川
添
昭
二
氏
は
そ
の
著
「
日
蓮
」
の
中
で

日
蓮
は
求
法
と
護
念
が
も
っ
と
も
き
び
し
く
交
錯
す
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
命
を
お
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
死
を
堵
し
た
誘
法
断
罪
の

戦
闘
的
宗
教
者
の
姿
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
権
力
等
に
も
お
じ
け
ず
、
正
法
流
布
に
命
を
さ
さ
げ
ら
れ
た
そ
の
生
涯
は
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の
三
世
を
す

べ
て
お
見
通
し
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
『
撰
時
抄
』
に
云
く

外
典
云
、
未
萌
を
し
る
を
聖
人
と
い
う
。
内
典
云
、
三
世
を
知
を
聖
人
と
い
う
。

日
蓮
聖
人
が
三
世
を
す
べ
て
知
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
そ
れ
はカ（
鈎

）

釈
迦
如
来
の
御
神
我
身
に
入
か
わ
ら
せ
給
け
る
に
や
。
我
身
な
が
ら
も
悦
び
身
に
あ
ま
る
O

こ
と
に
よ
っ
て
後
世
は
約
束
さ
れ
る
の
だ
と
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
す
べ
て
の
問
題
解
決
の
鍵
は
現
世
・
今
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

( 31 ) 

と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
こ
そ
出
来
た
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
過
去
諸
法
の
罪
に
よ
り
今
生
の
値
難
が
あ
る
。
今
生
、
流
罪
死
罪
を
経
験
す
る

る。〔品芭ハ
1
）

ハ
2
）

『
接
神
』
第
五
十
二
号
「
生
き
が
い
に
つ
い
て
」
中
。

定
遺
三
五
八
頁
J
九
頁
『
聖
愚
問
答
妙
上
』
中
に
「
抑
上
は
非
想
の
雲
の
上
、
下
は
那
落
の
底
ま
で
も
、
生
を
う
け
て
死
を
ま
ぬ
か
る
A
者
や
は

あ
る
。
然
れ
ば
外
典
の
い
や
し
き
を
し
え
に
も
、
朝
有
一
－
紅
顔
－
誇

ur路
一
タ
訟
－
白
品
川
一
校
一
一
郊
原
一
と
云
へ
り
」
と
あ
り
文
定
遺
三
八
五
頁
『
聖

愚
問
答
捗
下
』
に
は
、
「
生
者
必
滅
の
習
な
れ
ば
、
設
ひ
長
寿
を
得
た
り
と
も
、
終
に
は
無
常
を
の
が
る
べ
か
ら
ず
。
今
世
は
百
年
の
内
外
の
程

を
思
へ
ば
夢
の
中
の
夢
也
」
と
も
あ
る
。
定
遺
一
二
六
七
頁
『
松
野
駿
御
返
事
』
に
は
、
「
生
死
無
常
の
理
な
れ
ば
生
ず
る
者
は
必
ず
死
す
。
き

れ
ば
憂
世
の
中
の
あ
だ
に
は
か
な
き
事
、
響
ば
電
光
の
如
く
、
朝
露
の
日
に
向
て
消
る
に
似
た
り
。
」
等
々
、
各
所
に
無
常
に
つ
い
て
の
表
現
が

日
蓮
聖
人
の
三
世
観
ハ
奥
野
）



日
蓮
聖
人
の
三
世
観
ハ
奥
野
）

〈

3
〉

ハ
4
）

（

5
〉

ハ
6
〉

（

7）
 

み
ら
れ
る
。

定
遺
二
八
三
頁

定
遺
二
八
五
頁

定
遺
三
五
一
頁

定
遺
三
五
二
頁

定
遺
三
八
一
頁
『
聖
愚
問
答
鈴
下
』
叉
定
遺
一
一
四
三
頁
『
大
井
荘
司
入
道
御
世
』
中
「
如
ν是
捨
置
－
劫
が
聞
の
身
骨
は
、
須
弥
山
よ
り
も
高
、

大
地
よ
り
も
厚
か
る
べ
し
。
」
と
同
じ
よ
う
な
表
現
が
み
ら
れ
る
。

定
遺
六
二
頁
『
佐
渡
御
書
』

定
遺
四
五
九
頁
『
金
吾
股
御
返
事
』

罪
遺
四
ニ
頁
『
一
生
成
仏
紗
』

定
遺
二
三

O
頁

定
遺
四
三
頁
『
一
生
成
仏
妙
』

定
遺
六
十
頁
「
予
歎
＝
此
事
－
間
造
二
巻
書
一
顕
ニ
選
択
集
誘
法
縁
起
－
名
号
】
尋
護
国
家
論
－
。
」

定
遺
四
六
九
頁

定
遺
九
九
三
頁

定
遺
一
五
五
六
頁

定
遺
六

O
七
頁

定
遺
一

O
四
五
頁

定
遺
一

O
七
O
頁

定
遺
一

O
八
八
頁

定
過
一
五
八

O
頁

定
遺
一

O
八
六
頁

定
造
二

O
八
頁
「
浬
柴
経
長
義
比
丘
見
ニ
換
法
者
一
世
主
可
寅
駆
逃
挙
処
一
当
γ
知
私
人
広
法
・
用
紙
ω
」
叉
定
遺
一
二
五
四
頁
『
骨
谷
殿
御
返

事
』
に
同
じ
表
現
が
あ
る
。
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飽
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ハ
却
〉
〈
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〈
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〉

ハ
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〈
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ハ
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ハ
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ハ
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ハ
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ハ
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引
〉
ハ
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三
世
観
ハ
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本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て

｜
｜
主
と
し
て
摂
折
問
題
｜
｜

桑

名

寅

正

一
、
は
じ
め
に

本
妙
日
臨
律
師
会
七
九
三

l
一
八
二
三
〉
は
江
戸
後
期
の
宗
学
者
で
あ
る
。
当
時
の
宗
門
は
台
学
中
心
の
教
学
が
盛
ん
で
あ
り
、
日

蓮
聖
人
が
宣
揚
な
さ
れ
た
本
化
独
自
の
法
門
が
全
く
衰
微
の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
嘆
き
、
多
い
に
そ
の
本
化
の
法
門
の
顕
正
に

( JS ) 

努
力
な
さ
れ
た
人
が
本
妙
臨
師
で
あ
る
。
そ
の
学
的
態
度
を
見
て
み
る
と
、

・
謹
で
思
ふ
に
、
祖
書
は
末
法
の
妙
経
な
り
。

・
祖
番
は
本
来
所
持
の
法
、
霊
山
に
て
親
承
の
健
に
し
て
、
余
人
の
添
削
を
加
へ
ず
、
信
順
た
る
べ
き
も
の
な
り
、
猶
ほ
是
に
疑
を
立

て
る
者
は
、
本
化
の
門
人
に
あ
ら
ず
、
共
に
宗
旨
を
識
す
可
か
ら
ず
。

と
あ
る
様
に
、
常
に
身
命
を
惜
ま
ず
本
化
の
教
学
の
奥
旨
に
迫
ま
り
、
し
か
も
純
粋
に
あ
く
ま
で
日
蓮
聖
人
の
教
学
を
忠
実
に
守
り
伝

え
よ
う
と
し
た
人
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
近
世
宗
学
の
大
成
者
と
も
言
わ
れ
た
優
陀
那
日
輝
和
尚
は
、
本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
の
影
響
を

受
け
て
、
そ
し
て
後
に
宗
学
を
大
成
さ
れ
た
こ
と
な
ど
は
有
名
な
事
実
で
あ
る
。
こ
う
い
う
意
味
合
い
に
お
い
て
も
、
本
妙
臨
師
の
教
学

を
研
究
す
る
価
値
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
本
妙
臨
師
を
通
じ
て
後
代
の
私
共
が
現
代
に
於
て
日
蓮
聖
人
教
学
の
理
解
を
深
め

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
〈
桑
名
）



本
妙
日
臨
樟
師
の
教
学
に
つ
い
て
〈
桑
名
〉

る
一
方
法
論
と
も
な
り
得
る
と
思
う
。

日
蓮
教
学
上
、

摂
折
論
と
は
宗
義
の
活
動
に
於
け
る
重
要
な
る
テ
l

マ
で
あ
る
“
こ
の
摂
折
問
題
と
は
、

ど
な
た
も
御
承
知
の
通
り

に
、
衆
生
数
済
の
目
的
に
向
っ
て
布
教
す
る
異
な
っ
た
方
法
の
撰
受
と
折
伏
と
い
う
弘
教
態
度
の
あ
り
方
の
方
法
論
上
の
問
題
で
あ
る
。

ゆ
る

で
き
る
だ
け
緩
や
か
に
相
手
の
長
所
を
認
め
つ
つ
、
普
に
導
く
方
法
で
あ
る
。
他
方
の
折
伏
と
は
相
手
の
極
悪
を
ど
う

一
方
の
摂
受
は
、

し
で
も
許
す
こ
と
が
出
来
な
く
て
、
そ
の
為
に
厳
し
く
処
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
法
で
あ
る
。
い
づ
れ
も
が
法
華
経
令
法
久
住
の
方

法
で
あ
り
、
そ
し
て
共
に
衆
生
救
済
を
目
的
と
し
て
出
発
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

日
巡
聖
人
の
教
義
大
系
を
考
え
る
時
、
そ
の
弘
教
活
動
を
起
こ
す
基
準
と
も
い
う
べ
き
大
筋
の
方
法
論
は
確
立
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

あ
ら
ゆ
る
条
件
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

「
教
・
機
・
時
・
国
・
教
法
流
布
の
先
後
次
第
〈
序
〉
」
と
い
う
、
五
義
判
（
五
綱
教
判
〉
で
あ
る
。
こ
の
五
義
判
こ
そ
は
宗
義
活
動
の

回
避
聖
人
も
常
に
念
頭
に
置
い
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
勺
例
え
ば
、
『
関
目
抄
』
（
定
六

O
六
頁
〉

( 36 ) 

末
法
に
摂
受
折
伏
あ
る
べ
し
。
所
調
悪
国
・
破
法
の
両
国
あ
る
べ
き
ゅ
へ
な
り
。

日
本
国
当
世
は
怒
国
か
破
法
の
国
か
と
し
る
べ

し。
そ
し
て
『
撰
時
抄
』

〈定一

O
O五
頁
〉
の

，F
 

時
と
機
と
を
ば
相
知
が
た
き
事
な
り
。
何
に
況
や
我
等
は
凡
夫
な
り
。
い
か
で
か
時
機
を
し
る
べ
き
。
：
：
：
答
云
、
仏
眼
を
か
つ
て

a

・

時
機
を
か
ん
が
へ
よ
、
仏
日
を
用
て
国
土
を
て
ら
せ
。

こ
の
結
果
、
日
蓮
聖
人
は
『
法
華
経
』
自
身
が
自
ら
末
法
に
説
か
れ
る
べ
き
必
然
の
教
え
で
あ
る
こ
と
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
末
法
の
衆

生
救
済
は
不
可
能
で
あ
る
と
諮
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
法
華
経
か
ら
末
法
と
い
う
時
を
教
え
て
貰
っ
た
の
で
あ
る
が
、
諸



宗
は
こ
ぞ
っ
て
法
華
経
否
定
の
態
度
で
あ
っ
た
為
に
「
四
筒
格
言
」
を
掲
げ
て
諸
宗
の
間
違
い
を
札
し
、

「
諸
宗
は
無
得
度
堕
地
獄
の
根

源
、
法
華
経
独
り
成
仏
の
法
な
り
」
と
清
算
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
末
法
の
誘
法
充
満
の
衆
生
を
救
う
教
化
の
方
法
に
折
伏
を

も
っ
て
行
動
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

従
来
、
本
妙
臨
師
の
摂
折
論
の
評
価
を
考
え
る
と
、

一
般
的
に
内
省
的
な
摂
受
論
者
と
し
て
見
る
べ
き
人
が
多
い
。
本
妙
臨
師
は
日
蓮

聖
人
に
あ
く
ま
で
も
忠
実
な
人
で
あ
っ
た
か
ら
折
伏
を
、
何
故
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
興
味
を
覚
え
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
本
妙
臨
師
の
行
動
に
つ
い
て
御
自
身
が
自
ら
決
し
て
「
摂
受
道
」
で
は
無
い
と
い
う
主
張
も
見
ら
れ
る
が
で
、
ど
う
い
う
意
味
合

い
を
も
っ
て
言
わ
れ
て
い
る
の
か
等
の
関
心
を
抱
き
、
本
・
小
論
で
は
本
妙
臨
師
の
摂
折
の
態
度
〈
そ
の
心
〉
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る

も
の
で
あ
る
。

二
、
摂
折
論
言
及
の
資
料
範
囲

( 37 ) 

『
本
妙
日
臨
律
師
全
集
』

〈
以
下
『
全
集
』
と
い
う
〉
の
中
か
ら
、
摂
折
問
題
に
関
連
し
て
、
論
及
し
て
い
る
資
料
を
年
代
順
に
列
挙

し
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

① 

二
十
二
歳
『
身
延
山
中
よ
り
長
谷
信
徒
に
与
ふ
る
書
』

（
文
化
十
一
年
六
月
二
十
三
日
〉
全
集
二

O
四
頁
。

勤
学
一
向
ユ
仕
度
候
－
一
就
、
世
事
を
去
り
候
て
身
延
山
中
へ
引
筒
申
候
、
但
し
世
難
を
恐
れ
て
摂
受
道
に
入
し
に
は
無
御
座
候
、
く

わ
し
く
は
此
貞
順
と
申
す
医
師
に
御
尋
ね
可
被
下
候
、

① 

二
十
四
歳
『
本
師
日
啓
上
人
に
奉
る
番
』
草
稿
（
文
化
十
三
年
二
月
三
日
）
全
集
二

O
六
頁
。

ダ

セ

－

－

R
b

頗
有
三
自
行
凍
w
満
先
コ
化
他
－
者
、
大
抵
他
無
ν益
亦
損
レ
己
、
是
名
－
－
破
敗
菩
蔭
－
、
勿
ν謂

不
ν
行
－
一
折
伏
－
者
、

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
〈
桑
名
〉

難
ν唱
－
－
妙
法
－
無
ν



本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
ハ
桑
名
〉

益
、
且
紅
信
敬
一
町
民
之
革
、
忘
ト
蔑
－
－
如
が
法
一
之
罪
か
者
也
、
を
昔
、
本
長
7
干
謬
司
’
民
主
民
主
－
u
F無
妙

’

守

テ

品

且

ト

キ

9

J

品

ν
山

v

h

z

v

テ

セ

法
蓮
華
経
－
、
不
レ
受
下
自
－
－
今
身
－
至
＝
仏
身
－
受
持
久
難

E
登
＝
法
王
位
－
、
是
無
ν他
、
由
下
干
瀬
堕
簿
信
、
不
レ
煉
＝
祖
判
－
、
邪
智
詔

a

－v
テ

品

・

－

Y

J

F

P

唾
晶
p
ト

V

テ

品

ズ

セ

ズ

y

．
m

け
ん

曲
、
己
情
相
競
之
失
主
也
、
今
試
宣
＝
祖
判
正
義
－
、
日
難
三
世
有
－
一
妙
法
－
、
猶
執
＝
旧
宗
－
、
不
－
－
改
宗
俄
悔
－
、
不
ν
錆
＝
除
誘
法
－
、
則

キJ
v

h

晶

，

品

ル

ハ

ラ

’

ι
w
a

，
ズ
テ
ル
－
－

F

ヤ

J

J

無
ν由
レ
得
－
－
脱
益
－
之
義
也
、
当
ν知
意
専
在
三
子
誠
＝
票
道
之
誘
法
－
、
非
s
敢
募
＝
師
門
之
折
伏
六
矧
彼
解
如
然
、
初
心
無
智
行
者
、

ズ

ス

ル

J
a
a

，
イ
カ
Y
屯

Y

J

h

毛
キ
，

不
S

但
隠
－
－
没
一
念
信
解
展
転
随
喜
等
之
末
法
之
大
益
－
、
為
s
云
初
心
無
智
老
婆
等
設
有
レ
信
難
ν免
＝

悪

道

－

、

摂

折

色

F

V

J

ナ
ル
ガ

V

本
是
師
門
二
軌
故
也
、
若
其
口
唱
－
－
折
伏
名
言
六
為
－
－
自
行
－
者
非
－
－
折
伏
正
義
－
、
行
レ
之
大
可
、
今
且
閣
ν
之、

所
以
者
何
、

① 

二
十
四
歳
『
朝
田
監
庵
に
与
ふ
る
番
』
其
三
。

ハ
文
化
十
三
年
三
月
四
日
〉
全
集
一
五
七
頁
。

若
し
正
直
に
御
番
を
学
ば
ん
と
お
も
は
ば
、
法
華
経
を
一
々
文
々
是
真
仏
と
お
が
み
奉
り
候
や
う
に
心
得
て
、
た
だ
今
高
祖
我
を
化

( 38 ) 

一
心
に
通
見
す
る
に
し
く
は
な
し
：
：
：
：
・
御
奮
を
以
て
御
替
を
解
し
候
へ
ば

し
玉
ふ
と
心
得
て
、
少
し
も
お
の
か
執
情
を
用
ひ
ず
、

島
町
由
、

az’

侯
り
少
く
候
j
i－
－
－
執
ぢ
ゃ
く
流
の
学
者
は
、
若
は
一
致
、
若
は
勝
劣
、
或
は
但
折
、
或
は
摂
受
、
及
び
受
不
施
、
不
受
不
施
の
人

々
、
わ
が
本
と
習
ひ
こ
ん
だ
る
と
こ
ろ
を
ま
も
り
で
、
心
に
か
な
は
ぬ
御
替
は
、

強
て
曲
会
致
し
候
、

依
ν
之
万
が
一
も
正
義
を
得

か
た
き
か
、

① 

ハ
文
化
十
四
年
〈
推
定
年
代
〉
正
月
七
日
）
全
集
一
七
六
頁
。

二
十
五
歳
『
朝
団
薩
庵
に
与
ふ
る
番
』
其
十
三
。

此
頃
大
坂
辺
な
と
、
当
家
の
極
理
と
称
し
、
悪
行
無
ざ
ん
の
義
申
立
る
人
有
之
曲
、
浅
ま
し
き
事
に
候
、
梁
武
の
仏
法
を
減
せ
し
事

は
こ
れ
よ
り
初
ま
り
候
、
如
此
義
若
や
天
下
に
流
布
し
候
は
ば
云
何
、
野
柄
護
法
の
志
し
、
勤
学
の
こ
こ
ろ
実
に
こ
こ
に
あ
り
、
但

恨
ら
く
は
力
不
足
、
心
地
推
察
可
給
候
、

① 

二
十
八
歳
『
某
尊
者
に
上
る
書
』

ハ
文
政
三
年
六
月
二
日
〉
全
集
一
八
七
・
九
頁
。



野
生
事
を
人
々
二
乗
根
性
の
様
に
申
候
、
こ
れ
は
尤
の
事
に
候
、
は
じ
め
申
如
く
仰
山
は
宗
門
の
内
法
事
観
の
妙
処
を
つ
が
ん
が
た

め
に
、
世
縁
を
さ
け
て
ひ
ま
を
得
ん
が
為
に
、
自
行
を
専
ら
面
に
し
て
化
他
は
随
力
演
説
の
分
と
云
は
れ
候
跡
を
学
び
侯
問
、
表
に

は
其
相
を
あ
ら
わ
し
候
へ
ど
も
、
底
意
は
護
法
の
心
盛
ん
に
て
候
、
恐
れ
な
が
ら
一
切
経
も
二
家
の
学
問
も
こ
れ
が
専
一
に
候
へ
ば

な
り
、
然
れ
ど
も
そ
れ
を
表
に
申
せ
ば
高
慢
な
り
と
人
に
唱
ら
れ
候
が
心
よ
か
ら
ず
候
故
、
二
乗
と
い
は
れ
て
打
過
候
、

た
ま
た
ま
菩
提
心
を
起
し
候
へ
共
、
余
り
世
間
う
る
さ
く
候
時
は
、
二
乗
心
に
落
候
て
名
も
形
も
隠
し
候
心
起
る
人
も
可
有
之
候
、

宗
門
の
先
徳
に
も
間
々
相
見
へ
候
、
底
意
は
云
何
に
も
あ
れ
、
さ
し
当
り
て
法
の
衰
微
を
な
け
か
ざ
れ
ば
、
二
乗
と
唱
ら
る
る
も
一

往
相
聞
へ
候
欺
、
我
等
如
き
も
の
は
、
唯
尊
師
の
衣
を
以
て
覆
ひ
玉
ふ
を
顧
み
奉
る
の
み
に
候
、

（
文
政
五
年
十
二
月
二
十
二
日
〉
全
集
八

3
十
二
頁
。
真
宗
大
混
『
裂
邪
網
』
へ
の
折
伏
替
で
あ
る
。

① 

三
十
歳
『
仏
海
徴
澗
』

① 

『
当
家
折
伏
』

〈
日
付
は
最
初
に
五
月
九
日
夜
に
記
さ
れ
て
、
途
中
十
三
日
朝
の
日
付
け
あ
り
、
以
後
の
日
付
け
無
き
も
、
同
月
に

( 39 ) 

ま
た
、
推
定
年
代
不
明
で
あ
る
も
の
と
し
て
は
、

脱
稿
の
分
量
で
あ
る
〉
全
集
十
三

3
十
六
頁
。
摂
折
論
に
関
し
て
は
尤
も
大
部
で
あ
り
、
然
も
最
重
要
書
で
あ
る
。

① 

『
忍
州
雑
記
』
所
収
中
に
於
け
る
「
当
家
摂
折
」
全
集
二

0
3二
十
一
頁
。
そ
の
分
量
は
右
の
『
当
家
摂
折
』
の
四
分
の
一
程
度
し

か
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
随
分
と
簡
潔
で
あ
り
、
要
領
が
得
や
す
い
。
①
①
の
両
書
が
本
妙
臨
師
の
摂
折
問
題
に
お
け
る
所
の
骨
子
と

い
え
よ
う
。

① 

『
教
観
雑
篇
』
九
「
妙
経
行
観
」
全
集
三
一
頁
。

正
行
五
種
有
－
－
自
修
－
有
－
－
教
他
二
教
他
府
護
法
也
、
安
楽
広
白
修
不
軽
瓜
護
法
、
六
度
十
供
養
弛
伺
－
一
之
助
乱
、
薬
玉
己
下
乗
々
広
助

行
也

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
ハ
桑
名
）



本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
〈
桑
名
〉

三
六
「
悪
国
摂
受
」
、
全
集
三
八
頁
。

品T
A

J

’

’

y

ラ
セ
Y

，

？

ル

ヤ

ヲ

セ

9

如
－
一
蝦
夷
一
本
不
レ
知
＝
仏
法
一
、
何
専
弁
－
－
権
実
一
用
－
一
摂
受
一
也
必
突
、

四
一
「
安
楽
方
軌
」
、
全
集
三
九
頁
。

持
品
此
界
、
安
楽
他
方
、
持
品
後
心
、
安
楽
初
心
也
、
共
摂
＝
止
善
男
子
之
句
、
本
化
当
レ
之
、
乃
知
持
品
本
化
高
位
、
安
楽
在
－
一
其

末
弟
一
失
、

『
限
海
鴻
波
』
、
全
集
四

O
頁。

⑪
 

祖
師
の
詩
法
を
強
く
制
禁
し
玉
ふ
は
湿
擦
に
所
調
菩
薩
破
戒
の
人
を
折
伏
す
と
云
者
に
し
て
即
先
不
誘
三
宝
戒
を
す
す
め
玉
へ
る
な

れ
共
明
白
に
そ
れ
と
仰
ら
れ
ぬ
は
時
の
熱
せ
ざ
る
故
也

＠ 
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『
本
化
別
顕
教
観
撮
要
』
、
全
集
一

O
一
頁
。

問
折
伏
之
行
者
局
持
戒
、
答
戒
法
治
ν罪
有
レ
三
、
上
犯
罰
則
、
中
犯
折
伏
、
下
品
詞
貴
也
、
既
夫
如
ν此
、
何
必
有
z
持
戒
得
－
－
折
伏
－

ゾ

γ

’

品

ズ

ル

品

ス

an
，

，

ス

回
以
断
、
間
不
軽
記
云
、
此
是
逆
化
故
事
一
恒
例
ゐ
、
既
是
逆
化
何
用
ν
戒
、
答
戒
法
禁
レ
礼
レ
俗
今
礼
ν・
あ
如
ν此
之
事
釣
逆

ι
…κ

ち
ゅ
3

丸
ι
H
2

ト

品

ゾ

テ

Y

’

昂

ι
N
A
h

’

ナ

H

h
舟

セ

’

v

’

無
ν紐
－
－
椴
小
律
－
也
、
何
棄
＝
重
戒
－
、
所
詮
忘
＝
恒
例
－
者
為
レ
不
レ
断
－
－
仏
種
－
、
若
以
－
－
破
戒
因
縁
－
令
三
人
断
－
一
信
牙
－
如
何
言
コ
大
悲

｛
爪
六
弘

r種
不
＝
忌
町
一
－
逆
化
一
、
如
－
－
下
宗
教
之
市
痕
折
紙
庶
わ
が
づ

＠ 

『
本
門
十
重
禁
戒
の
事
』
全
集
一
二
ハ
頁
。

人
を
ほ
む
る
は
へ
つ
ら
ふ
也
、
人
を
そ
し
る
は
大
悪
也
、
普
心
に
て
人
の
よ
き
事
を
ほ
む
る
は
く
ど
く
也
。
折
伏
の
心
に
て
人
の
悪

を
い
ま
し
む
る
は
制
す
る
所
に
あ
ら
ず
、

末
法
は
無
戒
の
時
也
と
云
て
持
戒
を
き
ら
ふ
は
経
文
と
御
書
と
の
修
煉
た
ら
ざ
る
故
な
る
べ
し
、



そ
の
他
、
関
連
言
及
の
番
に
次
の
三
点
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑬ 

二
十
二
歳
『
川
越
屋
外
二
氏
に
与
ふ
る
書
』

〈
文
化
十
二
年
正
月
五
日
、
全
集
一
四
八

i
一
五

O
頁。

＠ 

二
十
四
歳
『
朝
団
薩
庵
に
与
ふ
る
番
』
其
九
、

一
六
八

1
一
七

O
頁。

⑮ 

二
十
九
歳
『
行
全
に
与
ふ
る
番
』
全
集
一
九

O
頁。

以
上
、
挙
げ
た
十
五
点
の
資
料
の
中
に
、
本
妙
臨
師
の
摂
折
問
題
の
態
度
と
そ
の
心
を
知
り
尽
く
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

、
本
妙
臨
師
の
摂
折
の
態
度
と
そ
の
心

本
妙
臨
師
は
両
親
の
法
華
信
仰
と
取
り
巻
く
法
華
講
中
の
環
境
の
中
に
て
生
長
し
、
早
く
か
ら
出
盛
の
志
し
を
抱
い
て
い
た
が
、

を
三
十
一
歳
と
い
う
短
い
生
涯
の
中
か
ら
考
え
れ
ば
遅
い
文
化
八
年
十
二
月
、
十
九
歳
の
時
に
出
家
さ
れ
て
い
る
。
然
し
出
家
以
前
に
内 生
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外
典
を
ほ
ぼ
偏
覧
し
、

『
祖
書
綱
要
剛
略
』
を
味
読
百
返
し
た
学
殖
を
備
え
て
二
十
歳
の
春
、
飯
高
檀
林
に
入
値
さ
れ
た
。
二
年
後
に
は

異
例
の
飛
級
で
玄
義
部
昇
進
と
な
り
、
日
啓
・
日
実
両
師
匠
初
め
周
囲
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。
然
し
本
妙
臨
師
は
志
を
立
て
て
退
檀
を
決

こ
れ
に
対
し
て
師
日
実
の
激
怒
は
凄
ま
じ
く
臨
師
三
十
歳
ま
で
勘
当
を
解
か
な
か
っ
た
程
で
あ
る
。
師
日

意
し
実
行
す
る
の
で
あ
る
。

啓
、
病
に
倒
れ
頻
に
後
住
を
額
み
せ
し
も
受
け
ず
、
父
母
の
泣
慕
を
風
に
聞
い
て
も
、
身
を
遠
く
に
置
い
て
、
そ
の
志
し
の
ま
ま
に
勤
学

さ
れ
た
い
の
態
度
に
つ
い
て
考
え
み
る
と
、
次
の
三
点
の
書
簡
に
よ
く
言
い
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
引
用
し
て
み
よ
う
。

① 

『
身
延
山
中
よ
り
長
谷
信
徒
に
与
ふ
る
書
』

〈
文
化
十
一
年
六
月
二
十
三
日
、
全
集
二

O
四
頁
・
退
檀
直
後
の
書
簡
〉
に

勤
学
一
向
ニ
仕
度
候
ニ
就
、
世
事
を
去
り
候
て
身
延
山
中
ヘ
引
龍
申
候
、
但
し
世
難
を
恐
れ
て
摂
受
道
に
入
し
に
は
無
御
座
：
：
・

日
啓
師
の
旧
檀
徒
で
資
助
を
続
け
て
く
れ
た
長
谷
信
徒
の
方
々
へ
、
あ
り
あ
り
と
臨
師
が
心
の
信
情
表
明
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
飯
高

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
ハ
桑
名
〉



本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
（
桑
名
）

値
林
の
台
学
偏
重
の
教
育
を
嫌
い
、

回
避
聖
人
の
顕
正
さ
れ
た
本
化
の
法
門
を
専
ら
に
研
鎖
し
た
い
と
い
う
意
志
表
切
で
あ
る
。

① 

二
十
四
歳
の
時
、

本
師
日
啓
上
人
に
対
し
て
出
さ
れ
た
書
簡
に
は
、
臨
師
の
心
境
が
更
に
い
い
表
わ
さ
れ
て
い
る
o

，

，

 

未
S

曽
廃
－
－
大
道
心
－
、
一
生
成
－
－
就
究
覚
願
輩
出
是
信
心
入
＝
子
骨
修
、
航
伊
法
一
の
ふ
勾
w
仏
祖
尖
T

山
手
－
京
殿
町
－
、
丸
一
色
あ
一
得
レ
之
、

Y
ヤ

a司
令

タ

セ

－

－

A
h

’血
h

a

v

テ

セ

Y
J
4

，

，

J

a

F

ヒ

ト

白

V
A
T

－

生
生
堂
有
レ
限
、
頗
有
三
自
行
未
レ
満
先
＝
化
他
－
者
、
大
抵
他
無
ν益
亦
損
ν
己
、
是
名
－
一
破
敗
菩
麗
－

j
i－－設難
ν有
＝
少
化
他
行
－
、

v

’
 

ap

テ

テ

ヨ

ト

，

a

r

n

h

’
見
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本
化
之
門
無
－
－
熟
脱
之
益
一
、
然
而
口
称
－
－
本
化
門
人
－
者
、
是
何
心
乎
、
是
何
心
乎
、
舎
－
一
此
大
道
－
向
レ
外
走
、
則
設
難
下
暗
－
－
八
万
蔵
、

能
難
能
答
へ
以
ν余
言
ν之
、
響
如
下
論
＝
鱗
爪
－
、
不
レ
見
込
訊
珠
h

欺、
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ハ
全
集
二

O
六
、
七
頁
〉

こ
れ
を
思
う
と
、
本
妙
臨
師
は
先
ず
自
行
を
優
先
に
さ
せ
て
お
り
、
本
化
の
法
門
の
勤
学
と
修
行
の
確
立
後
に
化
他
行
の
行
動
を
す
べ

き
だ
と
い
う
態
度
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
化
の
法
門
の
特
色
を
六
即
の
法
門
に
よ
せ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
要
を
言
え
ば
、
日
蓮

聖
人
の
教
学
の
根
本
は
名
字
最
下
根
の
行
者
の
人
が
深
信
深
志
に
て
唱
題
す
る
功
能
（
徳
〉
を
説
い
て
い
る
点
に
あ
る
と
言
う
。
こ
の
唱

題
す
る
人
は
必
ら
ず
一
生
に
お
い
て
妙
覚
極
位
と
な
る
こ
と
は
疑
い
無
い
。
こ
の
こ
と
は
何
よ
り
も
大
切
な
法
円
で
あ
る
の
に
、
我
が
宗

門
人
は
悲
し
い
こ
と
に
毒
気
深
く
し
て
、
こ
の
大
道
、
本
化
の
門
に
熟
脱
の
益
な
し
と
思
い
他
に
走
っ
て
い
る
行
動
を
最
も
嘆
き
憂
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
本
妙
臨
師
の
本
化
の
法
門
の
顕
正
の
態
度
は
、
こ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

① 

更
に
、
飯
高
檀
林
を
退
檀
し
て
七
年
振
り
に
差
し
出
さ
れ
た
某
尊
者
へ
の
書
簡
に
は
、
尤
も
本
妙
臨
師
の
心
が
如
実
に
．
表
明
さ
れ
て



い
る
の
で
、
そ
の
文
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

（
全
集
一
八
五

i
九
頁
〉

野
生
本
よ
り
の
顕
望
に
て
、

一
切
経
拝
見
畢
ら
ざ
る
中
は
、

江
戸
へ
出
ま
じ
き
由
申
せ
し
故
、

本
願
に
ま
か
せ
て
経
蔵
拝
見
致
し

候
、
又
恐
れ
多
く
は
候
得
共
、
台
当
二
家
の
教
観
は
あ
ら
／
＼
邪
正
を
わ
か
ち
候
。

叉
野
生
事
を
人
々
二
乗
根
性
の
様
に
申
候
、

こ
れ
は
尤
の
事
に
候
、

は
じ
め
申
如
く
州
山
は
宗
門
の
内
法
事
観
の
妙
処
を
つ
が
ん
が

世
縁
を
さ
け
て
ひ
ま
を
得
ん
が
為
に
、
自
行
を
専
ら
面
に
し
て
化
他
は
随
力
演
説
の
分
と
云
は
れ
候
跡
を
学
び
候
問
、
表

に
は
其
相
を
あ
ら
わ
し
候
へ
ど
も
、
底
意
は
護
法
の
心
盛
ん
に
て
候
、
恐
れ
な
が
ら
一
切
経
も
二
家
の
学
問
も
こ
れ
が
専
一
に
候
へ

ば
な
り
、

た
め
に
、

然
れ
ど
も
そ
れ
を
表
に
申
せ
ば
高
慢
な
り
と
人
に
唱
ら
れ
候
が
心
よ
か
ら
ず
候
故
、
二
乗
と
い
は
れ
て
打
過
候
。

た
ま
／
＼
菩
提
心
を
起
し
候
へ
共
、
余
り
世
間
う
る
さ
く
候
時
は
、
二
乗
心
に
落
候
て
名
も
形
も
隠
し
候
心
起
る
人
も
可
有
之
候
、

宗
門
の
先
徳
に
も
閑
々
相
見
へ
候
、
底
意
は
云
何
に
も
あ
れ
、
さ
し
当
り
て
法
の
衰
徴
を
な
げ
か
．
さ
れ
ば
、
二
乗
と
唱
ら
る
る
も
一

往
相
関
へ
候
歎
。
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こ
の
様
に
長
谷
信
徒
、
本
師
日
啓
上
人
、
某
尊
者
へ
の
書
簡
を
通
読
し
て
、
本
妙
臨
師
の
飯
高
退
檀
の
理
由
は
明
白
で
あ
る
。
当
時
の

檀
林
教
育
、

宗
門
全
体
に
於
て
本
化
の
法
門
の
護
法
が
表
徴
の
余
り
、

そ
の
顕
正
と
弘
教
へ
の
情
熱
に
本
願
を
立
て
行
動
さ
れ
た
こ
と

を
、
今
十
分
に
伺
い
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
本
妙
臨
師
の
そ
の
心
を
要
約
せ
ば
、

第
一
点
、
何
よ
り
も
衰
徴
の
状
態
で
あ
っ
た
日
蓮
聖
人
の
本
化
の
法
門
（
護
法
〉
を
顕
正
し
弘
通
し
た
い
こ
と
。
こ
の
為
に
、
す
べ
て

が
最
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
点
、
そ
の
た
め
に
一
切
経
の
拝
読
の
本
願
を
立
て
ら
れ
た
こ
と
。
更
に
、
当
時
の
宗
門
が
護
法
の
衰
微
と
な
っ
た
最
大
の
原
因
の

弊
害
を
取
り
除
く
た
め
に
台
当
二
家
の
教
観
の
相
違
を
知
ら
せ
、
如
何
に
当
家
の
法
門
が
勝
れ
て
い
る
の
か
を
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
っ
た

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
（
桑
名
〉



本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
ハ
桑
名
〉

こ
ル
」
0

第
三
点
、
第
一
点
と
第
二
点
に
関
連
し
、
弘
教
す
る
場
合
は
先
き
に
自
行
を
確
立
し
な
い
で
化
他
行
の
行
動
を
と
っ
て
も
、
そ
の
本
化

の
法
門
の
弘
教
の
益
は
無
く
、
む
し
ろ
自
己
を
損
う
の
み
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
払
い
用
心
し
た
こ
と
。
自
行
中
心
の
主
義
は
深
草
元
政

上
人
の
唱
え
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
三
点
の
も
つ
意
味
は
、
当
時
の
我
が
宗
門
教
団
、
社
会
状
況
の
中
で
、
今
は
何
が
一
番
必
要
な
こ
と
で
あ
り
大
切
な
こ
と
か
を
真

剣
に
考
え
た
末
の
結
論
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
化
の
法
門
の
護
法
の
顕
正
で
あ
っ
た
。
同
時
に
そ
の
弘
教
専
一
の
行
動
で
あ
る
。
こ
の
本
妙

臨
師
の
心
を
知
ら
ず
し
て
、
他
の
人
々
か
ら
本
妙
臨
師
を
し
て
摂
受
道
に
落
ち
た
人
と
か
、
又
は
二
乗
根
性
の
人
と
か
と
い
う
批
難
が
起

き
て
い
る
事
も
甘
ん
じ
て
受
け
て
お
り
ま
す
と
い
う
心
境
態
度
な
の
で
あ
る
。

こ
の
当
時
は
儒
者
、
国
学
者
、
神
道
家
等
よ
り
排
仏
思
想
が
展
開
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
本
妙
臨
師
も
こ
の
こ
と
を
尤
も
心
配
さ
れ
て
い
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た
。
こ
の
排
仏
論
の
遠
因
を
辻
善
之
助
は
江
戸
幕
府
の
宗
教
政
策
（
寺
院
本
末
制
度
・
寺
院
僧
侶
の
階
級
格
式
・
檀
家
制
度
と
宗
門
改
・

新
義
異
義
の
禁
止
〉
に
よ
り
、
仏
教
は
形
式
化
さ
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
為
に
僧
侶
は
堕
落
し
、
民
心
も
仏
教
か
ら
離
れ
儒
教
に
移
っ
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
気
運
は
盛
ん
と
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
排
仏
思
想
の
心
配
と
先
き
に
挙
げ
た
三
点
の
護
法
の
精
神
の
心
に
つ
い

て
、
更
に
具
体
的
に
示
し
た
薩
庵
老
人
あ
て
の
書
簡
が
あ
る
の
で
引
用
し
た
い
。

此
頃
大
坂
辺
な
と
、
当
家
の
極
理
と
称
し
、
悪
行
無
ざ
ん
の
義
申
立
る
人
有
之
曲
、
浅
ま
し
き
事
に
候
、
梁
武
の
仏
法
を
減
せ
し
事

は
こ
れ
よ
り
初
ま
り
候
、
如
此
義
若
や
天
下
に
流
布
し
候
は
ば
云
何
、
野
納
護
法
の
志
し
、
勤
学
の
こ
こ
ろ
実
に
こ
こ
に
あ
り
、
但

恨
ら
く
は
力
不
足
、
心
地
推
察
可
給
候
。

（
全
集
一
七
六
頁
。
文
化
十
四
年
〈
推
定
〉
正
月
七
日
付
深
草
に
て
〉

こ
の
様
に
、
本
妙
臨
師
の
勤
学
の
心
、
護
法
の
志
し
は
、
日
蓮
聖
人
の
顕
正
さ
れ
た
正
し
き
本
化
の
法
門
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
を
盛
ん



な
る
情
熱
を
も
っ
て
弘
通
し
た
い
本
心
で
一
杯
な
の
で
あ
る
。
因
に
、
本
妙
臨
師
が
心
配
さ
れ
た
如
く
、
こ
の
年
の
文
化
十
四
年
正
月
に

は
排
仏
論
の
代
表
者
た
る
平
田
篤
胤
は
『
出
定
笑
語
附
録
』
を
出
版
し
、
我
が
宗
門
を
誹
諒
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
の
社
会
情
勢
、
宗

門
状
況
を
踏
え
た
上
で
、
本
妙
臨
師
は
本
化
弘
通
の
布
教
方
法
た
る
摂
折
論
を
、
日
蓮
聖
人
在
世
と
異
な
っ
た
時
代
に
ど
の
よ
う
に
論
じ

ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

園
、
本
妙
臨
師
の
摂
折
論

本
妙
臨
師
の
教
学
の
系
譜
は
臨
師
が
自
ら
深
草
元
政
上
人
ハ
全
集
一
八
五

i
七
頁
〉
、

一
妙
院
日
導
尊
者
（
全
集
一
五
八
、

一
六
五
、

一
七
四
、
二
五
二
頁
〉
に
大
き
く
影
響
を
受
け
た
と
あ
る
通
り
そ
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。
今
、
本
妙
臨
師
の
摂
折
論
に
つ
い
て
論
じ
る

に
当
り
、
著
作
中
最
も
肝
要
な
る
論
文
は
『
当
家
摂
折
』

ハ
全
集
十
三

i
十
六
頁
〉
と
『
忍
州
雑
記
』

〈
全
集
十
九
i
二
十
一
頁
〉
で
あ
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る
か
ら
、
こ
の
二
番
を
中
心
に
検
討
し
て
み
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
『
当
家
摂
折
』
を
主
に
論
じ
、
そ
の
内
容
説
明
不
足
を
『
忍
州
雑

記
』
で
補
う
形
を
も
っ
て
し
た
い
。

『
当
家
摂
折
』
は
五
段
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
段
は
総
論
。
日
蓮
聖
人
は
摂
折
の
二
軌
に
自
在
で
あ
り
、
こ
の
摂
折
の
出
典
は

勝
霊
経
に
あ
る
が
、
そ
の
相
は
泥
然
で
あ
り
、
む
し
ろ
四
悉
檀
の
中
の
為
人
（
摂
〉
、
対
治
ハ
折
〉
が
、
そ
れ
に
該
当
し
詳
し
い
。
日
蓮

聖
人
は
末
法
に
権
教
は
無
益
と
い
う
立
場
で
あ
っ
て
、
こ
の
権
理
を
否
定
す
る
方
法
は
常
に
教
門
〈
約
教
部
）
か
ら
論
じ
て
い
る
。
そ
れ

故
に
聖
人
は
『
私
集
寂
要
文
注
法
華
経
』
の
安
楽
行
の
解
説
の
所
に
「
法
華
玄
義
」
九
（
約
教
〉
を
引
用
し
て
い
な
い
の
も
、
そ
の
証
左

と
な
っ
て
い
る
。
撰
折
は
身
ロ
法
で
あ
る
か
ら
、
行
相
門
に
て
摂
折
を
論
じ
る
こ
と
が
正
し
い
。
天
台
大
師
も
安
楽
行
を
「
法
華
文
句
」

八
で
行
相
門
に
約
し
て
論
じ
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
は
『
本
尊
抄
』
で
「
僧
為
ν
摂
俗
為
レ
折
」
と
述
べ
、

『
如
説
修
行
紗
』
に
で
も
安
楽
を

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
（
桑
名
〉



本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
（
桑
名
〉

摂
と
為
す
と
言
う
が
如
く
、
摂
折
は
行
相
門
の
立
場
の
問
題
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
中
心
は
身
口
の
二
業
に
あ
る
と
い
う
。
そ
の
摂
受
と
は

柔
和
軟
語
等
を
い
い
、
折
伏
と
は
頭
を
断
る
る
も
受
け
ず
と
諌
争
を
遊
す
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

第
二
段
で
は
、
常
在
日
深
ハ
一
七

O
三
｜
四
三
）
の
『
峨
眉
集
』
巻
九
・
第
四
十
五
「
摂
受
折
伏
」
を
引
用
し
、
摂
折
を
法
華
・
浬
柴

に
対
弁
し
て
論
じ
て
お
り
、
そ
の
方
法
は
約
教
、
約
行
で
あ
り
、
約
行
は
五
義
判
の
師
機
時
国
を
以
て
展
開
し
て
い
る
。

『
峨
眉
集
』
の

「
摂
受
折
伏
有
－
－
多
種
分
別
－
事
」
と
安
国
日
講
（
一
六
二
六

l
九
八
〉
の
『
録
内

啓
蒙
』
巻
九
「
閲
目
抄
』
の
摂
折
の
部
分
の
注
釈
等
を
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
妙
臨
師
の
『
当
家
摂
折
』

内
容
は
、
長
遠
日
遵
の
『
諌
迷
論
』
巻
第
四
・
二
十
一

『
忍
州
雑
記
』
は
更
に

簡
潔
で
あ
り
、
そ
の
上
、
法
門
の
内
容
が
深
ま
り
、
そ
し
て
要
領
が
得
や
す
い
。
今
、
五
義
判
中
の
師
機
時
国
の
四
に
約
し
た
大
要
を
述

べ
る
と
次
の
様
な
内
容
と
な
る
。

師
、
弘
経
の
師
を
自
力
の
堪
不
に
約
し
て
、
後
心
の
菩
躍
、
初
心
の
菩
陸
、
又
は
聖
凡
に
て
簡
ぴ
。
後
心
の
菩
麓
は
勧
持
・
不
軽
品
に
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当
り
折
伏
を
能
く
行
じ
る
。
初
心
の
菩
藍
は
安
楽
行
品
の
如
く
、

守
っ
て
摂
受
を
行
じ
る
と
い
う
摂
折
の
相
配
を
し
て
い
る
。

『
諌
迷

論』

『
啓
蒙
』
等
は
天
台
張
り
の
教
学
も
あ
っ
て
後
心
の
菩
薩
を
本
化
の
菩
薩
と
明
確
に
論
じ
な
い
嫌
い
が
あ
る
。
本
妙
臨
師
は
明
確
に

規
定
し
、
更
に
日
蓮
聖
人
に
当
て
て
お
り
、
宗
祖
同
時
出
師
の
人
も
本
化
菩
薩
と
捉
え
、
実
凡
の
人
も
導
師
の
譲
力
に
て
末
法
の
後
五
の

当
初
の
化
導
は
す
べ
て
強
折
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

機
に
己
有
善
、
未
有
善
、
己
誘
、
未
誘
あ
り
。
己
に
普
有
っ
て
未
だ
誘
じ
な
い
者
に
は
摂
受
し
、
未
だ
普
あ
ら
ず
諮
ず
る
者
に
は
折
伏

す
ベ
し
。
然
し
末
代
の
師
は
鑑
機
の
能
力
が
無
け
れ
ば
唯
、
法
華
経
を
説
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
失
が
無
い
為
と
し
て
い
る
。

時
に
普
時
、
悪
時
、
誘
時
あ
り
。
普
時
は
一
天
皆
帰
後
に
有
る
可
し
。
今
は
悪
誘
の
こ
つ
で
あ
っ
て
、
宗
祖
の
時
代
は
末
法
の
初
め
の

五
百
年
で
誘
法
が
強
い
の
で
折
伏
の
時
で
あ
っ
た
。
今
の
時
代
〈
本
妙
臨
師
の
時
代
〉
は
、
誘
法
は
淡
く
、
悪
が
濃
い
。
故
に
権
経
に
執



着
す
る
こ
と
浅
く
、
邪
師
あ
っ
て
も
法
華
経
を
嫌
ら
わ
な
い
の
で
誘
者
は
無
い
。
世
は
無
智
相
に
似
て
い
る
の
で
人
は
威
儀
を
崇
ぷ
時
代

で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
時
代
は
安
楽
行
に
住
す
可
き
時
で
あ
る
。

国
を
論
じ
て
、
宗
祖
の
時
は
誘
法
が
強
い
の
で
折
伏
が
必
要
で
あ
っ
た
。
今
の
時
代
は
恵
国
な
の
で
摂
受
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

そ
し
て
先
輩
の
行
相
を
見
る
時
、
皆
そ
の
方
法
を
行
じ
て
い
る
と
し
、
深
草
元
政
上
人
の
弟
子
懇
明
日
灯
ハ
卿
創
守
文
。
宗
祖
在
世
は

州
創
。
滅
後
（
政
公
〉
は
守
文
〉
と
常
在
日
深
（
蛾
眉
集
・
九
と
蛾
眉
遺
鰐
の
内
れ
の
宗
祖
は
草
創
の
時
故
に
折
伏
、
草
山
は
守
文
の
時

故
に
摂
受
〉
を
例
に
挙
げ
て
、
①
宗
祖
在
世
は
州
創
、
滅
後
は
守
文
。
①
一
宗
定
は
守
文
、
己
前
は
州
創
た
り
。
①
築
檀
は
守
文
、
己
前

は
州
創
た
り
。
と
論
じ
て
い
る
。

第
三
段
、
本
妙
臨
師
の
摂
折
の
考
え
を
明
か
し
て
い
る
。
祖
番
（
御
遺
文
）
の
中
で
摂
折
の
名
を
用
い
る
使
用
例
の
意
味
合
い
は
様
々
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で
あ
り
、

理
解
し
に
く
い
か
ら
、

そ
の
祖
判
の
意
の
大
要
を
説
明
す
る
と
①
約
行
（
行
相
門
〉
と
①
約
教
部
旨
（
教
門
〉
の
二
つ
が
あ

り
、
約
行
に
は
身
業
の
強
柔
摂
折
〈
本
尊
抄
〉
と
口
業
の
免
軟
摂
折
〈
関
目
抄
等
）
が
あ
る
と
い
う
。
教
（
経
〉
部
旨
を
以
て
論
ず
る
場

合
は
一
向
に
折
伏
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
摂
受
の
義
は
無
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

第
四
段
、
更
に
関
目
抄
と
本
尊
抄
、
如
説
修
行
紗
の
祖
文
を
弁
じ
て
は
、
第
三
段
の
内
容
の
論
証
を
の
べ
て
い
る
。
関
目
抄
の
意
は
口

業
に
在
り
。
本
尊
抄
は
身
業
、
但
だ
強
柔
護
法
の
義
に
在
り
。
如
説
修
行
紗
は
教
行
に
約
す
。
末
法
の
始
め
を
当
初
と
し
、
そ
の
行
相
は

折
伏
な
る
を
い
う
。

第
五
段
は
安
楽
行
の
説
明
を
す
る
。
安
楽
は
行
相
に
約
さ
れ
、

和
言
軟
柔
弁
の
摂
受
で
あ
る
と
い
う
。
安
楽
行
の
像
末
論
に
於
い
て

は
、
法
華
経
自
身
も
末
法
と
い
う
が
如
く
、
宗
祖
も
末
法
と
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
先
師
は
こ
れ
を
迩
化
の
菩
薩
と
認
め
て
い
た
。
例

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
ハ
桑
名
〉



本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
（
桑
名
）

え
ば
一
妙
日
発

2
六
三
四
ー
一
七
一
回
、
日
重
教
学
の
影
響
を
受
け
摂
受
の
立
場
を
と
っ
た
人
〉
は
『
白
牛
通
徹
録
』
に
、
ま
た
常
在

チ

J

日
深
は
『
蛾
眉
集
』
に
「
若
従
＝
二
経
六
段
－
者
：
：
：
安
楽
是
摂
受
乃
迩
化
弘
経
」

〈
巻
九
・
十
四
丁
〉
と
論
ず
る
が
如
く
、
安
楽
は
迩
化

の
軌
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
妙
臨
師
は
勧
持
品
の
発
哲
を
案
ず
る
と
迩
化
の
人
に
在
っ
て
も
、
突
は
本
化
の
人
の
為
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
安
楽
行
品
も
叉
、
本
化
の
人
の
た
め
に
実
は
説
か
れ
て
い
る
の
だ
。
と
説
く
所
に
臨
師
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
そ

の
経
証
に
「
単
己
楽
独
処
者
云
云
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
師
の
所
で
前
述
す
る
が
如
し
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
『
忍
卿
雑
記
』
中
の

F

，n
テ

，

晶

v

’

sv

’

「
当
家
摂
折
」
の
結
び
に
は
宗
祖
滅
後
の
本
妙
臨
師
時
代
〈
今
日
の
我
々
の
時
代
〉
は
、
「
但
弘
三
実
－
不
ν許
＝
権
少
－
、
言
辞
柔
軟
善

行
化
巴
べ
き
こ
と
の
摂
受
の
態
度
を
と
る
こ
と
を
進
め
て
い
る
o

さ
ら
に
「
分
修
三
ニ
学
－
荘
号
厳
段
ち
、
則
法
住
甚
久
実
」
と
言

』
7

ハ

ト

キ

ト

っ
て
三
学
分
修
の
必
要
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
最
結
文
に
は
「
且
夫
有
＝
所
レ
開
講
v所
ν執
必
嫉
、
故
世
人
説
ν折
我
亦
説
ν折、

f

m

p

，

ト

屯

丹

辛

J

品

y

－vテ
ナ

リ

ト

J

Z

説
ν摂
我
亦
説
ν
摂
、
若
対

L
F－
固
執
－
之
人
島
、
我
亦
日
＝
摂
進
而
折
退
二
陶
」
と
結
ん
で
い
る
。

世
人
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以
上
、
本
妙
臨
師
の
『
当
家
摂
折
』
に
つ
い
て
眺
め
て
き
た
訳
で
あ
る
が
、
本
妙
臨
師
は
前
述
し
た
様
に
日
蓮
聖
人
の
弘
教
活
動
の
基

準
と
し
て
の
五
義
判
に
基
づ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
末
法
当
初
の
宗
祖
の
時
代
と
本
妙
臨
師
と
の
時
代
に
相
違
が
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
れ

て
摂
受
を
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
臨
師
が
こ
の
様
な
考
え
方
を
出
来
た
の
は
「
祖
判
に
依
て
、
仏
限
を
借
て
国
土
を
照
ら
す
」

〈
全
集

一
四
頁
〉
こ
と
に
よ
る
御
蔭
だ
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
五
義
判
の
精
神
に
も
と
づ
い
て
機
時
国
師
の
異
な
り
を
強
調
し
て
、
末

法
当
初
五
百
年
以
後
の
法
華
経
の
行
者
の
弘
教
方
法
は
摂
受
を
以
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、
折
伏
は
退
く
べ
き
と
結
論
を
だ
さ
れ
た
の
で
あ

る。

五
、
む
す
び



も
う
一
度
、
本
妙
臨
師
の
勤
学
の
心
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
本
化
の
法
の
衰
徴
を
歎
き
、
当
家
の
法
門
の
極
理
を
顕
正
し
た

い
と
い
う
護
法
の
志
し
に
あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い
。
本
妙
臨
師
は
信
者
の
朝
団
薩
庵
老
人
に
対
し
「
即
身
成
仏
の
要
路
、
但

た
吾
家
に
在
り
、
所
詮
学
は
根
源
を
究
む
べ
し
、
根
源
を
究
む
る
に
、
只
本
化
の
玉
章
と
す
」

（
全
集
一
五
二
頁
〉

「
宗
門
の
大
事
は
、

宗
致
の
三
秘
宗
教
の
五
事
、
学
文
は
助
道
の
方
便
な
り
、
少
し
も
を
こ
た
り
玉
う
べ
か
ら
ず
：
：
：
化
他
の
助
道
を
進
め
玉
う
日
は
行
学
の

二
道
を
は
げ
む
べ
し
」

ハ
全
集
二
ハ
三
頁
）
と
述
べ
、
弟
子
の
行
全
に
も
「
深
く
学
の
津
を
得
て
、
正
見
瞳
を
立
て
邪
見
を
捲
く
べ
し
・
：

：
・
今
末
法
の
時
、
無
戒
の
毒
風
盛
に
吹
て
、
正
法
を
く
ら
ま
す
か
な
し
む
べ
き
事
に
候
」

〈
全
集
一
九
O
頁
〉
と
い
い
、
更
に
最
識
や
多

く
の
信
者
方
に
強
盛
の
信
心
を
強
要
し
て
い
る
事
実
を
考
え
れ
ば
、
本
妙
臨
師
を
一
概
に
単
な
る
摂
受
主
義
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
来
た
事
か
ら
私
に
は
、
本
妙
臨
師
の
護
法
の
盛
ん
な
る
精
神
を
考
慮
す
る
と
、
臨
師
の
摂
受
折
伏
に
つ
い
て

摂
受
と
い
う
も
の
は
、
護
ら
れ
る
べ
き
教
え
が
あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
摂
受
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
。
ま
た
、
折
伏
と
い
う
も
の
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の
、
そ
の
心
と
い
う
も
の
を
次
の
様
に
覚
え
る
の
で
あ
る
。

は
、
そ
う
い
う
護
ら
れ
る
べ
き
教
え
を
顕
わ
す
こ
と
が
折
伏
で
あ
る
と
言
う
風
に
主
張
し
て
い
る
様
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に

本
妙
臨
師
の
生
涯
は
燃
焼
さ
れ
て
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
臨
師
自
身
の
「
世
難
を
恐
れ
て
摂
受
道
に
入
し
に
は
無
御
座
ハ
候
〉
」

コ
一
乗

根
性
」
の
誹
り
も
甘
ん
じ
て
受
け
よ
う
と
い
う
声
を
聞
く
時
、
本
妙
臨
師
が
当
時
の
排
仏
思
想
が
盛
ん
な
時
代
社
会
、
宗
門
状
況
の
あ
の

状
態
の
中
で
果
し
た
役
割
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
き
い
と
思
う
。
そ
れ
を
し
て
本
妙
臨
師
を
単
に
一
言
を
以
て
摂
受
主
義
と
言
い
尽
く

す
人
は
皮
相
的
な
見
解
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
、
本
妙
日
臨
律
師
の
摂
折
論
を
考
察
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
学
び
得
た
要
点
を
最
後
に
記
し
て
置
き
た
い
。
正
し
い
教
え
が
何
ん
で
あ

る
か
を
顕
わ
し
て
い
く
、
正
し
い
法
を
弘
通
し
て
い
く
心
構
え
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
本
化
の
守
れ
る
べ
き
法
門
が
あ
っ

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
（
桑
名
〉



て
こ
そ
、
初
め
て
摂
受
が
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
然
し
臨
師
の
時
代
に
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
顕
わ
す
、
弘
通
す
る
そ
う

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
ハ
桑
名
）

で
あ
る
。

い
う
生
き
方
を
、
身
を
以
っ
て
示
し
て
行
く
こ
の
姿
勢
は
あ
る
意
味
で
今
目
的
な
折
伏
と
い
う
意
義
を
も
つ
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
の

あ
る
。

〔註〕〈
1
〉

本
妙
日
臨
律
師
か
ら
学
び
得
た
、
こ
の
こ
と
は
現
代
的
な
今
日
の
摂
受
・
折
伏
の
在
り
方
の
意
義
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
の
で

一
五
二
、

一
五
三
真
に
出
づ
。
そ
の
他
に
も
随
所
に
本
化
の
教
学
を
顕
正
し

ハ
2
〉

音
馬
実
蔵
編
『
本
妙
日
臨
律
師
全
集
』
〈
以
下
『
全
集
』
と
略
す
〉

ょ
う
と
さ
れ
て
い
る
点
が
多
々
見
ら
れ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、
田
中
智
学
が
『
本
化
摂
折
論
』
中
に
「
摂
折
の
法
門
は
、
宗
学
の
基
本
に
し
て
、
宗
門
一
切
の
法
裁
に
に
対
す

る
関
円
で
あ
る
」
。
「
摂
折
は
弘
通
の
要
規
で
あ
る
と
共
に
、
修
行
の
要
道
で
あ
る
、
自
行
得
益
の
大
関
係
あ
る
要
行
で
あ
る
」
（
『
折
伏
と
は

な
に
か
』
所
収
。
一
二
ニ
頁
）
と
論
じ
て
い
る
が
如
く
、
摂
折
論
と
い
う
の
は
宗
義
全
般
に
亘
っ
て
重
要
な
る
課
題
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

茂
岡
井
教
亨
「
五
義
の
体
系
的
考
察
」
（
『
観
心
本
尊
紗
研
究
序
説
』
所
収
。
六
九

t
二
四
六
頁
）
。
浅
井
円
道
「
五
義
判
の
形
成
過
程
の
考

察
』
（
『
大
崎
学
報
』
第
一
一
人
号
所
収
。
一
一
一
一

t
四
四
頁
〉
。
こ
れ
ら
の
論
文
を
見
る
と
如
何
に
回
避
聖
人
が
五
議
判
を
以
て
弘
経
者
の
用
心

と
さ
れ
、
し
か
も
弘
教
活
動
の
中
心
に
す
え
て
考
え
ら
れ
て
い
た
か
を
十
分
に
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

望
月
歓
厚
「
師
は
撰
受
論
者
な
り
」
〈
『
日
蓮
宗
学
説
史
』
八
七
四
頁
〉
。
浅
井
円
道
「
や
が
て
草
山
元
政
・
本
妙
日
臨
・
優
陀
那
日
間
等
の
内

省
的
な
教
義
人
・
実
賎
家
・
学
匠
を
明
治
ま
で
に
輩
出
し
た
の
で
、
摂
受
主
義
の
宗
風
は
宗
内
に
定
着
し
た
」
（
「
日
蓮
の
四
箇
格
言
と
そ
の
心

ハ
一
）
」
一
ニ
頁
。
国
訳
一
切
経
和
漢
撰
述
部
諸
宗
部
第
二
十
四
巻
月
報
『
三
蔵
』
一
七
九
所
収
〉
。
等
の
意
見
が
多
い
。

『
全
集
』
ニ

O
四
頁
に
出
づ
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
項
の
「
摂
折
言
及
の
資
料
範
聞
」
の
中
で
更
に
論
じ
た
い
。

『
仏
海
徹
湖
』
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
稲
田
海
索
「
日
蓮
宗
宗
論
番
解
題
」
（
『
大
崎
学
報
』
第
十
四
号
所
収
、
十
五
頁
）
に
よ
る
。
こ
の

書
は
、
真
宗
権
樟
師
大
霊
『
問
答
鈴
裂
邪
網
』
に
対
し
て
、
約
教
部
旨
の
立
場
に
基
づ
き
反
厳
し
た
書
で
あ
る
。
そ
の
骨
子
は
十
箇
条
を
以
て
論

難
し
て
い
る
。
困
に
、
大
霊
の
『
裂
邪
網
』
の
全
容
は
、
林
是
幹
「
横
須
賀
問
答
の
「
裂
網
」
に
つ
い
て
」
ハ
『
室
住
一
妙
教
授
古
稀
記
念
論
文

( so ) 

（

3
〉

ハ
4
）

ハ
5
）

ハ
6
〉



集
』
所
収
、
一
五
九
J
一
八
四
頁
〉
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
併
読
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

（
7
〉〈
8
〉
拙
論
「
本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
」
（
『
棲
神
』
第
六
十
一
号
所
収
〉
八

O
J九
二
頁
参
照
。

（
9
〉
「
自
警
」
ハ
全
集
二
ニ
八
頁
〉
。
日
啓
師
死
去
の
時
も
不
義
理
を
重
ね
て
志
し
を
通
し
て
い
る
〈
『
深
草
平
楽
庵
よ
り
長
谷
信
徒
に
与
ふ
る
書
』

其
十
。
全
集
二
一
八
頁
〉
。

〈
叩
〉
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
第
九
巻
近
世
篇
之
三
（
一

t
二
六
九
頁
〉
、
『
日
本
仏
教
史
』
第
十
巻
近
世
篇
之
四
（
一

J
四
九
四
頁
〉
に
、
そ
の

排
仏
論
の
原
因
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
の
で
往
見
。

（
uv
常
在
日
深
『
蛾
眉
集
』
巻
九
・
第
四
十
五
「
接
受
折
伏
」
十
一
丁
J
十
八
了
。
尚
、
第
四
十
四
「
盤
但
二
軌
」
一
丁
J
十
一
丁
も
参
照
す
ベ
し
。

日
深
は
江
戸
中
期
の
宗
学
者
で
、
草
山
の
教
風
を
慕
う
o
長
遠
日
遵
『
諌
迷
論
』
巻
第
四
・
二
十
一
「
摂
受
折
伏
広
一
多
径
タ
札
事
」
五
十
五

丁
J
六
十
五
丁
（
『
回
避
教
学
全
番
』
第
一
巻
、
宗
論
部
に
所
収
。
五

O
四
頁

t
五
二
三
頁
）
不
受
派
の
学
匠
。
安
国
日
講
『
録
内
啓
蒙
』
巻
九

『
関
目
抄
』
六
十
七
丁

t
八
十
七
丁
の
部
分
、
不
受
不
施
講
門
派
の
祖
で
あ
る
。
日
遵
・
日
講
等
は
後
心
ハ
深
位
〉
の
普
麗
を
台
学
偏
重
で
『
法
華

文
句
』
の
「
二
万
八
十
万
億
那
由
他
の
菩
麓
」
が
そ
れ
に
当
る
と
し
て
そ
の
典
拠
を
挙
げ
た
嫌
い
が
あ
る
の
は
臨
師
教
学
と
の
相
違
点
で
あ
る
。

（
ロ
〉
何
よ
り
も
「
令
法
久
住
」
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
排
仏
運
動
時
代
に
於
て
民
心
を
と
り
も
ど
す
た
め
に
コ
ニ
学
分
修
を
し
て
法
身
荘

厳
」
を
主
張
さ
れ
た
。
そ
れ
は
民
衆
が
そ
の
威
儀
を
崇
ぶ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
時
代
社
会
の
流
れ
な
の
で
あ
る
。
全
集
一
八
六
頁
に
要
敬
日
幹

〈
一
六
八
四
ー
一
七
五

O
〉
『
小
山
若
話
』
を
引
き
、
当
時
の
公
家
武
家
の
沙
汰
は
「
宗
門
の
法
を
ば
尊
み
人
を
ば
か
ろ
し
む
る
よ
し
に
て
候
」

の
状
況
を
尤
も
憂
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
臨
師
の
時
代
先
見
の
考
え
方
は
、
客
分
弟
子
に
当
る
優
陀
那
日
輝
和
尚
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。

〈
日
〉
例
え
ば
本
田
栄
秀
「
日
蓮
教
学
に
お
け
る
三
大
路
法
に
つ
い
て
｜
特
に
本
妙
日
臨
以
後
l
」
〈
二
〉
に
お
い
て
「
し
か
し
な
が
ら
結
果
的
に
み

て
、
彼
は
阿
賀
諸
法
の
人
と
い
う
よ
り
隠
者
的
、
探
受
の
人
で
あ
っ
た
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
十
八
巻
第
一
号
一
四
三
頁
所
収
〉
と

い
う
が
如
き
で
あ
る
。
望
月
歓
厚
博
士
も
ま
た
『
日
蓮
宗
学
説
史
』
（
八
七
四
｜
六
頁
〉
に
て
論
じ
て
い
る
の
は
『
当
家
撰
折
』
と
『
忍
草
雑

記
』
の
観
点
の
み
で
あ
る
。
尚
、
浅
井
円
道
博
士
は
「
日
蓮
の
四
筒
格
言
と
そ
の
心
」
ハ
『
三
蔵
』
一
七
九
所
収
〉
に
て
「
本
妙
日
臨
は
次
の
よ

う
に
い
う
。
四
箇
格
言
を
外
部
に
向
っ
て
櫛
子
叫
す
る
時
代
は
去
っ
た
が
、
し
か
し
内
に
於
て
は
各
人
が
堅
固
に
四
箇
格
言
の
意
味
す
る
も
の
を

所
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
『
本
妙
日
臨
樟
師
全
集
』
に
は
そ
の
言
葉
は
無
い
。
博
士
の
言
う
と
す
る
意

が
、
我
が
宗
門
人
に
、
日
蓮
聖
人
の
言
わ
ん
と
し
た
こ
と
の
理
由
を
は
っ
き
り
掴
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
法
華
経
の
意
味
を
能
く
掴
め
な
い
だ
ろ

う
。
と
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
本
妙
日
臨
律
師
の
全
体
の
精
神
内
容
か
ら
考
え
る
と
会
通
も
出
来
よ
う
。

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て
（
桑
名
）
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ハ
甲
斐
守
護
〉
ハ
甲
斐
河
内
領
〉

武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策

町

田

是

正

一
、
プ
ロ
ロ
ー
グ

二
、
武
田
晴
信
ハ
信
玄
）
の
「
禁
制
」
を
め
ぐ
っ
て

三
、
穴
山
信
君
（
梅
雪
〉
と
身
延
山

川
六
代
信
友
の
武
田
同
族
意
識

ω
信
君
の
禁
制
を
め
ぐ
っ
て

四
、
エ
ピ
ロ
ー
グ

(2) 

七
代
信
君
の
武
田
親
族
意
識

( 53 ) 

一
、
プ
ロ
ロ
ー
グ

武
田
寂
十
九
代

武
田
晴
信
〈
信
玄
〉
と
身
延
山
の
関
係
と
云
え
ば
、
き
わ
め
て
友
好
的
・
親
密
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
事
実
そ
れ
ら
を
証
拠
だ

て
る
幾
つ
か
の
事
例
資
料
が
知
ら
れ
て
い
る
。

川
明
版
法
華
経
七
巻
の
奉
納
》

ω伊
豆
に
於
て
北
条
氏
と
交
戦
の
最
中
、
陣
中
よ
り
松
茸
弐
百
本
の
進
・
勾
》

ω法
主
日
叙
上
人
に
対
す
る
悪
口
僧
徒
を
山
内
か
ら
追
放
処
時
》

川
駿
州
往
還
ニ
ケ
所
会
式
闘
の
設
置

武
田

b』

ノ、
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策

町
田、J



武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
ハ
町
田
）

等
々
、
い
ず
れ
も
身
延
山
外
護
の
友
好
政
策
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
父
信
虎
代
に
は
甲
府
穴
山
小
路
に
信
立
寺
を
建
立
し
て
身

延
山
と
の
関
係
を
深
め
た
こ
と
も
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
蹟
で
あ
る
。

「
信
玄
の
身
延
攻
め
」
伝
説
が
語
ら
れ
て
お
り
、
身
延
山
と
武
田
氏
の
確
執
が
喧
伝
さ
れ
る
な
ど
、
身
延
山
と
武
田

ま
た
他
方
で
は
、

氏
そ
し
て
穴
山
氏
が
深
く
関
わ
り
の
有
っ
た
事
は
確
か
で
あ
る
。

さ
て
諸
家
の
幾
つ
か
の
研
究
成
果
を
披
見
し
て
み
る
と
、

い
づ
れ
も
身
延
山
擁
護
の
立
場
か
ら
資
料
等
の
解
釈
が
な
さ
れ
、
親
密
友
好

的
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
「
武
田
信
玄
禁
制
」
を
本
小
論
で
取
り
あ
げ
、
従
来
の
資
料
解
釈
に
少

し
く
異
論
を
提
示
し
て
み
た
い
。
従
来
こ
の
「
禁
制
」
に
つ
い
て
も
、
身
延
山
保
護
政
策
の
基
本
資
料
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
「
禁
制
状
」
で
あ
る
か
ら
、
文
字
通
り
禁
止
条
項
を
設
け
て
身
延
山
を
統
制
、
禁
制
の
枠
組
の
中
に
入
れ
た
事
は
当

然
の
事
で
あ
り
、
言
論
・
行
動
に
対
し
て
厳
し
い
禁
止
条
項
が
下
付
さ
れ
た
と
し
て
も
当
然
で
あ
る
。
戦
国
武
将
・
甲
斐
領
国
支
配
者
の

( 54 ) 

武
威
が
身
延
山
に
対
し
て
示
威
さ
れ
て
い
た
と
解
し
て
も
無
理
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
、
武
田
晴
信
の

「
禁
制
」
を
め
ぐ
っ
て

永
禄
元
年
三
五
五
八
）
十
二
月
十
五
日
、
武
田
晴
信
〈
信
玄
〉
は
、
身
延
山
久
遠
寺
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
「
禁
制
」
状
を
発
給
し

た。

禁

制

一
、
殺
生
禁
断
之
事
、
付
於
寺
内
射
弓
放
鉄
飽
事

一
、
任
代
々
判
、
諸
役
免
許
之
事



一
、
押
買
狼
籍
之
事

一
、
寺
家
中
町
中
諸
公
事
、
任
寺
法
之
上
者
、
為
衆
徒
中
、
向
後
不
可
有
非
分
之
沙
汰
之
事

一
、
大
坊
並
僧
坊
下
人
之
外
、
或
号
他
之
被
官
、
恋
借
俗
家
之
権
威
族
、
町
中
不
可
許
容
之
事

一
、
当
圏
中
身
延
山
末
寺
之
事
、
如
先
々
可
為
聖
人
御
計
之
事

一
、
身
延
山
寺
中
並
町
中
之
事
、
如
先
々
永
代
可
為
不
入
事

右
之
条
々
、
任
先
判
、
初
如
件
、

永
禄
元
年
十
二
月
十
五
日

武
田
信
玄
（
花
押
〉

右
の
「
禁
制
」
立
札
の
条
項
を
考
証
す
る
に
当
っ
て
、
二
つ
事
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
付
に
は
、
信
玄
が
身
延
山
以
外
の
寺

の
様
な
意
義
を
も
っ
年
次
で
あ
っ
た
か
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

《
永
担
保
－
一
年
二
玄
五
九
V

五
月
佐
久
混
晶
柏
原
神
社
に
回
文
を
俸
げ
信
玄
と
持
す
》

武
岡
崎
信
は
、
い
ま
だ
「
信
玄
」
と
号
す
る
以
前
、
天
文
年
間
中
に
幾
つ
か
の
禁
制
を
甲
斐
領
圏
内
の
寺
社
に
発
令
し
て
い
る
。
一
一
つ

( SS ) 

社
に
発
令
し
た
禁
制
状
と
の
対
校
、
同
に
は
身
延
山
に
発
令
し
た
「
永
禄
元
年
三
五
五
八
〉
」
と
い
う
年
が
武
田
信
玄
に
と
っ
て
、
ど

ほ
ど
例
示
し
て
み
よ
う
。

川
甲
斐
国
東
八
代
郡
奈
良
原
・
広
済
寺
禁
制

本t:
万可

制

一
、
於
広
済
庵
山
林
、
放
牛
馬
努
取
草
木
之
事

一
、
俗
徒
締
有
之
候
事

〈
大
寺
の
広
済
寺
l
徳
者
注
〉

一
、
閣
寺
之
住
持
、
諸
沙
汰
出
門
外
之
事

武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
ハ
町
田
〉



武
田
・
穴
山
両
民
の
対
身
延
山
政
策
〈
町
田
〉

一
、
於
子
敷
地
致
殺
生
之
事

一
、
門
前
諸
役
取
之
候
事

一
、
山
守
之
宿
致
之
候
事

右
条
々
、
於
子
違
犯
之
拍
車
者
可
処
罪
科
者
也
仰
如
件

天
文
十
年
時
士
一
月
十
円
〉

ω天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
〉
六
月
、
東
八
代
郡
米
倉
・
竜
安
寺
に
対
し
て
の
禁
制

右t:
言1'

制

一
、
於
子
寺
中
狼
籍
之
事

一
、
四
壁
竹
木
切
取
之
事

一
、
於
子
山
林
、
放
牛
馬
並
切
取
草
木
之
事

( 56 ) 

一
、
於
敷
地
殺
生
之
事

一
、
門
前
押
立
公
事
之
事

右
条
々
有
違
背
之
輩
者
可
処
罪
科
者
也
、
初
如
件

天
文
拾
七
年
制
六
月
吉
田
ハ
竜
朱
印
〉

竜
安
寺

ωの
天
文
十
年
三
五
四
一
〉
広
済
寺
禁
制
、

ωの
天
文
十
七
〈
一
五
四
八
〉
年
竜
安
寺
禁
制
の
条
項
を
比
較
対
校
し
て
み
る
と
、
条

文
と
条
文
順
序
の
違
い
は
あ
る
が
、
禁
制
の
対
象
と
し
た
内
容
は
悉
ど
同
意
と
云
え
る
。



の
条
項
に
著
し
い
相
違
の
あ
る
事
に
気
付
く
。

と
こ
ろ
が
広
済
寺
禁
制
・
竜
安
寺
禁
制
と
、
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
〉
の
身
延
山
久
遠
寺
禁
制
を
対
校
し
て
み
る
と
、

《
地
続
》

殺
生
禁
断
の
適
用
範
囲
に
関
し
て
、
寺
内
（
久
遠
寺
〉
・
敷
地
（
広
済
・
竜
安

「
殺
生
禁
断
」

即
ち
、

寺
〉
の
ご
と
く
範
囲
を
示
す
字
句
の
表
現
に
違
い
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
両
者
と
も
境
内
寺
領
を
殺
生
禁
断
の
場
所
と
す
る
事
に
そ
れ
ほ

ど
の
相
違
は
な
い
。

然
し
、
身
延
山
の
禁
制
に
は
特
に
「
付
・
於
寺
内
射
弓
放
鉄
砲
事
」

ハ
付
・
寺
内
－
一
於
テ
弓
ヲ
射
チ
鉄
地
ヲ
放
ツ
事
〉
と
付
則
が
有
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
寺
内
射
弓
放
鉄
抱
事
」
の
禁
止
条
文
は
、
先
の
広
済
・
竜
安
寺
の
禁
制
は
も
と
よ
り
、
甲
斐
領
内
の
他
の
寺
社
に

対
す
る
禁
制
に
は
全
く
見
る
こ
と
が
な
い
切

身
延
山
に
対
す
る
禁
制
に
限
っ
て
、

「
射
弓
放
鉄
他
事
」
の
禁
止
条
文
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
晴
信
が
身
延
山
の
宗
教
権
並
に

久
遠
寺
の
存
在
に
つ
い
て
、
格
段
の
窓
を
用
い
て
い
た
為
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
様
な
禁
止
条
項
を
付
し
た
禁
制
は
、
河
内
領
主
穴
山
信

君
に
も
継
承
さ
れ
、
永
禄
九
年
三
五
六
六
〉
十
二
月
十
一
日
の
「
穴
山
信
君
禁
制
」
に
も
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定t:
京Z可t

制

久
遠
寺

一
、
殺
生
禁
断
之
事

付
於
寺
内
、
射
弓
放
鉄
抱
事

｜
｜
以
下
の
条
文
省
略
す
（
本
稿
六
七
頁
参
〉

と
発
令
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
射
弓
放
鉄
砲
事
」
の
禁
止
条
文
が
全
く
見
ら
れ
な
く
な
る
の
は
、
穴
山
信
君
ハ
梅
雪
〉
が
天
正
十
年
三

五
八
二
〉
三
月
に
再
度
発
令
し
た
禁
制
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
次
節
で
改
め
て
穴
山
信
君
梅
雪
の
対
身
延
山
政
策
に
つ
い
て
は
論
究
す
る

が
、
此
処
で
は
晴
信
の
対
身
延
山
禁
制
を
理
解
す
る
文
脈
の
う
え
か
ら
、
天
正
十
年
の
「
穴
山
信
君
禁
制
」
を
掲
示
し
て
お
き
た
い
。

武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
ハ
町
田
〉



武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
〈
町
田
〉

定住
3電電

制甲
斐
国
身
延
山
久
遠
寺

一
、
軍
勢
甲
乙
人
等
、
乱
入
狼
籍
事

一
、
期
採
山
林
竹
木
事
、
付
放
火
事

一
、
相
懸
箭
銭
兵
線
米
事

右
条
々
、
竪
令
停
止
畢
、
若
於
違
犯
者
速
可
処
厳
科
者
也

武
田
梅
雪
斉

仰
下
知
如
件

天
正
十
歳
三
月

日

右
の
禁
制
の
条
項
は
簡
略
と
な
り
、
禁
止
内
容
も
日
常
的
な
事
に
主
眼
が
置
か
れ
て
お
り
、

「
付
射
弓
放
鉄
砲
事
」
の
字
句
が
消
え
た
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事
と
合
せ
考
え
る
と
き
、
天
正
十
年
三
五
八
二
）
と
い
う
年
次
が
武
田
氏
並
に
穴
山
氏
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
も
つ
よ
う
で
あ
る
。

《
※
周
年
六
月
三
日
織
岡
信
長
本
館
寺
に
死
す
〉

即
ち
、
天
正
十
年
三
月
十
一
日
、
武
田
勝
額
夫
妻
が
天
目
山
麓
岡
野
に
於
て
自
刃
し
果
て
た
。
甲
斐
武
田
氏
の
主
流
が
滅
亡
し
た
時
で
あ

る。

《
江
尻
域
・
河
内
観
）

天
正
十
年
初
旬
は
穴
山
梅
雪
に
と
っ
て
も
一
大
転
機
の
時
で
あ
っ
た
。
二
月
二
十
九
日
梅
雪
は
家
康
に
対
し
て
、
妻
子
の
保
全
と
本
領

安
堵
を
申
し
入
れ
、
翌
三
月
二
日
家
康
は
梅
雪
に
対
し
て
、
本
領
安
堵
と
武
田
家
名
存
続
の
保
証
を
織
田
信
長
か
ら
の
扶
持
と
し
て
約
束

す
。
こ
う
し
て
家
康
の
寧
門
に
降
っ
た
直
後
、
武
田
勝
頼
自
刃
の
悲
報
を
受
け
、
武
田
本
家
公
人
山
梅
雪
自
身
が
武
田
親
族
の
意
識
が
強

い
〉
の
滅
亡
と
い
う
悲
劇
の
な
か
、
穴
山
梅
雪
が
身
延
山
に
令
し
た
禁
制
条
項
の
中
か
ら
「
射
弓
放
鉄
焔
事
」
の
条
文
が
削
除
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
こ
の
条
文
の
有
無
が
、
当
に
武
田
氏
（
信
玄
〉
の
身
延
山
に
対
す
る
基
本
政
策
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
う
。
随
っ
て
、

旧
来
喧
伝
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
面
的
に
武
田
氏
が
親
密
友
好
・
融
和
の
政
策
を
保
持
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
戦
国
領
主
・
甲
斐
守



護
の
立
場
を
誇
示
し
な
が
ら
、
身
延
山
と
適
当
な
距
離
を
置
い
て
関
係
を
維
持
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
う
。

次
に
永
禄
元
年
三
五
五
八
〉
の
晴
信
禁
制
の
条
文
中
、
も
う
一
つ
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、

「
寺
内
」

（
境
内
〉
の
字
句
と
共
に
「
寺

家
中
町
中
」

・
「
寺
中
並
町
中
之
事
」
の
字
句
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
身
延
山
〈
久
遠
寺
・
山
内
坊
舎
〉
の
僧
侶
の
動
き
と
共

に
、
身
延
門
前
ハ
町
〉
に
住
居
す
る
人
々
の
動
向
に
特
別
の
関
心
を
抱
い
た
こ
と
を
示
し
、
集
住
す
る
住
民
に
対
し
て
統
制
を
加
え
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

武
田
晴
信
が
永
禄
元
年
三
五
五
八
）
に
「
付
寺
内
射
弓
放
鉄
地
事
」
の
禁
止
条
文
を
特
に
身
延
山
に
発
令
し
た
こ
と
は
、
永
禄
元
年

内
天
文
二
十
二
年
・
弘
治
元
年
・
弘
治
三
年
〉

よ
り
数
え
て
四
年
前
か
ら
越
後
の
上
杉
謙
信
と
三
回
に
わ
た
る
川
中
島
の
激
戦
の
直
後
で
あ
り
、
尚
い
ま
だ
雌
雄
の
決
着
が
つ
か
ず
、
晴

信
は
信
浪
守
護
に
任
官
、
翌
年
佐
久
郡
松
原
神
社
に
願
文
を
捧
げ
て
「
晴
信
」
を
改
め
「
信
玄
」
と
号
し
、
越
後
上
杉
勢
と
一
大
決
戦
に

っ
て
背
後
を
脅
か
す
存
在
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

「
射
弓
放
鉄
抱
」
を
禁
止
す
る
こ
と
で
、
身
延
山
内
に
所
蔵
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
武
器
を
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備
え
て
い
た
時
で
あ
る
。
随
っ
て
四
山
四
川
に
囲
こ
ま
れ
、
要
害
の
地
勢
に
位
置
す
る
一
大
宗
教
勢
力
の
身
延
山
の
存
在
は
、
信
玄
に
と

事
実
上
凍
結
し
、

い
う
な
れ
ば
「
万
狩
り
」
に
も
相
当
す
る
禁
止
条
項
を
発
令
す
る
こ
と
で
、
国
主
晴
信
の
武
威
を
明
確
に
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

。
。

次
に
晴
信
が
何
故
に
身
延
山
に
限
っ
て
、

他
の
諸
寺
に
は
見
ら
れ
な
い

「
万
狩
り
」

ハ
武
器
没
収
〉

に
も
当
る
禁
制
を
発
令
し
た
の

か
、
そ
れ
に
は
当
時
の
身
延
山
の
存
在
ハ
殊
に
第
十
五
世
法
主
宝
蔵
院
日
叙
上
人
〉
に
つ
い
て
、
理
解
を
得
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

《
僧
玄
に
対
し
て
途
相
同
行
動
す
る
と
い
う
極
鳩
な
こ
と
で
は
な
い
》

身
延
山
久
遠
寺
が
、
国
主
晴
信
（
信
玄
〉
の
意
の
如
く
に
行
動
し
な
か
っ
た
事
例
が
一
つ
知
ら
れ
て
い
る
。

武
田
晴
信
書
状
ハ
写
〉

武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
（
町
田
》



武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
（
町
田
〉

就
身
延
山
会
職
（
式
〉
、
両
日
之
往
覆
ハ
復
〉
如
恒
例
申
付
候
、
然
者
舞
師
之
事
、
諏
訪
祭
礼
為
稽
古
雇
候
き
、
因
放
従
門
徒
積
出

之
由
候
、
言
語
道
断
驚
入
候
、
惣
而
或
諦
経
或
法
会
交
候
儀
者
、

一
宗
之
法
度
候
条
不
可
有
俗
家
之
締
候
欺
、
楽
人
之
吏
者
俗
之
業

候
問
、
如
此
之
擬
不
審
候
、
至
此
儀
者
京
都
迄
指
上
使
者
、
以
道
理
可
申
披
候
、
若
有
兎
角
人
者
信
玄
下
山
迄
罷
越
、
涯
分
可
致
問

答
侯
、
此
段
上
人
江
御
理
肝
要
候
、
恐
々
謹
言

ハ
年
不
詳
〉

九
月
廿
九
日

公
八
山
信
君
〉

彦
六
郎
殿

信
玄
〈
花
押
〉
〈
「
雑
々
留
記
」
〉

右
の
書
状
の
発
信
年
次
は
不
詳
で
あ
る
が
、
発
信
名
が
晴
信
で
は
な
く
、
信
玄
と
な
っ
て
い
る
事
か
ら
「
信
玄
」
号
を
用
い
た
永
禄
二

〈
十
月
十
一
日

l
十
三
日
〉

年
三
五
五
九
〉
以
後
の
書
状
と
思
わ
れ
る
。
書
状
の
冒
頭
に
身
延
山
恒
例
の
御
会
式
に
就
て
、
特
に
会
式
関
を
設
け
て
身
延
詣
り
の
信

者
に
便
宜
を
図
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
本
書
状
の
主
限
は
、
信
玄
か
ら
穴
山
信
君
に
対
し
て
「
諏
訪
神
社
祭
礼
の
奉
納
舞
の
た
め
、
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身
延
山
舞
師
を
麗
っ
た
が
、
そ
の
身
延
山
舞
師
は
勝
手
に
行
動
を
し
、
神
社
の
門
徒
を
追
い
出
す
な
ど
、
身
延
山
舞
師
の
行
動
は
言
語
道

断
で
あ
る
」
と
、
憤
激
を
ぶ
つ
け
て
い
る
事
で
あ
る
。
而
も
重
ね
て
舞
師
の
行
為
に
つ
い
て
と
や
か
く
弁
解
す
る
様
で
あ
れ
ば
、
信
玄
が

河
内
の
下
山
館
ま
で
出
向
い
て
、
身
延
山
と
も
談
合
す
る
所
存
で
あ
る
。
こ
の
事
を
法
主
（
宝
蔵
院
日
叙
〉
上
人
に
対
し
て
強
く
申
し
入

れ
て
泣
け
、
と
云
っ
て
お
り
信
玄
の
憤
態
が
書
状
に
書
き
つ
ら
ね
ら
れ
て
い
る
。

右
の
信
玄
の
憤
激
の
害
状
は
、
穴
山
信
君
を
介
し
て
法
主
日
叙
上
人
に
届
け
ら
れ
披
見
し
た
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
日
叙
上
人
か
ら
穴
山

信
君
に
対
し
て
次
の
様
な
返
書
が
送
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

久
遠
寺
田
叙
害
状
写

就
舞
師
之
儀
、
大
守
之
御
札
委
令
披
覧
候
、
然
者
楽
人
之
事
俗
業
之
問
、
更
宗
門
之
法
度
不
被
相
破
之
由
御
内
存
先
以
呑
候
、
御
理



之
段
尤
難
無
余
儀
候
、
宗
祖
巳
来
被
制
之
旨
柳
子
細
有
之
事
－
一
於
意
趣
者
、
追
而
可
申
披
候
、
此
度
之
儀
強
而
申
達
者
慮
外
相
似
候

之
閥
、
任
尊
意
可
令
帰
寺
候
、
肝
要
者
向
後
之
儀
可
預
御
芳
免
之
段
、
偏
－
一
可
在
貴
口
之
条
頼
入
之
外
無
他
候
、
恐
々
謹
言

〈
年
不
眠
貯
〉

十
月
二
日

〈
火
山
信
宕
〉

武
田
彦
六
郎
殿

御日
宿叙
Mn御
。判

久
遠
寺
法
主
日
叙
上
人
か
ら
穴
山
信
君
へ
の
番
状
で
あ
る
が
、

て
身
延
山
の
舞
師
が
無
礼
を
働
い
た
と
す
る
信
玄
か
ら
の
書
状
を
、
信
君
を
介
し
て
披
見
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
舞
師
楽
人
の
こ
と

「
大
守
之
御
札
委
令
披
覧
候
」
と
あ
る
か
ら
、
諏
訪
神
社
祭
礼
に
当
っ

は
俗
世
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
宗
門
の
法
度
を
破
り
犯
し
た
も
の
で
は
な
い
。
唯
、
国
守
信
玄
公
が
舞
師
の
行
動
は
理
不
尽
と
す
る
事
は
尤

も
な
こ
と
で
は
あ
る
。
が
し
か
し
、

身
延
山
舞
師
と
か
楽
人
の
事
は
、

宗
祖
日
蓮
聖
人
の
在
世
の
頃
か
ら
「
延
年
の
舞
」
と
称
し
て
い

る
も
の
で
あ
っ
て
、
古
来
か
ら
の
伝
統
で
慣
習
と
な
っ
て
い
る
。
穴
山
氏
の
仲
介
も
あ
る
事
で
あ
る
か
ら
、
舞
師
は
身
延
山
へ
帰
す
様
に

－
（
此
皮
儀
強
而
申
逮
者
慮
外
相
似
侯
）

取
り
図
ら
う
が
、
と
に
か
く
国
守
か
ら
諏
訪
神
社
に
出
向
い
た
舞
師
に
つ
い
て
と
や
か
く
云
わ
れ
る
の
は
心
外
で
あ
っ
て
、
肝
心
な
こ
と
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は
向
後
、
国
守
か
ら
免
倒
な
こ
と
を
引
き
起
さ
ぬ
よ
う
に
、

〈
偏
＝
可
在
貨
ロ
之
条
領
入
之
外
無
他
候
｝

無
理
な
内
容
は
穴
山
殿
に
依
頼
す
る
以
外
に
方
法
が
無
い
、

よ
く
よ
く
穴
山
信
君
か
ら
国
守
信
玄
に
申
し
入
れ
て
欲
し
い
。

こ
う
し
た

と
書
き
送
っ
て
い
る
。

さ
て
先
に
見
た
武
田
信
玄
か
ら
穴
山
氏
に
宛
て
た
書
状
（
誌
お
〉
は
、
九
月
二
十
九
日
の
日
付
と
な
っ
て
お
り
、
穴
山
氏
を
仲
介
と
し

て
、
日
叙
法
主
が
回
答
し
た
書
状
（
註
M
）
の
日
付
は
十
月
二
日
で
あ
る
。
仲
介
者
を
経
緯
し
て
わ
ず
か
に
三
日
の
日
時
し
か
経
過
し
て

い
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
諏
訪
神
社
祭
礼
に
際
し
て
、
身
延
山
の
楽
人
舞
師
の
と
っ
た
行
動
は
、
国
守
武
田
氏
に
と
っ
て
も
、
身
延
山
久
遠

寺
に
と
っ
て
も
緊
急
か
つ
重
要
な
事
柄
で
あ
っ
た
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

甲
斐
守
護
武
田
信
玄
に
と
っ
て
、
領
国
は
一
円
支
配
の
傘
下
に
治
め
る
こ
と
が
絶
対
要
件
で
あ
り
、
武
威
を
以
て
す
れ
ば
全
て
意
の
如

武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
ハ
町
田
〉
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く
に
従
う
も
の
と
決
め
て
い
た
。
事
実
信
玄
の
転
戦
政
策
を
見
れ
ば
、
甲
斐
領
国
内
外
で
恋
意
を
貫
き
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
る
に

身
延
山
久
遠
寺
だ
け
が
恋
意
の
ご
と
く
に
な
ら
な
か
っ
た
。
特
に
久
遠
寺
十
五
世
宝
蔵
日
叙
法
主
は
、
宗
祖
回
避
聖
人
の
楼
神
の
霊
山
を

護
持
す
る
と
の
信
念
が
強
く
、
信
玄
の
恋
意
に
従
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
先
の
穴
山
氏
宛
の
返
書
の
中
で
「
此
度
之
儀
強

而
申
達
者
慮
外
相
似
候
」
と
書
き
送
り
、
信
玄
か
ら
身
延
山
の
舞
師
の
事
に
就
て
意
見
を
差
し
こ
ま
れ
る
事
は
心
外
の
こ
と
と
、
強
く
信

玄
に
抗
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
信
玄
禁
制
の
背
景
に
少
し
く
言
及
し
た
が
、
信
玄
に
と
っ
て
恋
意
の
ご
と
く
に
な
ら
な
い
身
延
山
の
姿
勢
は
、
或
る
意
味
で
脅

威
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
禁
制
の
中
で
、
寺
家
中
と
か
町
中
と
禁
制
適
用
地
域
を
広
げ
、
射
弓
放
鉄
砲
事
と
付
条
し
て
、
武
器
の
凍
結
を

し
た
こ
と
は
、
国
守
と
し
て
当
然
の
処
置
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

諸
家
に
よ
っ
て
、
身
延
山
と
信
玄
の
関
係
が
親
密
友
好
的
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
に
つ
い
て
は
、

台
に
す
え
て
、
両
者
の
関
係
を
見
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
o
彼
の
「
信
玄
の
身
延
批
判
か
」
伝
説
な
ど
も
、
単
に
七
面
大
明
神
の
威

「
永
禄
一
克
年
武
田
晴
信
禁
制
」
を
土
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徳
を
顕
現
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
身
延
山
と
国
主
信
玄
と
の
関
係
が
滑
ら
か
で
な
か
っ
た
事
を
背
景
に
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
、
穴
山
信
君
〈
侮
雪
〉
と
身
延
山

川
六
代
信
友
の
武
田
同
族
意
識

穴
山
氏
に
よ
る
河
内
領
支
配
の
基
本
姿
勢
は
、
「
武
田
親
族
」
「
武
田
穴
山
」
を
誇
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。
殊
に
六
代
伊
豆
守
信
友
ハ
蛸

円
借
友
の
室
は
信
虎
の
女
商
経
院
・
信
震
蜜
は
晴
信
女
見
性
院
〉

龍
斉
・
円
蔵
院
）
と
七
代
伊
豆
守
信
君
（
梅
雪
・
霊
泉
寺
殿
〉
は
武
田
宗
家
の
女
を
室
に
迎
え
て
血
縁
的
結
び
つ
き
を
誇
示
す
る
の
で
あ

る。



（
聴
源
融
曹
の
由
写
に
依
る
｝

信
友
に
よ
る
武
田
同
族
意
識
を
誇
示
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
現
在
身
延
町
下
山
の
南
松
院
に
蔵
さ
れ
る
『
大
般
若
経
』
の
奥

〈
菊
月
V

書
が
あ
る
。
即
ち
天
文
十
六
年
ハ
一
五
四
七
）
九
月
、
信
友
は
『
大
般
若
経
六
百
巻
』
ハ
内
、
一
二
六
・
一
二
七
の
二
巻
は
再
興
修
復
時

〈
穴
山
中
興
一
－
一
代
信
介
菩
挺
寺
・
江
戸
湖
南
経
院
へ
挺
収
〉

欠
巻
〉
を
修
補
し
て
天
輪
寺
へ
奉
納
し
た
が
、
天
文
十
六
年
信
友
が
自
ら
奥
書
し
た
も
の
八
十
二
巻
の
多
数
を
数
え
る
。
奥
書
の
主
な
も

の
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

奉
再
興
願
主
大
檀
那
甲
州
河
内
下
山
居
住
武
田
伊
豆
守
信
友
、
経
師
高
野
山
鏡
順
坊
拝
書

〈
巻
一
〉

天
文
十
六
記
約
秋
菊
月
吉
田
成
鷲
畢

再
興
此
全
秩
大
樹
郡
河
内
下
山
居
住
武
田
伊
豆
守
信
友
法
名
号
剣
江
義
鉄
伏
希
二
世
願
望
皆
悉
円
成
天
文
十
六
丁
未
季
九
月
吉
日

（
巻
四
一
〉

( 6J) 

〔
百
円
興
時
欠
巻
一
－
一
六
・
一
＝
七
の
ニ
巻
l
鍍
者
注
V

此
全
部
再
興
大
檀
那
甲
州
下
山
居
住
武
田
伊
豆
守
信
友
法
名
剣
江
義
鉄
再
興
之
次
二
巻
不
足
書
以
為
全
部
之
野
釈
一
閑
斎
宗
篤

天
文
十
六
年
十
月
吉
田
ハ
巻
一
二
六
）

奉
再
興
此
一
部
願
主
甲
州
河
内
下
山
居
住
武
田
伊
豆
守
信
友
季
齢
四
十
二
歳
経
師
高
野
山
鏡
順
坊
天
文
十
六
紀
前
秋
菊
月
吉
田
（
巻

三
六
八
〉

奉
再
興
此
経
全
部

願
主
甲
州
河
内
下
山
居
住
武
田
伊
豆
守
信
友
謹
志

震帰
（仰
巻四
五辺
七来
1¥Q. Bll 
~ei -

世
願
望
皆
悉
円
成

一
宝
証
明
十
六
普
神
常
住
守
護

経
師
高
野
山
鏡
順
坊

伏
希
祈
主
福
禄
寿
星
子
孫
茂
昌
家
道
紹
隆
親
族
和
睦
郡
臣

天
文
十
六
紀
前
十
月
十
二
日
謹
誌

武
田
4

穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
ハ
町
田
）
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此
全
部
再
興
大
檀
那
甲
州
河
内
下
山
郷
居
住
本
名
武
田
在
名
穴
山
伊
豆
守
源
信
友
法
名
号
剣
江
義
鉄
伏
願
現
当
二
世
皆
悉
円
満
武
運

長
久
四
辺
来
服
郡
臣
帰
仰
親
族
和
陵
子
孫
蕃
術
家
門
常
安
常
楽
天
文
十
六
年
前
中
秋
吉
日
一
閑
斎
宗
篤
書
之
ハ
巻
二
五
一
斗

先
に
幾
っ
か
摘
出
し
た
大
般
若
経
の
奥
書
の
中
で
、
筆
者
が
本
稿
で
志
向
し
て
い
る
問
題
意
識
と
か
ら
め
て
注
目
し
た
い
第
一
点
は
、

信
友
が
自
ら
署
記
し
た
「
武
田
伊
豆
守
信
友
」
、
「
武
田
伊
豆
守
源
信
友
」
、
「
本
名
武
田
在
名
穴
山
伊
豆
守
源
信
友
」
と
し
て
い
る
事

で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
点
は
再
興
修
復
に
祈
り
込
め
た
祈
願
（
願
望
〉
の
内
容
で
あ
る
。

「
伏
希
二
世
願
望
皆
悉
円
成
」

（
四
一
巻
）
。

「
伏
願
現
当
二
世
皆
悉
円
満
武
運
長
久
：
・
：
・
親
族
和
睦
子
孫
蕃
術
家
門
常
安
楽
」

〈
願
怠
〉

八
八
巻
〉
等
々
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
信
友
の
般
若
経
修
復
再
興
奉
納
の
目
的
が
、
子
孫
の
繁
栄
↓
一
門
の
繁
栄
↓
領
国
の
安
定
へ
と
、
同

〈
二
五
一
巻
〉
。

「
子
孫
茂
昌
家
道
紹
隆
・
・
・
・
・
・
」

〆ヘ
五

心
門
的
に
願
望
が
拡
大
し
て
お
り
、
河
内
領
支
配
の
安
定
を
望
ん
で
い
る
心
情
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

さ
て
信
友
が
何
故
に
大
般
若
経
の
再
興
奉
納
を
し
た
か
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
領
国
支
配
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
政
治
・
経
済
政
策
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に
重
点
を
置
く
べ
き
筈
で
あ
る
の
に
、
何
故
に
宗
教
文
化
的
な
事
業
に
力
を
入
れ
た
か
と
云
う
事
で
あ
る
。
筆
者
は
此
処
応
、
再
興
奉
納

を
し
た
天
文
十
六
年
三
五
七
四
）
の
年
次
に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。

甲
斐
国
守
武
田
晴
信
は
、
天
文
十
年
に
父
信
虎
を
追
放
し
て
家
督
を
相
続
し
た
が
、
そ
の
軍
略
は
信
虎
以
来
の
信
濃
進
攻
に
あ
り
、
天

文
十
六
年
に
は
佐
久
志
賀
城
を
攻
略
、
翌
年
に
は
塩
尻
峠
で
小
笠
原
長
時
を
撃
破
し
て
信
濃
を
併
呑
し
、
関
東
に
於
け
る
戦
国
大
名
の
地

歩
を
固
め
た
。
こ
の
武
田
晴
信
の
信
濃
進
攻
作
戦
と
並
行
し
て
、
穴
山
信
友
が
何
故
に
戦
勝
祈
願
を
主
願
と
し
な
い
で
、
子
孫
繁
昌
と
河

内
領
の
安
定
と
い
う
内
政
に
主
な
願
望
を
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
武
田
同
族
を
誇
示
し
、
武
田
の
末
葉
を
自
任
す
る
信
友
が
、
武
田
宗

家
の
領
土
拡
大
、
信
濃
進
攻
作
戦
の
成
功
を
祈
願
し
な
い
で
、
河
内
領
統
治
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

門
天
文
－
＝
－
－
忽
・
に
噌
補
五
七
4
H
条
を
も
q
て
完
成
V

円
行
政
・
司
法
・
家
臣
凶

す
な
わ
ち
、
天
文
十
六
年
六
月
晴
信
は
、
「
甲
州
法
度
之
次
第
」
二
十
六
条
を
制
定
し
て
、
武
田
晴
信
に
と
っ
て
も
、
甲
斐
国
統
治
の



統
制
・
説
見
回
奴
v
・

基
本
法
制
成
立
の
年
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
。
筆
者
が
思
う
に
、
崎
信
に
よ
る
甲
斐
領
国
の
完
全
統
治
と
安
定
性
が
、
穴
山
信
友
の
河
内

領
支
配
の
目
途
と
す
る
所
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
信
友
は
武
田
晴
信
の
姉
ハ
南
松
院
〉
を
正
室
と
し
、
武
田
宗
家
と
の
血
縁
を
強
化

し
、
天
文
十
年
三
五
四
一
〉
嫡
子
勝
千
代
ハ
信
君
〉
の
誕
生
を
見
て
天
文
十
六
年
を
迎
え
て
い
る
。
河
内
領
の
支
配
に
当
っ
て
、
嫡
子

の
成
長
・
領
内
の
安
定
・
家
族
の
和
合
・
子
孫
繁
栄
を
祈
願
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
大
般
若
経
奉
納
の
願
望
が
成
就
す
る
た
め
に

は
、
武
田
宗
家
と
の
結
び
つ
き
、
そ
れ
以
上
に
「
武
田
穴
山
」
を
内
外
に
誇
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ω七
代
信
君
の
武
田
親
族
意
識

信
君
は
幼
名
勝
千
代
、
後
に
彦
六
郎
、
左
金
吾
と
称
し
、
梅
雪
・
不
自
と
号
し
鳩
信
君
が
自
署
発
給
し
た
文
書
が
多
数
残
っ
て
い
る

が
、
信
君
が
自
ら
称
し
て
い
る
姓
名
を
み
る
と
、
武
悶
左
金
吾
大
夫
〈
奨
庵
尼
画
像
賛
〉
・
武
田
梅
雪
斉
・
武
田
末
葉
玄
蕃
信
君
等
と
あ

り
、
ま
た
身
延
山
室
長
上
人
か
ら
信
君
に
宛
て
た
震
に
は
、
武
田
左
衛
門
静
殿
・
武
田
彦
議
殿
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
「
穴
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山
」
姓
は
第
二
義
的
で
あ
り
、
父
信
友
以
上
に
「
武
田
」
同
族
意
識
が
強
い
。
武
田
親
族
の
意
識
は
、
母
南
松
院
が
信
玄
の
姉
で
あ
る
こ

と
。
正
室
見
性
院
は
信
玄
の
娘
で
あ
る
か
ら
、
武
田
宗
家
と
の
姻
戚
関
係
は
当
に
同
族
一
家
で
あ
る
。

然
し
「
武
田
」
を
誇
示
す
る
の
は
、
専
ら
穴
山
信
君
側
で
あ
っ
て
、
武
田
信
玄
ハ
晴
信
）
が
「
武
田
姓
」
を
称
す
る
こ
と
を
全
面
容
認

し
て
い
た
訳
け
で
は
な
く
、
甲
斐
領
国
支
配
あ
る
い
は
家
臣
団
統
制
に
当
っ
て
は
、
信
玄
は
故
意
と
も
思
え
る
程
に
「
穴
山
氏
」
と
し
か

表
示
し
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
晴
信
ハ
信
玄
）
が
、
信
君
の
武
田
姓
を
称
す
る
こ
と
を
禁
止
し
な
か
っ
た
事
由
は
、
甲
斐
武
田
晴
信

に
と
っ
て
、
相
模
北
条
氏
・
駿
州
今
川
氏
の
強
大
勢
力
と
対
抗
す
る
う
え
で
、
甲
斐
国
南
部
に
位
置
す
る
河
内
領
が
緩
街
地
域
の
役
割
を

果
し
て
い
た
の
で
、
外
交
政
策
上
「
武
田
穴
山
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
得
策
で
あ
っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。

ω信
君
の
禁
制
を
め
ぐ
っ
て

武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
（
町
田
〉
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戦
国
大
名
及
び
国
人
領
主
に
と
っ
て
寺
社
の
保
護
と
統
制
も
、
領
国
支
配
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
中
世
か
ら
近
世
に
か

け
て
、

社
寺
と
領
民
と
の
深
い
関
わ
り
を
思
う
と
き
、

社
寺
の
統
制
と
保
護
が
、

そ
の
ま
ま
領
民
の
支
配
へ
と
繋
が
っ
て
い
た
の
で
あ

る。
中
世
か
ら
近
世
の
守
護
・
諸
大
名
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
穴
山
氏
の
場
合
に
も
生
前
中
に
自
己
の
墳
寺
ハ
菩
提
寺
〉
を
創
建
開
基

し
、
そ
の
寺
で
出
家
の
形
式
を
と
り
、
寺
領
を
寄
進
し
、
勢
力
の
保
全
と
拡
大
を
図
り
、
死
後
は
墳
寺
に
葬
ら
れ
、
法
名
を
冠
寺
名
と
し

鴻
号
、
居
館
地
域
に
寺
院
を
創
建
し
、
そ
の
地
域
を
開
拓
し
て
寺
領
と
し
て
確
実
に
把
握
（
検
地
の
実
施
〉
す
る
こ
と
で
、
穴
山
氏

〈
在
地
俊
民
・
在
地
武
士
・
小
土
豪
）

の
支
配
力
を
強
化
し
、
下
部
組
織
を
統
一
し
て
、
支
配
系
統
を
一
本
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

と
な
し
、

穴
山
氏
は
歴
代
の
菩
提
寺
に
寺
領
を
寄
進
し
て
保
護
を
加
え
て
い
る
。
例
え
ば
六
代
伊
豆
守
信
友
が
、
南
部
地
に
円
蔵
院
を
創
建
墳
寺

か
ら
窺
う
こ
と
が
出
来
る
O
〉
ま
た
七
代
信
君
〈
梅
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新
地
を
開
拓
し
寄
進
し
た
状
況
は
、

雪
〉
も
息
女
を
喪
っ
た
と
き
、
江
尻
城
主
で
あ
っ
た
彼
は
そ
の
菩
提
の
た
め
に
、
駿
州
松
野
の
地
を
身
延
塩
沢
郷
と
代
替
寄
進
し
て
、

《
現
揺
府
坊
》

菩
提
寺
を
創
し
、
身
延
山
十
五
世
宝
蔵
日
叙
上
人
を
閉
山
に
迎
え
、
永
代
供
養
を
強
く
命
じ
て
い
勺

《
寺
社
保
鹿
統
制
》

穴
山
氏
の
宗
教
政
策
の
な
か
で
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
七
代
信
君
が
身
延
山
久
遠
寺
に
対
し
て
「
禁
制
」
を
発
給
し
て
い
る
こ
と
で
あ

同
院
に
所
蔵
さ
れ
る
「
信
友
判
物
」

る。

〈
本
小
稿
第
二
節
『
信
玄
祭
制
』
の

mev

永
禄
元
年
〈
一
五
五
八
）
十
二
月
十
五
日
、
武
田
晴
信
は
身
延
山
に
対
し
て
「
禁
制
七
ヵ
条
」
を
発
令
し
た
が
、
穴
山
信
君
も
同
年
同

月
間
日
「
穴
山
信
君
判
物
」
と
し
て
、
身
延
山
衆
中
に
対
し
て
、
晴
信
禁
制
中
第
七
条
と
全
く
同
文
の
内
容
を
発
給
し
て
い
る
。

身
延
山
寺
家
並
町
之
事
、
如
前
々
永
代
可
為
不
入
者
也
、
何
而
如
件

永
禄
元
年
十
二
月
十
五
日

信
君



《鈎》

身
延
山
衆
中

〈
永
保
元
年
十
二
月
十
玄
日
付
》

晴
信
と
同
様
に
身
延
山
の
不
入
権
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
叉
、
八
年
後
の
永
禄
九
年
に
信
君
は
、
先
の
晴
信
禁
制
と
全
く

同
意
文
の
禁
制
状
を
身
延
山
に
発
給
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

禁

制

久
遠
寺

一
、
殺
生
禁
断
之
事

付
於
寺
内
、
射
弓
放
鉄
砲
事

《
ホ
録
十
V

一
、
任
代
々
判
、
自
来
丁
卯
歳
、
諸
役
免
許
之
事

一
、
押
買
狼
籍
之
吏
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一
、
寺
家
町
之
諸
公
事
、
任
寺
法
之
上
者
、
為
衆
中
向
後
不
可
有
非
分
之
沙
汰
之
事

一
、
大
坊
並
僧
坊
之
下
人
之
外
、
或
号
他
之
被
官
、
恋
借
下
山
之
権
威
族
、

一
人
宿
中
許
容
之
事

右
自
今
以
後
、
別
而
可
加
外
護
之
問
、
於
違
犯
之
懇
者
、
可
処
厳
科
者
也
、
初
如
件

信
君
〈
花
押
）

永
禄
九
年
期
臓
月
十
一
日

右
の
禁
制
の
二
条
に
「
任
コ
代
々
一
判
乙
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
信
君
以
前
す
で
に
諸
役
が
免
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

※
信
君
禁
制
の
永
禄
九
年
三
五
六
六
V

か
ら
八
年
遡
っ
て
、
永
禄
元
年
十
二
月
の
晴
信
禁
制
第
二
条
に
「
任
代
々
判
諸
役
免
許
之
事
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
晴
倍
ハ
信
玄
〉
以
前
か
ら
既
に
免
許
さ
れ
、
身
延
山
久
遠
寺
が
武
田
氏
に
よ
っ
て
外
聾
さ
れ
て
い
た
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
門
前
町
〉

ま
た
信
君
禁
制
の
五
条
に
「
恋
借
下
山
之
権
威
族
一
人
宿
中
許
容
之
事
」
と
も
あ
っ
て
、
怒
り
に
信
君
の
権
威
を
笠
に
し
て
宿
中
居
住

す
る
こ
と
を
禁
じ
て
久
遠
寺
に
外
穫
を
加
え
て
い
る
。

武
田

穴
山
河
民
の
対
身
延
山
政
策

町
田、J



武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
〈
町
田
〉

さ
て
、
永
禄
九
年
の
信
君
禁
制
は
条
文
の
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
身
延
山
を
庇
護
し
て
い
る
如
く
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
第
一
条

に
「
付
・
於
時
内
、
射
弓
放
鉄
抱
事
」
と
あ
る
事
に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。
晴
信
（
信
玄
〉
禁
制
を
承
け
て
、
何
故
に
信
君
も
「
付
於

会
克
也
元
年
二
五
七

O
V
山
県
白
鴛
に
代
ヲ
て
銭
主
》

寺
内
射
弓
放
鉄
胞
」
の
字
句
を
禁
制
状
に
付
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
駿
州
江
尻
城
主
・
河
内
領
下
山

域
主
と
し
て
ふ
武
田
親
族
で
あ
り
な
が
ら
、
何
故
に
信
君
特
有
の
禁
制
状
を
発
給
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
否
、
武
田
親
族
で
あ
っ
た
が
為

に
、
武
田
の
威
光
を
そ
の
ま
ま
禁
制
に
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

禁
制
第
一
条
の

殺
生
禁
断
之
事

付
於
寺
内
、
射
弓
放
鉄
胞
事

こ
の
禁
止
条
文
を
字
句
通
り
そ
の
ま
ま
解
す
れ
ば
、
身
延
山
の
境
内
に
於
て
、
弓
矢
を
放
ち
、
鉄
抱
を
射
っ
て
殺
生
行
為
は
絶
対
ま
か
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り
な
ら
ぬ
、
と
云
う
こ
と
で
、
身
延
山
内
に
於
け
る
殺
伐
行
為
を
禁
じ
て
久
遠
寺
を
保
護
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
が
、
然
し
特
に
付
則
条

文
と
し
て
「
射
弓
放
鉄
飽
」
と
し
て
い
る
事
は
、
久
遠
寺
内
に
武
器
と
な
る
も
の
を
備
え
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
を
言
外
に
表
現
し
た

も
の
で
、
武
器
類
の
凍
結
、
更
に
は
万
狩
り
に
も
当
る
武
具
類
の
没
収
に
も
当
る
禁
止
条
文
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

す
で
に
第
一
節
で
も
言
及
し
た
様
に
、

「
付
射
弓
鉄
抱
事
」
の
条
文
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
は
、
天
正
十
年
三
五
八
二
〉
三
月
、
信

君
が
再
度
、
身
延
山
に
発
給
し
た
禁
制
状
か
ら
で
あ
る
。

甲
斐
国
身
延
山
久
遠
寺

一
、
軍
勢
甲
乙
人
等
、
乱
入
狼
籍
事

溢lo:
刃可

制

一
、
期
採
山
林
竹
木
事
、
付
放
火
事

一
、
相
懸
節
銭
兵
糠
米
事



右
条
々
、
竪
令
停
止
畢
、
若
於
違
犯
者
速
可
処
厳
科
者
也
、
的
下
知
如
件

天
正
十
歳
三
月

日

武
田
梅
雪
斉

こ
の
天
正
十
年
の
禁
制
状
か
ら
「
付
射
弓
放
鉄
砲
事
」
の
字
句
が
消
え
た
こ
と
と
、
も
う
一
つ
署
名
が
「
武
田
梅
雪
斉
」
と
な
っ
て
い

て
、
堂
々
と
「
武
田
」
姓
を
名
乗
り
、

「
仰
下
知
如
件
」
と
あ
っ
て
、
武
田
宗
家
に
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
、
全
く
信
君
梅
雪
の
意
に
よ
っ

て
、
対
身
延
山
保
護
の
制
状
を
発
給
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

円
勝
額
三
十
七
才
・
夫
人
北
条
氏
は
十
九
才
・
嫡
男
〈
先
夫
人
の
子
十
六
才
〉

天
正
十
年
三
月
十
一
日
武
田
勝
額
夫
妻
は
天
目
山
麓
岡
野
で
自
害
、
甲
斐
源
氏
武
田
宗
家
は
二
十
代
で
滅
亡
し
た
。

十
六
才
）
（
武
聞
の
家
名
存
続
・
穴
山
家
族
安
婚
を
条
件
に
家
康
の
軍
門
に
三
月
四
日
降
伏
）

（
梅
雪
〉
の
と
っ
た
行
動
が
後
世
背
信
の
梅
雪
と
し
て
汚
名
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。
筆
者
個
人
と
し
て
は
、
梅
雪
の
背
信
的
な
行
動
に

こ
の
時
、

信
君

つ
い
て
弁
護
し
た
い
が
今
は
し
ば
ら
く
置
く
。
と
も
か
く
も
、
武
田
宗
家
の
滅
亡
を
機
に
し
て
、

「
射
弓
放
鉄
抱
」
の
字
句
が
消
え
た
こ

と
は
、
こ
の
字
句
の
有
無
こ
そ
が
武
田
氏
の
身
延
山
に
対
す
る
態
度
で
あ
り
、
穴
山
氏
の
姿
勢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
豆
キ
ロ
〉
（
天
正
三
年
十
二
月
一
日
・
延
寿
院
妙
正
日
厳
〉

穴
山
信
君
の
居
館
下
山
か
ら
身
延
山
久
遠
寺
ま
で
僅
か
に
一
星
余
、
梅
雪
は
娘
を
喪
っ
た
際
に
菩
提
寺
を
身
延
山
内
に
創
し
て
久
遠
寺
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と
の
関
係
を
深
め
る
。
他
方
で
は
「
武
田
穴
山
」
と
し
て
禁
制
状
を
発
し
て
、
身
延
山
と
或
る
距
離
を
置
い
て
い
る
。
穴
山
氏
の
対
身
延

山
政
策
は
、
甲
斐
守
護
と
し
て
、
信
君
よ
り
は
一
段
上
級
権
力
者
た
る
晴
信
ハ
信
玄
）
の
意
向
に
沿
い
な
が
ら
禁
制
状
を
発
給
し
、
本
音

の
部
分
で
武
田
宗
家
と
は
距
離
を
保
ち
つ
つ
身
延
山
外
護
に
意
を
用
い
て
い
た
。

四

エ
ピ
ロ
ー
グ

（
棲
神
五
八
号
〉
と
題
し
て
、
主
に
穴
山
氏
の
河
内
領
拡
大

支
配
の
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
た
が
、
先
の
拙
稿
の
宿
題
と
し
て
「
穴
山
氏
、
特
に
信
君
と
身
延
山
と
の
関
係
｜
｜
信
君
の
宗
教

筆
者
は
先
に
本
誌
上
に
『
甲
斐
国
河
内
領
・
穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造
』

武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
〈
町
田
〉



武
田
－
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
（
町
田
〉

政
策
に
つ
い
て
後
日
拙
論
を
発
表
し
た
い
」
と
し
た
。
こ
の
宿
題
を
果
す
こ
と
が
本
拙
稿
執
筆
の
第
一
動
機
で
あ
り
、
第
二
は
平
成
元
年

〔
後
援
・
山
梨
県
教
育
委
員
会
・
山
梨
県
郷
土
研
究
会
・

N
H
K
・柚甲
A
・f
・－v

十
一
月
二
十
五
・
二
十
六
の
両
日
に
わ
た
り
「
挟
南
の
歴
史
を
語
る
集
い
」
（
中
富
町
総
合
会
館
〉
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
イ
ベ

γ
ト
の
中

で
「
峡
南
地
嫌
に
お
け
る
穴
山
氏
」
の
テ
l
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
聞
か
れ
、
偶
々
筆
者
も
パ
ネ
ラ
l
の
一
人
と
し
て
発
議
の
機
会
を
得

た
。
発
議
の
題
を
「
穴
山
信
君
と
身
延
山
｜
｜
永
禄
年
中
武
田
晴
信
・
穴
山
信
君
禁
制
を
め
ぐ
っ
て
」
と
し
て
発
表
し
た
。
私
事
が
長
く

な
っ
た
が
本
誌
に
拙
稿
を
寄
せ
た
事
由
は
右
の
二
つ
の
動
機
を
ま
と
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

筆
者
が
穴
山
信
君
（
梅
雪
）
に
関
心
を
寄
せ
る
の
は
、
筆
者
の
小
坊
が
、
信
君
の
息
女
の
延
寿
院
駿
妙
正
日
厳
大
姉
の
菩
提
所
で
あ
る

こ
と
。
信
君
が
臨
済
禅
に
帰
依
し
て
い
な
が
ら
、
身
延
山
法
主
十
五
世
宝
蔵
H
叙
上
人
を
崇
敬
し
て
、
本
家
武
田
氏
と
は
一
線
を
画
す
意

識
を
持
し
て
、
身
延
山
と
交
渉
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
に
興
味
を
唆
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
b

ま
た
武
田
勝
頼
滅
亡
の
際
、
信
君
の
行

( 10 ) 

動
に
対
す
る
批
判
的
見
解
に
対
し
て
も
、
筆
者
は
旧
来
の
見
解
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
信
君
の
評
価
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

天
正
十
年
六
月
二
日
朝
、
徳
川
家
康
一
行
と
穴
山
梅
雪
は
、
本
能
寺
変
を
耳
に
し
て
本
多
平
八
郎
忠
勝
の
進
言
に
よ
っ
て
、
伊
賀
山
越

え
で
三
河
に
帰
る
途
次
、
宇
治
田
原
の
郷
民
一
授
の
襲
撃
を
う
け
、
家
康
一
行
は
郷
民
の
襲
撃
を
の
が
れ
得
た
が
、
梅
雪
は
討
死
し
た
。

六
月
二
日
於
山
披
国
綴
喜
郡
草
池
（
内
の
誤
り
〉
為
宇
治
田
原
一
挨
郷
民
討
死
ス
・
草
池
〈
内
〉
村
木
津
川
ノ
西
南
段
ノ
岡
ニ
梅
雪

ノ
墓
ア
リ
（
「
甲
陽
随
筆
」
甲
斐
叢
書
二
〉

武
田
の
柱
石
・
一
代
の
巣
雄
穴
山
梅
雪
も
、

輝
か
し
い
戦
歴
、

卓
越
し
た
領
国
支
配
を
成
し
た
が
、

伊
賀
越
え
途
中
で
最
後
を
遂
げ

た
。
時
に
梅
雪
四
十
二
才
・
法
韓
を
霊
泉
寺
殿
古
道
集
公
大
居
士
と
云
う
。

※
付
記
本
拙
稿
執
筆
に
当
り
、
静
岡
学
園
短
期
大
学
長
・
若
林
淳
之
氏
『
永
禄
1
天
正
期
の
武
田
氏
』

ハ
同
学
園
研
究
報
告
）
か
ら
多
大

の
教
示
を
得
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

（
平
成
元
年
十
一
月
十
六
日
）



〔註〕ハ
1
）

久
遠
寺
蔵
・
明
版
法
華
経
一
部
七
巻
の
裏
扉
に
暗
信
自
署
で
「
寄
進
・
甲
州
身
延
山
久
遠
寺
・
従
四
位
下
武
田
大
腿
大
夫
兼
信
設
守
晴
信
（
花

押
〉
・
天
文
十
九
庚
成
年
十
一
月
念
四
日
」
と
あ
る
。
尚
明
版
に
つ
い
て
は
版
本
に
「
景
秦
二
年
〈
一
四
五
一
筆
者
註
〉
七
月
初
九
日
」
と
版
記

さ
れ
て
い
る
。

ハ
2
〉
武
田
晴
信
書
状
「
長
々
・
在
陣
、
難
然
逐
日
関
越
任
存
分
可
御
心
易
候
、
何
此
表
初
－
一
候
問
、
訟
茸
弐
百
本
進
上
之
侯
、
御
賞
翫
可
為
本
望
侯
：
：
：

八
月
廿
七
日
信
玄
ハ
花
押
〉
久
遠
寺
机
下
」
ハ
新
編
甲
州
古
文
書
第
二
巻
、
二
三
ハ
一
号
史
料
》
。

（
3
〉
武
田
晴
信
書
状
「
身
延
山
之
住
侶
両
三
輩
、
揚
日
叙
上
人
之
悪
名
、
捧
解
状
接
着
之
其
過
失
一
無
証
拠
、
速
彼
悪
徒
等
可
有
追
放
寺
中
、
然
則

於
分
因
不
可
許
容
、
以
此
旨
染
筆
候
、
恐
々
一
謹
言
、
三
月
廿
五
日
信
玄
ハ
花
押
〉
彦
六
郎
股
」
ハ
新
編
甲
州
古
文
書
第
二
巻
・
一
三
五
九
号
史

料
v
o

〈
4
〉
武
田
晴
信
書
状
「
就
身
延
山
会
職
、
両
ロ
之
往
覆
如
恒
例
申
付
候
・
：
・
：
九
月
廿
九
日
、
信
玄
（
花
押
〉
彦
六
郎
殿
」
（
新
編
甲
州
古
文
書
・
二
ニ

六
三
号
史
料
〉
。

《

5
）
広
教
山
信
立
寺
刊
「
信
立
寺
略
史
」
ハ
一
九
七
四
年
改
訂
版
〉
に
信
虎
関
係
文
書
収
録
。

（
6
〉
日
潮
撰
「
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
」
〈
本
満
寺
刊
・
三

O
四
頁
〉
。

（
7
〉
武
田
晴
信
禁
制
写
（
ヨ
新
編
甲
州
古
文
宮
」
・
角
川
書
店
刊
・
史
料
肱
一
三
五
五
号
）
以
下
本
書
所
収
の
資
料
は
「
甲
州
古
文
書
肱

O
O
O号」

と
略
す
。

（
8
）
「
甲
州
古
文
茜
」

Mm
九
七
五
号

〈
9
）
「
甲
州
古
文
書
」
肱
一

O
六
九
号

（
m〉
徳
川
奉
行
連
署
禁
制
「
鹿
長
十
二
年
禁
制
円
蔵
院
」
「
鹿
長
十
一
年
禁
制
海
岸
寺
」
ち
な
み
に
「
禁
制
海
岸
寺
」

の
例
を
示
し
て
お
く
。

禁

制

海

岸

寺

一

、

於

寺

中

殺

生

之

世

帯

一
、
山
林
切
採
伐
之
事
一
、
於
寺
中
狼
購
之
事

一
、
山
江
野
火
付
候
事
一
、
立
木
え
ひ
で
松
け
ず
り
取
事

「
甲
州
古
文
書
」
弘
一
三
五
八
号

「
甲
州
古
文
書
」
肱
一
三
六
九
号

( 71 ) 

〈
北
巨
摩
郡
須
玉
町
上
津
金
〉

ハ
U
〉

ハロ〉

武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
ハ
町
田
〉



武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
〈
町
田
〉

ハ臼〉

（

U
〉

ハ
店
）
ハ路〉
ハ
ロ
）
〈路〉
〈回〉
ハ
却
）
〈創〉
ハ沼〉

「
甲
州
古
文
書
」
抱
一
三
六
三
号

「
甲
州
古
文
書
」
肱
二
ニ
七
一
号

註
〈
6
〉
参
照

身
延
町
下
山
・
南
松
院
宝
蔵
収

前
向
前
同
前
同
前
同
前
同
穴
山
信
君
の
名
前
に
つ
い
て
、
コ
新
編
甲
州
古
文
書
・
第
二
巻
」
所
収
の
関
係
文
書
ハ
判
物
・
官
途
状
・
名
字
状
・
感
謝
状
・
印
判
状
・
禁
制
・

奮
状
〉
を
み
る
と
、
永
禄
年
中
は
信
君
、
元
亀
中
頃
ま
で
は
左
衛
門
大
夫
、
天
正
初
年
は
玄
蕃
頭
、
天
正
八
年
三
月
除
髪
し
て
梅
雪
、
天
正
九
年

不
自
、
天
正
十
年
梅
雪
奔
と
あ
る
。

南
松
院
蔵
・
永
禄
九
年
三
五
六
六
〉
臨
月
の
賛

天
正
十
年
三
月
、
信
君
禁
制
の
署
名
ハ
甲
州
古
文
書
肱
一
三
六
九
号
〉

永
禄
十
四
年
三
月
十
二
日
信
君
印
判
状
署
名
〈
消
水
市
史
資
料
Mm
四
三
三
号
〉

甲
州
古
文
書
Mm
一
三
七

O
号

甲
州
古
文
書
恥
＝
ニ
七
一
号

晴
信
が
信
君
の
権
威
を
し
の
ぐ
一
例
と
し
て
、
諏
訪
神
社
祭
礼
に
当
っ
て
、
身
延
山
の
楽
人
舞
師
が
無
礼
の
行
動
を
と
っ
た
と
き
、
「
信
君
宛
書

状
」
の
中
で
「
：
：
：
若
有
兎
角
人
者
信
玄
下
山
諮
問
越
、
涯
分
可
致
問
答
候
、
・
此
段
上
人
江
御
理
肝
要
候
：
：
：
」
と
、
信
玄
が
自
ら
下
山
ま
で
出

向
い
て
久
遠
寺
と
談
合
す
る
か
ら
、
こ
の
旨
を
日
叙
法
主
に
急
度
申
し
入
れ
て
置
け
、
と
強
い
調
子
で
命
令
し
て
い
る
。
歴
然
た
る
信
玄
と
信
君

の
力
の
差
を
見
せ
つ
け
て
い
る
。

穴
山
氏
が
法
号
を
冠
寺
と
し
た
諸
寺
を
列
記
し
て
お
く
。

三
代
信
介
・
天
輪
寺
股
英
中
俊
公
大
禅
定
門
l
身
延
町
下
山
天
輪
寺
開
基

四
代
信
懸
・
建
忠
寺
殿
中
翁
道
義
居
士

l
南
部
町
本
郷
建
忠
寺
開
基

( 72 ) 

ハ
お
）

〈

M
〉

〈

お

〉

ハ
部
〉

（

幻

〉

ハ
却
〉

（

却

〉



五
代
信
網
・
竜
雲
寺
駿
一
株
譲
松
禅
定
門
l
下
山
竜
雲
寺
開
基

六
代
信
友
・
円
蔵
院
股
創
工
義
鉄
大
居
士
｜
南
部
円
蔵
院
開
基

信
友
室
南
松
院
・
南
松
院
殴
葵
庵
理
誠
大
姉
l
下
山
南
松
院
開
基

信
懸
兄
乙
若
丸
・
松
岳
院
殴
大
華
に
公
大
居
士
｜
南
部
町
中
野
松
岳
院
開
基

信
君
女
延
寿
院
・
延
寿
院
股
妙
正
日
厳
大
姉
l
身
延
山
延
寿
坊
開
基

（
初
）
信
友
が
南
部
円
蔵
院
を
創
建
し
て
寺
領
を
守
進
し
た
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
穴
山
氏
と
そ
の
支
配
構
造

月
刊
六
二
｜
六
七
頁
参
照
さ
れ
た
い
〉

ハ
出
〉
穴
山
信
君
判
物
写
「
前
略
・
：
塩
沢
之
郷
為
松
野
改
替
進
置
之
上
者
永
代
不
可
有
相
違
事
0

・
：
略
・
：
天
正
十
年
壬
午
ニ
周
二
日
不
白
（
印
〉
」
ハ
甲

州
古
文
書
肱
一
三
六
八
号
〉
穴
山
勝
千
代
世
判
状
「
前
略
・
：
延
寿
院
牌
所
挫
寄
進
之
地
、
如
亡
父
判
形
永
代
不
可
有
異
儀
事
：
：
：
天
正
十
一
年
英

未
十
二
月
廿
三
日
、
勝
千
代
ハ
印
）
」
ハ
甲
州
古
文
書
Mm
一
三
七
六
号
〉

（
沼
〉
穴
山
信
君
判
物
写
〈
甲
州
古
文
讃
Mm
一
三
五
六
号
〉

〈
お
〉
穴
山
信
君
禁
制
（
甲
州
古
文
書
肱
一
三
五
八
号
〉

（
棲
神
五
八
号
・
昭
和
六
一
年
三

( 13 ) 

武
田
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穴
山
両
氏
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対
身
延
山
政
策



「霊

鷲

山
Lー

考

望

月

海

淑

1 

イ
ン
ド
の
仏
跡
を
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
る
人
な
ら
ば
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
程
に
カ
ル
カ
ッ
タ
の
北
、
パ
ト
ナ
の
東
南
方
の
地
に
あ
る

ラ
ジ
ギ
l
ル
の
地
を
訪
れ
、
旧
王
舎
城
の
東
北
に
鍛
え
る
山
の
上
に
立
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
所
で
法
華
経
が
説
か
れ
、

阿
弥
陀
経
が
説
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
案
内
の
人
は
そ
こ
で
、
こ
の
地
が
霊
鷲
山
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。
正
面
き

っ
て
異
議
を
申
し
た
て
よ
う
と
も
思
わ
な
い
が
、
少
々
は
て
な
と
い
う
感
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
ろ
う
。

( 75 ) 

何
故
な
ら
ば
、
旧
王
舎
城
の
東
北
に
あ
る
山
は
、

古
来
の
豆
宵
浜
田
宮
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
音
訳
し
て
番
閣
堀
山
と
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
問

E
F
S
は
鷲
の
意
で

W
回
目
白
は
峰
・
頂
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
鷲
の
峰
と
訳
出
さ
れ
る
べ
き
が
本
来
で
あ
る
と
い
え
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
、
党
文
法
華
経
を
み
て
も
、
霊
鷲
山
と
訳
出
さ
れ
た
部
分
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、

当
て
は
ま
る
言
葉
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
訳
者
の
鳩
摩
羅
什
が
何
か
の
意
図
の
も
と
に
、
意
訳
を
加
え
た
も
の
と
考
え
る
の
が
至

「
噌
耳
」
の
車
両
叫
に

当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
意
図
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
こ
れ
が
こ
の
小
論
の
目
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

2 

「
霊
鷲
山
」
考
〈
望
月
〉



「
霊
鷲
山
」
考
ハ
望
月
〉

論
理
の
展
開
の
必
要
上
、
先
一
ず
法
華
経
経
典
の
中
に
お
け
る
説
示
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

序
品
第
一
は
法
華
経
が
説
か
れ
た
時
と
場
所
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は

一
時
仏
住
＝
王
舎
斌
番
閣
堀
山
中
－
。
与
＝
大
比
丘
衆
万
二
千
人
一
倶
〉

と
音
訳
さ
れ
て
お
り
、
正
法
華
経
で
は

一
時
仏
遊
＝
王
舎
披
霊
鷲
山
一
。
与
一
－
大
比
丘
衆
－
倶
〉

と
し
て
意
訳
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
党
文
法
華
経
は

O
W
E
B
E
E
B
a
o
σ
E官
品
ロ
同
仙
宮
司
z
a
v
R
m
H
Z
B仰
の
三
官
浜
口
市
O
M
M
R
a
g
sち
巳
仰

σ
E
W
2
1
8召
mvogω
向
島
』

〈

4〉

叩
阿
曽
宮
内
田
d
－脚色”一

E
V
V町
σ
E
W
2
，sss

〈
あ
る
時
、
世
尊
は
王
舎
裁
の
グ
リ
ド
ラ
ク
l
タ
山
に
住
し
、
大
比
丘
衆
一
二

O
O人
と
一
緒
で
あ
っ
た
。
〉

( 76 ) 

と
な
し
て
い
る
。
説
示
の
内
容
は
同
一
で
あ
る
が
、
の

Z
v
g
w
g似
つ
い
て
音
訳
と
意
訳
の
問
題
が
あ
る
。

次
に
見
宝
塔
品
に
お
い
て
は
、
裟
婆
世
界
に
来
た
っ
た
釈
尊
の
分
身
の
諸
仏
達
が
、
侍
者
を
派
遣
し
よ
う
と
し
て

汝
往
＝
詣
番
閣
堀
山
釈
迦
牟
尼
仏
所
－
v

し
て
、
少
病
少
悩
に
し
て
気
力
安
楽
で
す
か
、
と
釈
尊
に
質
問
さ
せ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
正
・
党
法
華
経
は
そ
れ

ぞ
れ汝
等
往
－
－
詣
番
閣
銅
山
能
仁
仏
所
九

《

T
V

mMWOOF巳制
WM可白山可制告の
E
V円
俗
】
阿
国
宮
召
同

M
R
S
S召

（
汝
等
は
グ
リ
ド
ラ
ク
l
タ
山
に
行
け
〉



と
な
さ
れ
て
い
て
、
党
文
か
ら
の
音
訳
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

党
文
法
華
経
に
よ
る
と
、
こ
の
後
、
引
き
続
い
て
提
婆
遥
多
と
龍
女
の
成
仏
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
妙
法
華
経
で
は
、
こ
れ
は
提
婆
遥

多
品
と
し
て
独
立
さ
れ
て
お
り
、
正
法
華
経
に
て
は
全
く
欠
如
し
て
い
る
。
添
品
法
華
経
に
て
は
、
羅
什
訳
に
は
提
婆
途
多
品
が
普
門
ロ
聞

「
経
序
」
の
中
に
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

備
等
と
と
も
に
欠
如
し
て
い
る
の
で
、
訳
出
し
て
法
華
経
の
中
に
加
え
る
と
い
う
こ
と
が
、

広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
依
っ
て
今
、
提
婆
遥
多
品
に
関
す
る
考
察
は
割
愛
す
る
。

次
に
、
如
来
寿
量
品
に
お
い
て
は

一
心
欲
レ
見
ν仏

不
三
自
借
－
一
身
命
－

時
我
及
衆
僧

倶
出
－
一
霊
鷲
山
－
－
・
・
・
於
＝
阿
僧
紙
劫
－

常
在
＝
霊
鷲
山
及
余
諸
住
処
－

と
述
べ
ら
れ
、
正
法
華
経
の
如
来
現
寿
品
に
は

仮
使
＝
質
直
－

説－－至誠一一員－

衆
生
之
類

朽
由
一
楽
身
体

自
然
床
座
－

然
後
如
来

合
＝
集
衆
音

能
自
示
現

顕
－
一
大
仏
道
一
・
・
・
・
如
レ
此

( 71 ) 

像
誼

仏
来
－
－
至
於

霊
鷲
之
山

と
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
説
示
に
お
い
て
、
後
半
の
と
こ
ろ
で
は
大
差
が
な
い
け
れ
ど
も
、
前
半
の
と
こ
ろ
に
於
い
て
は
一
見
、

非
常
な
速
い
が
み
ら
れ
る
。
生
命
を
も
投
げ
出
す
覚
悟
に
よ
り
ひ
た
す
ら
な
見
仏
の
努
力
を
す
る
時
、
仏
は
霊
鷲
山
に
出
現
す
る
と
い
う

妙
法
華
経
の
説
示
に
対
し
、

正
法
華
経
で
は
素
直
に
仏
の
言
葉
を
う
け
と
め
、
わ
が
身
命
を
投
げ
出
す
覚
悟
を
し
て
い
る
時
、
仏
は
衆
を

ひ
き
つ
れ
て
出
現
す
る
と
し
て
い
る
か
ら
、
内
容
は
同
じ
で
は
あ
る
が
出
現
す
る
場
所
を
訳
出
し
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
正
法
華
経

は
煩
雑
に
な
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
か
、
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
党
文
法
華
経
に
お
い
て
は

ユロ志向首

g
B
E
E
B管
内
目
当
綜

S
ロ
Z
3押印
1
E
S訟

gSω
〈

g巴
ω
忠
言
忠
一

g
g
各

ωヨ
宵
雪
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E
W吋
守
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詳
g仰
g
a
R
B
B
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ωvz
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（
衆
生
等
が
心
正
し
く
、
柔
軟
で
、
温
和
で
愛
欲
を
離
れ
た
時
、
私
は
声
聞
の
集
団
と
と
も
に
我
が
身
を
グ
リ
ド
ラ
ク
l
タ
に
出
現
さ

せ
る
。

・
・
・
考
え
る
こ
と
も
出
来
な
い
千
万
億
劫
の
私
の
神
力
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
他
に
万
億
の
臥
床
が
あ
る
と
し
て
も
、
グ

リ
ド
ラ
ク
l
タ
か
ら
動
か
な
い
。
）

と
な
さ
れ
て
お
り
、
の
三
宵
ω
w
p
g
の
語
が
二
度
と
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
妙
・
正
両
法
華
経
と
も
に
こ
の
語
を
訳
出
す
る

の
に
際
し
て
霊
鷲
山
の
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

分
別
功
徳
品
の
中
に
て
は
、
現
在
の
四
信
中
の
第
四
の
深
信
観
成
を
説
く
中
に
お
い
て
、
仏
の
寿
命
長
速
な
る
こ
と
を
聞
い
て
深
信
に

則
為
ν
見
z
仏
常
在
2

番
閣
楓
山
－
。

( 78 ) 

信
解
せ
ば

と
、
大
菩
薩
諸
声
聞
衆
に
固
ま
れ
て
法
を
説
い
て
い
る
の
を
見
る
、
と
な
し
て
い
る
妙
法
華
経
に
た
い
し
て
、
正
法
華
経
は
、
如
来
寿
限

経
を
聞
い
て
、
心
質
直
に
し
観
喜
し
信
ぜ
ば

見
下
如
来
在
－
－
霊
鷲
山
－
説
。
是
佐
時

と
な
し
て
お
り
、
発
文
法
華
経
は
、
如
来
の
寿
命
の
長
さ
に
関
す
る
説
示
の
法
門
を
聞
い
て
、
強
い
意
向
信
解
を
生
じ
、
こ
の
意
向
の
相

の
人
は
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（
グ
リ
ド
ラ
ク
l
タ
に
行
き
法
を
説
き
、
菩
薩
衆
に
固
ま
れ
、
菩
薩
衆
に
尊
敬
さ
れ
、
声
聞
衆
の
中
に
い
る
私
を
見
る
で
あ
ろ
う
〉

と
な
し
て
い
る
。
即
ち
の
E
V
E
－ng”
に
つ
い
て
音
訳
と
意
訳
と
の
両
者
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
て
妙
音
菩
醸
品
は
、
浄
華
宿
王
智
如
来
の
神
力
に
よ
っ
て
、
裟
婆
世
界
に
詣
く
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
、
三
味
に
入
っ
た
上
で

於
＝
番
閣
堀
山
－
去
＝
法
座
－
不
ν遠

と
こ
ろ
に
八
万
四
千
の
蓮
華
を
化
作
し
、
法
華
経
を
聞
か
ん
が
た
め
の
故
に
、
こ
の
菩
薩
は

而
来
コ
詣
此
裟
婆
世
界
番
閤
堀
山
－
。
到
己
下
＝
七
宝
台
－

裟
婆
世
界
の
釈
尊
の
と
こ
ろ
に
至
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
正
法
華
経
は
、
宿
華
王
如
来
の
力
に
よ
り
、
坐
を
立
た
ず
し
て

到
＝
忍
世
界
－
至
＝
霊
鷲
山
－
。
当
ν在
コ
如
来
法
座
中
間
－

の
地
に
、
八
万
四
千
の
蓮
華
を
化
作
し
、
正
法
華
経
を
聞
か
ん
が
た
め
の
故
に
、

到
＝
忍
世
界
－
至
－
一
霊
鷲
山
－
。
下
＝
宝
交
路
－
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と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

分
別
功
徳
品
と
同
様
に
の
三
官
浜
田
宮
を
妙
法
華
経
は
音
訳
し
、

正
法
華
経
は
意
訳
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
焚
文
法
華
経
は
同
様
な
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、

前
掲
の
漢
訳
に
あ
て
は
ま
る
と
こ
ろ
は
、

の
包
m邑
当
時
刷
工
妙
音
〉

が
釈
迦
牟
尼
仏
に
お
会
い
す
る
た
め
に
裟
婆
世
界
に
行
く
で
あ
り
ま
し
ょ
う
、

と
語
り
、

そ
れ
は
如
来
の
神
力
の
お
か
げ
だ
と
し
て
、

の包一同一削
wamd可削W
M
1
ω

（
妙
音
）
は
座
を
立
た
ず
三
味
に
入
り
、
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（
こ
の
裟
婆
世
界
の
王
に
お
い
て
如
来
の
法
座
の
前
に
・
・
・
の
蓮
華
が
出
現
し
た
。

「
一
霊
鷺
山
」
考
ハ
望
月
〉

・
・
彼
は
裟
婆
世
界
に
お
い
て
山
の
王
グ
ロ



「
霊
鷲
山
」
考
ハ
望
月
〉

ド
ラ
ク
l
タ
に
行
き
・
・
・
〉

釈
迦
牟
尼
仏
の
も
と
に
至
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
分
別
功
徳
品
の
説
示
の
場
合
と
同
様
に
、
妙
法
華
経
は
音
訳
で
正
法

華
経
は
意
訳
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

普
賢
菩
薩
勧
発
品
に
お
い
て
は
、
自
在
な
神
力
を
持
つ
普
賢
菩
薩
が
、
東
方
よ
り
来
た
り

到
＝
裟
婆
世
界
番
閣
堀
山
中
－
。
頭
面
礼
エ
釈
迦
牟
尼
仏
－

と
し
て
、
七
回
仏
を
め
ぐ
っ
て
敬
い
を
つ
く
し
法
華
経
を
聴
受
せ
ん
と
し
て
来
た
り
、
聴
受
者
を
守
護
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
正
法

華
経
は
こ
こ
の
所
を
東
方
よ
り
来
た
っ
た
普
賢
菩
薩
が
、

到
－
－
霊
鷲
山
－
往
－
－
詣
仏
所
－
。
稽
－
－
首
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（
山
の
王
者
グ
リ
ド
ラ
ク
l
タ
の
世
尊
の
所
に
行
き
、
世
尊
に
近
づ
き
・
・
・
〉

と
し
て
、
法
華
経
が
説
か
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
か
ら
、
聴
聞
す
る
た
め
に
来
た
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
と
、
細
か
い
表
現
の
違
い
は
あ
る
と
し
て
も
、
内
容
に
は
大
差
は
な
い
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
法
華
経
に
お
け
る
説
示
の
中
で
、
の
三
官
巳
n
ロ
冨
に
関
わ
る
部
分
を
妙
・
正
・
党
文
法
華
経
に
つ
い
て
、
比
較
対
照
し
て
来
た

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
整
理
し
て
み
る
と
以
下
の
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

〈

1
〉
正
法
華
経
は
全
て
の
箇
所
に
お
い
て
「
霊

鷲
山
」
と
訳
出
し
て
い
る
。

〈

2
〉
妙
法
華
経
は
寿
量
品
で
「
霊
鷲
山
」
と
訳
出
し
て
い
る
が
、
他
の
所
で
は
「
番
閣
堀
山
」
と
訳
出
し

て
い
る
。

ハ
3
〉
こ
れ
ら
の
訳
語
が
あ
て
ら
れ
た
党
文
は
の

Z
v
g
wロ
官
の
一
一
請
の
み
で
あ
る
。



し
か
し
て
、
こ
の
よ
う
な
整
理
の
上
に
立
っ
て
見
る
と
、
妙
法
華
経
は
各
箇
所
に
お
い
て
番
閤
堀
山
と
音
訳
を
し
な
が
ら
、
寿
量
品
に

お
い
て
の
み
何
故
に
露
鷲
山
と
意
訳
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
新
た
な
疑
問
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で

あ
ろ
う
。

3 

如
上
の
疑
問
を
解
決
し
よ
う
と
願
っ
て
、
先
ず
各
先
師
の
注
釈
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

法
雲
の
『
法
華
義
記
』
は
そ
の
巻
第
一
に
お
い
て
妙
法
華
経
の
序
回
聞
の
一
時
仏
住
王
舎
城
番
閤
堀
山
中
の
一
句
に
ふ
れ
て
、
こ
れ
は
第

二
階
的
出
住
処
だ
と
し
て
、
王
舎
城
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
五
山
が
あ
り
、
如
来
は
ど
の
山
に
お
ら
れ
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

今
的
明
下
仏
在
－
－
番
閣
堀
山
中
－
説
中
法
華
経
£
。
外
国
言
－
－
番
閤
堀
山
－
此
方
言
－
－
霊
鷲
－
。
言
＝
此
山
中
往
古
諸
人
服
薬
学
道
成
仙
－
。

頂
有
τ似
＝
鷲
鳥
一
故
雪
口
市
霊
鷲
山
よ
也
。

叉
山

( 81 ) 

と
な
し
て
い
る
。
外
国
・
此
方
と
い
う
の
は
、

イ
ン
ド
・
中
国
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
山
頂
が
鳥
の
鷲
に
似
て
い
る
の
で
、
霊
鷲
山

と
い
わ
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
『
大
智
度
論
』
は
番
閣
は
鷲
と
名
付
け
掘
は
頭
と
名
付
く
と
し
た
上
で
、

是
山
頂
似
レ
鷲
。
王
舎
城
人
見
＝
其
似
忌
摘
。
故
共
伝
ν言
＝
鷲
頭
山
－
。
因
レ
名
レ
之
為
－
一
鷲
頭
山
一

と
な
し
、
玉
舎
城
の
南
の
屍
陀
林
の
中
に
は
死
人
が
多
い
の
で
、
沢
山
の
鷲
が
や
っ
て
来
て
こ
れ
を
食
ら
う
。
そ
し
て
こ
の
鷲
逮
が
帰
っ

て
山
頂
に
い
る
時
、
人
々
は
つ
い
に
鷲
頭
山
と
名
付
け
た
と
し
、
こ
の
山
は
五
山
の
中
で
一
番
に
大
き
く
、
良
き
林
水
が
あ
る
の
で
聖
人

が
住
む
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

「
霊
鷲
山
」
考
（
望
月
〉



「
霊
鷺
山
」
考
〈
望
月
〉

す
な
わ
ち
『
大
智
度
論
』

と
『
法
華
義
記
』

と
の
表
現
に
お
い
て
、

烏
の
鷲
に
名
ぞ
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
互
い
に
相
通
ず
る
の
で
あ
る

ヵ：

『
大
智
度
論
』
は

W
ロ
E
を
頭
の
こ
と
だ
と
し
て
鷲
頭
山
と
ご
く
直
訳
し
て
お
り
、

『
法
華
義
記
』
は
霊
鷲
山
と
意
訳
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る

o
w
g”
は
頂
上
の
こ
と
で
あ
り
、
頭
は
人
体
の
頂
上
で
あ
る
か
ら
、
鷲
頭
山
の
訳
に
こ
と
さ
ら
な
問
題
は
な
い
が
、

、ー
の

語
に
は
湿
の
意
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
両
者
の
語
句
の
違
い
に
は
い
さ
さ
か
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

鳩
摩
羅
什
が
『
大
智
度
論
』
を
訳
出
し
た
の
は
後
秦
の
弘
始
四
年
か
ら
七
年
（
4
0
2
1
4
0
5〉
で
あ
り
、

『
妙
法
華
経
』
を
訳
出

し
た
の
は
弘
始
八
年
〈
4
0
6〉
の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
法
華
義
記
』
を
著
し
た
法
雲
は
『
大
智
度
論
』
を
知
っ
て
い
た

と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、

『
妙
法
華
経
』
の
如
来
寿
量
ロ
聞
に
お
い
て
は
、
鳩
摩
羅
什
自
身
が
霊
鷲
山
の
訳
語
を
使
用
し
て
い
る

か
ら
、

法
雲
が
霊
鷲
山
の
語
を
使
用
し
た
の
は
当
然
な
こ
と
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

一方、

鳩
摩
羅
什
は
『
大
智
度
論
』
と

『
妙
法
華

経
』
と
に
お
い
て
同
じ
言
葉
に
つ
い
て
何
故
違
う
訳
を
な
し
た
の
か
、
疑
問
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
暫
く
腔
く
こ

( 82 ) 

と
に
し
て
先
に
進
む
こ
と
に
す
る
。

『
法
華
義
記
』
は
如
来
寿
量
口
聞
に
示
さ
れ
る
．
逗
鷲
山
に
関
し
て
、

「
衆
生
既
信
服
」
し
の
一
旬
以
下
の
十
四
行
半
は
未
来
を
煩
し
た
も

の
だ
と
し
な
が
ら
、
①
如
来
未
来
三
過
出
世
を
明
か
し
、
①
未
来
益
人
之
処
を
示
し
、
①
疑
い
を
釈
し
、
①
如
来
寿
命
長
遠
の
結
を
挙
げ

た
も
の
だ
と
し
た
上
で
、

「
常
在
霊
鷲
山
」
の
一
旬
以
下
の
一
行
は
、
①
の
未
来
益
人
之
処
を
示
し
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
法
雲
が
、
議
鷲
山
と
い
う
山
は
未
来
の
世
に
お
い
て
法
華
経
に
か
か
わ
る
人
の
住
処
を
示
し
た
も
の
だ
、
と
い
う
意
味
に
と
っ
た
こ
と

を
示
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
死
人
が
多
い
屍
陀
林
に
鷲
が
来
て
此
れ
を
食
い
、
山
頂
に
帰
っ
て
巣
く
っ
て
い
る
か

ら
鷲
頭
山
と
い
う
の
だ
、
と
い
う
『
大
智
度
論
』
に
説
明
さ
れ
る
山
と
は
基
本
的
に
質
を
異
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

尚
、
見
宝
塔
品
以
下
の
の
三
官
鳥
居
”
に
関
す
る
説
示
に
つ
い
て
は
、

分
別
功
徳
品
の
「
常
在
香
閤
楓
山
」
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
仏



在
世
の
第
四
ロ
聞
の
経
を
聞
い
た
人
の
得
る
功
徳
だ
と
述
べ
ら
れ
る
だ
け
で
、
他
は
見
ら
れ
な
い
噂

更
に
、
智
嶺
の
『
法
華
文
句
』
は
番
閤
堀
山
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
霊
鷲
山
と
翻
じ
、
鷲
頭
と
い
い
、
ま
た
狼
跡
と
い
う
、
山
の
峰
は
鷲

に
似
て
、
峰
を
山
と
名
付
く
と
し
た
上
で
、
戸
陀
林
の
鷲
に
ふ
れ
、
時
の
人
は
鷲
山
と
呼
ぶ
の
だ
と
し
、
更
に
、
前
仏
今
仏
皆
こ
の
山
に

居
す
、
仏
滅
後
に
は
羅
漢
が
住
し
、
法
滅
に
は
支
仏
が
住
し
、
支
仏
な
け
れ
ば
鬼
神
が
住
す
、
既
に
こ
れ
聖
霊
の
居
る
所
、
総
て
三
事
あ

り
、
因
て
呼
ん
で
霊
鷲
山
と
な
す
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
『
大
智
度
論
』
に
し
め
さ
れ
て
い
る
屍
陀
林
の
古
話
を
『
法
華
文
句
』
は
取
り
上
げ
、
番
閤
幅
山
を
鷲
頭
山
だ
と
し
な
が
ら

も
、
こ
の
山
に
仏
が
と
ど
ま
っ
て
お
ら
れ
た
事
実
に
よ
っ
て
、
心
を
く
ば
っ
た
趣
が
か
ん
ぜ
ら
れ
る
。
番
閣
堀
山
を
聖
霊
に
か
か
わ
る
山

と
し
て
と
り
あ
げ
、
霊
鷲
山
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。
つ
い
で
更
に
『
法
華
文
句
』
は
観
心
釈
に
お
い
て
、

若
観
＝
色
陰
－
。
無
知
如
レ
山
。
識
陰
如
レ
霊
。
三
陰
如
ν鷲
。
観
－
－
此
霊
鷲
無
常
－
。
即
祈
観
也
。
観
＝
此
霊
鷲
即
空
－
。
体
観
也
。
観
ν
霊
即

智
性
。
了
図
智
慧
荘
般
也
。
鷲
即
豪
集
縁
因
。
福
徳
荘
厳
也
。
山
即
法
性
正
因
不
動
－
。
三
法
名
＝
秘
密
蔵
－
。
自
住
＝
其
中
－
亦
用
度
レ
人

( 83 ) 

と
述
べ
て
、
者
閣
細
山
に
つ
い
て
単
に
イ
ン
ド
に
実
在
の
山
と
し
て
終
わ
ら
せ
ず
、
格
別
な
意
味
あ
い
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
、
霊
鷲
山

を
し
て
無
限
な
も
の
た
ら
し
め
る
べ
き
展
開
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
如
来
寿
量
品
の
注
釈
に
お
い
て
『
法
華
文
句
』
は
、

「
衆
見
我
滅
度
」
の
下
の
五
行
は
現
在
を
煩
し
た
も
の
で
、
初
め
の
二
行

半
は
非
生
理
生
を
煩
し
、

し

「
我
時
語
衆
生
」
以
下
の
二
行
半
は
非
減
現
滅
を
煩
し
た
も
の
で
、

「
常
在
謹
鶴
山
」
と
は
こ
れ
実
報
土
を
い
う
と
説
示
し
て
い
弱

「
神
通
力
如
是
」
以
下
は
常
住
不
滅
を
煩

こ
の
よ
う
な
説
示
に
よ
っ
て
見
る
と
、
智
嶺
が
霊
鷲
山
に
関
し
て
求
め
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
有
限
な
も
の
を
越
え
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

『
法
華
文
句
』
が
非
生
現
減
と
い
い
、
非
減
現
滅
と
い
い
、
常
住
不
滅
を
説
い
た
も
の
だ
と
い
う
時
、
そ
こ
で

「
霊
鷲
山
」
考
ハ
望
月
）



「
霊
鷲
山
」
考
ハ
望
月
〉

い
う
実
報
土
は
三
世
を
越
え
る
も
の
で
あ
り
、
イ
γ
ド
と
い
う
限
定
さ
れ
た
場
面
だ
け
で
も
の
を
捉
え
て
考
え
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

『
法
華
文
句
』
の
こ
の
よ
う
な
有
り
ょ
う
は
、

『
法
華
義
記
』
の
未
来
の
益
人
の
処
を
説
い
た
と
い
う
見
方

と
相
通
ず
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。

尚
、
見
宝
塔
品
以
下
の
説
示
に
関
し
て
は
、
分
別
功
徳
品
の
注
釈
に
お
い
て
、
仏
が
比
丘
等
と
と
も
に
常
に
番
関
堀
山
に
在
る
の
を
見

る
と
は
、
方
便
有
余
土
の
相
な
り
、
裟
婆
に
純
ら
諸
の
菩
薩
を
見
る
と
い
う
の
は
突
報
の
相
な
り
、
と
な
し
て
い
る
の
を
見
る
だ
け
で
あ

る。
こ
れ
に
対
し
吉
蔵
の
『
法
華
義
疏
』
は
、

番
閤
堀
山
者
此
云
＝
鷲
頭
山
－
也
。
然
此
五
山
峰
各
有
＝
所
像
－
。
今
之
一
山
似
コ
鷲
頭
－
故
以
名
レ
鷲
。

と
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
と
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
吉
蔵
は
こ
の
文
に
つ
づ
い
て
、
仏
滅
後
に
阿
育
王
が
こ
の
山
が
鷲
に
似
て
い
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る
の
を
見
て
、
人
を
し
て
羽
足
尾
を
彫
ら
せ
鳥
の
鷲
に
さ
せ
た
と
し
、
更
に
何
故
に
仏
は
王
舎
城
に
多
く
住
し
た
か
に
つ
い
て
、

『
法
華

論
』
と
『
大
智
度
論
』
の
説
示
を
挙
げ
て
い
る
。

『
法
華
論
』
に
は
二
義
あ
る
と
し
①
処
に
よ
っ
て
教
を
表
さ
ん
と
し
た
も
の
だ
と
し
、

一
切
の
披
の
中
で
こ
の
裁
は
最
大
で
あ
り
、
山
の
中
で
こ
の
山
は
最
勝
で
あ
る
よ
う
に
、
法
華
経
は
衆
経
の
中
で
最
勝
で
あ
る
。
①
自
在

の
功
徳
成
就
を
示
さ
ん
と
し
て
王
舎
裁
を
挙
げ
た
と
し
、
玉
は
世
間
に
お
い
て
自
在
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
経
は
衆
経
の
中
の
王
で
あ
る

か
ら
、

一
乗
に
一
切
の
乗
を
摂
し
、

一
切
の
乗
は
一
乗
に
帰
す
の
だ
と
し
て
い
る
。

『
大
智
度
論
』
に
は
六
種
の
義
あ
り
と
し
、
①
仏
は

摩
伽
陀
固
で
成
道
し
た
た
め
に
そ
の
恩
に
報
ず
る
た
め
、
①
土
地
が
広
く
人
が
多
い
の
で
教
化
し
や
す
い
た
め
、
①
迦
棄
や
長
爪
六
師
の

よ
う
に
聡
明
大
智
の
人
が
多
い
か
ら
、
①
こ
の
国
に
は
兄
弟
の
龍
王
が
い
て
時
に
雨
を
降
ら
せ
る
の
で
荒
年
が
な
く
、
過
ご
し
ゃ
す
く
神

を
練
り
や
す
い
か
ら
、
①
竹
林
伽
藍
や
五
山
の
五
精
舎
の
よ
う
に
精
舎
が
多
い
か
ら
、
①
霊
華
瑞
草
が
あ
り
閑
静
で
あ
り
神
仙
が
多
く
い



〈却》

る
か
ら
だ
、
と
。

吉
蔵
の
こ
の
説
示
に
よ
っ
て
見
る
と
、

番
閣
制
山
は
鷲
の
形
に
似
て
い
る
か
ら
の

Z
v
s
z
g
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
な
る
し
、

マ
ガ
ダ
の
都
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
『
法
華
義
疏
』
に
は
『
法
華
文
句
』
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
観
心
釈
は
見
ら
れ
な
い
が
、

『
法
華
論
』

の
こ
の
山
は
一
切
の
や
ま
の
中
で
最
勝
な
よ
う
に
法
華
経
は
最
勝
な
る
こ

と
、
自
在
な
功
徳
の
成
就
を
示
す
こ
と
、

『
大
智
度
論
』
の
神
仙
が
沢
山
お
り
、
聡
明
大
智
な
人
が
多
い
と
い
う
よ
う
な
説
示
を
挙
げ
て

い
る
こ
と
を
見
る
と
、

『
法
華
文
句
』
の
観
心
釈
に
通
ず
る
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
ろ
う
、
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

』
れ
に
対
し
、
如
来
寿
量
口
聞
の
霊
鷲
山
に
関
す
る
と
こ
ろ
の
注
釈
で
は
、

「
衆
見
我
減
度
」
の
下
は
、
得
益
を
挙
げ
て
滅
不
滅
の
意
を

釈
す
、
と
し
て

常
在
霊
鷲
山
下
第
二
四
行
半
就
＝
浄
機
二
土
－
論
＝
誠
不
滅
－
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と
し
た
上
で
、
稼
土
は
焼
か
れ
る
け
れ
ど
も
浄
土
は
不
滅
で
あ
る
、
迩
身
は
滅
を
現
ず
れ
ど
も
法
身
は
常
存
す
、
応
身
は
減
を
示
し
法
身

は
不
滅
な
り
、
故
に
身
に
は
本
述
、
土
に
は
浄
識
が
あ
る
こ
と
を
説
こ
う
と
し
た
も
の
だ
と
な
し
、

論
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

『
法
華
論
』
等
の
所
説
を
引
用
し
て

こ
の
よ
う
な
『
法
華
義
疏
』
の
説
示
は
、

『
法
華
文
句
』
の
説
示
と
通
ず
る
も
の
で
、
現
実
を
越
え
た
所
に
無
限
な
る
も
の
を
見
ょ
う

と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

尚
、
見
宝
塔
口
問
・
分
別
功
徳
品
・
妙
音
菩
醸
品
・
普
賢
菩
麓
勧
発
品
等
に
お
け
る
番
閤
堀
山
に
関
し
て
は
、
直
接
的
な
説
示
は
見
ら
れ

F

』、
0

・
n
’v慈
恩
の
窺
基
の
『
法
華
玄
賛
』
は
、

「
住
王
舎
蝶
番
閣
堀
山
中
」
に
つ
い
て
、
玉
舎
城
か
ら
東
北
へ
十
四
五
里
行
く
と
姑
栗
陀
羅
矩
托

「
霊
鷲
山
」
考
（
望
月
）



「
盤
鷲
山
」
考
（
望
－
月
〉

山
に
至
る
。
唐
で
は
こ
れ
を
鷲
峰
・
鷲
台
と
い
い
、
鷲
鳥
を
楼
ま
せ
、
仏
は
こ
の
山
で
妙
法
を
説
き

旧
云
－
－
番
閣
堀
山
－
。
乃
云
コ
霊
鷲
山
－
。
鷲
烏
於
ν此
食
＝
人
屍
－
。
名
＝
霊
鷲
山
－
説
而
略
也
。

と
し
た
上
で
、

『
法
華
義
疏
』
と
同
じ
く
『
法
華
論
』
の
説
示
に
よ
っ
て
、
王
舎
城
は
他
の
一
切
の
誠
と
く
ら
べ
て
も
一
番
に
勝
れ
た
城

で
あ
る
よ
う
に
、
番
閣
堀
山
は
他
の
諸
山
に
く
ら
ペ
て
も
一
番
勝
れ
た
山
で
、
こ
れ
は
此
の
法
が
勝
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し

た
も
の
で
あ
る
と
し
、
た
め
に
此
の
経
は
王
舎
城
番
閣
堀
山
で
説
か
れ
だ
し
た
の
だ
と
句
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
『
法
華
玄
賛
』
は
こ

の
後
に
お
い
て
、

「
古
説
」
と
し
て
こ
の
経
は
、
初
め
は
霊
山
、
二
は
空
中
、
三
は
浄
土
、
固
に
は
分
身
が
還
っ
た
後
の
積
土
に
仏
が
お

ら
れ
た
と
す
る
古
人
の
説
を
取
り
挙
げ
た
う
え
で
、
批
判
を
加
え
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
説
示
の
場
所
に
つ
い
て
は
三
箇
所
、
説
示
の
内
容
で
は
二
つ
だ
と
し
て
、
初
め
は
霊
山
の
織
土
、
こ
に
は
分
身
を
集
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め
る
た
め
に
浄
土
に
変
え
た
地
、
三
に
は
空
中
、
と
い
う
三
つ
の
場
所
に
説
法
の
場
面
を
変
え
た
と
し
て
い
る
が
、
説
示
の
内
容
で
は
、

浄
識
に
二
あ
り
と
し
、
初
め
は
地
上
の
霊
山
、
こ
は
空
中
の
浄
土
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
番
閤
堀
山
は
地
上
で
積
土
で
、
如
来

寿
量
品
で
の
霊
鷲
山
は
浄
土
と
な
ろ
う
。
説
示
の
内
容
で
は
、
地
上
の
霊
山
に
お
い
て
二
乗
の
た
め
に
一
乗
を
説
い
た
の
と
、
空
中
で
釈

迦
・
多
宝
が
同
座
し
法
華
経
に
対
す
る
信
を
勧
め
た
、

と
い
う
こ
説
を
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
て
今
は
創
会
を
標
す
故
に
山
披
を
説

き
、
住
は
化
処
を
標
す
と
い
う
か
ら
、
序
ロ
聞
の
番
閤
堀
山
は
化
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
実
在
の
山
を
意
味
さ
せ
よ
う
と
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
如
来
寿
盤
品
の
説
示
に
関
し
て
は
、

「
時
我
及
衆
僧
至
但
調
我
滅
度
」
は
、
身
を
現
じ
て
法
を
説
く
の
だ
と
し
て

説
法
有
ν
二
。
初
一
額
説
＝
身
在
レ
此
現
p
有
－
－
浬
柴
－
。
後
一
一
鎖
半
化
入
－
－
浬
鍵
－
他
方
利
益
。
於
－
－
霊
山
－
処
現
。
或
現
有
＝
霊
山
－

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
後
の
説
示
に
お
い
て
、
劫
尽
と
は
化
土
で
憂
怖
苦
悩
充
満
の
世
だ
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
化
し
て
浬
撲
に
入



る
と
い
う
の
は
、
仏
の
方
便
の
力
に
よ
る
化
現
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
安
穏
と
は
浄
土
だ
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
仏
を
ふ
く

め
菩
薩
と
天
人
と
が
常
に
在
る
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
倶
出
霊
鷲
山
」
に
つ
い
て
、
霊
山
に
於
い
て
処
現
し
、
或
は
現
に
霊

山
に
あ
る
な
り
と
い
う
時
、
こ
れ
は
安
穏
な
る
仏
の
浄
土
・
仏
の
世
界
を
意
味
す
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
常
に
存
在
す
る

も
の
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
出
来
な
い
か
は
、
報
身
仏
を
見
れ
る
か
、
見
れ
な
い
か
の
所
由
だ
と
す
る
『
法
華
玄
賛
』
の
在
り
ょ
う

は
、
心
の
在
り
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
『
法
華
玄
賛
』
の
説
示
は
智
鎖
の
『
法
華
文
句
』
の
説
示
に
通

じ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

尚
、
見
宝
塔
品
等
の
説
示
に
関
し
て
は
、
直
接
的
な
説
示
は
見
ら
れ
な
い
。

4 

( 87 ) 

以
上
、
法
華
経
の
注
釈
者
の
主
た
る
注
釈
書
に
お
け
る
の
三
智
長
田
留
の
捉
え
か
た
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
各
師
と
も
に
の
Z
F
S

を
そ
の
言
葉
の
通
り
鳥
の
鷲
と
捉
え
、

回
円
ロ
官
を
頂
き
・
峰
と
捉
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
処
を
『
法
華
義
記
』
以
外
の
注
釈
書

は
、
す
べ
て
鷲
頭
山
・
鷲
峰
と
な
し
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
を
－
証
明
し
て
い
る
。
し
か
し
て
ど
の
書
も
こ
の
山
が
鷲
の
形
に
似
て
お
る
か
ら

と
い
い
、
鳥
の
鷲
が
す
み
つ
い
て
い
る
か
ら
と
い
う
の
は
一
様
で
あ
る
。
こ
う
い
う
も
の
の
み
か
た
は
、
当
時
の
仏
教
界
全
体
に
あ
っ
た

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

一方、

『
大
智
度
論
』
も
上
述
の
如
く
、

こ
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
か
ら
、

そ
の
影
響
も
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。

し
か
し
て

『
大
智
度
論
』
は
更
に
屍
陀
林
の
古
事
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
が
、
上
述
の
各
番
の
中
で
屍
陀
林
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
の
は
、

『
法
華

文
句
＆ー

と

逗冨
鷲華

山茎
考 G
Q だ

責 2
あ
る
ヵ：

『
法
華
義
疏
』
も
こ
の
箇
所
で
『
大
智
度
論
』
を
引
用
し
て
い
る
か
ら
、
知
っ
て
お
っ
て
省



「
霊
鷲
山
」
考
ハ
望
月
〉

略
し
た
と
見
た
ほ
う
が
至
当
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
『
法
華
義
記
』
は
番
閣
堀
山
が
第
二
階
的
出
住
処
だ
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
確
た
る
意
味
は
分
か
ら
な
い
。
も
し
も
地
理
的
な
場

所
を
越
え
た
も
の
だ
と
い
う
意
味
あ
い
で
い
わ
れ
た
、
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
外
国
で
は
者
間
銅
山
と
い
い
、
此
の
方

で
は
霊
鷲
山
と
い
う
の
だ
、
と
す
る
説
示
が
生
き
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
如
来
寿
量
品
釈
に
お
け
る
霊
鷲
山
は

未
来
援
人
の
お
る
所
と
い
う
説
に
つ
な
が
っ
て
こ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

『
法
華
文
句
』
は
前
仏
今
仏
も
皆
こ
の
山
に
い
た
と
い
い
、
観
心
釈
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
番
闇
堀
山
に
特
殊
な
意
味
を
持
た
せ
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
に
発
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
『
法
華
義
疏
』
は
こ
の
山
は
一
切
の
山
の
中
で
最
勝
で
あ
る
と
し
、

『
法
華
玄
賛
』

の
が
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
如
来
が
成
道
し
た
場
所
に
た
い
す
る
報
恩
の
た
め
に
住
し
た
と
い
い
、
仙
人
な
ど
が
住
し

( 88 ) 

も
こ
の
山
は
一
切
の
山
の
中
で
最
勝
で
あ
り
、
如
来
も
多
く
こ
の
山
で
法
を
説
い
た
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
各
師
に
は
相
通
じ
た
も

た
と
い
う
時
、
そ
こ
に
は
た
だ
単
に
イ
ン
ド
実
在
の
山
と
し
て
受
け
と
め
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
こ
の
山
に
理
念
的
な
何
か
を
求

め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
の
理
念
的
な
何
か
が
、
如
来
寿
量
品
に
お
け
る
「
霊
鷲
山
」
の
解
釈
に
さ
い
し
、
未
来
益
人
の
処
と
い
い
、
非
生
現
滅
・
非

減
現
減
と
い
い
、
実
報
土
と
い
い
、
迩
身
は
滅
し
て
も
法
身
は
常
だ
と
い
い
、
霊
山
に
処
現
す
る
の
だ
と
い
う
よ
う
な
釈
解
に
展
開
せ
し

め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
仮
説
を
た
て
て
み
る
と
、
如
来
寿
量
品
に
お
け
る
「
霊
鷲
山
」
は
、
イ
y
ド
実
在
の
山
か
ら
時

間
空
間
を
と
び
越
え
て
、
永
遠
の
未
来
と
結
び
つ
く
、
永
遠
の
未
来
へ
と
展
開
す
る
た
め
の
一
つ
の
モ
ニ
ュ
メ

γ
ト
的
な
役
割
を
果
た
そ

う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

鳩
摩
難
什
が
法
華
経
の
訳
出
に
さ
い
し
て
、
序
品
を
初
め
と
す
る
各
品
に
お
い
て
は
、
全
て
番
閣
堀
山
と
・
音
訳
し
た
の
に
、
如
来
寿
量



品
に
お
い
て
は
霊
鷲
山
と
意
訳
し
た
の
も
、
理
由
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
o

そ
し
て
鳩
摩
羅
什
の
意
図
は
法
華
経

の
注
釈
を
し
た
各
師
に
よ
っ
て
、

〔註〕ハ
1
〉

（

2
〉

ハ
3
〉

ハ
4
〉

〈

5
〉

〈

6
〉

〈

7
〉

（

8
〉

〈

9
〉

〈

叩

）

ハ日）
ハロ〉
〈
日
〉

（

M
〉

ハ
店
〉
ハM
W
〉

〈
げ
〉
〈
時
〉
〈
印
〉

み
ご
と
受
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こ
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兜

政

毘

沙

門

天

の

背
zヨ．
おミ

ー
ー
そ
の
成
立
の
思
想
史
的
意
義

l
l

高

橋

実

昭

は

じ

め

に

私
は
こ
の
小
論
で
、
兜
抜
毘
沙
門
天
像
の
成
立
を
通
じ
て
、
東
西
文
化
の
交
流
と
こ
れ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
政
治
的
並
び
に
紡
神
史
的

然
し
、
こ
れ
は
劣
し
い
文
献
の
中
で
は
非
常
に
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
幸
い

A
・
ス
タ
イ

γ
や
グ
ル
ン
ウ
ェ
ド
ル
、
ル
コ
ッ
ク
等
の
先

( 91 ) 

影
響
を
考
え
て
み
た
い
。

学
の
調
査
さ
れ
た
資
料
、
並
び
に
、
大
蔵
経
や
玄
突
の
大
唐
西
域
記
を
参
照
に
し
て
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
て
み
た
い
。

1 

大
発
如
意
兜
敏
蔵
王
呪
経
に
は
知
意
蔵
王
は
十
種
の
降
魔
の
身
に
変
現
す
る
と
あ
る
。

一
、
無
畏
観
自
在
、
二
、
大
発
天
王
、
三
、
帝
釈
天
王
、
四
、
大
自
在
天
王

蔵
王

五
、
魔
酪
首
羅
天
王

七
、
兜
践

八
、
多
婆
天
王
、
九
、
九
道
尊
星

十
、
牛
頭
天
王
〈
傍
線
筆
者
〉

兜
践
毘
沙
門
天
の
背
景
（
高
橋
〉



兜
紋
毘
沙
門
天
の
背
R
M

〈
高
橋
〉

か
く
普
通
形
毘
沙
門
天
像
と
兜
敏
形
毘
沙
門
天
像
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

然
し
て
、
こ
の
兜
敏
蔵
王
に
つ
い
て
は

。
。

。
。

兜
紘
蔵
王
其
威
徳
自
在
亦
如
－
玩
沙
門
天
王
－、
身
相
而
貌
悲
悠
降
魔
、
士
口
符
円
満
、

権
－－現
兜
紋
国
大
王
形

。

。
。

。
。
。

像一
、
尽
解
＝
脱
急
難
－
、
不
ν離
－
一
人
身
－
不
レ
代
ニ
人
体
一
、
唯
所
ニ
具
足
一
威
光
、
飛
興
期
天
、
遊
変
円以
有
－
一
自
在
一
、
帯
＝
持
大
万
横
剣
－
、

有
＝無
H
A
福
智
光
明－
、

護支田
敦燈紙本版画（開運四年A •D • 九四七年〉大英博物館蔵

権
＝
折

一
切
悲
敵
一掃
一
一
除
災
害
－
、

承。 l当。此於
二内然、0 jl法王t
~~ 涌o 玉菜
。出。 広
本 化 大手
孟：坐威令
外ζ‘’ ＝ 省官 レ
一、 運日、無

一 ーさと 「 驚
、大。怖
以。地。ー、
ν 事110J-1, 
掌。女0 g-' 
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安
静
結
坐
、」

具
－－如
ν
是
大
勢
威
力
－、
放
回
二
済
衆

生
－、
種
々
心
願
悉
令
－
一
満
足
一云云

（大
正
蔵
、
国
像
、
第
四
巻
、
三

五
三
頁
C
）

ー寸

」
悠
者

と
あ
る
。
こ
の
経
は
大
蔵
経
に
そ
の
名

の
見
え
な
い
経
典
で
、
且
つ
又
、
仏
教

の
パ
ン
テ

ィ
オ
γ
に
存
在
し
な
い
牛
頭

1 

天
王
な
ど
の
名
が
あ
る
か
ら
、

中
国
の



宋
時
代
の
新
作
と
い
わ
れ
、
鎌
倉
時
代
の
編
纂
の
阿
婆
縛
抄
に
も
「
新
渡
の
続
山
内
」
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
藤
原
時
代
に
我
が
固
に
伝

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
然
し
て
間
組
は
こ
の
経
の
生
れ
た
時
に
、
兜
鉱
山
地
沙
門
天
像
が
紋
uT
や
成
立
し
て
い
て
、
二
種
の
昆
沙

門
天
像
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
差
は
、
普
通
形
の
そ
れ
は
、
写
真
2
の
如
く
邪
鬼
を
ふ
ん
ま
え
、
躍
動
的
で
左
右
が
不
整
合
で
あ
る
の
に
対
し
、
兜
肱
形

は
地
天
が
出
仰
げ
る
形
で
、
正
面
性
、
や
や
硬
直
化
が
目
立
つ
が
、
頭
に
臥
凪
の
つ
い
た
冠
を
か
む
り
、
膝
ま
で
垂
れ
た
左
前
の
金
鎖
の
鎧

( 93 ) 

2 

を
つ
け
、
腕
に
は
海
必
簡
手
と
い
わ
れ
る
金
制
汁
を
つ
づ
っ
た
卯
状
の
納
を
つ
け
て
い
る
。
特
に
杵
泌
形
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
性
は
西
城
教

埠
の
壁
画
に
ま
で
及
ん
で
、
そ
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

兜
時
臥
毘
沙
門
天
の
背
景
（
肉
眼
悩
）



兜
駿
見
沙
門
天
の
背
景
ハ
高
橋
）

こ
の
傾
向
は
日
本
に
ま
で
及
び
、
兜
抜
形
は
羅
城
門
楼
上
に
置
か
れ
た
と
い
う
、
京
都
の
東
寺
の
像
と
他
の
普
通
形
の
昆
沙
門
像
の
対

比
で
も
明
ら
か
で
あ
る
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
東
寺
の
像
が
実
に
西
域
的
な
の
に
比
し
て
、
兵
庫
県
の
達
身
寺
の
そ
れ
は
普
通
形
の
毘
沙

門
天
の
服
装
に
同
化
し
、
紀
州
道
成
寺
で
は
更
に
一
歩
こ
の
傾
向
を
進
め
、
大
宰
府
の
観
世
音
寺
の
も
の
に
な
る
と
、
両
足
が
地
天
に
支

あ
b
せ

え
ら
れ
る
の
を
除
い
て
、
何
ら
異
な
る
所
が
な
く
な
っ
て
来
る
ov
従
っ
て
、
こ
の
兜
践
形
が
左
柾
や
正
面
性
等
後
述
の
如
き
西
域
風
の
特

徴
を
も
っ
所
か
ら
、
そ
の
成
立
の
場
所
が
推
定
さ
れ
る
。
否
そ
の
場
所
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
場
所
で
こ
う
し
た
像
を
作
り
出
し
た
思
想

的
変
化
が
、
な
ぜ
も
た
ら
さ
れ
た
か
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

即
ち
、
普
通
毘
沙
門
天
像
が
、
邪
鬼
を
ふ
ん
ま
え
て
い
る
。
邪
鬼
側
か
ら
す
れ
ば
、

「
他
動
的
に
ふ
ん
ま
え
ら
れ
て
い
る
」
も
の
か
ら

写
真
1
の
如
く
「
主
体
的
に
」
毘
沙
門
天
を
「
捧
げ
も
っ
て
い
る
」
と
こ
ろ
に
「
思
想
的
深
化
」

「
立
場
の
飛
躍
」
が
示
さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
る
。

( 94 ) 

2 

そ
も
そ
も
見
沙
門
天
の
ル
l
ツ
は
パ

l
ル
フ
ッ
ト
や
マ
ト
ゥ
l
ラ
の
ス
ト
ゥ
l
パ
の
欄
楯
の
柱
に
彫
ら
れ
て
い
る
ヤ
ク
シ
ヤ
・
ヤ
ク
シ

ー
の
よ
う
に
、
大
地
の
生
命
力
に
対
す
る
信
仰
に
根
ざ
す
。
大
地
の
生
命
力
の
表
現
が
聖
樹
で
あ
り
、
そ
の
人
格
化
が
ヤ
ク
シ
ヤ
・
ヤ
ク

シ
ー
で
あ
る
。
こ
の
一
体
化
を
表
現
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
彫
刻
が
あ
る
。
写
真
4
の
如
く
表
か
ら
見
る
と
盛
満
な
ヤ
ク
シ
l
像
だ
が
裏
面
は

植
物
の
茎
や
花
で
あ
る
。
こ
れ
は
男
性
の
ヤ
ク
シ
ヤ
で
も
同

bv写
真
5
の
如
く
巨
大
な
ヤ
ク
シ
ヤ
の
両
足
の
聞
に
木
の
芽
が
崩
え
出
て

こ
れ
は
写
真
3
の
如
く
豊
満
な
女
神
が
足
を
木
の
幹
に
か
ら
め
、

像
」
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。

い
る
か
ら
で
あ
る
。

手
で
枝
を
つ
か
ん
で
い
る

「
樹
と
夜
叉
の
一
体



兜
級
協
沙
門
え
の
相
川
川
川
（
高
崎
〉

4 マトウーラヤクシニー

マトウーラ博必
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兜
絞
毘
沙
門
天
の
拘
H
品
川
〈
高
橋
〉

マトウーラi事正義ヤタシヤ5 
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然
も
こ
れ
ら
の
像
は
不
可
思
議
な
も
の
を
ふ
ん
ま
え
て
い
る
。
人
間
ら
し
い
も
の
、
牛
や
馬
、
ま
し
て
マ
カ
ラ
と
い

っ
て
、
尾
が
魚
で

体
が
動
物
の
も
の
、
民
に
は
植
物
の
花
や
水
の
珪
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
地
の
生
命
力
、
そ
の
大
地
を
し
て
脱
線
な
ら
し
め
る
モ
ン
ス

《

7
v

l
ン
の
雨
即
ち
「
水
」
を
表
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
不
可
思
議
な
も
の
を
ふ
ん
ま
え
て
い
る
像
を
見
て
い
る
と
、
明
ら
か
に
将
泊
昆
沙
門
天
の

「邪
山
地
」
は
こ
の
イ
ン
ド
の
伝
統

の
下
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
然
し
こ
れ
に
対
し
て
前
述
の
如
く
、
意
識
的
に
「
持
げ
も
つ
」
も
の
は
臭
っ
た
系
統
の
も
の
と
い
え
よ

ぅ。



イ
ン
ド
の
大
自
然
か
ら
生
れ
た
夜
叉
信
仰
は
、
孔
雀
王
呪
経
の
示
す
が
如
く
、
各
種
族
で
、
恰
も
ト
ー
テ
ム
神
の
如
く
、
夫
々
部
族
の

主
神
と
し
て
記
ら
れ
て
居
り
、
総
数
二
百
に
及
ぶ
夜
叉
を
中
心
に
彼
等
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
の
生
活
が
大

樹
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
根
方
で
寄
り
合
い
、
冠
婚
葬
祭
等
の
通
過
儀
礼
を
行
っ
て
い
て
、
そ
の
生
活
は
そ
の
土
地
そ
の
土
地
の
い
ろ
い

ろ
の
大
樹
と
切
っ
て
も
切
れ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
原
始
経
典
に
随
所
に
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

然
し
、
人
聞
の
意
識
が
発
達
し
て
来
る
と
、
人
聞
社
会
の
状
態
の
感
情
移
入
が
こ
の
夜
叉
の
世
界
に
ま
で
及
び
、
主
長
と
家
来
の
系
統

だ
て
が
行
わ
れ
た
、
そ
の
頂
点
に
立
っ
た
の
が
、
バ
イ
ス
ラ
パ
I
ナ
（
毘
沙
門
天
）
で
あ
っ
た
。

長
阿
含
第
二
十
第
四
分
世
記
経
四
天
王
品
第
七

「
若
毘
沙
門
天
王
。
欲
詣
伽
見
延
頭
園
遊
規
時
。
即
念
提
頭
頼
天
王
。
提
頭
頼
天
王
復
自
念
言
。
今
毘
沙
門
王
念
我
。
即
自
荘
厳
駕

毘
沙
門
天
王
常
有
五
大
鬼
神
。
待
衛
左
右
。

一
名
般
閤
楼
。
二
名
檀
陀
羅
。
三
名
越
摩
故
陀
。
四
名
提
偏
縁
。
五
名
修
逸
路
摩
。
此
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乗
宝
車
。
真
無
数
乾
沓
和
神
前
後
囲
遇
。
詣
毘
沙
門
天
王
前
於
一
面
立
。
：
：
：
昆
楼
劫
天
王
：
：
：
昆
楼
婆
叉
：
：
：
四
天
王
大
臣
：
：
：

五
鬼
。
常
随
待
街
。
昆
沙
門
玉
福
報
功
徳
威
神
是
。
」

（
長
阿
含
世
記
経
四
天
王
品
）
と
。

（
大
正

I
l
－－一一
O
c）

起
世
経
巻
第
六
四
天
王
品

。
。
。
。

「
爾
時
昆
沙
門
大
天
王
、
即
亦
自
著
＝
衆
宝
現
洛
ス
荘
＝
厳
其
身
ス
駕
コ
種
種
乗
－
、
与
コ
提
頭
頼
昭
、

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

大
天
王
－
、
各
将
＝
所
属
諸
天
王
衆
－
、
前
後
囲
透
、
皆
共
往
－
－
詣
迦
見
延
多
国
苑
乙
到
巳
在
＝
苑
門
前
九
暫
時
停
住
、

毘
楼
勅
迦
、

枇
楼
博
叉
等
四

諸
比
丘
、

其

迦
昆
延
多
苑
中
、
自
然
而
有
三
ニ
種
風
輪
－
、
謂
－
－
閲
浄
吹
－
、
関
者
関
＝
彼
園
門
六
浄
者
浄
＝
其
園
地
－
、

楼o瓢
勤。鴎
迦。、
天。諸
王。比
、丘
此。
楼。迦
博o毘
叉。延
天o多
玉。苑
笥。宍
与。所
＝レ
諸o散
小。衆
王。花
及。
衆o積
巻。至
害。手
因。膝
遺。ー、

吹
者
吹
－
－
其
園
樹
－
、
令
ν花

0

0

0

0

0

0

 

種
々
香
気
周
遍
普
薫
「
雨
時
毘
沙
門
大
天
王
、
提
頭
旗
陀
天
王
、

。
。
。
。
。
。
。
。

共
入
＝
迦
昆
延
多
苑
中
－
、

燥
浴
遊
戯
、

種
々
受
楽
、

李
被
園

兜
政
見
沙
門
天
の
背
景
〈
高
橋
〉



兜
紋
川地
沙
門
天
の
河
川
以
ハ
高
僑
〉

中
｝
投
浴
誌
じ
」

〈
大
正

l
l
l
三
四

O
a）

こ
れ
は
毘
沙
門
天
王
が
他
の
三
天
王
や
そ
の
作
肢
を
従
え
て
凶
苑
に
遊
ぶ
牧
民
の
「
行
進
天
王
国
〈
写
真
6
〉
」
が
こ
れ
を
図
示
し
て

い
る
如
く
で
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
と
時
代
的
に
も
前
後
す

大英博物館蔵

る
が
、
ガ
ン
ダ
i
ラ
で
は
、
土
俗
神
パ

ン
チ
カ
と
ハ
l
リ
テ
ィ
が
信
仰
さ
れ
て

い
た
が
、
西
か
ら
の
外
来
民
族
は
、
～日凶

教的問中行道天王図

の
神
で
あ
る
火
の
神
フ
ア
ロ
ー
や
、
生
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を y[
も別
つ殖
ての
入 1J11
つ ア
てル
＊・ド
たタ。
手ノ

こョ
れ｜
ら（の
.10 
か~ IJ・
ガ 仰

ン
〆
l
ラ
の
地
で

「
判
A
H
」
し
た
。
判

〈け
と
は
同
じ
性
絡
の
仙
仰
を

一
方
の
民
肱

6 

は
パ
ン
チ
カ
と
し
、
他
の
民
族
は
フ
7

ロ
l
、
叉
ハ
l
リ
テ
ィ
ー
を
ア
ル
ド
グ

シ
ョ
！
と
凡
な
し
て

一
つ
の
も
の
を
阿

方
で
寸
前
な
く
い
仰
す
る
こ
と
で
あ
る
。
民
民
族
雑
M
仙の品川
u
u刷
的
世
界
な
ら
で
は
の
妥
協
的
な
考
え
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
ク
シ
ャ
ン
朝
で

行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
閲
し
て
は
、
私
は
い
ろ
い
ろ
の
論
文
で
述
べ
て
米
た
。



と
の
綜
A
けで
あ
る
。
即
ち
、

タフト ・イ ・パーイllU:
フア ローとアノレドタショー（パγチカとハー リティ〉

物λ；！）~Ii.It館~Ji.

7 

民
に
、
ζ

れ
ら
が
仏
教
の
中
に
と
り
入

れ
ら
れ
て
米
る
。
火
の
神
フ
ア
ロ
ー
と
習

合
し
た
パ
ン
チ
カ
は
イ
ン
ド
の
ヤ
ク
シ
ヤ

ヤ
タ
シ
！
の
主
民
た
る
ク
ベ
ラ

・
パ
イ

ス
ラ
パ
l
ナ
の
五
人
の
大
将
軍
と
し
（
前

述
長
阿
含
世
必
経
〉
や
が
て
山
地
沙
門
天
そ

の
も
の
と
叩
符
合
さ
れ
て
民
別
が
分
ら
な
く

な
っ
て
行
く
。

一
万
ア
ル
ド
ク
シ
ョ

！
と

判
介
し
た
ハ

l
リ
テ
ィ
ー
は
、
こ
れ
父
山
地

c 99 ) 

子
母
仰
と
し
て
、
仏
教
の
中
に
そ
の
地
位

を
占
め
た
。

引
払
が
特
に
興
味
を
も
つ
の
は
、
凶
方
の

「火
」
の
仰
と
、
イ
ン
ド
の
「
水
」
の
神

イ
ン
ド
は
モ
ン
ス
ー
ン
の
州
に
よ

っ
て
、

「樹
が
小
い
え
収
股
が
得
ら
れ
る
。
そ
れ
が
こ
す
れ
合
っ
て

「
火」

「
水
↓
火
」
と
い
う
思
想
系
体
が
リ
グ

・
ベ
l
〆
以
米
の
伝
統
で
あ
る
。

が
出
る
。

て
%
と
な
り
、
物
淡
い
．
山
を
降
ら
す
。
砂
淡
の
．
山
は

「
ノ
ア
の
箱
舟
」

一
方
砂
出
で
は
、
強
烈
な
太
山
酬
が
す
べ
て
を
焼
き
つ
く
す
。
地
上
の
水
分
を
余
す
と
己
ろ
な
く
地
表
か
ら
え
一
発
さ
せ
る
。
こ
れ
が
集
つ

す
べ
て
の
生
命
を
洗
い
流
す
が
如
く
供

の
仰
げ
中
川
の
．．
 
小
す
が
如
く
、

山
%
減
陀
沙
門
大
の
品
川
氏

（N
M
締）



兜
践
毘
沙
門
天
の
拘
川
氏
（
尚
橋
〉

水
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
砂
淡
に
生
命
の

「
再
生
」

「
観
活
」
を
も
た

ら
す
。
私
の
体
験
で
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
パ
ル
フ
で
、
或
は
シ
リ
ヤ

砂
川
出
で
、
は
た
又
イ
ラ
ン
の
シ
ラ
l
ズ
か
ら
ベ
ル
セ
ポ
リ
久
へ
の
道
で

こ
の
「
火
に
よ
る
．
山
」
に
よ
っ
て
砂
漠
が
再
生
し
、
前
に
nル
た
焼
け
来

ベノレシャワノレ博誠

て
た
砂
肢
と
全
く
別
物
と
忠
わ
れ
る
純
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
砂
川
山
で
は

ハ

mv

「
火
↓
水
」
の
桃
図
が
見
ら
れ
た
。

か
く
て
火
の
神
た
る
フ
ア
ロ

！
と
水
の
神
ヤ
ク
シ
ヤ

・
ヤ
ク
シ
l
が

習
合
し
て
パ
ン
チ
カ
と
な
り
ク
ベ
ラ

・
パ
イ
ス
ラ
l
パ
1
ナ
と
な
る
こ

と
は
「
火
」
と
「
水
」
の
両
文
化
が
、
毘
沙
門
天
の
中
に
綜
合
凝
結
さ

(JOO) 

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

3 

こ
う
し
た
「
火
」
と

「水
」
の
文
化
を
兼
ね
そ
な
え
た
毘
沙
門
天
が

仏
教
の
中
に
確
固
た
る
地
位
を
占
め
て
行
く
。
例
え
ば
ガ
ン
ダ
1
ラ
彫

刻
の
「
仏
鉢
供
長
図
」
の
如
く
、
一
二
天
王
と
共
に
釈
却
に
「
鉢
」
を
供

長
し
て
い
る
像
の
よ
う
に
、
仏
教
の
中
に
深
く
か
か
わ
っ
て
米
る
。

然
し
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
土
木
だ
武
装
し
て
い
な
い
で、

ギ



リ
シ
ャ
の
服
装
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
且
つ
文
段
々
武
器
を
も
っ
た
も
の
が
現
れ
て
来
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
紋
た
る
も
の
は
タ
カ

ー
ル
出
土
の
巨
大
な
パ
ン
チ
カ
倣
で
あ
る
。
こ
れ
は
又
サ
リ
パ
ロ

1
ル
山
土
の
三
メ
の
陥
引
を
も
ち
牙
を
む
き
出
し
た
鬼
子
母
神
の
像
に
つ

《

M）

ク
シ
ヤ
ソ
と
い
う
国
家
の

い
て
も
言
え
る
こ
と
で
、
共
に
守
護
神
的
性
幹
怖
が
出
て
来
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
然
も
、
個
人
と
い
う
よ
り
、

安
寧
を
祈
る
方
向
に
進
み
、
更
に
西
域
に
仏
教
が
進
む
と
、
こ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
行
く
。

兜
政
川
地
沙
門
天
の
拘H
n
M

（高
橋
）

ホール｜$誠

然
ら
ば
こ
の

「
守
護
神
的
性
的
」
は
ど

の
施
聞
に
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

大
西
西
域
記
巻
第
一

、
迦
皐
試
国
の

パンチカラ

条仏
院
東
川
市
大
神
ド
ぃ
像
右
下
状
地
球

(IOI) 

宝
、
賀
子
之
所
蔵
也、

故
其
銘
目
、

伽
藍
何
時
棋
取
以
修
治
、
近
有
辺
主
食

秘
凶
暴
、
附
此
伽
既
多
蔵
珍
宝
、
駆

遂
僧
徒
方
市
発
掘
、
神
王
冠
中
開削鵡

烏
像
乃
密
羽
驚
鳴
地
為
箆
動
、
王
及

制
刈
附
刻
側
吋
．
久
而
得
起
謝
件
以

U

附
（
大
日
｜
八
七
回

a
）
傍
線
唱
者

9 

と
、
ヵ
ニ
シ
カ
の
夏
の
都
カ
ピ
シ
に
あ



兜
践
毘
沙
門
天
の
背
景
（
高
橋
〉

っ
た
シ
ナ
か
ら
送
ら
れ
た
人
質
の
寺
の
地
下
に
埋
め
ら
れ
た
財
宝
を
盗
ろ
う
と
し
た
盗
賊
に
、
天
王
の
冠
の
鳥
が
ば
た
ば
た
し
て
、
大
地

震
が
起
り
、
矯
い
た
盗
賊
は
逃
げ
去
っ
た
と
か
、
或
は
大
唐
西
域
記
巻
一
縛
喝
国
の
納
縛
僧
伽
藍
で

：
・
近
突
厭
葉
護
可
汗
子
島
葉
護
可
汗
、
傾
其
部
落
率
其
戎
旅
奄
襲
伽
藍
欲
図
珍
宝
、
去
此
不
遠
屯
軍
野
次
、
其
夜
夢
見
此
沙
門
天

日
、
汝
有
何
力
敢
壊
伽
藍
、
因
以
長
戟
貫
徹
胸
背
、
可
汗
驚
籍
便
苦
心
捕
、
遂
告
群
属
所
夢
符
、
徴
馳
諦
衆
僧
方
伸
機
謝
、
未
及
返

命
巳
従
弘
残
伽
藍
内
：
：
：
（
大
田
｜
八
七
二
C
〉
傍
線
筆
者

で
突
厭
王
が
毘
沙
門
天
の
寺
を
攻
撃
伽
藍
を
破
壊
し
よ
う
と
し
た
前
夜
、
夢
枕
に
立
た
れ
た
天
王
は
長
い
槍
で
王
の
胸
を
つ
き
さ
し
た
。

篤
い
た
王
は
神
前
で
俄
悔
し
よ
う
と
し
た
が
、
時
既
に
お
そ
く
絶
命
し
た
と
あ
る
。

更
に
担
躍
旦
那
国
の
条
に
は

：
：
：
其
王
遷
ν都
作
レ
邑
、
建
レ
国
安
レ
人
、
功
績
己
成
、
歯
重
云
幕
、
未
レ
有
－
－
胤
嗣
一
、
恐
レ
絶
＝
宗
緒
－
、
乃
往
－
－
毘
沙
門
天
神
所
－
、
祈

(102) 

説
諦
レ
嗣
神
像
額
上
、
剖
＝
出
嬰
該
六
捧
以
回
レ
駕
、
国
人
称
ν鹿
。
既
不
ν飲
レ
乳
、
恐
コ
其
不
v
寿、

尋
詣
－
一
神
澗
－
、

重
論
－
－
育
養
－
。

神
前
之
地
、
忽
然
隆
起
、
其
状
如
レ
乳
、
神
竜
飲
晩
、
遂
至
＝
成
立
－
、

智
勇
光
ν前、

風
教
還
被
、

遂
営
二
神
岡
－
、

宗
＝
先
祖
－
也
。

自
レ
放
巳
降
、
変
世
相
承
、
伝
レ
国
君
臨
、
不
レ
失
コ
其
緒
－
、
故
今
神
廟
多
一
一
諸
珍
宝
－
、

拝
澗
享
祭
無
レ
替
－
－
於
時
－
。

地
乳
所
レ
育
、
因

為
－
－
国
号
－
。

〈
大
正
蔵
、
第
五
十
一
、
九
四
三
頁
b
）
傍
線
筆
者

と
あ
り
、
今
の
西
域
ホ
l
タ
ン
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
国
で
は
国
主
に
子
が
な
か
っ
た
の
で
毘
沙
門
天
王
に
祈
る
と
天
王

の
頭
か
ら
赤
子
が
請
出
し
た
。

（
写
真
1
の
毘
沙
門
天
の
向
っ
て
右
の
待
者
に
よ
っ
て
捧
げ
も
た
れ
た
小
児
が
そ
れ
を
示
す
）
然
し
こ
の

子
は
乳
を
飲
ま
な
か
っ
た
の
で
、
再
び
祈
る
と
神
前
の
地
が
隆
起
し
て
、
恰
も
乳
房
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
子
供
は
こ
れ
に
む
し
ゃ
ぶ
り
つ

い
て
乳
を
飲
ん
で
成
長
、
こ
れ
が
こ
の
国
の
先
祖
と
な
っ
た
と
あ
る
。



然
し
て
問
題
な
の
は
、
こ
の
後
で
大
唐
西
域
記
に
鼠
が
こ
の
国
を
放
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

此
沙
硝
中
鼠
大
如
レ
蛸
、
其
毛
則
金
銀
異
レ
。。

時
盟
薩

玉

城

西

百

五

六

十

里

、

並

鼠

嬢

墳

也

、

。

。

。

色
、
為
－
－
其
群
之
曾
長
六
毎
出
レ
穴
遊
止
則
群
鼠
為

y従
。
背
者
側
奴
率
＝
数
十
万
衆
－
定
－
－
掠
辺
容
、

旦
那
玉
率
－
－
数
万
兵
－
、
恐
＝
力
不
v敵
、
索
知
－
一
碩
中
鼠
－
奇
而
未
神
也
、
泊
－
－
乎
窟
至
－
無
ν所
ν求
レ
数
、
君
臣
鍵
恐
莫
ν知
－
－
図
計
六
荷

大
沙
硝
正
路
中
有
＝
堆
阜
－
、

聞
＝
之
土
俗
－
目
、

至
＝
鼠
墳
側
一
屯
レ
軍
、

復
設
レ
祭
焚
レ
香
請
レ
鼠
、
翼
其
有
レ
護
少
加
－
－
軍
力
－
。
其
夜
極
陸
旦
那
王
夢
見
－
一
大
鼠
－
、
日
敬
欲
－
一
相
助
－
、

願
早
治
ν兵、

旦
日
合
戦

必
当
ニ
克
勝
－
樫
薩
旦
那
王
知
レ
有
－
－
霊
祐
－
、
遂
整
コ
戎
馬
二
申
令
＝
将
士
－
、
未
明
而
行
、
長
駆
掩
襲
、
何
奴
之
聞
也
、
英
ν
不
レ
儲
湾
、

。
。
。
。

方
欲
＝
駕
レ
乗
被
p
鎧
、
而
諸
馬
鞍
人
服
弓
弦
甲
純
、
凡
厭
帯
糸
鼠
皆
醤
断
、
兵
窟
既
臨
市
縛
受
レ
獄
、
於
ν是
殺
＝
其
将
ス
虜
－
－
其
兵
－
、

。
。
。
。

何
奴
箆
倍
以
為
＝
神
霊
所
p
祐
也
。
撞
薩
旦
那
玉
感
＝
鼠
厚
恩
－
建
レ
洞
設
ν祭
云
々
ハ
大
正
日
｜
九
四
四

a
b〉

こ
れ
は
見
沙
門
天
王
の
名
は
出
て
い
な
い
が
、
明
ら
か
に
、
毘
沙
門
天
王
の
春
属
と
し
て
の
鼠
の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
不
空
訳
毘
沙
門

(103) 

天
王
儀
軌
の
西
城
の
安
西
裁
と
同
じ
話
だ
か
ら
、

ホ

1
タ
ン
で
も
前
述
の
子
供
を
与
え
た
財
宝
神
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
守
護
神
と
し

て
和
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

毘
沙
門
天
王
儀
軌
に

領
天
兵
救
援
安
西
故
来
辞
。
聖
人
設
食
発
遣
。
至
其
年
四
月
日
。
安
西
表
到
云
。
去
二
月
十
一
日
巳
後
午
前
。
去
域
東
北
三
十
塁
。

有
雲
霧
斗
問
。
霧
中
有
人
。
身
長
一
丈
。
約
三
五
百
人
尽
著
金
甲
。
至
酉
後
鼓
角
大
鳴
。
声
援
三
百
里
。
地
動
山
崩
停
住
＝
百
。
五

国
大
健
尽
退
軍
。
抽
兵
諸
営
墜
中
。
並
是
金
鼠
岐
弓
考
絃
。
及
器
械
損
断
尽
不
堪
用
。
有
老
弱
去
不
得
者
。
臣
所
管
兵
欲
損
之
。
空

中
云
放
去
不
須
殺
。
尋
戸
反
顧
斌
北
門
楼
上
有
大
光
明
。
毘
沙
門
天
王
見
身
於
楼
上
。

（
大
正

l
m
l二
二
八
b
〉

即
ち
安
西
裁
が
と
り
か
こ
ま
れ
た
の
で
見
沙
門
天
主
に
祈
る
と
数
百
の
丈
余
の
天
兵
が
鎧
を
着
て
霧
の
中
か
ら
出
来
、
太
鼓
等
で
大
声

兜
蹴
毘
沙
門
天
の
背
景
ハ
高
橋
〉



兜
政
見
沙
門
天
の
背
景
ハ
高
橋
）

を
あ
げ
た
の
で
、
三
百
里
に
わ
た
っ
て
、
大
地
が
振
動
し
、
山
が
崩
れ
た
の
で
、
大
軍
は
退
散
。
そ
の
夜
、
金
の
鼠
が
現
れ
て
鎧
や
弓
の

糸
を
食
い
ち
ぎ
り
、
更
に
、
北
門
楼
上
で
大
光
明
が
出
、
毘
沙
門
天
王
が
現
れ
た
の
で
生
命
か
ら
が
ら
逃
げ
出
し
た
。

「
不
空
伝
」
の
条
の
如
く

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

：
：
：
蕃
部
驚
潰
、
彼
営
塁
中
有
ν
鼠
、
金
色
咋
＝
弓
脅
弦
－
皆
絶
、
城
北
門
楼
有
＝
光
明
天
王
－
、

『
宋
高
僧
伝
』
巻
第
一

怒
視
蕃
帥
大
奔
、

帝
覧
ν奏
謝
レ
空
、

因
勅
＝
諸
道
－
城
楼
置
＝
天
王
像
－
、
此
其
始
也
。

〈
大
正
蔵
、
第
五
十
、
七
一
四
頁

a
〉
傍
線
筆
者

そ
こ
で
帝
王
は
諸
道
に
命
令
し
て
、
城
の
楼
門
に
は
毘
沙
門
天
像
を
把
ら
し
め
た
。
楼
門
に
天
王
像
を
置
く
は
じ
め
で
あ
る
と
あ
る
。

か
く
て
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ピ
シ
、
バ
ル
フ
、
そ
し
て
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
を
は
さ
ん
で
南
北
の
ホ
l
タ
ン
、

ク
ツ
チ
ヤ
と
い
う

範
囲
に
守
護
神
と
し
て
の
毘
沙
門
天
信
仰
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
砂
漠
の
オ
ワ
シ
ス
国
家
は
規
模
が
小
さ
い
。
そ
し
て
平
和
的

な
通
商
で
生
き
て
い
る
為
軍
事
的
に
は
強
く
な
い
。
為
に
制
奴
等
の
強
大
な
遊
牧
国
家
が
攻
め
て
来
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
そ
こ
で

( 104) 

タ
カ
l
ル
出
土
の
像
の
如
き
、
守
護
神
的
性
格
が
ま
す
ま
す
要
請
さ
れ
て
来
た
。
こ
う
し
た
性
格
を
強
調
し
た
一
つ
が
「
兜
践
」
形
の
毘

沙
門
天
像
の
出
現
で
あ
る
と
思
う
。

4 

兜
抜
形
で
は
い
ろ
い
ろ
の
特
徴
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
を
オ
l
レ
ル
・
ス
タ
イ

γ
が
敦
埠
で
入
手
し
た
と
い
わ
れ
る
大
英
博
物
館
蔵
画
像

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
読
者
は
前
掲
写
真
1
の
特
徴
を
以
下
の
記
述
と
照
し
合
せ
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
、
鳥

カ
ピ
シ
で
盗
賊
が
天
王
の
冠
の
烏
が
羽
ば
た
く
の
に
驚
い
て
逃
げ
た
と
の
大
唐
西
域
記
の
記
事
や
、
安
西
棋
の
像
を
模
し
た
と
い
わ
れ



く
り
で
、
サ
サ
ン
ベ
ル
シ
ャ
の
武
人
の
典
型
を
毘
沙
門
天
像
に
見
る
思
い
が
す
る
。

B
、
火

スワット出土焔Ji1仏（川から火、足から水〉上の刈にfl：怠
唱者員長

る
束
ヰ
寸
蔵
の
像
の
冠
に
凧
凪
が
あ
る
。
勿
論

』
の
鳳
凪
は
小
国
交
化
の
影
細
川
で
あ
る
が
、

も
と
も
と
は
フ
フ
ァ
ル
ナ

フ

（
魂
）
を
天
に

迎
ぶ
応
で
あ
る
。
従
っ
て
写
真
刊
の
如
く
ガ

し、ン

るハ ダ
o!§ I 

最ラ
もの
有彫
名刻
なの
の部
は分

タ沢
キ山
シ描
ラカ、

のれ
ギて

リ
シ
ャ
人
の
町
シ
ル
カ
ッ
プ
の
双
訓
酬
の
鷲
の

寺
院
の
も
の
で
あ
る
。

毘
沙
門
天
像
の
冠
の
上
に
も

μ全
体
の
も

( 105) 

の
や
、
写
真
1
の
冠
の
如
く
羽
根
を
ひ
ろ
げ

た
さ
ま
を
図
案
化
し
た
冠
を
か
ぶ
っ
た
も
の

も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
写
真
日
の
イ
ラ
ソ
の
コ

10 

ス
ロ

l
ニ
世
の
狩
猟
図
の
王
の
頭
部
と
そ
っ

写
真
1
の
敦
慢
の
画
像
の
如
く
、
房
か
ら
三
日
月
を
立
て
た
よ
う
に
頭
部
の
両
側
に
火
炎
が
立
ち
の
ぼ

っ
て
い
る。

（
松
本
氏

兜
政
毘
沙
門
天
の
掛
H
R
M

（
雨
続
〉

所
制
「
火
焔
光
背
」

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
災
博
物
館
蔵
の
絹
本
兜
践
像
や
七
リ
ン
デ
ィ
ア

H
O
ロ

ハ
デ
リ
1
中
亜
博
蔵
）



兜
冊
以
毘
沙
門
天
の
背
R
M

ハ
高
橋
〉

敦
埠
画
の
研
究
附
図

5
5
H
N
N
白
〉
等
で
も
同
じ

で
あ
る
。
兜
敏
形
で
は
な
い
が
写
真
6
の
教
埠
行

道
天
王
像
に
至
つ
て
は
炎
々
た
る
炎
が
頭
部
の
前

後
に
た
な
び
く
。

」れ
ら
は
法
天
訳

「
仏
説
毘
沙
門
天
経
」
に

北
方
世
界
有
薬
叉
名
倶
吠
螺
有
大
威
徳
身
光
織

盛
如
大
火
焔
〈
大
正
｜
幻
｜
一
一
一
七
b
〉

と
あ
る
。
問
題
は
経
由
州
が
先
か
、
こ
う
し
た
像
や

絵
が
先
か
で
あ
ろ
う
が
、
常
識
的
に
「
火
」
の
文

化
を
背
景
と
し
て
、
こ
う
し
た
経
典
の
文
市
が
出

来
た
と
々
え
る
方
が
’
H
然
で
あ
る
。

火
は
リ
グ

・
ベ
l
〆
以
来
イ
ン
ド
に
あ
る
こ
と

は
勿
論
だ
が
、
こ
の
オ
ワ
シ
ス
国
家
椋
は
ベ
ル
シ

ャ
系
の
人
種
で
あ
り
、

ササンi:PIコスローニ也符猟文銀llJL
松本氏敦但画研究より複写
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11 

且
つ
叉
ベ
ル
シ
ャ
系
の
文
化
が
多
く
こ
の
地
に
流
入
し
て
い
る
か
ら
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
ま
で
特
定
出
来
な
い

c、
長
い
ス
カ
ー
フ

ま
で
も
等
、
ベ
ル
シ
ャ
の
「
火
」
の
宗
教
の
影
山
首
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
児
沙
門
天
像
で
も
肩
か
ら
体
の
両
側
に
長
い
布
を
虫
ら
し
た
も
の
が
あ
る
。
今
は
原
型
の
意
味
を
失
っ
て
、
山
中
な
る
装
飾
と
な



っ
て
い
る
が
。

こ
の
ス
カ
ー
フ
は
敦
埠
の
写
真
ー
で
も
、

同
様
に
松
本
氏
敦
題
画
の
研
究
附
図

〈

H
H匂
P
H
N
o
v
・H
N
N
P
H
N
ω
”r
H
N
ω
σ

－H
N
A
F
F
H
N
H
O
〉
に

も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
法
隆
寺
壁
画
の
飛
天
の
如
く
、

は
た
又
西
域
の
千
仏
澗
や
敦
燈
の
飛
天
が
美
し
い
「
羽
衣
」
を
ま
と
っ
て
天

上
を
舞
っ
て
仏
を
こ
と
ほ
い
で
い
る
の
と
規
を
一
に
す
る
。

兜
政
見
沙
門
天
の
背
景
（
高
橋
〉

キジール武人像〈グルγドウェデルのスケッチ〉
Le Coq Buried Trea鵠 r闘 ofChinese Turkistan 

〈源氏論文より複写〉

12 

こ
れ
ら
は

『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
第
五
、
凝
円
寺
、
宋
雲
恵
生
西
域

巡
行
記
中
「
子
岡
国
」
の
条
、

至
＝
子
岡
国
－
、
王
頭
著
－
－
金
冠
一
似
＝
鶏
瞭
－
頭
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

垂
三
一
尺
生
絹
－
広
五
寸
、
以
為
レ
飾
。

頭。
後。

（
大
正
蔵
、

( 107) 

第
五
十
一
、

一
O
一
九
頁

a〉

帯。『
ー、北

垂。さ
之。西
於。域
竺。伝
、ー園、
坐魯

金面
加罰1 L一
子の

~ ~ 
0 -

。
。
。
。
。

其
玉
頭
繋
＝
採

ω
g
z・
〉
ロ

aoロ
仲
間

F
o
g
D
司円、・

F
H
M
一

ω
g
z－
ω
R
E
a
E
 

司
F
－
n
M
M〈

以
上
か
ら
し
て
、
七
・
八
世
紀
に
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
一
帯

に
も
こ
の
風
習
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
然
し

て
、
そ
の
ル
l
ツ
は
サ
ザ
ン
朝
や
パ
ル
チ
ヤ
時
代
の
ベ
ル



兜
絞
毘
沙
門
天
の
背
景

（高
橋〉

シ
ャ
に
そ
の
例
を
求
め
ら
れ
る
。
即
ち
前
掲
写
真
日
の
コ
ス
ロ

l
二
世
や
パ
ラ
l
ム
二
世
等
ベ
ル
シ
ャ
の
王
の
像
の
後
方
に
は
必
ず
二
条

の
布
が
は
た
め
い
て
い
る
。

D
、
左
あ
わ
せ
の
服

杜
氏
通
山
内
西
域
伝
「
且
末
国
」
に
、

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
梁
書
」
諸
夷
伝

「
末
国
」
の
条
や
、

「
南
史
」
夷
箱
伝

「
末
国
」
の
所
に
も
同
じ
表
現
が
あ
っ

て

「
首
の
所
を
あ
け
て
、
左
任
せ
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は

マ
ト
世

l
ラ
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ス

ル
フ
コ
タ
ル
出
土
の
カ
ニ
シ
カ
の
巨
大

な
石
像
〈
写
真
凶
〉
や
写
真
ロ
の
ク
ツ

チ
ヤ
の
武
人
像
等
の
遊
牧
民
の
服
装

で
、
六

・
七
世
紀
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン

一
帯
に
流
行
し
た
イ
ラ
ン
系
男
子
の
服

装
で
あ
っ
た
。

源
説
宗
氏
は
「
仏
教
美
術
」

十
五
号

「土
人
前
髪
著
一
一
旋
回
－
小
納
衣
為
レ杉

則
附
レ
顕
而
縫
前
」

13 Ancient khotan XIV (Rawak stupaの解説〉より複写

( 108) 



14 Ancient khotan XIV (Rawak stupaの解説〉より彼写

（
昭
和
五
年
一
月
）
に
次
の
如
く
述
べ

て
い
る
。

「兜
桜
山
地
沙
門
は
何
れ
も
支

郊
で
は
胡
風
と
せ
ら
る
る
左
社
で
あ
る

こ
の
服
装
に
松
も
相
近
い
も
の
を

西
域
に
求
め
て
み
る
。
ギ
ジ
l
ル
、
即

安
西
域
の
故
地
に
お
い
て

〉
・の『
C
D
g
o門
同
色
氏
の
〉
日
マ
H内

z
g
o｝回
同

の
壁
画
の
一
部
で
あ
る
が
、
こ
の
中
央

の
人
物
が
お
て
い
る
も
の
は
恐
ら
く
皮

(109〕

ホ
製
の
も
の
か
と
見
え
る
が
、
そ
の
左

れ
に
し
て
且
つ
膝
ま
で
も
達
す
る
長
き

岡
山
帆
キ
A
F

、

1
1
 ま
さ
し
く
兜
紋
昆
沙
門
の
そ
れ

に
同
じ
も
の
」
と
述
べ
て
い
る。

で
は
左
上
位
と
い
う
忠
怨
か
ら
左
が
前
に
出
る
然
し
初
は
右
が
前
に
出
て
左
が
か
く
さ
れ
る
）

こ
う
し
た
影
響
か
ら
兜
撤
回
M

に
は
左
杭
せ
が
多
い
。
勿
も
右
任
せ
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
中
国
文
化
の
西
漸
の
彬
．
粋
で
あ
る
。

（
中
国

即
ち
左
任
せ
と
し
て

は
大
英
博
成

ス
タ
イ
ン
招
来
紙
本
（
訟
本
、
附
図
一
二

O
a）

兜
絞
毘
沙
門
天
の
背
対
（
高
緩
〉



兜
附
臥
毘
沙
門
天
の
掛
H
R
M

〈
高
橋
〉

ベ
リ
オ
招
来
紙
本
ハ
ス
タ
イ
ン
と
同
版
）
（松
本
附
図
二
二

C
〉

ル
ー
ブ
ル
博
蔵

安
西
省
万
物
峡
石
館
内
壁
画
（
A
D
九
O
O年
頃
〉

剛
寺
智
・
川
水
本
兜
紋
毘
沙
門
天
像
〉
が
、

然
も
前
掲
の
ク
ツ
チ
ヤ
武
人
画
の
如
く
、
長
万
を
縦
に
垂
ら
し
、
短
刀
を
績
に
恰
も
十
字
の
如
く
さ
し
た
像
が
出
て
来
る
。
日
本
の
醍

な
く
な
る
。
更
に
こ
れ
も
普
通
見
沙

門
天
で
は
武
装
し
な
い
方
が
普
通
と

な
る
。
こ
れ
も
兜
蹴
形
の
特
異
性
の

一
つ
で
あ
る
。

更
に
兜
蹴
形
の
特
性
の

一つ
は
正

面
性
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
シ
リ
ヤ
の

パ
ル
ミ
ラ
の
像
以
来
の
疋
而
性
の
影

響
を
う
け
て
い
る
と
い
え
よ
う。

か
く
し
て
、
前
述
し
て
来
た
よ
う

に、

ヰ
を
天
上
界
に
運
ぶ
鳥
、
そ
し

て
火
、
更
に
神
聖
さ
を
示
す
羽
衣
を

思
わ
す
裁
布
、
そ
し
て
遊
牧
民
の
服

装
そ
し
て
帯
万
、
又
正
面
性
等
、

敦
埋

〈
松
本
尽
き
足
音
H
N
H
σ
）

の
如
く
一
木
万
に
な
り
遂
に
は
手
に
も

っ
て
も
肢
に
は
さ
さ

ま

マトウーラ！！$.蔵

( 110) 

カニシカ半身像マトウーラ出土15 



さ
に
ベ
ル
シ
ャ
文
化
の
影
抑
．
陛
然
た
る
も
の
を
そ
こ
に
見
る
思
い
で
あ
る
。

4 

こ
う
し
て
考
え
て
来
る
と
、
兜
獄
像
は
ベ
ル
シ
ャ
の
文
化
闘
で
形
成
さ
れ
て
来
た
こ
と
が
わ
か
る
。

兜
政
見
沙
門
天
の
背
景
ハ
高
僑
〉

考
古
学
的
に
も
こ
れ
は
証
明
さ
れ
る
。

一
歳
一
博レプカ

即
ち
ス
タ
イ
ソ
の

〉
ロ
o
－oD件
関
y
og
ロ

で
一市
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

〈
同
州
帥
謡

曲

W

の

的
宮
宮

の
説
明
写
真

出
〈
〉
、
務
の
ま

カニシカ半身像

わ
り
に
、
沢
山
の
仏
菩
躍
の
像
が
ぐ
る
り

( 111) 

と
ス
ト
ゥ
ッ
コ
で
作
ら
れ
て
い
る
中
に
、

地
天
が
神
の
足
下
に
涌
現
し
て
い
る
の
が

二
つ
見
え
る
。

スノレフコタル出上

こ
の
中
で
、
写
真
臼
の
方
は
写
真
日
の

ス
ル
フ
コ
タ
ル
出
土
の
カ
ニ
シ
カ
モ
像
の

如
き
も
の
の
足
下
に
豊
か
な
乳
房
を
も
っ

た
女
神
が
涌
出
し
て
い
る
。

16 

も
う
一
つ
の
写
真
M
の
方
は
写
真
日
の



兜
附
臥
毘
沙
門
天
の
胡
H
R
M

（
向
橋
〉

マ
ト
ヲ

l
ラ
出
土
の
カ
ニ
シ
カ
像

の
如
き
遊
牧
民
ら
し
い
ズ
ボ
ン
と

ブ
ー
ツ
姿
の
下
半
身
の
下
に
涌
現

し
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
る
べ
き

事
柄
で
あ
る
。
一
史
に
写
日
刀
の
示

す
が
如
く
数
埠
の
千
体
仏
の
紙
木

の
中
か
ら
、
や
は
り
カ
ニ
シ
カ
王

の
如
き
服
装
を
し
て
、
地
天
の
上

に
立
っ
て
い
る
も
の
が
出
て
い
る

ハ
ω
25
a由
同
の
ロ

デ
リ
1
中
亜

博
蔵
〉
。
こ
の
像
は
又
前
述
の
如

く
れ
何
の
羽
根
を
ひ
ろ
げ
た
よ
う
な

冠
を
か
ぶ
り
、
飛
天
の
羽
衣
の
如

き
祢
絹
を
左
右
に
垂
ら
し
て
い
る
。

放1-'1出土兜践毘沙門天像紙本
Serivdia （四巻） XCII デリー中迎WI-蔵

(112〕

17 

こ
れ
ら
は
共
に
カ
ニ
シ
カ
の
下
半
・
北
像
に
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
ク
シ
ャ
ン
初
で
は
ス
ル
フ
コ
タ
ル
の
神
般
に
カ
ニ
シ
カ
や
フ
グ
ィ
ジ
カ

を
神
と
し
て
記
っ
て
い
た
か
ら
、
カ
ニ
シ
カ
等
の
ク
シ
ャ
ン
の
武
人
出
W
Eを
モ
デ
ル
と
し
て
兜
隊
形
が
形
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
百

ク
シ
ャ
ン
の
支
族
で
あ
る
。
ホ
l
タ
ン
王
を
模
し
て
兜
紋
形
が
作
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
写
真
1
の
毘

歩
ゆ
ず
っ
て
、



沙
門
天
の
待
者
が
頭
上
高
く
赤
子
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
を
証
し
、
且
つ
又
前
述
の
大
先
加
立
兜
鉱
蔵
王
呪
経
の

「権
現
兜
蹴

国
大
正
形
相
像
」
が
、
こ
の
聞
の
消
息
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
兜
紋
像
は
邪
鬼
で
は
な
く
、

地
天
の
上
に
立
つ
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
地
天
を
絡
む
の
で
は
な
く

逆
に
地
天
が

「旅
げ
も
つ
」
即
ち

他
動
的
に
踏
ま
れ
る
の
で
は
な
く

主
体
的
意
識
的
に
捧
げ
も
つ
所
が

注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

』
こ
に
適
切
な
が
例
が
あ
る
。

そ
れ
は
写
日
時
の
コ

l
タ
ン
の

同
内
四
回
白
h
－色野

よ
り
発
見
さ
れ
た
紙

本
墨
画
の
一
断
片
で
あ
る
。

こ
れ

は
上
の
天
王
は
上
半
身
が
失
わ
れ

て
い
る
が
毘
沙
門
天
王
の
下
半
身

耐
児
以
毘
沙
門
天
の
初
H
n
M
〈
向
橋
〉

5 

コータソの Khadalik発兜践像
Scrivdia四巻 XCIKha, i, 50 
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兜
践
見
沙
門
天
の
背
景
（
高
橋
〉

は
明
ら
か
に
開
制

wdgw
出
土
の
像
に
似
て
い
る
。
松
本
氏
は
教
埠
画
の
研
究
で

「
胴
の
緊
窄
せ
る
イ
ラ
ン
式
服
装
を
著
け
て
居
る
こ
と

は
明
瞭
に
観
取
せ
ら
れ
る
。
然
も
こ
の
画
の
製
作
年
代
が
七
世
紀
頃
と
推
定
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
以
て
極
東
の
兜
践
見
沙
門
天
の
起
源
を

考
え
る
上
の
貴
重
な
る
研
究
資
料
と
見
倣
し
得
る
。

即
ち
イ
ラ
ン
式
服
装
と
毘
沙
門
天
と
の
結
合
が
、

そ
の
時
代
に
和
岡
地
方
に
於
て

見
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
兜
駿
毘
沙
門
天
像
の
発
生
に
関
す
る
地
現
的
源
泉
を
暗
示
せ
る
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
」

ハ
全
書
四
四
九

頁
〉
と
言
っ
て
い
る
。

と
に
か
く
、
パ

l
ル
フ
ッ
ト
や
マ
ト
ゥ

l
ラ
以
来
の
邪
鬼
を
ふ
ん
ま
え
る
伝
統
に
立
つ
普
通
形
の
像
と
は
、
全
く
異
質
な
像
の
出
現
と

い
易
え
よ
、
っ
。

然
ら
ば
何
故
に
こ
の
よ
う
な
立
場
が
出
来
し
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
私
は
金
光
明
最
勝
王
経
に
、
今
ま
で
と
は
異
っ
た
立
場
の
飛
踏

の
源
泉
が
見
出
さ
れ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち

( 114) 

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
八
「
堅
牢
地
神
品
』

。
。
。
。

繭
時
堅
牢
地
神
即
於
＝
衆
中
－
従
レ
座
而
起
、
合
掌
恭
敬
、
而
白
レ
仏
言
、
世
尊
、
是
金
光
明
最
勝
王
経
、
若
現
在
世
、
若
未
来
世
、
若

在
－
－
城
邑
楽
落
王
宮
楼
観
、
及
阿
蘭
若
山
沢
空
林
－
、
有
＝
此
経
王
流
布
之
処
－
、
世
尊
、
我
当
τ往
＝
詣
其
所
、
供
養
恭
敬
擁
護
流
通
ヘ

若
有
＝
方
処
－
、
為
－
一
説
法
師
－
敷
－
－
置
高
座
ス
演
－
－
説
経
－
者
、
我
以
－
－
神
力
－
、
不
レ
現
－
－
本
身
－
、

在
－
－
於
座
所
－
、

頂
－
－
戴
其
足
－
、

中

嬰
〉
、
爾
時
堅
牢
地
神
白
レ
仏
言
、
世
尊
、
以
＝
是
因
縁
－
、
若
有
τ
四
衆
、
昇
＝
於
法
座
、
説
申
是
法
主
時
、
我
当
下
昼
夜
擁
＝
護
是
人
－
、

白
隠
－
－
其
身
－
、
在
エ
於
座
所
－
、
頂
申
戴
其
足
阜
、

（
大
正
蔵
、
十
六
、
四
四

O
頁

a
c〉
傍
線
筆
者

『
同
経
』
、
巻
第
八
「
王
法
正
論
品
」

爾
時
此
大
地
神
女
、
名
目
コ
堅
牢
－
、
於
＝
大
衆
中
－
、
従
ν座
而
起
、
頂
－
－
雄
仏
足
－
、
云
々
〈
大
正
蔵
、
十
六
、
四
四
ニ
頁

a
〉



と
あ
る
。
即
ち
地
神
は
説
法
師
の
為
に
、

「
自
分
の
神
力
を
も
っ
て
、
自
ら
姿
を
あ
ら
わ
さ
ず
に
、
仏
の
座
所
の
下
で
、
そ
の
御
足
を
頂

戴
致
し
ま
す
」
と
世
尊
に
「
哲
顕
」
を
た
て
い
る
。
即
ち
「
支
え
も
つ
」
こ
と
を
自
覚
的
に
普
い
を
た
て
て
い
る
。
こ
こ
が
バ

l
ル
フ
ッ

ト
と
立
場
の
異
る
所
で
あ
る
。

堅
牢
地
神
が
そ
の
普
願
に
従
っ
て
天
王
の
足
を
頂
戴
す
る
と
同
時
に
、
毘
沙
門
天
王
自
体
が
普
願
を
た
て
て
い
る
。
即
ち
金
光
明
最
勝

玉
経
四
天
王
護
国
品
第
六
に
、

爾
時
多
聞
天
王
。
従
レ
座
而
起
白
ν仏
言
。
世
尊
。
我
有
－
－
如
意
宝
珠
陀
羅
尼
法
－
。
若
有
＝
衆
生
－
。
楽
＝
受
持
－
者
。
功
徳
無
量
。
我
常

擁
護
令
下
彼
衆
生
離
レ
苦
得
ν楽
。
能
成
中
福
智
二
種
資
糧
よ
欲
－
－
受
持
－
者
先
当
レ
諦
－
一
此
護
身
之
呪
－
即
説
ν呪
日
：
：
：
（
大
l
m
l四
三

O
C）
 

（
傍
線
筆
者
）

叉

( IlS) 

世
尊
。
我
若
見
－
－
此
諦
呪
之
人
－
。
復
見
－
－
如
ν是
盛
－
－
興
供
養
－
。
即
生
コ
慈
愛
歓
喜
之
心
－
。
我
即
変
ν身
。
作
－
－
小
児
形
－
。
或
作
－
－
老
人

芯
調
之
像
－
。
手
持
＝
如
意
末
尼
実
珠
－
。
井
持
＝
金
鍾
－
。
入
－
－
道
場
内
－
。
身
現
＝
恭
敬
－
。
口
称
コ
仏
名
古
語
＝
持
呪
者
－
目
。
随
＝
汝
所

求
－
皆
令
ν如
ν顕
。
或
隠
コ
林
薮
－
。
或
造
－
－
宝
珠
－
。
或
欲
＝
衆
人
愛
寵
－
。
或
求
＝
金
銀
等
物
－
。
欲
ν
持
－
－
諸
呪
－
。
皆
令
ν有
レ
験
。
或
欲
－
－

神
通
寿
命
長
遠
。
及
勝
妙
楽
－
無
ν
不
ν
称
ν
心
。
我
今
且
説
－
－
如
ν是
之
事
－
。
若
更
求
ν余
皆
随
＝
所
願
－
悉
得
ν
成
－
－
就
。
宝
蔵
無
尽
功
徳

無
窮
－
。
仮
使
日
月
墜
－
－
堕
子
地
－
。
或
可
＝
大
地
有
ν時
移
転
－
。
我
此
実
語
終
不
コ
虚
然
、
常
得
－
－
安
隠
－
随
ν心
快
楽
－
。
世
尊
。
若

有
ν人
能
受
コ
持
読
諦
是
経
玉
－
者
。
議
－
－
比
呪
－
時
。
不
レ
仮
＝
疲
労
－
。
法
速
成
就
。
世
尊
。
我
今
為
－
－
彼
貧
窮
困
厄
苦
悩
衆
生
－
。
説
コ

此
神
呪
－
令
下
猿
＝
大
利
－
。

ハ
大
正
時

l
四一二一

c〉

ハ
傍
線
筆
者
）

即
ち
毘
沙
門
天
王
自
身
が
「
身
を
変
え
て
小
児
や
老
人
、
比
丘
の
姿
に
な
り
、
手
に
宝
珠
や
財
宝
の
袋
を
も
っ
て
、
仏
の
名
を
唱
え
、

兜
践
毘
沙
門
天
の
背
景
ハ
高
橋
〉



兜
駿
見
沙
門
天
の
背
景
〈
高
橋
〉

呪
を
と
な
え
る
者
に
願
い
を
か
な
え
し
め
よ
う
、
叉
た
と
え
日
月
が
地
に
陥
ち
て
も
、
大
地
が
動
い
て
も
、
こ
の
経
玉
を
と
な
え
、
呪
を

じ
ゅ
す
者
に
は
、
貧
困
や
苦
悩
か
ら
離
れ
し
め
、
大
利
を
得
さ
せ
よ
う
と
、
私
は
仏
に
お
普
い
致
し
ま
す
」
と
仏
に
普
う
、

い
わ
ば
地
天

と
毘
沙
門
天
の
二
重
の
普
願
の
上
に
こ
の
像
は
作
り
出
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

前
述
の
不
空
訳
の
見
沙
門
天
儀
軌
の
「
毘
沙
門
天
が
安
西
城
門
上
に
出
現
し
た
」
と
い
う
話
も
、
こ
の
神
の
「
普
願
」
と
、
こ
れ
を
ひ

た
す
ら
「
信
」
ず
る
衆
生
と
の
関
係
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

即
ち
、

1
、
夷
狭
が
攻
囲
す
る
。

2
、
経
を
請
す
る
と
神
兵
が
現
れ
る
。

3
、
蕃
部
は
驚
き
潰
え
た
。

4
、
金
色
の
鼠
が
現
れ
武
器
の

糸
を
か
ん
で
使
用
不
能
に
し
た
。

5
、
披
楼
に
光
明
天
王
が
現
れ
蕃
兵
の
逃
げ
る
の
を
怒
視
し
た
と
い
う
こ
れ
ら
の
話
の
根
本
は
「
経
を

請
す
る
」
こ
と
が
根
本
に
な
っ
て
い
る
。
調
す
と
は
、

ひ
た
す
ら
す
が
り
つ
く
信
で
あ
る
。
法
華
経
の
「
た
と
え
一
句
で
も
受
持
説
請
し

解
説
書
写
す
る
」
と
い
う
「
信
」
で
あ
る
。
然
も
信
と
は
仏
の
普
願
を
信
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
最
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

( 116) 

こ
う
考
え
て
来
る
と
、
こ
れ
こ
そ
「
上
求
菩
提
」
の
小
乗
の
立
場
で
は
な
く
、

「
下
化
衆
生
」
の
大
乗
へ
の
飛
躍
が
あ
り
、
こ
れ
あ
り

て
こ
そ
、
こ
の
地
天
が
天
王
を
捧
げ
も
つ
兜
政
形
の
見
沙
門
天
像
の
成
立
が
あ
る
の
で
あ
っ
た
。

同州
w
d匂制
w
w

や
同
V
脚
色
色
町

W

の
像
の
あ
る
ホ
！
タ
ン
は
華
厳
経
の
編
纂
さ
れ
た
と
い
う
大
乗
仏
教
の
早
く
か
ら
発
達
し
た
所
で
あ
る
。
こ

の
地
で
「
哲
願
」
を
軸
と
し
た
抱
駿
形
が
成
立
し
た
こ
と
は
け
っ
し
て
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
と
私
は
思
う
。

む

す

ぴ

か
く
し
て
兜
獄
像
は
成
立
し
た
。
そ
れ
は
イ
ン
ド
の
聖
樹
夜
叉
信
仰
、
即
ち
「
水
」
の
文
化
と
、
ベ
ル
シ
ャ
及
び
西
ア
ジ
ヤ
の
文
化
で

あ
る
正
面
性
・
烏
・
ス
カ
ー
フ
等
で
象
徴
さ
れ
る
、
砂
漠
の
所
調
「
火
」
の
文
化
等
を
合
し
た
見
沙
門
天
信
仰
が
ク
シ
ャ
ン
の
普
遍
的
世



界
で
成
立
し
た
。

然
も
そ
れ
ら
は
イ
ン
ド
の
大
地
の
生
命
力
の
表
象
た
る
樹
神
、
ヤ
ク
シ
ヤ
・
ヤ
ク
シ
l
の
伝
統
た
る
財
宝
神
に
止
ら
ず
、

オ
ワ
シ
ス
国

家
を
お
び
や
か
す
強
力
な
遊
牧
国
家
と
の
緊
張
か
ら
、

ク
シ
ヤ

γ
朝
の
強
力
な
帝
王
観
を
加

タ
カ
l
ル
出
土
の
よ
う
な
武
神
像
を
経
て
、

え
て
行
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
大
乗
仏
教
の
精
神
に
つ
つ
ま
れ
た
像
が
出
現
す
る
に
至
っ
た
。
即
ち
「
替
願
」
を
「
信
ず
る
」
と
い
う
信

仰
に
支
え
ら
れ
て
、
兜
践
見
沙
門
天
像
の
成
立
を
見
た
。

ま
さ
に
兜
駿
形
こ
そ
、
東
西
の
文
化
、

の
大
乗
の

「
哲
願
・
信
」

に
よ
る
綜
合
で
あ
る
と
私
は
信
ず
る
も
の
で
あ

「
水
」
と

「火」

る。〔註〕ハ
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H

ノ
ー
ト
u

”新

「
学
習
指
導
要
領
」

に
つ
い
て
の
一
考
察

文
部
省
は
平
成
元
年
三
月
、
新
「
学
習
指
導
要
領
」
を
告
示
し

た
が
、
当
身
延
山
高
等
学
校
に
お
い
て
も
、
今
後
「
教
育
課
程
」

を
編
成
す
る
場
合
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
高
等
学
校
に
関

連
す
る
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
、
課
題
と
な
る
点
に
つ
い
て
少
し
考
え

て
見
た
い
と
思
う
。

最
も
大
き
な
改
善
が
行
わ
れ
た
の
が
、
社
会
科
の
再
編
成
ハ
地

歴
・
公
民
〉
、
分
割
で
あ
る
が
、
基
礎
、
基
本
の
徹
底
、
個
性
化

へ
の
対
応
、
変
化
へ
の
対
応
な
ど
と
と
も
に
、
小
・
中
・
高
を
通

し
た
教
育
の
一
貫
性
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
へ
の
教
育
の
重

視
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
重
視
、
個
性
を
生
か
す
教
育
に
む
け
て
の

弾
力
化
、
学
年
制
単
位
制
を
め
ぐ
る
課
題
、
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
、
社
会
科
の
再
編
成

高
等
学
校
「
社
会
」
科
に
つ
い
て
は
、

時
代
の
要
請
に
応
え

新
一
半
習
指
導
要
領
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
〈
渡
辺
〉

渡

寛

勝

辺

る
、
小
・
中
・
高
等
学
校
教
育
の
一
貫
性
、
教
員
の
専
門
性
の
向

上
に
よ
る
教
育
の
充
実
、
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
「
地
理
歴
史
」

科
及
び
「
公
民
」
科
に
再
編
成
す
る
。

国
家
聞
の
相
互
依
存
関
係
が
一
一
層
深
ま
る
二
十
一
世
紀
の
国
際

社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て
必
要
な
資
質
の
育
成
を

重
視
し
、
我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
比

陵
文
化
的
視
点
か
ら
相
対
化
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
歴

史
地
理
的
教
育
を
充
実
す
る
と
共
に
、
社
会
の
急
激
な
変
化
に
伴

い
、
青
少
年
の
社
会
連
帯
感
や
責
任
感
の
低
下
を
防
ぎ
、
国
家
・

社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
、
民
主
的
、
平
和

的
な
国
家
・
社
会
の
進
展
に
主
体
的
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
公
民

的
資
質
の
育
成
に
努
め
る
。

中
学
校
ま
で
の
学
習
の
基
礎
の
上
に
、
生
徒
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
専
門
性
・
系
統
性
の
あ
る
教
育
を
実
施
す
る
必
要
性
と
、
高
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新
事
習
指
導
要
領
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
〈
渡
辺
〉

等
学
校
教
育
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
国
際
的
・
公
民
的
資
質
と
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
教
科

構
成
を
二
教
科
構
成
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
教
科
に
そ
れ
ぞ
れ

必
修
科
目
を
設
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

現
行
の
教
科
「
社
会
」
を
「
地
理
歴
史
」
・
「
公
民
」
の
二
教

科
に
編
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
員
養
成
〈
教
員
免
許
の
授

与
〉
体
系
を
「
社
会
」
科
一
教
科
免
許
か
ら
二
教
科
の
免
許
に
改

め
る
こ
と
に
よ
り
、
「
日
本
史
」
、
「
世
界
史
」
、
「
地
理
」
及

び
「
現
代
社
会
」
、
「
倫
理
」
、
「
政
治
・
経
済
」
と
い
う
極
め

て
広
範
囲
な
教
育
領
域
を
、
高
等
学
校
教
育
段
階
に
お
い
て
よ
り

専
門
性
の
高
い
教
育
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
。

「
日
本
史
」
及
び
「
地
理
」
は
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
必
修
内
容
と
し
て
系
統
的
に
学
習
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に

対
し
て
、
「
世
界
史
」
は
、
生
徒
の
発
達
段
階
と
学
習
の
系
統
性

の
見
地
か
ら
、
中
学
校
の
日
本
史
学
習
に
お
い
て
、
日
本
の
歴
史

の
流
れ
の
背
景
と
し
て
関
連
部
分
の
学
習
を
行
う
だ
け
に
止
め
て

い
る
の
で
、
国
際
化
へ
の
対
応
と
い
う
新
た
な
時
代
的
要
請
、
小

・
中
・
高
等
学
校
教
育
の
内
容
の
系
統
性
・
一
貫
性
と
生
徒
の
発

達
的
段
階
を
配
慮
し
、
中
学
校
で
部
分
的
に
学
ぶ
「
世
界
史
」
を

「
地
理
歴
史
」
科
に
お
い
て
必
修
と
す
る
。

現
在
、
我
が
国
の
青
少
年
の
責
任
意
識
や
社
会
連
帯
感
等
の
低

下
な
ど
の
傾
向
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
た
め
、
現
代
社
会
の
基
本
的

な
問
題
に
関
す
る
理
解
や
人
間
と
し
て
の
在
り
方
、
生
き
方
に
つ

い
て
の
自
覚
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
見
地
か
ら
、
中
学
校
の

「
社
会
」
科
の
「
公
民
的
分
野
」
を
発
展
的
に
受
け
継
ぐ
高
等
学

校
の
「
現
代
社
会
」
又
は
「
倫
理
」
・
「
政
治
・
経
済
」
を
「
公

民
」
科
に
お
い
て
必
修
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
時
代
の
諸
要
請
を
踏
ま
え
、
高
等
学
校
教
育
に

お
け
る
生
徒
の
発
達
段
階
や
専
門
性
・
系
統
性
に
即
し
、
「
地
理

歴
史
」
科
、
「
公
民
」
科
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
内
容
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
教
科
・
科
目
の
多
様
化

( 120) 

今
回
の
改
訂
の
大
き
な
特
徴
は
、
教
科
・
科
目
の
再
編
と
多
様

化
、
選
択
必
修
の
教
科
・
科
目
の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。

高
校
の
場
合
は
普
通
教
育
に
関
す
る
教
科
・
科
目
が
、
現
行
の

八
教
科
四
十
三
科
目
か
ら
九
教
科
六
十
科
目
に
、
職
業
に
関
す
る

教
科
・
科
目
が
一
五
八
科
目
か
ら
一
八
七
科
目
へ
と
拡
大
さ
れ
た

が
、
普
通
教
育
が
八
教
科
か
ら
九
教
科
に
ふ
え
た
の
は
、
現
行
の

社
会
科
を
地
理
歴
史
科
、
公
民
科
に
分
割
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ

の
科
目
の
増
加
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
時
代
の
変
化
に
よ
る
諸

要
請
、
個
性
重
視
に
よ
る
教
育
の
充
実
が
改
訂
の
原
則
と
な
っ
た



こ
と
で
あ
る
。

次
に
選
択
必
修
の
教
科
・
科
目
の
増
加
で
あ
る
が
、
現
行
で

は
、
国
語
I
、
現
代
社
会
、
数
学
I
、
理
科
I
、
体
育
、
保
健
に

共
通
必
修
科
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
改
訂
で
は
選
択
必
修
の

教
科
が
増
加
す
る
。
世
界
史
A
・
B
か
ら
一
科
目
、
家
庭
一
般
・

生
活
技
術
・
生
活
一
般
の
い
ず
れ
か
ら
一
教
科
を
履
修
す
る
こ
と

が
新
た
に
加
わ
り
、
特
に
家
庭
科
で
は
、
女
の
み
必
修
で
は
な

く
、
男
子
も
履
修
が
必
要
と
な
り
必
修
単
位
数
が
若
干
増
加
し

た。
こ
の
こ
と
は
、
国
際
化
の
進
展
の
中
で
の
世
界
史
重
視
の
考

え
、
男
女
差
別
撤
廃
条
約
の
批
准
と
い
う
時
代
の
要
請
が
あ
る
。

世
界
史
A
は
近
代
が
中
心
に
二
単
位
、
世
界
史
B
は
現
行
と
ほ
ぼ

同
様
で
四
単
位
と
な
る
。

外
国
語
で
は
、
ォ
l
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
科

目
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
こ
れ
も
ま
た
、
国
際
化
に
対
応
し
た
も

の
で
、
「
聞
く
こ
と
」
、
「
話
す
こ
と
」
の
重
視
に
よ
る
。

A
は

日
常
会
話
能
力
、

B
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
能
力
、

C
は
討
論
な
ど
対
話

能
力
を
中
心
的
に
養
お
う
と
い
う
も
の
。
各
地
で

A
E
T
（
外
国

講
師
〉
の
配
置
や
積
極
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

職
業
に
関
す
る
科
目
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
情
報
化
の
進
展
に

対
応
し
た
こ
と
と
、
課
題
研
究
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ

新
「
学
習
指
導
要
領
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
〉

る。
次
に
教
科
の
再
編
で
あ
る
が
、
小
学
校
生
活
科
の
設
定
、
高
等

学
校
社
会
科
の
地
歴
科
、
公
民
科
へ
の
分
割
で
あ
る
。
こ
れ
も
国

際
的
資
質
の
育
成
、
公
民
的
資
質
の
育
成
の
重
視
、
小
・
中
学
校

教
育
の
一
貫
性
、
教
員
の
専
門
性
の
向
上
に
よ
る
教
育
の
充
実
を

あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
付
随
し
た
の
が
教
育
免
許
法
の
改
正
で

あ
る
。

三
、
道
徳
教
育
の
重
視

改
訂
の
高
校
学
習
指
導
要
領
総
則
の
一
般
方
針
に
は
、
「
人
間

と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
す
る
教
育
」
、
「
人
間
尊
重
の
精

神
と
生
命
に
対
す
る
畏
敬
の
念
」
、
「
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る

主
体
性
の
あ
る
日
本
人
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
各
教
科
、
特
別
活
動

に
お
い
て
行
う
と
い
う
の
は
現
行
と
変
り
は
な
い
が
、
人
間
と
し

て
の
望
ま
し
い
自
己
の
形
成
と
自
他
の
人
間
関
係
の
育
成
、
自
然

を
愛
し
、
生
命
を
尊
ぴ
、
美
し
い
も
の
や
崇
高
な
も
の
に
ふ
れ
、

人
間
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
る
。
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と

し
て
の
自
覚
に
立
ち
、
民
主
的
で
文
化
的
な
社
会
・
国
家
の
成
員

を
育
く
む
と
い
う
、
小
・
中
・
高
校
を
通
じ
て
道
徳
教
育
を
重
視

し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

国
語
に
つ
い
て
は
、
教
材
選
定
に
お
い
て
、
教
科
書
、
副
読
本
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新
「
学
習
指
導
要
舗
と
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
渡
辺
〉

を
用
い
る
場
合
、
言
語
文
化
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
、
国

語
を
尊
重
す
る
態
度
、
思
考
力
を
伸
ば
し
心
情
を
豊
か
に
し
、
言

語
感
覚
を
磨
く
、
公
正
か
つ
適
切
に
判
断
す
る
能
力
や
創
造
的
精

神
を
養
う
、
科
学
的
、
論
理
的
見
方
や
考
え
方
を
養
う
、
生
活
や

人
生
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、
人
間
性
を
豊
か
に
し
、
た
く
ま
し

く
生
き
る
意
志
を
培
う
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
目
を
向

け
、
考
え
を
深
め
る
の
に
役
立
つ
、
我
が
園
の
文
化
と
伝
統
に
対

す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ら
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る

の
に
役
立
つ
、
広
い
視
野
か
ら
国
際
理
解
を
深
め
、
日
本
人
と
し

て
の
自
覚
を
も
ち
、
国
際
協
調
の
精
神
を
高
め
る
の
に
役
立
つ
、

な
ど
に
留
意
す
る
と
し
て
い
る
。

地
理
歴
史
に
つ
い
て
は
、
世
界
史
A
に
お
い
て
、
「
現
代
世
界

と
日
本
」
の
項
で
、
日
本
史
で
は
日
本
の
歴
史
と
展
開
を
諸
外
国

と
関
連
づ
け
、
世
界
の
中
の
日
本
、
地
理
で
も
「
地
球
的
課
題
へ

の
国
際
協
力
と
日
本
」

ω、
「
世
界
と
日
本
」
＠
が
用
意
さ
れ
、

国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
が
、
い
づ
れ
も
目
標

に
な
っ
て
い
る
。

公
民
に
つ
い
て
は
、
現
代
社
会
、
倫
理
と
も
「
人
間
と
し
て
在

り
方
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
カ
を
養
う
」
を
目
標
と
し
、
現
代

社
会
で
は
、
風
土
と
生
活
、
日
本
の
生
活
文
化
と
伝
統
、
現
代
社

会
の
特
質
と
青
年
期
の
課
題
に
つ
い
て
、
「
現
代
社
会
に
お
け
る

人
間
と
文
化
」
で
と
り
あ
げ
、
進
路
の
選
択
と
あ
わ
せ
て
「
よ
く

生
き
る
こ
と
、
生
き
が
い
の
追
求
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
さ
せ

る
」
こ
と
、
倫
理
で
も
、
「
青
年
期
と
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生

き
方
」
を
強
調
し
て
い
る
。

特
別
活
動
で
は
、
自
主
的
、
実
践
的
な
態
度
の
形
成
が
、
勤
労

生
産
、
奉
仕
的
行
事
と
と
も
に
強
調
さ
れ
、
「
人
間
と
し
て
の
在

り
方
、
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
」
と
関
っ
て
求
め
ら
れ
る
。

青
年
期
が
、
自
分
の
人
生
と
進
路
を
深
く
考
え
る
時
期
に
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
従
来
も
人
間
と
し
て
の
生
き
方
の
教

育
を
強
調
し
て
い
た
が
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
も
こ
の
方
向
に

あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
が
、
道
徳
性
と
は
、
人
間
の
諸
力
の

総
和
で
あ
り
、
多
面
的
・
多
角
的
な
追
求
が
必
要
と
な
り
、
生
徒

の
身
辺
で
生
じ
た
こ
と
を
、
機
敏
に
と
り
あ
げ
、
学
習
や
活
動
内

容
を
豊
か
に
し
、
適
切
な
教
材
や
指
導
方
法
の
工
夫
が
求
め
ら

れ
、
こ
う
し
た
方
向
で
授
業
な
ど
を
ど
う
展
開
し
、
そ
れ
を
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
実
践
カ
と
し
て
ど
の
よ
う
に
育
く
ん
で
い
く
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。
子
ど
も
や
生
徒
を
い
か
に
感

動
さ
せ
、
ど
う
し
た
ら
生
き
生
き
と
主
体
的
・
能
動
的
に
な
っ
て

い
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
、
た
え
ず
構
想
し
研
さ
ん
す
る
必

要
が
あ
る
。

次
に
生
命
や
人
権
の
尊
重
、
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「
生
命
に
対
す
る
畏
敬
の
念
」
、



「
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
」
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
最
近
、
生
命
や
人
権
に
関
す
る
感
覚
が
に
ぶ
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
で
も
生
命
あ
る
も

の
へ
の
愛
情
の
気
持
ち
を
育
く
む
こ
と
を
小
学
校
か
ら
一
貫
し
て

心
掛
け
る
よ
う
い
っ
て
い
る
が
、
生
徒
の
中
で
生
じ
た
こ
と
、
身

近
な
こ
と
に
テ
l
マ
を
求
め
て
い
く
こ
と
、
「
人
間
と
し
て
の
在

り
方
、
生
き
方
」
教
育
を
、
高
校
で
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
」
と
い
う
目
標

に
つ
い
て
は
、
「
世
界
の
中
の
日
本
人
」
と
い
う
二
十
一
世
紀
の

教
育
目
標
に
向
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
と
か
く
無
国
籍
教
育
と
い
わ

れ
る
批
判
に
対
処
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
づ
れ
に
し
て
も
、
道
徳
教
育
の
重
視
と
い
う
こ
と
で
、
も
っ

と
も
大
事
な
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も
生
徒
の
現
実
か
ら
出
発
し
、

生
徒
の
人
間
と
し
て
の
諸
力
に
欠
け
て
い
る
も
の
は
何
か
、
学
校

と
し
て
ど
う
の
ぞ
ん
で
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
り
、

「
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
」
も
同
様
で
、
国

際
社
会
の
課
題
、
日
本
の
役
割
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
し
た
幅
の

広
い
見
方
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

四
、
情
報
化
関
係
科
目
の
増
加

新
「
学
習
指
導
要
領
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
〈
渡
辺
〉

今
回
の
改
訂
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
高
校
で
は
情
報
化
に
関
す

る
科
目
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
普
通
教
科
で

は
、
数
学
A
・B
－

C
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
と
さ

れ
、
理
科
で
も
「
情
報
の
収
集
、
検
索
、
実
験
の
計
測
、
実
験
デ

ー
タ
の
処
理
等
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
」
す
る
こ
と
と
さ

れ
、
家
庭
科
で
は
、
生
活
技
術
の
中
に
「
家
庭
生
活
と
情
報
」
が

入
り
生
活
一
般
で
も
同
様
の
も
の
が
入
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
家

庭
情
報
処
理
が
新
科
目
と
し
て
設
け
ら
れ
、
農
業
で
、
農
業
情
報

処
理
、
工
業
で
情
報
技
術
基
礎
、
水
産
で
水
産
情
報
処
理
、
看
護

は
、
看
護
情
報
処
理
と
、
職
業
に
関
す
る
科
目
す
べ
て
に
入
っ
て

い
る
。学
校
教
育
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
が
本
格
化
し
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
そ
の
も
の
へ
の
認
識
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
活
用
目
的
と
方
法
を
良
く
理
解
し
て
は
じ
め
て
効
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
た
が
っ
て
学
習
に
使
用
す
る
場
合

に
は
、
何
を
学
習
さ
せ
、
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
か
と
い
う

計
画
が
明
確
に
立
て
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
導
入
に
あ
た
っ
て
も
地
域
聞
の
学
校
の
連
携
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
充
実
し
た
学
習
に
利
用
出
来
る
よ
う
な
考
慮

が
必
要
で
あ
る
。
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新
「
学
習
指
導
要
領
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
ハ
渡
辺
〉

五
、
国
旗
・
国
歌
の
取
り
扱
い

「
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
義
を
踏
ま

え
、
国
旗
を
掲
揚
す
る
と
と
も
に
、
園
歌
を
斉
唱
す
る
よ
う
指
導

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
」
と
小
・
中
・
高
校
の
特
別
活
動
に
示
さ

れ
、
現
行
の
「
の
ぞ
ま
し
い
」
と
あ
る
も
の
を
「
指
導
す
る
」

と
、
明
確
化
さ
れ
、
国
旗
・
国
歌
の
法
的
性
格
、
歴
史
的
経
過
、

意
義
な
ど
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
し
た
理
解
を
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。以

上
述
べ
た
よ
う
に
、
新
「
学
習
指
導
要
領
己
に
つ
い
て
課
題

の
概
要
に
少
し
ふ
れ
て
み
た
が
、
当
身
延
山
高
等
学
校
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
充
分
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の

「
教
育
課
程
」
の
編
成
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

※
教
育
課
程
編
成
の
一
般
方
針

各
学
校
に
お
い
て
は
、
法
令
及
び
こ
の
章
以
下
に
示
す
と
こ
ろ

に
従
い
、
生
徒
の
人
間
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
育
成
を
目
指
し
、

地
域
や
学
校
の
実
態
、
課
程
や
学
科
の
特
色
、
生
徒
の
心
身
の
発

連
段
階
及
び
特
性
等
を
十
分
考
慮
し
て
、
適
切
な
教
育
課
程
を
編

成
す
る
も
の
と
す
る
。

学
校
の
教
育
活
動
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
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と
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
能
力
の
育
成
を
図
る
と

と
も
に
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
の
指
導
を
徹
底
し
、
個
性
を

生
か
す
教
育
の
充
実
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
「
学
習
指
導
要
領
」
よ
り
抜
粋
〉



体
育
社
会
学
に
つ
い
て
の
一
考
察

一
、
体
育
社
会
学

体
育
社
会
学
と
は
、
体
育
の
事
実
や
、
問
題
を
、
社
会
的
な
角

度
か
ら
見
、
そ
の
合
理
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
科
学
で
あ
る
。
ま

た
社
会
学
の
態
度
、
理
論
方
法
を
も
っ
て
、
そ
の
成
果
を
体
育
の

進
歩
と
改
善
に
役
立
た
せ
る
、
そ
れ
ら
は
実
践
的
意
味
を
持
つ
。

体
育
を
教
師
と
教
育
の
観
点
か
ら
と
ら
え
ら
れ
た
教
育
社
会
学

の
一
領
域
、
一
分
野
で
あ
る
。
〈
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ

l
シ
ョ

γ
を
も
含
む
〉

現
在
、
国
際
的
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
社

会
学
が
自
覚
さ
れ
、
発
展
し
、
「
国
際
社
会
学
委
員
会
」
が
、
一

九
六
四
年
成
立
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
の
、
国
際
的
研
究
の
発

展
と
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
J
・D
U
N
A
Z
E
D－
E

－

R
の
見
解
は
、
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
の
中
で
、
教
育
と
し
て
の
ス

ポ
ー
ツ
を
取
り
扱
う
の
が
、
体
育
社
会
学
で
あ
る
、
と
云
っ
て
い

る。

体
育
社
会
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
田
〉

山

是

明

田

我
が
固
に
お
け
る
体
育
の
社
会
学
的
研
究
の
歴
史
は
第
二
次
世

界
大
戦
後
に
始
ま
り
、
そ
の
研
究
は
二
つ
の
要
因
か
ら
成
る
。

付
諸
科
学
の
発
達
、
特
に
社
会
学
と
教
育
社
会
学

同
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
発
達

戦
前
の
教
育
研
究
は
全
体
主
義
国
家
の
も
と
、
思
想
的
統
制
下

で
、
教
育
研
究
は
主
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
観
念
論
的
教
育
思

想
と
教
育
技
術
の
研
究
。

戦
後
の
教
育
研
究
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
書
物
は
、
宗
像
誠

也
「
教
育
研
究
法
」
一
九
五

O
年
河
出
書
房
の
中
で
三
点
が
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

付
日
本
の
教
育
の
現
実
を
対
象
に
す
る
事
。

口
教
育
の
社
会
的
機
能
の
究
明
に
つ
と
め
る
事
。

問
客
観
的
た
る
べ
き
努
力
す
る
事
。

〈
科
学
と
し
て
の
教
育
学
樹
立
の
為
の
掌
の
中
〉

体
育
や
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
一
九
四
六
年
第
一
回
国
体
よ
り
、
国

内
外
の
大
会
で
の
活
躍
は
戦
後
の
国
民
に
明
る
い
希
望
と
復
興
の
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体
育
社
会
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
ハ
山
田
〉

精
神
を
育
て
、
選
手
、
国
民
、
地
域
、
住
民
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
大

衆
化
い
わ
ゆ
る
「
社
会
体
育
」
と
な
り
政
策
的
に
も
行
政
的
に
も

推
進
さ
れ
始
め
、
体
育
研
究
は
社
会
変
化
に
伴
う
、
全
体
社
会
や

地
域
社
会
の
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
必
要
や
要
求
に
応
じ
た
計
画
作
成

す
る
分
野
が
必
要
と
な
る
。

二
、
人
間
の
と
ら
え
方

「
人
聞
は
社
会
的
存
在
で
あ
る
」
と
云
う
規
定
か
ら
見
る
と

「
体
育
が
人
聞
の
成
長
発
達
、
心
身
の
調
和
的
発
達
を
助
成
す

る
」
目
的
が
あ
り
、
目
標
は
「
身
体
的
発
達
を
促
し
て
、
全
人
類

的
調
和
発
達
に
貢
献
す
る
。
」
と
社
会
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の

発
達
を
通
し
て
、
人
聞
社
会
の
発
達
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
関
係

を
持
つ
も
の
と
見
る
事
が
出
来
る
。

従
っ
て
、
体
育
か
ら
の
結
果
が
、
人
聞
社
会
の
発
達
と
、
ど
ん

な
関
連
を
持
っ
か
に
つ
い
て
考
え
る
事
が
出
来
る
。

そ
の
場
合
に
、
体
育
と
社
会
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
体
育
の
現

実
を
対
象
に
し
て
、
そ
の
解
明
を
も
た
ら
す
。
体
育
を
教
育
の
領

域
に
お
い
て
捉
え
、
社
会
の
発
達
に
寄
与
す
る
な
ら
ば
教
育
社
会

学
の
立
場
よ
り
、
体
育
と
社
会
の
発
達
に
つ
い
て
、
研
究
す
る
事

が
出
来
る
。

三
、
体
育
の
現
象
と
社
会
学
の
立
場

体
育
は
本
来
人
間
生
活
に
お
い
て
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、

場
所
的
な
制
約
を
受
け
、
大
い
に
異
な
る
。
即
ち
、
家
庭
、
学

校
、
農
村
、
漁
村
、
都
市
な
ど
の
地
域
的
区
分
に
よ
っ
て
異
な
る

生
活
条
件
が
考
え
ら
れ
る
。

体
育
が
学
校
以
外
の
一
般
社
会
の
様
態
や
条
件
に
よ
り
、
学
校

で
の
体
育
事
情
と
は
、
著
し
い
相
違
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
異
な

る
体
育
的
現
実
を
持
つ
、
即
ち
、
体
育
と
し
て
見
ら
れ
る
現
象

が
、
場
所
的
、
環
境
的
、
地
域
的
、
あ
る
い
は
風
土
的
に
合
っ

て
、
そ
れ
ら
が
社
会
的
な
相
互
的
関
連
を
持
ち
、
影
響
の
仕
方
を

し
て
い
る
か
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
様
な
場
に
お
い
て
見
ら
れ
る
現
象
の
中
か
ら
、
人
間
の
個

人
的
側
面
で
な
く
、
社
会
的
側
面
に
つ
い
て
の
発
達
を
も
考
え
ら

れ
る
。体
育
事
実
は
特
定
の
体
育
に
関
連
の
あ
る
集
団
内
に
生
起
す

る
、
集
合
的
・
客
観
的
事
実
と
し
て
、
成
員
に
外
在
的
拘
束
を
加

え
る
固
有
の
存
在
を
持
つ
。
こ
の
事
は
文
化
人
類
学
で
用
い
る
文

化
と
云
う
概
念
に
、
置
き
換
え
る
事
も
出
来
る
。

体
育
事
実
の
必
要
条
件
を
考
え
る
。
例
と
し
て
、
体
育
教
師
、

生
徒
、
学
習
集
団
、
目
標
、
施
設
、
用
具
等
で
あ
り
、
そ
の
中
核
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は
、
教
師
と
生
徒
と
の
聞
に
交
わ
さ
れ
る
体
育
の
内
容
と
し
た
、

相
互
作
用
で
展
開
し
、
内
容
伝
達
を
効
果
的
に
す
る
の
が
、
施

設
、
用
具
、
学
習
者
の
集
団
、
指
導
法
が
必
要
と
な
る
。
学
習
者

は
、
学
校
以
外
の
社
会
集
団
と
も
関
係
し
て
い
る
。
そ
の
集
団

は
、
家
族
集
団
、
近
隣
集
団
、
遊
び
仲
間
、
子
供
会
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
地
域
社
会
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体

等
あ
り
、
こ
の
学
習
者
を
集
団
と
の
関
連
に
於
い
て
、
と
ら
え
る

所
に
社
会
的
側
面
が
あ
る
。

a
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
第
七
条

地
方
公
共
団
体
は
、
広
く
住
民
が
自
主
的
、
か
っ
積
極
的
に
、

参
加
出
来
る
よ
う
な
運
動
会
、
競
技
会
、
運
動
能
力
テ
ス
ト
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
等
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
実
施
す
る
：
：
：
以
下
略
〉

体
育
の
目
標
は
、
教
師
が
個
人
的
に
決
定
し
う
る
も
の
で
な

く
、
社
会
に
於
い
て
正
当
と
認
め
ら
れ
、
社
会
と
も
適
合
し
て
い

る
者
で
あ
る
故
、
体
育
の
目
標
は
社
会
と
の
関
連
で
あ
る
。

四
、
体
育
の
機
能
と
社
会
の
発
達

体
育
は
、
人
間
成
長
発
達
に
つ
い
て
、
身
体
及
び
身
体
活
動
に

よ
り
企
図
さ
れ
る
所
の
教
育
で
あ
る
。

教
育
の
機
能
は
社
会
の
未
熟
者
を
、
成
人
そ
の
ま
ま
に
、
形
成

す
る
事
で
な
く
、
教
育
が
未
成
熟
な
成
員
に
文
化
を
伝
達
し
、
社

体
育
社
会
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
田
〉

会
的
な
人
間
形
成
を
行
な
い
、
そ
の
文
化
の
選
択
淘
汰
の
機
能
を

持
ち
、
単
に
伝
達
ば
か
り
で
な
く
、
文
化
の
創
造
の
基
礎
と
な

る
。
教
育
は
す
ぐ
れ
た
成
員
の
形
成
に
よ
り
、
社
会
の
進
歩
と
改

造
に
寄
与
す
る
。

体
育
の
機
能
は
、
本
来
人
間
個
人
の
発
達
に
向
け
ら
れ
た
、
教

育
的
機
能
と
考
え
ら
れ
が
ち
と
見
ら
れ
た
が
、
人
聞
社
会
に
お
い

て
、
個
人
と
社
会
は
相
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
の
で
、
人
聞
の
発

達
は
個
人
の
発
達
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
発
達
に
深
い
関
連
を
持

つ。
社
会
改
造
の
機
能
は
教
育
の
み
の
機
能
で
は
な
い
、
文
化
の
伝

達
も
社
会
成
員
の
統
制
も
、
関
連
を
持
つ
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

体
育
は
、
身
体
的
側
面
を
契
機
と
し
て
、
人
間
教
育
に
参
与
す

る
領
域
で
あ
る
故
、
体
育
は
教
育
と
し
て
社
会
改
造
の
機
能
を
果

す
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
は
社
会
の
基
体
と
し
、
身
体
に
関
し
て
の
み
で
な
く
、
そ

れ
を
根
源
と
し
、
発
す
る
人
間
活
動
の
社
会
的
側
面
に
お
い
て
、

社
会
改
造
の
機
能
を
果
す
も
の
で
あ
る
。

体
育
は
未
成
熟
な
社
会
の
成
員
に
、
運
動
文
化
を
伝
達
し
、
社

会
的
な
人
間
形
成
を
行
う
。

社
会
改
造
の
動
因
と
は
、
社
会
を
発
展
さ
せ
る
根
本
的
な
力
、

原
因
を
意
味
す
る
。
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体
育
社
会
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
ハ
山
田
〉

自
然
的
動
因
（
地
理
的
・
環
境
的
・
生
物
学
的
〉

社
会
的
動
因
ハ
技
術
・
生
産
関
係
・
経
済
成
長
）

心
理
的
動
因
〈
知
性
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
社
会
的
性
格
〉

社
会
の
発
達
は
、
社
会
の
改
善
と
進
歩
で
あ
る
。
社
会
の
改
善

は
、
ニ
ク
ソ
ン
と
イ
ト
ン
ズ
も
云
っ
て
い
る
様
に
「
社
会
を
構
成

す
る
個
人
の
身
体
的
、
精
神
的
、
及
び
社
会
的
な
資
質
の
改
善
に

よ
る
も
の
で
あ
る
」
。
社
会
の
進
歩
に
関
連
し
、
教
育
が
最
高
の

重
要
性
を
持
ち
、
学
校
に
お
け
る
社
会
教
育
の
重
要
性
が
現
実
化

さ
れ
、
体
育
に
お
い
て
も
、
社
会
体
育
が
重
要
視
さ
れ
る
様
に
な

り
、
社
会
体
育
指
導
員
配
置
も
そ
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
る
。
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
法
第
十
九
条
）

以
上
の
如
く
、
体
育
が
社
会
改
造
と
進
歩
に
役
立
つ
教
育
の
機

能
を
持
つ
も
の
と
な
り
、
体
育
も
教
育
も
社
会
の
発
達
に
貢
献
し

う
る
。

五
、
体
育
に
於
け
る
特
性

〈
体
育
活
動
の
社
会
的
効
率
〉

体
育
が
、
身
体
諸
器
官
と
機
能
の
発
達
を
目
標
に
行
わ
れ
る

時
、
個
人
の
運
動
に
対
す
る
興
味
に
よ
り
、
適
度
に
実
施
、
そ
の

目
的
に
行
う
事
が
出
来
る
。
と
こ
ろ
が
、
身
体
活
動
が
他
の
人
と

共
に
行
わ
れ
た
り
、
そ
の
目
標
が
個
人
を
越
え
た
社
会
を
よ
り
良

く
す
る
目
標
に
行
わ
れ
た
場
合
、
体
育
に
お
け
る
社
会
的
効
率
を

獲
得
す
る
目
標
に
つ
い
て
の
認
識
が
必
要
で
あ
る
、
人
聞
は
決
し

て
単
独
で
生
活
出
来
な
い
。
人
聞
が
人
間
ら
し
い
生
活
を
す
る
為

の
社
会
環
境
に
適
応
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。

マ
バ
ロ

γ
の
野
性
児
は
少
し
も
人
間
ら
し
さ
を
身
に
つ
け
て
い

な
か
っ
た
。
歴
史
的
、
社
会
的
に
異
っ
た
文
化
環
境
に
育
っ
た
音

楽
を
理
解
す
る
事
は
不
可
能
に
近
い
と
有
名
な
音
楽
家
は
云
っ
て

い
る
。個
性
、
人
格
の
文
化
的
背
景
の
根
深
さ
を
物
語
る
例
で
あ
る
。

適
応
し
、
楽
し
く
豊
か
な
生
活
に
必
要
な
社
会
的
資
質
や
能
力

を
含
め
て
人
間
の
精
神
的
根
源
と
な
る
も
の
を
社
会
的
効
率
と
呼

ぶ。
人
間
の
社
会
生
活
で
は
、
楽
し
い
事
ば
か
り
で
な
く
、
苦
難
な

道
を
歩
ん
で
初
め
て
、
楽
し
い
人
生
経
験
を
得
た
と
云
う
事
も
あ

る
。
苦
難
を
克
服
す
る
勇
気
や
自
制
心
、
持
久
力
や
協
調
性
な
ど

を
必
要
と
す
る
。
火
は
熱
い
等
、
経
験
こ
そ
、
そ
の
実
相
の
事
実

を
知
る
事
が
出
来
る
。

身
体
活
動
の
諸
経
験
か
ら
、
人
聞
が
社
会
生
活
を
す
る
上
に
良

く
、
そ
の
生
活
環
境
に
適
応
し
て
行
く
人
、
個
々
の
資
源
を
発
達

さ
せ
る
。

体
育
的
経
験
か
ら
、
こ
の
個
人
的
資
源
を
獲
得
し
て
行
く
事
が
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肝
要
で
あ
る
。
個
人
的
資
源
は
「
オ
ー
バ
ー
ト
イ
フ
ェ
ル
」
は
、

そ
れ
は
安
定
感
、
情
緒
的
統
御
、
活
動
性
、
自
己
評
価
、
創
造
的

表
現
、
及
び
反
射
的
思
考
を
な
す
能
力
を
指
し
て
い
る
。

a
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
発
達
の
集
団
的
系
譜

人
聞
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
出
て
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
集
団
生
活

を
遍
歴
す
る
。
家
族
、
仲
間
、
集
団
、
学
校
、
職
場
、
各
集
団
等

〈
家
風
、
平
等
な
仲
間
内
の
ル
l
ル
、
校
則
、
契
約
〉

ス
ポ
ー
ツ
集
団
の
派
生
す
る
基
盤
は
、
地
域
、
学
校
、
職
場
等

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
理
解
度
が
高
い
ほ
ど
傾
向
が
著
し
い
。
し
か

し
参
加
は
自
発
的
、
反
復
的
、
忘
我
的
傾
向
が
強
い
。

六
、
ク
ラ
ブ

〈
運
動
部
〉

ク
ラ
プ
は
目
標
に
対
す
る
共
通
理
解
、
社
会
的
な
結
束
、
社
交

性
へ
の
欲
求
が
成
員
聞
に
存
在
し
て
い
る
自
治
的
組
織
で
あ
る
。

学
校
に
於
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
自
主
的
活
動
を
通
し
て
、
個

性
を
伸
ば
し
、
社
会
性
を
養
い
、
健
全
な
生
活
態
度
を
育
て
、
心

身
の
健
康
の
助
長
を
図
る
と
云
う
目
標
に
お
き
、
昭
和
四
十
六
年

度
か
ら
小
学
校
四
年
生
以
上
、
四
十
七
年
度
、
中
学
校
、
四
十
八

年
度
か
ら
高
等
学
校
と
「
必
修
ク
ラ
プ
活
動
」
と
し
、
全
員
参
加

の
も
と
、
実
施
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
。

や
が
て
、
学
校
の
代
表
と
し
て
の
役
割
や
、

期
待
を
お
わ
さ

体
育
社
会
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
ハ
山
田
）

れ
、
名
誉
の
為
や
、
勝
利
至
上
主
義
の
方
向
に
な
る
。

a
地
域
社
会
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
プ

地
域
社
会
に
お
け
る
、
ス
ポ
ー
ツ
集
団
は
、
運
動
広
場
や
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
確
保
が
難
か
し
く
な
る
と
か
転
勤
、
結
婚
な
ど
に
よ

る
メ
ン
バ
ー
移
動
等
の
社
会
変
化
の
影
響
を
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
集

団
の
崩
壊
を
招
く
事
が
多
い
。
ハ
中
島
豊
雄
の
愛
知
県
軟
式
野
球

連
盟
の
加
盟
チ
l
ム
の
存
続
崩
壊
の
研
究
）

地
域
ス
ポ
ー
ツ
集
団
の
存
続
と
崩
壊
に
働
く
、
外
部
的
条
件
と

し
て
、

H
集
団
的
基
盤
、
口
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
、
臼
施
設
、
同
組

織
、
大
会
を
抽
出
し
て
い
る
。

b
ク
ラ
プ
活
動
と
社
会
的
効
率

体
育
の
ク
ラ
プ
活
動
は
、
特
別
教
育
活
動
で
、
何
れ
の
ク
ラ
プ

で
も
機
会
均
等
、
個
人
の
自
由
意
志
に
よ
り
選
択
し
、
参
加
す
る

事
が
出
来
る
が
、
ク
ラ
ブ
に
は
、
各
ク
ラ
プ
に
よ
り
決
め
ら
れ
た

規
則
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
聞
が
社
会
生
活
を
す
る
上
に
決
め
ら

れ
た
規
則
と
質
に
お
い
て
は
、
変
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
個
人
の
自
由
意
志
も
、
所
属
す
る
ク
ラ
プ
の
規
則
に

よ
っ
て
、
個
人
の
行
動
に
制
約
を
受
け
る
事
は
当
然
で
あ
る
。
ク

ラ
ブ
の
成
員
は
、
同
じ
目
的
を
持
ち
、
同
じ
運
動
を
愛
好
す
る
者

で
あ
り
、
共
に
技
能
を
伸
ば
そ
う
と
努
力
し
て
い
る
者
連
の
集
団

で
あ
る
か
ら
、
成
員
は
多
く
共
通
し
た
研
究
の
領
域
を
持
つ
こ
と
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体
育
社
会
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
ハ
山
田
〉

に
な
り
、
協
力
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。
時
に
は
専
制
的
な
ク
ラ

プ
運
営
に
も
甘
ん
じ
、
全
体
の
総
合
的
力
を
発
揮
す
る
場
合
も
あ

る。
安
定
し
た
強
い
立
派
な
ク
ラ
ブ
を
建
設
す
る
に
は
何
よ
り
も
、

そ
の
ク
ラ
プ
の
モ
ラ
ル
を
確
立
し
、
そ
れ
を
相
互
に
高
め
て
行
く

心
掛
け
が
大
切
な
事
で
、
そ
れ
に
は
、
内
的
不
均
衡
を
生
じ
な

い
、
人
間
関
係
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
ク
ラ
ブ
の

活
動
が
、
民
主
的
、
親
和
的
、
協
力
的
な
方
法
に
運
営
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
様
な
民
主
的
な
人
間
関
係
か
ら
、
立
派
な

ク
ラ
プ
が
形
成
さ
れ
、
立
派
な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
や
、
人
間
的
に
立

派
な
人
を
輩
出
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
様
に
共
通
な
体
育
活
動
を
愛
好
す

る
ク
ラ
プ
は
、
技
能
を
十
分
に
練
習
す
る
機
会
を
持
つ
。
従
っ

て
、
自
己
の
技
能
を
磨
き
、
ク
ラ
プ
活
動
の
生
活
に
も
適
応
し
、

人
間
的
な
習
練
を
す
る
上
、
好
都
合
の
機
会
を
与
え
る
の
で
あ

噌＠。
ま
ず
、
ク
ラ
プ
活
動
に
よ
り
、
心
身
共
に
必
要
な
動
的
健
康
を

確
保
し
、
プ
レ
イ
を
通
じ
、
持
久
力
や
自
制
心
や
正
義
感
と
か
、

協
調
す
る
態
度
、
責
任
感
や
、
勇
気
な
ど
の
人
聞
社
会
に
お
け

る
、
生
活
に
必
要
な
、
根
源
的
資
質
と
も
云
う
べ
き
も
の
を
、
酒

養
す
る
事
も
可
能
で
あ
る
。
叉
、
グ
ラ
プ
員
の
親
睦
交
友
の
中

で
、
叱
略
激
励
と
か
相
互
扶
助
の
精
神
が
生
か
さ
れ
ね
ば
、
身
体

活
動
に
よ
る
指
導
も
、
十
分
に
み
の
る
事
が
出
来
な
い
で
あ
ろ

O
 

A
J
J
 

ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
練
習
と
指
導
は
、
常
に
そ
の
効
果
を
期

待
す
る
上
に
重
要
な
契
機
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
、
運
動
文
化
の
概
念

生
物
は
、
生
活
環
境
に
適
応
し
て
生
存
し
、
外
部
環
境
へ
の
適

応
の
方
法
を
見
る
と
、
第
一
に
道
具
の
製
作
、
第
二
に
社
会
生
活

を
行
う
事
に
よ
り
、
人
間
行
動
を
律
す
る
種
々
の
風
習
、
制
度
、

道
徳
、
法
律
等
が
成
立
し
、
第
三
に
娯
楽
、
知
識
、
宗
教
、
芸
術

等
作
ら
れ
た
。
一
般
に
人
間
行
動
は
、
文
化
に
よ
っ
て
、
規
定
さ

れ
る
と
云
わ
れ
る
が
、
二
つ
の
見
方
が
あ
る
o

H
ド
イ
ツ
的
文
化
の
概
念
は
、
文
化
を
精
神
的
理
想
的
価
値
の
実

現
に
あ
る
と
し
て
、
哲
学
、
宗
教
、
科
学
、
芸
術
な
ど
精
神
的
所

産
を
意
味
す
る
、
精
神
史
的
伝
統
の
中
よ
り
生
ま
れ
る
も
の
。

同
英
米
的
文
化
の
概
念
は
、
知
識
、
信
仰
、
技
芸
、
道
徳
、
法

律
、
お
よ
び
他
の
能
力
や
、
習
慣
を
含
む
も
の
と
し
て
、
包
括
的

に
と
ら
え
て
い
る
も
の
。

ク
ラ
ッ
ク
・
ホ
l
y
は
、
「
一
つ
の
文
化
と
は
、
一
集
団
の
全

集
員
、
あ
る
い
は
、
時
に
指
定
さ
れ
た
成
員
が
あ
ず
か
る
傾
向
の
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あ
る
、
あ
か
ら
さ
ま
な
、
あ
る
い
は
暗
黙
的
生
活
様
式
の
歴
史
的

体
系
」
で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
。

a
運
動
文
化

身
体
運
動
の
発
生
は
、
人
聞
が
環
境
と
斗
い
、
そ
れ
を
克
服

し
、
そ
れ
に
適
応
し
て
行
く
過
程
で
、
人
類
の
歴
史
と
共
に
現
わ

れ
て
来
た
。

身
体
活
動
が
あ
る
目
的
意
識
を
持
ち
、
理
想
的
主
体
的
立
場
を

も
っ
て
、
社
会
生
活
の
関
連
の
中
で
、
機
能
す
る
も
の
と
な
っ
た

時
に
、
運
動
文
化
と
云
え
る
。
浅
井
氏
に
よ
れ
ば

ω人
聞
が
環
境
に
適
応
す
る
過
程
に
お
い
て
、
身
体
活
動
が
社
会

的
要
求
に
従
っ
て
、
変
化
発
展
し
た
。

仲
人
間
の
目
的
意
識
が
発
達
し
て
来
る
に
従
い
、
理
想
を
持
ち
、

生
活
に
実
践
さ
れ
る
も
の
。

付
新
し
い
価
値
の
創
造
に
よ
り
、
更
に
発
展
し
、
社
会
の
形
態
に

適
応
し
、
社
会
的
、
歴
史
的
存
在
と
な
る
。

〈
サ
ピ

l
ア
〉
メ
ン
バ
ー
に
生
き
生
き
と
し
た
価
値
あ
る
も
の
と

し
て
の
実
感
を
持
た
せ
、
こ
れ
を
正
し
い
形
で
作
り
あ
げ
る
時
、

社
会
生
活
そ
の
も
の
を
、
正
し
く
、
進
歩
す
る
様
な
機
能
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
様
に
考
え
る
と
、
運
動
文
化
は
、
時
と
か
、
場
所
と
か
、

歴
史
的
、
社
会
的
な
存
在
の
拘
束
を
受
け
る
。
そ
れ
が
集
団
の

体
育
社
会
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
〈
山
田
〉

意
識
を
強
固
に
し
た
り
、

る。

集
団
の
存
立
を
危
く
す
る
場
合
も
あ

例
え
ば
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ナ
イ
で
は
、
人
間
性
の
噂
重
か

ら
身
心
の
調
和
的
発
達
を
身
体
運
動
の
目
的
と
し
た
。
ス
パ
ル
タ

で
は
身
体
運
動
が
戦
争
の
為
の
手
段
と
な
る
。
古
代
ロ

l
マ
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
は
見
る
も
の
と
化
し
、
不
健
全
な
も
の
と
な
る
。

中
世
で
は
禁
欲
主
義
的
立
場
か
ら
、
身
体
は
欲
望
の
源
泉
と

し
、
悪
な
る
も
の
と
考
え
、
自
発
的
な
身
体
運
動
は
行
わ
れ
な

、。
B
h
v
 
b
運
動
文
化
の
宿
命

現
在
の
資
本
主
義
体
制
に
於
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
見
る
も
の

と
し
て
企
業
化
さ
れ
、
利
潤
の
対
象
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。
安
易

な
情
緒
的
楽
し
み
を
、
与
え
る
ス
ポ
ー
ツ
の
愛
好
者
と
な
り
、
勝

敗
に
こ
だ
わ
り
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
人
間
的
言
動
を
報
じ
、
情
緒
的

な
満
足
を
与
え
る
。

行
う
ス
ポ
ー
ツ
と
云
う
、
創
造
的
喜
び
を
持
つ
、
身
体
運
動
は

影
を
ひ
そ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
は
一
部
の
人
々
だ
け
の
も
の
と
な
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
見
て
楽
し
む
、
か
た
ょ
っ
た
運
動
文
化
の
愛
好
者
と

な
っ
て
行
く
。

大
衆
は
運
動
文
化
の
面
に
お
い
て
も
、
人
間
性
の
向
上
に
相
反

す
る
。
疎
外
的
状
況
に
落
ち
い
る
。
そ
し
て
孤
独
化
し
、
情
緒
化
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体
育
社
会
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
ハ
山
田
〉

し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
精
神
的
に
も
、
肉
体
的
に
も
、
集
団
の
凝

集
力
を
弱
め
健
全
な
社
会
の
妨
げ
に
な
る
。
大
衆
が
目
的
意
識
を

持
っ
て
、
身
体
運
動
に
参
加
す
る
事
に
よ
り
、
運
動
文
化
の
否
定

的
側
面
を
克
服
し
、
そ
れ
が
、
真
の
人
間
性
の
向
上
に
役
立
つ
。

現
在
の
危
機
は
、
個
人
主
義
化
し
、
自
由
放
任
に
あ
る
と
云
え

る。
集
団
に
対
す
る
尊
敬
の
社
会
意
識
な
ど
が
、
今
こ
そ
強
く
要
請

さ
れ
る
時
で
あ
る
。

八
、
体
育
の
文
化

体
育
を
、
文
化
と
し
て
捉
え
る
必
要
性
は
、
ま
ず
運
動
を
文
化

の
内
容
と
し
て
、
考
え
直
す
事
に
あ
り
、
さ
ら
に
体
育
を
社
会
に

お
け
る
一
つ
の
仕
組
と
し
て
捉
え
直
す
事
で
あ
る
。

こ
の
文
化
の
存
在
形
態
、
社
会
的
諸
条
件
と
の
関
連
、
社
会
的

機
能
が
側
面
と
な
っ
て
く
る
。

社
会
変
動
と
体
育
の
問
題
は
、
社
会
的
諸
条
件
と
の
関
連
で
、

体
育
の
文
化
の
存
在
形
態
、
社
会
的
機
能
を
捉
え
る
。
そ
れ
ら
は

叉
、
経
済
制
度
、
政
治
制
度
、
宗
教
制
度
等
と
も
、
相
互
依
存
関

係
に
あ
り
、
社
会
の
維
持
存
続
に
も
影
響
さ
れ
る
。

体
育
は
ど
の
様
な
面
で
文
化
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
か
、
二
本
足

の
歩
行
か
ら
、
高
難
度
の
数
多
く
の
運
動
は
、
人
聞
の
学
習
に
よ

る
。
人
間
は
ま
ず
動
く
事
か
ら
学
習
し
、
動
い
て
い
る
学
習
を
す

る
。
こ
の
学
習
と
し
て
の
運
動
は
長
い
歴
史
の
中
で
作
り
、
工
夫

し
、
淘
汰
し
て
来
た
社
会
的
遺
産
と
し
て
の
文
化
に
他
な
ら
な

－
v
 体
育
は
身
体
の
運
動
の
問
題
を
解
決
す
る
為
に
、
人
聞
に
よ
っ

て
、
工
夫
さ
れ
、
考
案
さ
れ
、
選
択
さ
れ
た
運
動
を
内
容
と
し
、

そ
れ
に
必
要
な
物
的
用
具
を
基
盤
と
し
、
そ
れ
ら
の
思
想
、
理

論
、
技
術
や
方
法
に
従
っ
て
人
間
形
成
の
為
に
展
開
さ
れ
る
社
会

的
な
仕
組
と
し
て
の
文
化
が
あ
る
。

体
育
も
他
の
文
化
的
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
と
同
様
に
人
聞
が

工
夫
し
、
作
り
出
し
て
来
た
、
人
間
的
な
活
動
で
あ
る
。

身
心
二
元
論
は
主
知
主
義
を
し
て
、
文
化
を
芸
術
や
宗
教
、
科

学
、
哲
学
な
ど
の
高
尚
な
精
神
的
な
事
柄
と
考
え
る
狭
い
文
化
観

と
結
び
つ
い
た
の
で
、
体
育
が
文
化
と
は
異
質
な
劣
位
な
事
柄
と

し
て
、
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

文
化
の
成
立
は
、
ま
ず
人
間
の
生
物
と
し
て
の
資
質
は
無
力
に

等
し
い
と
云
う
事
に
基
づ
い
て
い
る
。

生
物
は
、
生
き
て
行
く
為
、
環
境
に
適
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
人
間
も
例
外
で
な
く
、
食
物
を
獲
得
し
寒
さ
を
防
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
動
物
は
牙
と
鋭
い
爪
で
獲
物
を
捕
り
、
厚
い
体
毛

と
丈
夫
な
皮
膚
で
身
体
を
守
り
、
本
能
に
基
づ
く
生
体
で
生
き
て
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行
く
の
に
比
べ
、
生
物
と
し
て
、
ま
っ
た
く
無
力
な
人
聞
は
、
生

き
る
為
の
工
夫
と
考
案
を
し
、
共
同
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

R
・
リ
ン
ト
ン
は

「
文
化
と
は
、
習
得
さ
れ
た
行
動
と
行
動
の
諸
結
果
と
の
綜
合

体
で
あ
り
、
そ
の
構
成
要
素
が
あ
る
。
一
つ
の
社
会
の
メ

γ
バ
ー

に
よ
っ
て
、
分
有
さ
れ
、
伝
達
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
：

ル』。

九
、
体
育
の
組
織
と
制
度

a
教
科
と
し
て
の
体
育
は
、
全
て
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
身

体
活
動
を
通
し
て
、
広
い
意
味
で
の
社
会
化
を
行
う
も
の
だ
が
、

多
く
の
場
合
、
次
の
様
な
組
織
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

学
校
長
↓
体
育
主
任
↓
教
師
↓
ク
ラ
ス

b
地
域
社
会
の
ス
ポ
ー
ツ
の
場
合

各
地
方
公
共
団
体
内
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
係
す
る
集
団
や
機

闘
が
、
量
と
質
は
違
っ
て
も
、
必
ら
ず
存
在
す
る
。
教
育
委
員
会

か
公
民
館
等
の
行
政
機
関
も
あ
る
。
こ
れ
ら
が
集
団
や
機
関
の
流

一
を
図
り
、
そ
の
連
絡
調
整
を
行
な
い
、
地
域
住
民
の
よ
り
広
範

な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
効
果
的
に
す
る
た
め
の
組
織
が
作
ら
れ
て
い

体
育
社
会
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
山
田
〉

る。

体育協会

l 
ス
ポ

｜｜｜  
婦背子
人年供
会会会

レク協会

レ
ヲ

、ノ

ヨ

ソ
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c
制
度

体
育
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
タ

γ
ス
等
の
運
動
文
化
を
介
し
て
、
成

員
が
社
会
化
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
が
、
体
育
的
行
為
の
規
範
が
あ

り
、
個
人
的
、
社
会
的
欲
求
を
充
足
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
必
要
な
法
律
は
、
「
学
校
教
育
法
に
対
応
し

て
制
定
さ
れ
た
、
「
社
会
教
育
法
」
一
九
四
九
年
六
月
十
日
と
、

一
九
六
一
年
六
月
十
六
日
の
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
」
の
二
つ
が
あ

る。
社
会
教
育
法
に
含
ま
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
や
、
レ
ク
リ
ェ

l
シ



体
育
社
会
学
に
つ
い
て
の
一
考
察
ハ
山
田
〉

ョ
ン
活
動
の
趣
旨
を
一
層
生
か
し
、
一
層
振
興
す
る
為
に
、
立
法

化
さ
れ
た
特
別
法
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
で
あ
る
。

十
、
使
命
と
役
割
り

体
育
を
社
会
学
的
に
研
究
す
る
事
に
よ
り
、
体
育
学
の
基
礎

的
、
理
論
的
研
究
に
貢
献
す
る
事
に
な
り
、
教
育
社
会
学
に
役
立

ち
、
更
に
合
理
性
を
高
め
、
問
題
の
解
決
に
役
立
て
る
実
践
的
、

応
用
的
役
割
を
果
す
事
に
あ
る
。

a
応
用
と
実
践

科
学
の
究
極
的
目
的
は
現
実
の
問
題
に
貢
献
し
、
絶
え
ず
変
化

す
る
社
会
の
問
題
に
対
処
す
る
態
度
が
要
求
さ
れ
る
。
科
学
的
研

究
は
必
ら
ず
し
も
、
現
実
の
解
決
に
役
立
つ
と
は
限
ら
な
い
。

科
学
は
、
客
観
的
に
あ
る
が
ま
ま
の
姿
を
と
ら
え
る
事
が
本
来

の
使
命
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
科
学
的
に
研
究
さ
れ
た

成
果
が
結
果
と
し
て
、
現
実
の
問
題
解
決
に
役
立
つ
と
云
う
事
に

な
る
。故
に
、
教
育
社
会
学
の
研
究
は
、
ま
ず
理
論
的
、
客
観
的
研
究

が
先
行
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

体
育
社
会
学
は
、
実
践
的
問
題
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

参
考
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献
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七

年
〉
名
古
屋
大
学
教
養
部
紀
要
十
六
斡

菅
原
躍
『
体
育
社
会
学
入
門
』
（
昭
和
五
十
二
年
・
大
修
館
）
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農
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騒
擾
に
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す
る
裁
判
資
料
付

中

勝

山

目

次

ハ
E
〉
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
農
黒
田
小
太
郎

外
七
名
前
件
〈

I
の
事
件

l
l中
山
註
）
ニ
関
シ
願
書

ヲ
執
筆
シ
或
ハ
暴
動
ニ
附
従
為
シ
タ
ル
ユ
付
処
分
方
ノ

件

ハ
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

ハ
ニ
〉
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺

（
三
）
黒
田
小
太
郎
外
七
名
口
供
番
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解

題

〈
I
〉
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
農
阿
部
清
太

郎
発
意
－
－
テ
岡
村
農
近
藤
嘉
十
郎
外
六
名
明
治
四
年
水

災
ユ
テ
年
貢
上
納
シ
難
キ
歎
願
及
フ
可
ク
ト
他
村
ヲ
誘

引
シ
為
メ
エ
各
郡
材
々
動
揺
為
シ
タ
ル
ユ
付
処
刑
方
ノ

件

ハ
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

。
一
〉
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺
：
：
：

：
・
以
上
第
一
回
本
号
掲
載

。
ニ
〉
阿
部
清
太
郎
外
七
名
口
供
番
：
：
：
：
：
：
以
下

次
号

（
E
〉
岡
山
県
伺
備
前
国
赤
坂
郡
南
佐
古
田
村
良
清
野
弥

代
次
外
九
名
田
畑
改
正
ユ
テ
難
渋
ニ
付
歎
願
ス
可
ク
多

人
数
寄
合
遂
ユ
大
里
正
山
口
村
小
坂
石
平
外
二
名
宅
へ

押
懸
家
財
打
砕
叉
ハ
焼
捨
乱
暴
及
ヒ
ジ
ユ
付
処
刑
方
ノ

件

〈
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
H
〈
中
山
〉



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
ハ
中
山
〉

2

0
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺

〈
三
〉
清
野
弥
代
次
外
八
名
口
供
番

〈
N
〉
岡
山
県
伺
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
農
吉

村
新
三
外
七
名
貫
米
十
分
一
納
額
出
可
ク
多
人
数
寄
合

遂
ニ
同
郡
辛
香
村
里
正
中
山
辰
四
郎
外
二
名
宅
へ
押
懸

ケ
家
財
打
砕
又
ハ
放
火
及
ヒ
シ
ユ
付
処
刑
方
且
新
三
ハ

悶
囚
破
牢
ノ
企
ア
ル
ヲ
密
告
セ
シ
ニ
依
リ
死
一
等
ヲ
減

ス
可
キ
ヤ
ノ
件

（
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

。
一
〉
明
治
五
年
六
月
日
欠
お
よ
び
同
年
九
月
二
十

四
日
・
岡
山
県
処
刑
伺

。
ニ
〉
吉
村
新
三
外
七
名
口
供
番

（V
〉
岡
山
県
伺
備
前
国
上
道
郡
百
枝
月
村
食
塩
見
虎
三

郎
外
四
名
近
郷
村
々
動
揺
ヲ
間
同
断
出
願
ス
可
ク
寄
合

出
張
役
人
へ
歎
願
書
差
出
シ
他
村
ノ
暴
動
ニ
関
セ
サ
ル

ニ
依
リ
無
罪
タ
ル
可
キ
ヤ
ノ
件

（
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

2

0
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺

2
5
塩
見
虎
三
郎
外
四
名
口
供
書

解

題

こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
明
治
四
年
十
一
月
か
ら
同
年
十
二

月
に
か
け
て
岡
山
県
下
の
磐
梨
（
十
二
月
一
日
〉
、
赤
坂
ハ
十
一

月
二
十
八
日
〉
、
津
高
〈
十
二
月
三
日
〉
、
上
道
ハ
十
二
月
三
日
）

の
諸
郡
に
お
い
て
発
生
し
た
い
わ
ゆ
る
悪
田
畑
改
正
に
反
対
す
る

農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
農
民
騒
援
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
に
、
細
川
広
世

編
『
明
治
政
覧
』
〈
明
治
十
八
年
〉
、
千
種
尋
常
高
等
小
学
校
『
太

田
吉
岡
村
誌
』
ふ
大
正
十
三
年
〉
、
木
村
靖
二
『
日
本
農
民
議

史
』
〈
昭
和
五
年
〉
、
岡
尋
『
赤
磐
郡
銘
鑑
』
ハ
昭
和
二
十
八
年
）
、

『
金
川
町
史
』
ハ
昭
和
三
十
二
年
マ
青
木
恵
一
郎
『
日
本
農
民

運
動
史
』
第
二
巻
（
昭
和
三
十
三
年
〉
、
『
岡
山
県
の
歴
史
』
ハ
昭

和
三
十
七
年
〉
、
谷
口
澄
夫
『
岡
山
藩
政
史
の
研
究
』
ハ
昭
和
三

十
九
年
〉
、
青
木
虹
二
「
明
治
農
民
騒
擾
年
表
」
（
昭
和
四
十
二

お
〉
、
『
岡
山
県
政
史
』
親
．
瀧
糊
（
昭
和
四
十
二
句
、
有
元

正
雄
『
地
祖
改
正
と
農
民
闘
争
』
ハ
昭
和
四
十
三
年
〉
、
『
岡
山

市
史
』
社
会
編
ハ
昭
和
四
十
＝
？
品
川
ア
谷
口
澄
夫
『
岡
山
県
の
歴

史
』
県
史
シ
リ
ー
ズ
お
（
昭
和
四
十
五
年
〉
、
岡
山
大
学
教
育
学

部
社
会
科
教
室
内
地
域
研
究
会
『
一
宮
町
の
歴
史
と
現
代
』
地
域

( 136) 



研
究
第
M
集
〈
昭
和
四
十
五
句
、
片
山
峯
吉
編
『
馬
屋
下
村
史
』

ハ
昭
和
四
十
六
年
〉
、
『
岡
山
県
政
百
年
の
歩
み
』
ハ
昭
和
四
十

六
』
む
》
、
岡
崎
誠
編
『
上
道
町
史
』
ハ
昭
和
四
十
八
年
叫
〉
『
岡
山
県

警
察
史
』
上
巻
ハ
昭
和
五
十
一
句
、
蓬
郷
巌
『
岡
山
の
県
政
史
』

岡
山
文
庫

ω
ハ
昭
和
五
十
一
年
ア
柴
田
一
・
朝
森
要
『
郷
土
史

事
典
・
岡
山
県
』
〈
昭
和
五
十
五
年
〉
、
仙
田
実
『
和
気
の
歴
史
』

ハ
昭
和
五
十
五
年
）
、
太
田
健
一
「
明
治
四
年
岡
山
務
悪
田
畑
改

正
の
考
察
」
（
昭
和
五
十
八
句
、
『
赤
坂
町
誌
』
（
昭
和
五
十

九
年
〉
、
『
和
気
郡
史
』
通
史
編
・
下
巻
・

I
（
昭
和
五
十
九

句
、
『
瀬
戸
町
誌
』
ハ
昭
和
六
十
句
、
『
岡
山
県
史
』
第
十

巻
・
近
代

I
〈
昭
和
六
十
句
、
『
御
津
町
史
』
〉
昭
和
六
十
句
、

『
山
陽
町
史
』
ハ
昭
和
六
十
一
年
〉
柴
田
一
・
太
田
健
一
『
岡
山

県
の
百
年
』
県
民
間
年
史
・
お
（
昭
和
六
十
一
年
）
な
ど
に
そ
の

概
況
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
、
土
屋
喬
雄
・
小
野
道
雄
編
『
明
治
初

年
農
民
騒
擾
録
』
ハ
昭
和
六
年
叫
、
長
光
徳
和
編
『
備
前
・
備
中
・

美
作
百
姓
一
撲
史
料
』
第
五
巻
（
昭
和
五
十
三
年
〉
な
ど
に
は
、

関
係
資
料
が
復
刻
、
収
録
さ
れ
て
い
る
。
騒
援
の
概
要
は
、
こ
れ

ら
の
文
献
に
よ
っ
て
、
一
応
の
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
上
記
文
献
の
騒
援
に
関
す
る
記
述
の
内
容
は
、
き
わ
め

て
簡
単
で
あ
り
、
ま
た
、
復
刻
さ
れ
た
資
料
に
は
、
騒
療
関
係
者

の
中
の
死
刑
を
ふ
く
む
重
罪
犯
に
対
す
る
刑
事
処
分
を
最
終
的
に

決
定
し
た
司
法
省
の
資
料
が
全
く
見
当
ら
な
い
た
め
、
騒
擾
の
司

法
的
処
理
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
未
だ
聞
明
な
ら
ざ
る
部
分
が
多

、。
と
こ
ろ
が
、
私
は
数
年
前
、
こ
れ
ら
騒
擾
の
重
罪
犯
に
対
す
る

処
分
を
め
ぐ
っ
て
岡
山
県
と
司
法
省
と
の
聞
に
取
り
交
わ
さ
れ
た

記
録
が
、
法
務
省
法
務
図
書
館
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
o
そ
の
文
書
は
、
『
岡
山
県
議
一

ι同
道
す
る
も
の
で
、

そ
の
内
容
は
、
明
治
五
年
六
月
ハ
日
欠
〉
、
岡
山
県
が
司
法
省
に

提
出
し
た
「
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
阿
部
清
太
郎
外
七
人

御
仕
置
伺
書
」
、
「
備
前
国
磐
梨
郡
松
木
村
百
姓
黒
田
小
太
郎
外

七
人
御
住
置
伺
番
」
、
「
備
前
園
赤
坂
郡
南
佐
古
田
村
百
姓
清
野

弥
代
次
外
九
人
御
仕
置
伺
寄
」
、
「
備
前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内

山
条
百
姓
吉
村
新
三
外
七
人
御
仕
置
伺
番
」
、
「
備
前
図
上
道
郡

百
枝
月
村
百
姓
塩
見
虎
三
郎
外
四
人
御
仕
置
伺
番
」
お
よ
び
同
年

九
月
二
十
四
日
、
岡
県
が
司
法
省
に
提
出
し
た
「
備
前
国
津
高
郡

河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
御
仕
置
伺
書
」
と
そ
れ
ら
六
件

に
対
す
る
周
年
十
月
二
十
四
日
付
の
司
法
省
指
令
で
あ
り
、
さ
ら

に
、
そ
の
文
書
に
は
関
係
者
が
岡
山
県
に
提
出
し
た
口
供
番
す
な

わ
ち
自
白
調
書
が
添
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
が
、
騒
擾
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明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
ハ
中
山
〉

に
関
す
る
き
わ
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
そ
の
全
文
を
復
刻
、
紹
介
す
る

所
以
で
あ
る
。
以
下
、
各
資
料
に
つ
い
て
簡
単
な
解
題
を
附
し
て

お
く
。な
お
、
こ
れ
ら
の
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
の
経
過
の
詳
細
等

に
つ
い
て
は
、
近
く
発
表
予
定
の
拙
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る
。

ー
磐
梨
郡
田
原
下
村
阿
部
清
太
郎

外
七
人
処
刑
伺

ハ
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

こ
の
指
令
は
、
発
令
年
月
日
を
欠
く
が
、
文
書
の
冒
頭
に
「
壬

申
十
月
廿
四
日
付
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
が
指
令
の
日

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
司
法
省
指
令
は
、
当
時
頒
布
さ
れ
て
い

た
新
律
綱
領
の
条
項
に
よ
ら
ず
に
、
新
律
綱
領
の
改
正
草
案
と
し

て
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
新
律
条
例
心
準
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
新
律
条
例
第
百
六
十
五
条
（
賊
盗
律
・
兇
徒
梁
衆
附

例
〉
の
「
凡
多
衆
ヲ
豪
メ
テ
訟
ヲ
構
へ
官
ユ
強
逼
ス
ト
難
モ
良
民

ヲ
擾
害
ス
ル
ニ
至
ラ
サ
ル
者
首
ハ
流
三
等
従
ハ
一
等
ヲ
減
ス
従
ニ

シ
テ
情
軽
キ
者
ハ
又
一
等
ヲ
減
ス
」
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
司
法
省
は
、
阿
部
に
つ
い
て
は
、
「
強
訴
横
逼
ノ
類
ト
同
シ

カ
ラ
ス
」
と
し
て
、
法
定
刑
よ
り
一
等
を
減
じ
て
「
徒
三
年
」
と

し
、
近
藤
（
嘉
〉
お
よ
び
尾
関
に
つ
い
て
は
、
阿
部
の
「
従
タ
ル

ヲ
以
テ
又
一
等
ヲ
減
シ
」
て
「
徒
二
年
半
」
と
し
た
。
こ
れ
は
、

新
律
綱
領
・
名
例
律
下
・
加
減
罪
例
の
中
に
「
減
ト
称
ス
ル
者

ハ
。
本
罪
上
ニ
就
テ
減
軽
ス
。
仮
令
ハ

O
i－
－
－
徒
三
年
ハ
。
徒
二

年
半
ュ
坐
ス
ル
ノ
類
。
惟
二
死
三
流
ハ
。
各
一
減
ト
為
ス
。
仮
令

ハ
O
i－
－
流
罪
ヲ
犯
ス
－
－
。
一
等
ヲ
減
ス
レ
ハ
。
徒
三
年
－
一
坐
ス

ル
ノ
類
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
近
藤
（
義
〉
外
三
名
に

つ
い
て
は
、
新
律
条
例
第
百
六
十
二
条
〈
同
前
〉
の
中
の
「
附
和

随
行
シ
場
－
一
在
テ
勢
ヲ
助
ク
ル
者
ハ
：
：
：
違
令
－
一
関
ヒ
軽
重
ヲ
分

チ
瞭
罪
ス
ル
コ
ト
ヲ
聴
ス
」
を
適
用
し
て
「
服
罪
金
三
両
ッ
、
」

と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・
違
令
条

の
中
に
「
凡
令
ニ
違
フ
ニ
。
重
キ
者
ハ
。
答
四
十
」
と
あ
り
、
新

律
綱
領
・
般
罪
収
股
例
図
に
よ
れ
ば
、
「
答
四
十
」
の
服
罪
金
は

コ
ニ
両
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
司
法
省
の
指
令
は
、
阿

部
、
近
藤
〈
嘉
〉
、
尾
関
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
の
求
刑
よ
り
も

格
段
と
軽
く
、
近
藤
（
義
〉
、
太
田
、
阿
部
ハ
亀
〉
、
藤
原
に
つ

い
て
は
、
重
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
岡
山
県
の
関
係
者
に

対
す
る
判
決
は
、
全
て
司
法
省
の
指
令
を
そ
の
ま
ま
遵
守
し
た
も

の
で
あ
っ
た
（
「
県
治
紀
事
・
騒
擾
」
国
立
公
文
書
館
蔵
『
岡
山

県
史
料
』
四
十
三
〉
。
な
お
、
刑
の
宣
告
日
に
つ
い
て
は
、
近
藤

（
嘉
）
の
明
治
五
年
十
二
月
十
日
（
長
光
徳
和
編
・
前
掲
『
備
前
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・
備
中
・
美
作
百
姓
一
挟
史
料
』
一
九
二
三
頁
〉
以
外
は
不
明
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
県
治
紀
事
・
騒
援
」
は
、
近
藤
（
嘉
）
お

よ
び
尾
関
を
「
徒
三
年
半
」
と
し
、
「
藤
原
品
蔵
」
を
「
藤
井
品

蔵
」
と
し
て
い
る
が
、
誤
記
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
文
書

に
は
、
「
三
輪
田
」
、
「
蒋
」
、
「
青
木
」
、
「
松
本
」
、
「
松

岡
」
、
「
江
藤
」
、
「
不
明
」
の
各
捺
印
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
、
指
令
の
起
案
に
関
与
し
た
司
法
省
官
員
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
三
輪
田
は
九
等
出
仕
三
輪
聞
元
綱
、
燃
は
少
判
事
勝

信
緑
、
青
木
は
中
判
事
青
木
信
寅
、
松
本
は
権
大
判
事
松
本
暢
、

松
岡
は
十
等
出
仕
松
岡
守
信
、
江
藤
は
卿
江
藤
新
平
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。

〈
二
）
明
治
五
年
六
月
（
日
欠
）
・
岡
山
県
処
刑
伺

こ
の
伺
奮
は
、
宛
名
を
欠
く
が
、
岡
山
県
よ
り
司
法
省
へ
の
処

刑
伺
で
あ
る
。
な
お
、
岡
山
県
伺
は
、
「
不
届
之
至
ニ
付
」
あ
る

い
は
「
不
届
ニ
付
」
と
す
る
の
み
で
、
と
く
に
準
拠
法
令
を
明
示

し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
、
関
係
者
に
適
用
す
べ
き
法
条
を
新
律

綱
領
の
中
に
み
い
だ
し
え
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

会
一
〉
阿
部
清
太
郎
外
七
名
口
供
番

明
治
五
年
三
月
十
五
日
ハ
阿
部
、
近
藤
（
嘉
〉
、
尾
関
〉
お
よ

び
周
年
三
月
二
十
四
日
ハ
近
藤
ハ
義
）
、
太
田
、
阿
部
〈
亀
〉
、

藤
原
、
田
村
〉
に
関
係
者
が
、
裁
判
が
お
こ
な
わ
れ
た
岡
山
県
の

断
獄
係
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
自
白
の
調
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

被
告
側
の
記
録
で
あ
り
、
現
在
ま
で
に
復
刻
さ
れ
た
資
料
に
は
み

え
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
検
討
す
れ
ば
、
八
名
の
被
告
が
騒

援
の
中
で
果
し
た
各
自
の
役
割
が
明
ら
か
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
騒
動
の
全
体
像
の
解
明
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

E
磐
梨
郡
松
木
村
黒
田
小
太
郎
外
七
人
処
刑
伺

〈
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

こ
の
指
令
は
、
発
令
年
月
日
を
欠
く
が
、
指
令
書
の
冒
頭
に

「
壬
申
十
月
廿
四
日
付
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
が
、
指

令
の
日
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
司
法
省
指
令
は
、
前
述
の

I

ハ
一
〉
と
同
様
に
新
律
条
例
第
百
六
十
五
条
に
準
拠
し
た
も
の
で

あ
る
。
司
法
省
の
量
刑
は
、
黒
田
に
つ
い
て
は
、
「
村
市
ヲ
段
壊

シ
良
民
ヲ
疲
害
ス
ル
ノ
情
無
シ
」
と
事
実
認
定
の
う
え
、
新
律
条

例
第
百
六
十
五
条
の
中
の
「
従
ニ
シ
テ
情
軽
キ
者
ハ
叉
一
等
ヲ
減

ス
」
を
適
用
し
て
、
「
徒
二
年
半
」
を
量
定
し
、
こ
れ
に
、
囚
監

中
の
明
治
五
年
五
月
二
日
の
脱
欧
、
越
獄
の
罪
が
加
等
さ
れ
、
新

律
綱
領
・
捕
亡
律
・
獄
図
脱
監
及
反
獄
逃
走
条
の
中
の
「
凡
罪
ヲ

犯
シ
。
囚
禁
セ
ラ
レ
テ
。
脱
監
。
及
ヒ
越
獄
シ
テ
。
逃
走
ス
ル
者
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明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
鑑
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
（
中
山
）



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
ハ
中
山
〉

ハ
。
各
本
罪
上
－
－
。
二
等
ヲ
加
へ
。
罪
。
流
三
等
ニ
止
ル
」
に
よ

り
、
「
本
罪
」
た
る
「
徒
二
年
半
」
に
二
等
を
加
え
「
准
流
五
年
」

と
し
た
も
の
で
あ
対
近
藤
に
つ
い
て
は
、
－
（
一
）
で
述
べ
た

近
藤
ハ
義
〉
外
三
名
と
同
様
の
手
続
に
よ
り
、
違
令
軽
（
新
律
条

例
第
百
六
十
二
条
〉
｜
↓
答
三
十
（
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・
違
令

条
〉
｜
↓
蹟
罪
金
二
両
一
分
（
新
律
綱
領
・
般
罪
収
股
例
図
〉
と

し
た
か
、
新
律
条
例
を
適
用
せ
ず
直
接
に
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・

違
令
条
お
よ
び
同
・
蹟
罪
収
瞭
例
図
を
適
用
し
た
か
の
い
ず
れ
か

で
あ
ろ
う
。
本
近
に
つ
い
て
は
、
徴
罪
と
認
定
し
、
新
律
条
例
第

二
百
九
十
一
条
〈
雑
犯
律
・
違
令
附
例
〉
の
「
凡
式
ニ
違
フ
者
ハ

答
二
十
軽
キ
者
ハ
一
等
ヲ
減
ス
其
所
犯
極
テ
軽
ク
答
－
一
及
サ
ル
者

ハ
事
情
ヲ
酌
量
シ
テ
拘
留
阿
賀
ニ
処
シ
以
テ
権
衡
ヲ
別
ツ
」
お
よ

び
新
律
条
例
第
一
条
（
名
例
律
・
五
刑
附
例
〉
の
「
凡
犯
罪
極
テ

軽
ク
答
－
一
及
ハ
サ
ル
者
ハ
止
タ
阿
責
シ
テ
放
免
ス
」
に
よ
っ
た
も

の
で
あ
る
う
。
田
淵
に
つ
い
て
は
、

I
（
一
）
で
述
べ
た
近
藤

（
義
）
外
三
名
と
同
じ
手
続
で
量
刑
し
た
も
の
で
あ
る
。
司
法
省

の
指
令
は
、
黒
田
に
つ
い
て
は
、
脱
監
、
越
獄
の
罪
を
加
等
し
で

も
岡
山
県
の
求
刑
よ
り
軽
い
が
、
近
藤
、
本
近
、
田
淵
に
つ
い
て

は
、
無
罪
が
有
罪
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
岡
山
県
の
関
係
者

に
対
す
る
判
決
は
、
全
て
司
法
省
の
指
令
を
そ
の
ま
ま
遵
守
し
た

も
の
で
あ
っ
た
（
前
掲
「
県
治
紀
事
・
騒
擾
」
〉
が
、
そ
れ
が
い

つ
宣
告
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
指
令
書
に

も
、
「
勝
」
、
「
青
木
」
、
「
松
本
」
「
松
岡
」
、
「
江
藤
」
、

「
不
明
」
の
各
捺
印
が
み
ら
れ
る
が
、

I
〈
一
）
で
述
べ
た
と
同

様
の
司
法
省
官
員
の
そ
れ
で
あ
る
。

（
二
〉
明
治
五
年
六
月
（
日
欠
〉
・
岡
山
県
処
刑
伺

こ
の
伺
書
も
宛
名
を
欠
く
が
、
岡
山
県
よ
り
司
法
省
へ
の
処
刑

伺
で
あ
り
、
ま
た
、
と
く
に
準
拠
法
令
を
明
示
し
て
い
な
い
。

。
ニ
〉
黒
田
小
太
郎
外
七
名
口
供
番

明
治
五
年
三
月
十
五
日
〈
黒
田
）
、
同
年
三
月
二
十
四
日
（
近

藤
、
小
引
、
畑
、
畑
（
嘉
）
、
観
設
、
本
近
、
田
淵
）
お
よ
び
同

年
五
月
四
日
（
黒
回
目
脱
監
、
越
獄
〉
に
関
係
者
が
、
裁
判
の
お

こ
な
わ
れ
た
岡
山
県
の
断
獄
係
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
自
白
の
調

書
で
あ
る
。
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E
赤
坂
郡
南
佐
古
田
村
清
野
弥
代
次

外
九
人
処
刑
伺

（
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

こ
の
指
令
は
、
発
令
年
月
日
を
欠
く
が
、
冒
頭
に
「
壬
申
十
月



廿
四
日
付
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
新
律
条
例
に
準
拠
し
て
い

る
こ
と
な
ど
に
お
い
て
、

I

C
〉
お
よ
び

E
〈
一
〉
と
同
様
で

あ
る
。
司
法
省
の
量
刑
は
、
清
野
（
弥
〉
に
つ
い
て
は
、
兇
徒
豪

衆
罪
に
よ
ら
ず
、
新
律
条
例
第
二
百
九
十
条
（
雑
犯
律
・
違
令
附

例
〉
の
中
の
「
凡
制
ニ
違
フ
者
ハ
杖
一
百
」
お
よ
び
新
律
条
例
第

二
条
〈
名
例
律
・
五
刑
附
例
〉
の
中
の
「
凡
犯
罪
答
杖
ニ
該
ル
者

ハ
一
体
ニ
打
決
ヲ
廃
シ
答
杖
一
等
毎
ト
ニ
日
数
十
日
ニ
折
シ
：
：
：

懲
役
目
一
換
フ
：
：
：
杖
：
：
：
一
百
懲
役
百
日
」
を
適
用
し
た
か
、

そ
れ
と
も
、
新
律
条
例
第
二
百
九
十
条
お
よ
び
明
治
五
年
四
月

（
日
欠
〉
・
太
政
官
第
百
十
三
号
布
告
を
も
っ
て
頒
布
さ
れ
た
懲

役
法
を
適
用
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
田
中
に
つ
い
て

は
、
新
律
綱
領
・
罵
晋
律
・
罵
本
属
長
官
条
の
中
の
「
本
属
ノ
・
：

：
・
奏
任
長
官
ヲ
馬
ル
者
ハ
杖
九
十
：
：
：
其
長
官
。
及
ヒ
本
属
国
一
非

ル
者
ハ
。
各
二
等
ヲ
減
ス
」
に
よ
っ
て
「
杖
七
十
」
を
選
択
し
、

こ
れ
に
、
護
送
中
に
逃
走
し
た
罪
が
加
等
さ
れ
、
新
律
条
例
第
三

百
条
（
捕
亡
律
・
獄
囚
脱
濫
及
反
獄
逃
走
附
例
）
の
中
の
「
脱
艦

及
ヒ
越
獄
シ
テ
逃
走
ス
ル
者
ハ
律
ニ
依
リ
加
等
罪
ヲ
科
ス
ル
」
お

よ
び
新
律
綱
領
・
捕
亡
律
・
獄
囚
脱
監
及
反
獄
逃
走
条
の
中
の

「
脱
監
。
及
ヒ
越
獄
シ
テ
。
逃
走
ス
ル
者
ハ
。
各
本
罪
上
－
一
。
ニ

等
ヲ
加
」
に
よ
り
、
本
罪
た
る
「
杖
七
十
」
に
二
等
を
加
え
「
杖

九
十
」
と
し
た
う
え
で
、
前
述
の
懲
役
法
も
し
く
は
新
律
条
例
第

二
条
の
中
の
「
杖
：
：
：
九
十
懲
役
九
十
日
」
に
よ
っ
た
も
の
で

あ
る
う
。
花
房
（
林
〉
外
四
名
に
つ
い
て
は
、
新
律
条
例
第
百
六

十
二
条
の
中
の
「
附
和
随
行
シ
場
ニ
在
テ
勢
ヲ
助
ク
ル
者
ハ
：
：

違
令
－
一
間
ヒ
軽
重
ヲ
分
チ
般
罪
ス
ル
コ
ト
ヲ
聴
ス
」
お
よ
び
新
律

綱
領
・
雑
犯
律
・
違
令
条
の
中
の
「
令
－
一
違
フ
－
一
。
重
キ
者
ハ
。

答
四
十
。
軽
キ
者
ハ
。
一
等
ヲ
減
ス
」
を
適
用
し
て
、
「
般
罪
金

二
両
壱
分
」
と
し
た
の
で
あ
る
う
。
こ
れ
は
、
新
律
綱
領
・
服
罪

収
般
例
図
に
よ
れ
ば
、
「
答
三
十
」
の
服
罪
金
は
「
二
両
壱
分
」

と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
司
法
省
の
指
令
は
、
清
野
ハ
弥
〉
、

田
中
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
の
求
刑
よ
り
も
格
段
と
軽
い
も
の
で

あ
る
が
、
花
房
（
林
〉
外
四
名
に
つ
い
て
は
、
無
罪
で
あ
っ
た
も

の
が
、
徴
罪
と
は
い
え
有
罪
と
さ
れ
、
か
え
っ
て
重
く
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
岡
山
県
の
関
係
者
に
対
す
る
判
決
は
、
全
て
司
法

省
の
指
令
を
そ
の
ま
ま
遵
守
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
前
掲
「
県
治

紀
事
・
騒
擾
」
）
。
刑
の
宣
告
日
に
つ
い
て
は
、
田
中
は
不
明
で

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
九
名
は
、
明
治
五
年
十
一
月
十
日
で
あ
る

（
長
光
・
前
掲
『
備
前
・
備
中
・
美
作
百
姓
一
挟
史
料
』
一
九
二

七
頁
〉
。
ち
な
み
に
、
こ
の
指
令
番
に
も
、
「
購
」
、
「
青
木
」
、

「
松
本
」
、
「
松
岡
」
、
「
江
藤
」
、
「
不
明
」
の
各
捺
印
が
み

ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、

I
（
一
〉
で
述
べ
た
よ
う
に
指
令
の
起

案
に
関
係
し
た
司
法
省
の
官
員
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

( 141) 

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
鑑
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
（
中
山
〉



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
ハ
中
山
〉

。
一
〉
明
治
五
年
六
月
（
日
欠
〉
・
岡
山
県
処
刑
伺

こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

E
C
一
〉
の
解
題
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
三
〉
清
野
弥
代
次
外
八
名
口
供
番

明
治
五
年
三
月
十
五
日
〈
清
野
〈
弥
〉
〉
、
同
年
三
月
二
十
八

日
ハ
花
一
男
（
林
〉
、
清
野
（
代
〉
、
近
見
、
花
房
〈
岩
〉
、
花
房

（
長
〉
、
清
野
（
豊
〉
、
長
瀬
、
清
野
ハ
理
〉
〉
に
関
係
者
が
、

裁
判
の
お
こ
な
わ
れ
た
岡
山
県
の
断
獄
係
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た

自
白
の
調
書
で
あ
る
。

N
津
高
郡
河
内
村
吉
村
新
三
外
七
人
処
刑
伺

（
一
）
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

こ
の
指
令
も
、
発
令
年
月
日
を
欠
く
が
、
冒
頭
に
「
壬
申
十
月

中
四
日
付
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
新
律
条
例
に
準
拠
し
て
い

る
こ
と
、
「
豚
」
、
「
青
木
」
、
「
松
本
」
、
「
松
岡
」
、
「
江

藤
」
、
「
不
明
」
の
各
捺
印
が
み
え
る
こ
と
な
ど
の
点
は
、
前
出

の
可
法
省
指
令
と
同
一
で
あ
る
。
司
法
省
の
量
刑
は
、
吉
村
ハ
新
〉

に
つ
い
て
は
、
兇
徒
豪
衆
罪
を
適
用
せ
ず
、
新
律
条
例
第
二
百
九

十
条
の
中
の
「
制
ニ
違
フ
者
ハ
杖
一
百
」
を
適
用
し
、
こ
れ
に
、

囚
監
中
に
同
囚
の
脱
獄
を
通
報
し
た
こ
と
を
考
慮
し
、
新
律
条
例

第
三
百
一
条
の
中
の
「
反
獄
ノ
情
ヲ
知
テ
首
報
ス
ル
者
斬
経
以
下

各
本
罪
一
等
ヲ
減
ス
」
を
適
用
し
、
本
罪
た
る
「
杖
一
百
」
か
ら

一
等
を
減
じ
て
「
杖
九
十
」
と
し
、
さ
ら
に
、
懲
役
法
も
し
く
は

新
律
条
例
第
二
条
に
よ
り
「
懲
役
九
十
日
」
と
し
た
も
の
で
あ
る

う
。
竹
谷
に
つ
い
て
は
、
新
律
条
例
第
二
百
九
十
条
を
適
用
し
た

も
の
で
あ
る
。
吉
村
〈
林
〉
外
四
名
に
つ
い
て
は
、
新
律
条
例
第

百
六
十
二
条
お
よ
び
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・
違
令
条
を
適
用
し
、

「
答
三
十
」
を
量
刑
し
、
さ
ら
に
、
新
律
綱
領
・
般
罪
収
瞭
例
図

に
よ
り
「
服
罪
金
二
両
一
分
ッ
、
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
う
。

司
法
省
の
指
令
は
、
吉
村
〈
新
）
、
竹
谷
に
つ
い
て
は
、
岡
山

県
の
求
刑
よ
り
も
格
段
と
軽
い
も
の
で
あ
る
が
、
吉
村
（
林
〉
外

四
名
に
つ
い
て
は
、
無
罪
で
あ
っ
た
も
の
が
、
徴
罪
と
は
い
え
、

有
罪
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
岡
山
県
の
関
係
者
に
対
す
る
判

決
は
、
全
て
司
法
省
の
指
令
を
そ
の
ま
ま
遵
守
し
た
も
の
で
あ
っ

た
（
前
掲
「
県
治
紀
事
・
騒
嬢
」
〉
が
、
そ
れ
が
、
い
つ
関
係
者

に
宣
告
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
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。
一
〉
明
治
五
年
六
月
（
日
欠
〉
お
よ
び
同
年
九
月
二
十

四
日
・
岡
山
県
処
刑
伺

六
月
の
処
刑
伺
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

E
（
二
〉
の
解
題
を
参

照
さ
れ
た
い
。
九
月
二
十
四
日
の
処
刑
伺
は
、
六
月
の
処
刑
伺
で



一
度
「
絞
罪
」
と
量
刑
さ
れ
た
吉
村
新
三
が
、
六
月
二
十
三
日
、

同
じ
く
囚
監
中
の
賀
陽
郡
板
倉
村
の
守
屋
喜
右
衛
門
外
の
脱
獄
を

通
報
し
た
た
め
、
減
刑
す
る
こ
と
と
な
り
、
司
法
省
へ
提
出
さ
れ

た
も
の
で
襲
。

。
ニ
〉
吉
村
新
三
外
七
名
口
供
番

明
治
五
年
三
月
十
五
日
（
吉
村
（
新
〉
、
竹
谷
〉
、
同
年
三
月

二
十
五
日
（
吉
村
（
林
〉
、
寺
門
（
石
〉
、
逢
坂
、
江
見
）
、
同

年
四
月
三
日
〈
寺
門
〈
久
〉
、
岸
田
〉
、
同
年
七
月
二
日
（
吉
村

〈
新
〉
〉
に
関
係
者
が
、
裁
判
の
お
こ
な
わ
れ
た
岡
山
県
の
断
獄

係
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
自
白
の
調
書
で
あ
る
。

v
上
道
郡
百
枝
月
村
塩
見
虎
三
郎
外
四
人
処
刑
伺

〈
一
〉
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令

こ
の
指
令
も
、
発
令
年
月
日
を
欠
く
が
、
冒
頭
に
「
壬
巾
十
月

廿
四
日
付
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
新
律
条
例
に
準
拠
し
て
い

る
こ
と
、
「
勝
」
、
「
青
木
」
、
「
松
本
」
、
「
松
岡
」
、
「
江

藤
」
、
「
不
明
」
の
各
捺
印
が
み
え
る
こ
と
な
ど
の
点
は
、
前
出

の
司
法
省
指
令
と
同
一
で
あ
る
。
司
法
省
の
量
刑
は
、
塩
見
ハ
虎
〉

に
つ
い
て
は
、
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・
不
応
為
条
の
「
凡
律
令
ニ

正
条
ナ
シ
ト
難
モ
。
情
理
－
一
於
テ
。
為
ス
ヲ
得
応
カ
ラ
サ
ル
ノ
事

ヲ
為
ス
：
：
：
事
理
重
キ
者
ハ
。
杖
七
十
」
を
適
用
し
、
「
杖
七
十
」

を
選
択
し
た
う
え
で
、
「
情
側
諒
ス
ヘ
キ
」
も
の
が
あ
る
と
認
定

し
、
新
律
綱
領
・
膿
罪
収
瞭
例
図
に
よ
り
、
「
杖
七
十
」
の
服
罪

金
「
五
両
一
分
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
宅
、
塩
見
（
美
〉
に

つ
い
て
は
、
塩
見
（
虎
）
の
従
犯
と
し
て
一
等
を
減
じ
、
「
杖
六

十
」
と
し
た
う
え
で
、
「
杖
六
十
」
の
服
罪
金
「
四
両
二
分
」
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
久
保
に
つ
い
て
は
、
新
律
条
例
第
百
六
十
四

条
（
賊
盗
律
・
兇
徒
環
衆
附
例
〉
の
「
其
余
塘
屋
ヲ
毅
ツ
者
ハ
不

応
為
重
－
一
間
フ
」
を
適
用
し
、
さ
ら
に
、
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・

不
応
為
条
に
よ
り
「
杖
七
十
」
を
選
択
し
た
う
え
で
、
新
律
条
例

第
二
条
（
名
例
律
・
五
刑
附
例
〉
の
中
の
「
凡
犯
罪
答
杖
ニ
該
ル

者
ハ
一
体
ニ
打
決
ヲ
廃
シ
答
杖
一
等
毎
ト
ニ
日
数
十
日
－
一
折
シ

：
：
：
懲
役
ユ
換
フ
：
：
：
杖
：
：
：
七
十
懲
役
七
十
日
」
を
適
用
し

た
か
、
そ
れ
と
も
、
「
杖
七
十
」
を
選
択
し
た
う
え
で
、
前
述
の

懲
役
法
を
適
用
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
三
木
に
つ
い
て

は
、
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・
不
応
為
条
を
適
用
し
、
「
杖
七
十
」

を
選
択
し
、
こ
れ
を
懲
役
法
に
よ
り
「
懲
役
七
十
日
」
と
読
み
換

え
た
も
の
で
あ
る
。
司
法
省
の
指
令
は
、
塩
見
（
虎
〉
、
三
宅
、

塩
見
〈
美
〉
、
久
保
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
の
求
刑
が
無
罪
で
あ

っ
た
も
の
が
、
有
罪
と
さ
れ
重
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
岡
山

県
の
関
係
者
に
対
す
る
判
決
は
、
全
て
司
法
省
の
指
令
を
そ
の
ま
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明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
良
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
H
ハ
中
山
〉



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
H
ハ
中
山
）

ま
遵
守
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
前
掲
「
県
治
紀
事
・
騒
擾
」
）
が
、

そ
れ
が
、
い
つ
関
係
者
に
宣
告
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
二
）
明
治
五
年
六
月
（
日
欠
〉
・
岡
山
県
処
刑
伺

こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

E
（
二
〉
の
解
題
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
三
）
塩
見
虎
三
郎
外
四
名
口
供
番

明
治
五
年
五
月
十
四
日
〈
塩
見
〈
虎
〉
、
三
宅
、
塩
見
（
美
〉
、

久
保
〉
、
同
年
六
月
四
日
（
三
木
〉
に
関
係
者
が
、
裁
判
の
お
こ

な
わ
れ
た
岡
山
県
の
断
獄
係
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
自
白
の
調
書

で
あ
る
。

〔註〕（
1
〉

ハ
2
〉

ハ
3
〉

細
川
広
世
編
『
明
治
政
覧
』
ハ
明
治
十
八
年
）
三
六
三
頁
。

千
種
尋
常
高
等
小
学
校
『
太
田
吉
岡
村
誌
』
（
大
正
十
三
年
〉

ニ
O
七
｜
ニ

O
八
頁
。

木
村
蛸
ニ
『
日
本
農
民
争
闘
史
』

二
一
頁
。

岡
尋
『
赤
磐
郡
銘
鑑
』

頁。

ハ
昭
和
五
年
）
一
ニ
ニ

O
l三

ハ
4
〉

（
昭
和
二
十
八
年
〉
二
ハ
ニ

l
一
六
四

（

5
〉

ハ
6
〉

『
金
川
町
史
』
ハ
昭
和
三
十
二
年
）
二
ハ
五
ー
一
六
六
頁
。

青
木
恵
－
郎
『
日
本
農
民
運
動
史
』
第
二
巻
（
昭
和
三
十
三

年
）
二
五
頁
。

『
岡
山
県
の
歴
史
』
ハ
昭
和
三
十
七
年
〉
五
一
一
一

l
五
二
ニ
頁
。

谷
口
澄
夫
『
岡
山
藩
政
史
の
研
究
』
ハ
昭
和
三
十
九
年
〉
七
五

三
l
七
五
五
頁
。

背
木
虹
二
「
明
治
農
民
騒
擾
年
表
」
『
明
治
農
民
騒
援
の
年
次

的
研
究
』
（
昭
和
四
十
二
年
〉
三
四
l
三
五
頁
。

〈
叩
）
『
岡
山
県
政
史
』
獄
．
献
錨
（
昭
和
四
十
二
年
〉
二
八
｜
三

O
頁。

ハ
日
〉
有
元
正
雄
『
地
祖
改
正
と
農
民
闘
争
』
（
昭
和
四
十
三
年
）
四

八一

l
四
八
五
頁
。

『
岡
山
市
史
』
社
会
編
『
昭
和
四
十
三
年
〉
一
二
五
頁
。

谷
口
澄
夫
『
岡
山
県
の
歴
史
』
県
史
シ
リ
ー
ズ
お
（
昭
和
四
十

五
年
〉
一
五
五
ー
一
五
八
頁
。

岡
山
大
学
教
育
学
部
社
会
科
教
室
内
地
域
研
究
会
『
一
宮
町
の

歴
史
と
現
代
』
地
域
研
究
第
M
集
（
昭
和
四
十
五
年
〉
一
五
三

l
一
五
四
頁
。

片
山
峯
吉
絹
『
馬
屋
下
村
史
』
ハ
昭
和
四
十
六
年
〉
三
六

O
l

三
六
四
頁
。
本
部
に
は
、
発
行
年
月
日
の
記
械
が
な
い
が
、
本

書
の
「
は
し
が
き
」
に
「
昭
和
四
十
六
年
二
月
」
と
記
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
一
応
同
年
の
発
行
と
仮
定
す

る。

ハ
7
）

ハ
8
〉

ハ
9
〉
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〈ロ〉
ハ

mv

〈

U
〉

（日〉



（時）

〈

口

〉

『
岡
山
県
政
百
年
の
歩
み
』

頁。岡
崎
誠
編
『
上
道
町
史
』
（
昭
和
四
十
八
年
〉
二
五
八

l
二
六

三
頁
。
『
岡
山
県
警
察
史
』
上
巻
（
昭
和
五
十
一
年
〉
九
九
三

l
九
九

八
頁
。

蓬
郷
巌
『
岡
山
の
県
政
史
』
岡
山
文
庫
印
〈
昭
和
五
十
一
年
〉

ニ
六
頁
。

柴
田
一
・
朝
森
要
『
郷
土
史
事
典
・
岡
山
県
』
（
昭
和
五
十
五

年
〉
一
七
一

l
一
七
二
頁
。

仙
田
実
『
和
気
の
歴
史
』
ハ
昭
和
五
十
五
年
）
二
三
一
｜
二
一
二

三
頁
。

太
田
健
一
「
明
治
四
年
岡
山
藩
悪
田
畑
改
正
の
一
考
室
谷
口

澄
夫
先
生
古
稀
記
念
事
業
会
縞
『
歴
史
と
風
土
』
ハ
昭
和
五
十

八
年
〉
二
一
四

l
－
二
六
頁
。

『
赤
坂
町
誌
』
〈
昭
和
五
十
九
年
〉
二
八
四

l
二
八
九
頁
。

『
和
気
郡
史
』
通
史
編
・
下
巻
I
（
昭
和
五
十
九
年
〉
三
七
｜

四
二
頁
。

『
瀬
戸
町
誌
』
〈
昭
和
六
十
年
〉
四
七
六
｜
四
七
七
頁
。

『
岡
山
県
史
』
第
十
巻
・
近
代
l
〈
昭
和
六
十
年
〉
四
三
｜
四

七
頁
。
『
御
津
町
史
』
〈
昭
和
六
十
年
〉
四
二
一

l
四
二
四
頁
。

『
山
陽
町
史
』
〈
昭
和
六
十
一
年
〉
五
四
七

l
五
五
四
頁
。

（
昭
和
四
十
六
年
〉
二
一
ー
－

ハ胞）
〈四〉

（却〉
ハ幻）

（忽〉
（お〉

〈
倒
的
〉

〈お）
〈お〉

（

幻

）

〈

沼

〉

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
優
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
ハ
中
山
〉 ハ却〉

柴
田
一
・
太
田
健
－
『
岡
山
県
の
百
年
』
県
民
削
年
史
・
お

ハ
昭
和
六
十
一
年
）
五
三
！
五
七
頁
。

土
屋
喬
雄
・
小
野
道
雄
編
『
明
治
初
年
農
民
騒
擾
録
』
（
昭
和

六
年
〉
三
二
九

l
三
三
六
頁
。

長
光
徳
和
編
『
備
前
・
備
中
・
美
作
百
姓
一
摸
史
料
』
第
五
巻

（
昭
和
五
十
三
年
〉
一
八
九
五

l
一
九
六

O
頁。

法
務
省
法
務
図
書
館
蔵
『
岡
山
県
暴
動
一
件
』
o
こ
の
文
書
に

は
、
明
治
五
年
・
第
一
号
・
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下

村
良
阿
部
清
太
郎
発
意
品
テ
岡
村
農
近
藤
嘉
十
郎
外
六
名
明
治

四
年
水
災
－
－
テ
年
貢
上
納
シ
難
キ
歎
願
及
フ
可
ク
ト
他
村
ヲ
誘

引
シ
為
メ
ユ
各
郡
村
々
動
揺
為
シ
タ
ル
ニ
付
処
刑
方
ノ
件
、
同

・
第
二
号
・
岡
山
県
伺
備
前
回
磐
梨
郡
松
木
村
良
黒
田
小
太
郎

外
七
名
前
件
〈
第
一
号
l
！
中
山
註
〉
回
一
関
シ
願
書
ヲ
執
筆
シ

或
ハ
暴
動
ユ
附
従
為
ジ
タ
ル
ニ
付
処
分
方
ノ
件
、
同
・
第
三
号

・
岡
山
県
伺
備
前
回
赤
坂
郡
南
佐
古
田
村
農
清
野
弥
代
次
外
九

名
田
畑
改
正
ユ
テ
難
渋
－
－
付
歎
願
ス
可
ク
多
人
数
寄
合
遂
司
一
大

星
正
山
口
村
小
坂
石
平
外
二
名
宅
へ
押
懸
家
財
打
砕
叉
ハ
焼
捨

乱
暴
及
ヒ
h
y

－
－
付
処
刑
方
ノ
件
、
同
・
第
四
号
・
岡
山
県
伺
備

前
国
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
農
吉
村
新
三
外
七
名
貢
米
十
分

一
納
額
出
可
ク
多
人
数
寄
合
遂
－
一
同
郡
辛
呑
村
里
正
中
山
民
四

郎
外
二
名
宅
へ
押
懸
ケ
家
財
打
砕
叉
ハ
放
火
及
ヒ
シ
ユ
付
処
刑

方
且
新
三
ハ
同
囚
破
牢
ノ
企
ア
ル
ヲ
密
告
セ
シ
ニ
依
リ
死
一
等

ヲ
減
ス
可
キ
ヤ
ノ
件
、
同
・
第
五
号
・
岡
山
県
伺
備
前
国
上
道
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明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
（
中
山
〉

（お〉

郡
百
枝
月
村
良
塩
見
虎
三
郎
外
四
名
近
郷
村
々
動
揺
ヲ
聞
同
断

出
願
ス
可
タ
寄
合
出
張
役
人
へ
歎
願
書
差
出
シ
他
村
ノ
暴
動
F

一

関
セ
サ
ル
ニ
依
リ
無
罪
タ
ル
可
キ
ヤ
ノ
件
お
よ
び
明
治
六
年
・

第
一
号
・
岡
山
県
伺
備
前
国
津
高
郡
田
地
子
村
鹿
田
原
小
四
郎

外
十
七
名
東
常
五
郎
発
言
－
－
同
意
シ
同
郡
中
田
村
新
百
姓
ヲ
降

参
セ
シ
ム
可
ク
申
称
多
人
数
－
一
テ
岡
村
居
宅
乱
暴
放
火
セ
シ
ユ

付
処
刑
方
ノ
件
の
六
件
の
農
民
騒
擾
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
中
の
最
後
の
一
件
は
、
原
田
伴
彦
・
上
杉
聡
編
『
近

代
部
落
史
資
料
集
成
』
第
三
巻
・
「
解
放
令
」
反
対
一
摸
（
昭

和
六
十
年
）
三
八
九
！
四

O
九
頁
に
全
文
が
復
刻
、
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

新
律
条
例
を
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
藤
田
弘
道
氏
に
よ
れ
ば
、
新

律
条
例
に
は
、
第
一
次
草
案
（
明
治
五
年
八
月
奏
進
〉
再
校
草

案
〈
同
年
十
月
十
三
日
進
呈
）
、
改
正
静
香
案
（
同
年
十
一
月

二
十
八
日
再
進
呈
〉
、
最
終
案
ハ
翌
六
年
三
月
九
日
以
降
）
の

四
種
類
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
藤
田
弘
道
「
『
公
文
録
』
所
蛾

『
新
律
条
例
』
考
」
手
塚
盛
編
著
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』

I
・
昭
和
五
十
六
年
・
一
六
八
頁
〉
が
、
司
法
省
が
量
刑
に
利

用
し
た
も
の
は
、
後
述
の
ご
と
く
、
二
死
三
流
一
減
法
ハ
新
律

綱
領
・
名
例
律
下
・
加
減
罪
例
条
）
を
適
用
し
、
流
三
等
ハ
流

刑
は
、
一
等
、
ニ
等
、
三
等
の
三
段
階
に
分
か
れ
、
＝
一
等
が
一

番
重
刑
と
さ
れ
て
い
た
｜
｜
新
棒
綱
領
・
名
例
律
上
・
五
刑
条

）
か
ら
一
等
を
減
じ
徒
三
年
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、

三
流
一
時
慨
を
三
減
に
改
め
る
規
定
の
存
在
し
な
い
第
一
次
草
案

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
第
一
次
草
案
は
、
藤
田
弘
道

「
足
柄
裁
判
所
旧
蔵
『
新
律
条
例
』
考
会
了
完
〉
｜
｜
改
定

律
例
の
草
案
と
覚
し
き
文
由
に
つ
い
て
｜
｜
」
『
法
学
研
究
』

第
四
十
六
巻
三
号
（
昭
和
四
十
八
年
》
七
四

l
九
九
頁
に
全
文

が
、
復
刻
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
も
、
そ
れ
を
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
以
下
に
お
い
て
も
、
と
く
に
こ
と
わ
り

の
な
い
か
ぎ
り
、
新
捧
条
例
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。

ハ
引
制
〉
『
明
治
六
年
一
月
・
袖
珍
官
員
録
』
・
一
八
一
葉
表
、
一
人
ニ

葉
裏
、
一
八
五
葉
表
裏
、
一
九
七
葉
裏
。

ハ
お
）
な
れ
ば
こ
そ
、
司
法
省
は
、
未
だ
草
案
の
段
階
に
あ
っ
た
新
律

条
例
に
準
拠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

新
律
綱
領
・
名
例
律
上
・
五
刑
条
お
よ
び
同
・
名
例
律
下
・
加

減
罪
例
条
に
よ
れ
ば
、
「
徒
二
年
半
」
に
二
等
を
加
等
す
れ
ば
、

「
流
一
等
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
明
治
三
年
十
一
月
十
七

日
・
太
政
官
違
を
も
っ
て
頒
布
さ
れ
た
準
流
法
に
よ
っ
て
、

「
流
一
等
」
を
「
碓
流
五
年
」
と
し
た
か
、
新
律
条
例
第
七
条

ハ
名
例
樟
・
五
刑
附
例
〉
の
中
の
「
凡
流
刑
地
方
未
タ
定
ラ
サ

レ
ハ
姑
タ
流
刑
ヲ
停
メ
五
徒
ノ
外
別
－
一
流
法
ヲ
設
ケ
獄
則
－
一
照

シ
懲
役
－
－
服
γ
限
満
テ
原
籍
－
－
還
ス
流
一
等
准
流
五
年
」

を
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
う
。

「
県
治
紀
事
補
遺
・
処
刑
－
国
立
公
文
書
館
蔵
『
岡
山
県
史

料
』
四
十
四
の
中
の
「
明
治
五
年
中
処
型
に
は
、
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十
一
月
十
日
磐
梨
郡
松
木
村
良

唯

流

五

年

黒

田

小

太

郎
三
十
三
歳

右
者
去
辛
未
年
十
一
月
二
十
五
日
夕
磐
梨
郡
村
々
百
姓
共

多
人
数
同
郡
大
井
札
白

r宮
へ
寄
集
候
節
罷
越
引
免
舵
肢

脅
相
認
其
後
呼
出
ジ
侯
節
信
行
中
ト
偽
リ
諸
所
へ
潜
伏
罷

在
中
此
度
ノ
事
件
発
頭
人
無
之
叉
ハ
歎
願
之
越
御
沙
汰
有

之
迄
一
人
モ
他
行
不
相
成
或
ハ
貰
米
十
分
一
ニ
相
成
内
迄

飽
迄
愁
訴
可
致
旨
相
認
同
郡
原
村
へ
相
廻
シ
同
十
二
月
朔

日
同
郡
村
々
百
姓
共
多
人
数
動
揺
之
節
相
交
り
不
居
申
始

末
不
持
品
付
入
牢
取
調
中
相
牢
ノ
者
示
談
－
一
同
意
当
五
月

二
日
夕
破
牢
致
侯
段
重
々
不
届
至
極
－
一
付
処
之

と
あ
る
の
で
、
明
治
五
年
十
一
月
十
目
前
後
に
判
決
の
言
渡
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
前
掲
・
長
光
徳
和
編
『
備

前
・
備
中
・
美
作
・
百
姓
一
撰
史
料
』
第
五
巻
・
一
九

O
六
頁

に
は
、
「
岡
山
県
治
紀
事
」
よ
り
同
一
の
資
料
が
復
刻
さ
れ
て

い
る
が
、
前
掲
「
県
治
紀
事
・
騒
媛
」
に
は
、
こ
の
資
料
が
み

え
な
い
。
他
の
記
事
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
み
え
る
と
こ

ろ
か
ら
、
同
番
の
編
者
は
、
「
県
治
記
事
」
と
「
県
治
紀
事
補

遺
」
を
混
同
し
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ハ
犯
〉
守
屋
喜
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
県
治
紀
事
補
遺
・
処

型
の
中
の
「
明
治
五
年
中
処
刑
」
に
、
次
の
ご
と
く
み
え
て

い
る
。
十
一
月
十
八
日
備
中
国
賀
陽
郡
板
倉
村
良

斬

罪

守

屋

喜

右

衛

門

二
十
八
歳

右
者
昨
未
年
三
月
中
命
荷
－
一
於
テ
窃
盗
相
働
候
－
－
付
元
岡

山
帯
へ
捕
入
答
申
付
候
上
ハ
吃
改
心
可
致
ノ
処
無
其
議
尚

当
正
月
以
来
小
田
県
下
叉
ハ
当
管
内
－
－
於
テ
一
人
立
窃
盗

相
働
就
中
当
管
下
津
高
郡
横
尾
村
出
生
恭
蔵
其
外
同
類
申

合
小
田
県
下
井
当
管
内
所
々
農
家
へ
押
入
白
刃
ヲ
以
テ
却

シ
亭
主
叉
ハ
家
族
ヲ
縛
シ
衣
類
金
子
共
数
多
奪
取
剰
へ
入

牢
中
破
牢
ノ
示
談
－
一
同
意
致
ス
始
末
不
屈
至
極
－
一
付
処
之

（
羽
〉
吉
村
に
よ
る
守
屋
等
の
脱
獄
計
画
の
通
報
が
六
月
二
十
三
日
と

す
れ
ば
、
六
月
ハ
日
欠
〉
の
伺
留
は
、
そ
れ
以
前
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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前
註
（
1
〉
漢
字
は
、
現
代
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
改
め
、
合

字
、
変
体
仮
名
に
つ
い
て
も
普
通
の
も
の
に
改
め
た
。

〈

2
）
（
〉
内
は
、
す
べ
て
中
山
の
註
記
で
あ
る
。

（

I
）
岡
山
県
伺
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
農
阿
部
清
太
郎

発
意
ニ
テ
同
村
農
近
藤
嘉
十
郎
外
六
名
明
治
四
年
水
災

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
ハ
中
山
）



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
援
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
〈
中
山
〉

ニ
テ
年
貢
上
納
シ
難
キ
歎
願
及
フ
可
ク
ト
他
村
ヲ
誘
引

シ
為
メ
ユ
各
都
村
々
動
揺
為
シ
タ
ル
ニ
付
処
刑
方
ノ
件

（一一〉

（
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
付
・
司
法
省
指
令
〉

［
三
輪
田
］

賊
盗
律
兇
徒
豪
衆
条
例

多
衆
ヲ
豪
メ
訟
ヲ
構
へ
官
－
一
抗
ス
ト
難
モ
良
民
ヲ
擾
害
ス
ル

ユ
至
ラ
ザ
ル
者
ハ
流
三
等
清
太
郎
カ
素
志
ヲ
原
ヌ
ル
ユ
水
害

窮
乏
－
一
迫
リ
賑
貸
ヲ
歎
願
ス
ル
ニ
在
り
故
ニ
衆
力
ヲ
以
テ
官

許
ヲ
要
セ

γ
ト
欲
ス
レ
ト
モ
大
里
正
ノ
説
諭
ヲ
受
ケ
退
ク
畢

覚
強
訴
横
逼
ノ
類
ト
同
シ
カ
ラ
ス
因
テ
一
等
ヲ
減
シ

徒

三

年

阿

部

清

太

郎

向
上
ノ
従
タ
ル
ヲ
以
テ
又
一
等
ヲ
減
シ

徒

二

年

半

近

藤

嘉

十

郎

尾

関

馬

吉

素
ヨ
リ
徒
党
－
一
与
ス
ル
－
一
意
ナ
ク
威
逼
－
一
随
ヒ
犯
情
ヲ
岡
村

－
一
波
及
ス
ル
者
違
令
重
キ
答
四
十

股
罪
金
三
両
ッ
、
近
藤
義
三
郎

太

田

亀

吉

犯
情
ヲ
知
リ
衆
ヲ
褒
ル
ノ
回
文
ヲ
作
ル
者
違
令
之
重
答
四
十

賦
罪
金
三
両
宛

原部

｜｜ 
藤阿

品亀

蔵吉

同葬通

田

村

伊

平

次

両
国
同
町
田
町

同州一

｜豚｜
〈
二
〉

（
明
治
五
年
六
月
日
欠
・
岡
山
県
処
刑
伺
〉

拘
備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
阿
部
清
太
郎
外
七
人
御
仕
置
伺
書

岡

山

県
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備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
阿
部
清
太
郎
外
七
人
吟
味
仕
候
処

左
之
通

備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓

阿

部

清

太

郎
申
六
十
六
歳

右
阿
部
清
太
郎
義
村
方
百
姓
近
藤
嘉
十
郎
同
尾
関
馬
台
江
出
訴
歎

願
之
義
申
談
倶
々
自
村
井
他
村
之
者
共
相
誘
ひ
又
ハ
廻
文
等
為
認

村
々
江
相
廻
し
去
辛
来
年
十
一
月
廿
五
日
夕
村
々
之
者
多
人
数
磐

梨
郡
大
井
村
国
木
宮
江
寄
集
出
張
之
村
役
人
江
歎
願
書
差
出
し
候

節
罷
越
し
同
十
二
月
朔
日
同
郡
村
々
之
者
共
一
時
ュ
動
揺
致
し
同



郡
大
里
正
田
原
下
村
松
本
彦
太
郎
同
郡
原
村
里
正
万
代
登
与
次
右

両
人
居
宅
多
人
数
之
者
乱
暴
致
侯
節
清
太
郎
義
者
相
交
り
不
居
申

候
得
共
初
度
発
意
ニ
而
多
人
数
相
褒
メ
候
処
よ
里
村
々
人
気
立
再

発
暴
動
ユ
お
よ
ひ
侯
始
末
不
屈
之
至
ユ
付
絞
罪
可
申
附
哉

備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓

近

藤

嘉

十

郎申
四
十
歳

右
近
藤
嘉
十
郎
義
村
方
百
姓
尾
関
馬
吉
倶
々
村
方
百
姓
阿
部
清
太

郎
ニ
同
意
致
し
出
訴
歎
願
之
裁
申
談
他
村
之
者
迄
相
誘
ひ
又
ハ
廻

文
為
認
村
々
江
相
廻
し
去
辛
未
年
十
一
月
廿
五
日
夕
村
々
之
者
多

人
数
磐
梨
郡
大
井
村
国
木
宮
江
寄
集
出
張
之
村
役
人
江
歎
願
書
差

出
し
候
節
罷
越
間
十
二
月
朔
日
同
郡
村
々
之
者
共
一
時
二
動
揺
致

し
同
郡
大
里
正
田
原
下
村
松
本
彦
太
郎
同
部
原
村
里
正
万
代
登
与

次
右
両
人
居
宅
多
人
数
之
者
乱
暴
致
候
節
嘉
十
郎
義
ハ
相
交
不
居

申
候
得
共
初
度
清
太
郎
－
－
同
意
致
し
多
人
数
相
環
メ
候
処
よ
里
村

々
人
気
立
再
発
暴
動
ニ
お
よ
ひ
候
始
末
不
届
－
一
付
准
流
十
年
可
申

附
哉

備
前
園
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓

尾

関

馬

士ロ

明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
優
に
関
す
る
裁
判
資
料
付
〈
中
山
）

申
四
十
一
歳

右
尾
関
馬
吉
義
村
方
百
姓
近
藤
嘉
十
郎
倶
々
村
方
百
姓
阿
部
清
太

郎
ュ
同
意
致
し
出
訴
歎
願
之
義
申
談
他
村
之
者
迄
相
誘
ひ
叉
ハ
廻

文
為
認
村
々
江
相
廻
し
去
辛
未
年
十
一
月
廿
五
日
夕
村
々
之
者
多

内
江
脱
4
H
V

人
数
磐
梨
郡
大
井
村
国
木
宮
寄
集
出
張
之
村
役
人
江
歎
願
書
差
出

候
節
罷
越
同
十
二
月
朔
日
同
郡
村
々
之
者
共
一
時
ニ
動
揺
致
し
同

郡
大
里
正
田
原
下
村
松
本
彦
太
郎
同
郡
原
村
里
正
万
代
登
与
次
右

両
人
居
宅
多
人
数
之
者
乱
暴
致
し
候
節
馬
吉
義
ハ
相
交
り
不
居
申

候
得
共
初
度
清
太
郎
ュ
同
意
致
し
多
人
数
相
褒
メ
候
処
よ
り
村
々

人
気
立
再
発
暴
動
お
よ
ひ
候
始
末
不
届
ユ
付
准
流
十
年
可
申
付
哉
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備
前
国
磐
梨
郡
本
村
百
姓

近

藤

義
三
郎
申
三
十
七
歳

右
近
藤
義
三
郎
義
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
尾
関
馬
吉
よ
り
出
訴
之

義
申
談
候
節
其
意
－
一
随
ひ
村
方
之
者
へ
申
伝
へ
去
辛
未
年
十
一
月

廿
五
日
村
々
之
者
多
人
数
同
郡
大
井
村
国
木
宮
江
寄
集
出
張
之
村

役
人
江
歎
願
書
差
出
し
候
節
罷
越
同
十
二
月
朔
日
村
々
之
者
共
多

人
数
動
揺
之
節
罷
越
候
得
共
乱
暴
之
場
江
交
リ
不
居
申
－
一
付
附
随

ニ
ヨ
リ
無
罪
ニ
可
有
御
座
哉



明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関
す
る
哉
判
資
料
付
（
中
山
）

備
前
国
磐
梨
郡
本
村
百
姓

太

田

亀

吉申
四
十
九
歳

右
太
田
亀
吉
義
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
阿
部
清
太
郎
よ
り
出
訴
歎

願
之
義
申
談
候
節
其
意
ニ
随
ヒ
村
方
之
者
へ
申
伝
へ
去
辛
未
年
十

一
月
廿
五
日
夕
村
々
之
者
多
人
数
寄
集
候
節
井
同
十
二
月
朔
日
村

々
動
揺
之
節
共
相
交
不
居
申
－
一
付
附
随
－
－
ヨ
リ
無
罪
ニ
可
有
御
座

哉

備
前
国
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓

阿

部

亀

吉
申
二
十
五
歳

右
阿
部
亀
吉
義
村
方
百
姓
阿
部
清
太
郎
よ
り
出
訴
之
義
申
閲
且
同

人
よ
り
頼
ヲ
受
廻
文
相
認
メ
去
辛
未
年
十
一
月
廿
五
日
村
々
之
者

多
人
数
磐
梨
郡
大
井
村
園
木
宮
江
寄
集
候
節
罷
越
同
十
二
月
朔
日

村
々
之
者
共
多
人
数
動
揺
之
節
罷
越
侯
得
共
乱
暴
之
場
ニ
者
交
リ

不
居
申
－
一
付
附
随
ニ
ヨ
リ
無
罪
ニ
可
有
御
座
哉

備
前
園
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓

藤

原

品

蔵
申
六
十
一
歳

右
藤
原
品
蔵
義
村
方
百
姓
阿
部
清
太
郎
よ
り
出
訴
之
義
申
談
且
同

人
よ
り
頼
ヲ
受
廻
文
相
認
去
辛
未
年
十
一
月
廿
五
日
村
々
之
者
多

人
数
磐
梨
郡
大
井
村
国
木
宮
江
寄
集
候
節
罷
越
同
十
二
月
朔
日
村

々
之
者
共
多
人
数
動
揺
之
節
モ
罷
越
乱
暴
之
場
江
ハ
交
リ
不
居
申

－
－
付
附
随
－
一
ヨ
リ
無
罪
－
－
可
有
御
座
哉

備
前
国
磐
梨
郡
原
村
百
姓

田

村

伊
平
次
申
四
十
七
歳

右
田
村
伊
平
次
義
磐
梨
郡
田
原
下
村
百
姓
近
藤
嘉
十
郎
同
尾
関
馬

吉
よ
り
出
訴
歎
願
之
義
申
談
候
得
共
相
断
再
度
共
動
揺
之
節
相
交

不
居
申
ユ
付
無
罪
－
一
可
有
御
座
哉
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右
之
通
－
－
御
座
候
御
仕
置
之
義
別
帳
白
書
八
冊
井
手
続
番
二
冊
共

相
添
此
段
相
伺
申
候
己
上

明
治
五
年
壬
申
六
月

1 ： ~1 

岡

山

（
未
完
〉
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頓

章

私
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秋

山

智

孝



一
、
摩
詞
止
観
円
頓
章
私
記
、
写
本
下
山
本
国
寺
所
蔵

縦
罫
十
八
紙
、

一
紙
二
十
二
行
は
飯
高
値
林
雲
山
所
化
完
弁
の
筆
写
で
あ
る
。

後
に
西
谷
沙
門
運
智
の
所
持
本
と
な
っ
た
。
飯
高
檀
林
に
は
四
十
六
世
玄
能
に
同
名
の
発
弁
即
ち
観
如
日
透
が
あ
る
。
透
師
は
後
に

身
延
西
渓
檀
林
二
十
五
世
の
文
能
と
な
っ
た
。
こ
の
写
本
の
筆
致
は
高
尚
の
気
風
が
伺
え
透
師
の
筆
と
推
定
さ
れ
る
。
若
し
そ
う
だ

と
す
れ
ば
所
化
と
称
し
て
い
る
事
か
ら
小
西
檀
林
よ
り
飯
高
値
林
に
移
っ
た
初
期
の
筆
で
あ
る
。
又
西
谷
沙
門
運
智
は
西
谷
檀
林
玄

講
七
十
九
世
文
講
七
十
五
世
大
樹
院
日
曜
で
あ
る
。

こ
の
写
本
は
前
号
所
載
写
本
御
本
尊
筆
法
点
等
事
と
合
本
で
享
保
第
十
九
年

附
寅
二
月
大
樹
院
日
曜
と
あ
り
次
に
宝
暦
元
幸
来
歳
十
月
感
得
大
円
院
日
鍵
と
あ
っ
て
日
鍵
の
所
持
本
と
な
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

( 153) 

日
鍵
は
飯
高
文
能
百
二
十
世
で
あ
る
。

一
、
印
刷
を
便
な
ら
し
め
、
取
を
所
観
を
観
、
需
を
紙
と
元
を
無
と
す
る
等
適
宜
改
め
た
。

一
、
本
写
本
は
最
後
に
下
十
紙
不
写
と
あ
り
完
本
と
云
え
な
い
。
不
写
の
理
由
も
原
本
が
何
で
あ
る
か
も
記
し
て
い
な
い
が
檀
林
教
学
史

の
上
か
ら
重
要
な
資
料
と
思
わ
れ
る
の
で
亡
失
を
虞
れ
掲
載
す
る
事
と
し
た
。

摩
詞
止
観
円
頓
章
私
記
ハ
秋
山
〉



摩
荊
止
観
円
頓
章
私
記
ハ
秋
山
）

摩
詞
止
観
円
頓
章
私
記

西
谷
沙
門
還
智
之

飯
高
雲
山
所
化
発
弁
記

啓
一
札

yt本
勢
哲
註
解
梢
含
那
勘
文
一
巻
実
習
岡
上
諸
慈
忠
解
一
巻
祐
記
一
巻
主
海
折
衷
一
巻
日
完
投
海
一
巻
末
い
見
－
－
漢
朝

別
行
記
－

円
頓
者
文
折
衷
分
科
委
悉
也
並
本
＝
決
意
－
可
レ
依
＝
用
之
－
祐
記
決
外
分
文
義
海
難
ν有
＝
小
異
－
大
旨
同
－
一
祐
科
一
恐
未
ν得
－
－
文
意
－
者
欺
但
決

ヲ

テ

品

主
分
文
可
ν依
耳
先
其
能
縁
中
云
－
二
色
一
番
等
－
者
挙
＝
介
余
微
細
二
境
－
以
明
三
一
切
法
無
ν非
－
－
中
道
－
也
亦
不
ν
異
＝
造
境
即
中
文
義
－
妙

品

テ

ル

可

畠

ル

，

テ

フ

宗
中
一
一
紙
往
見
窓
云
至
＝
一
色
一
番
－
無
ν非
＝
中
道
－
也
玄
四
品
川
一
紙
止
一
一
一
世
主
止
四
酬
一
議
用
＝
此
語
－
意
皆
余
也
宣
但
云
－
二
色
一
番
而
巳
無
レ

丸
一
－
中
道
－
あ
判
若
余
年
一
杯
ゾ
ナ
可
レ
云
z
初．

K
－
色
香
中
道
－
也
次
百
界
及
仏
界
r一
す
者
先
所
2

以
縦
一
四
諦
－
釈
銭
一
未
玄
十
一
紙
往
見
今
亦
供
之

四
中
出
世
因
果
具
足
下
文
十
境
盤
無
ν
不
ν尽
故
別
約
＝
四
諦
－
明
＝
円
頓
止
観
相
－
然
三
法
既
非
コ
能
観
行
相
－
而
初
己
明
－
ニ
切
法
皆
中
実
－

V

J

ナ
ル

T
テ

旦

義
無
ν所
レ
闘
更
有
＝
何
所
以
一
明
三
ニ
法
是
中
道
－
耶
当
レ
知
初
皆
明
三
切
依
正
皆
中
－
覚
次
欲
下
約
＝
四
一
諦
－
明
申
無
作
行
相
主
故
先
別
論
－
－
正
法

ナ

ル

守

，

ハ

ユ

V

’
J

J

ナ
ι

w

J

Z

守

兵

ト

ナ

ル

守

’

h
y
テ

三
法
是
中
実
一
是
則
三
法
即
中
界
是
四
諦
惣
鉢
也
中
実
是
無
作
惣
鉢
故
也
決
主
分
文
良
有
ν
由
也
若
但
云
三
次
明
三
ニ
法
中
道
－
者
成
＝
三
句

徒
施
無
＝
主
意
－
思
ν之
次
法
性
寂
然
等
者
既
約
＝
四
一
諦
－
弁
－
一
円
頓
行
相
－
覚
若
不
s
以
レ
此
結
－
－
E

飯
止
観
一
者
一
文
大
旨
無
＝
所
帰
－
故
結
云
＝
法

性
寂
然
名
止
会
故
袋
長
歎
結
決
主
勢
－
－
以
止
観
結
一
是
文
義
分
明
也
不
レ
可
＝
余
論
－
民
語
勢
官
室
不
レ
曇
一
五
一
能
所
不
二
執

v
f
 

円
一
虫
云
－
－
初
縁
－
若
不
＝
議
奪
結
コ
鉢
不
二
－
者
円
観
不
レ
成
故
言
－
－
難
言
等
－
也
故
知
決
主
科
云
＝
鉢
不
二
－
欺
是
文
正
旨
也
而
結
－
－
頓
名
－
自
在
＝

其
中
－
而
巳
若
但
云
結
＝
頓
名
義
－
者
失
＝
文
正
意
－
云
云

ス

ト

ム

ト

テ

ノ

晶

テ

7

折
衷
云
旧
称
＝
円
頓
－
後
改
－
－
摩
詞
－
然
於
＝
今
文
－
還
従
－
一
旧
名
－
直
挙
ν所
ν伝
何
可
レ
従
レ
後
巴
上
私
云
摩
詞
之
名
名
＝
其
三
観
－
故
宜
レ
標
－
－
番

( 154) 



造
境
即
中

題
一
円
頓
名
名
－
一
其
観
相
－
故
宜
ν
標
－
－
修
観
－
亦
有
＝
此
意
－
欺
弘
一
上
七
紙
止
私
一
本
二
紙
往
見
祐
記
云
具
応
レ
云
＝
円
頓
止
観
者
－
文
言
器
也
巳
上

私
云
若
一
匹

ι玩一
一
色
一
列
嬰
・

5
一
文
一
各
応
レ
云
＝
漸
止
観
不
定
円
頓
止
紘
一
笠
一
非
－
一
煩
喧
…
ヂ
今
乱
色
心
正
包
一
毛
一
於
為
政
ν

が
妨
而
が

・νテ

z

，－－

9

テ

ト

ハ

ト

テ

旦

凡

文
不
レ
宜
器
広
二
文
供
准
ν列
標
レ
名
故
レ
但
云
－
－
漸
一
不
定
円
．
頓
－
不
ヒ

F
－
止
観
－
於
－
－
結
句
－
各
案
－
一
止
観
字
－
文
法
宜
レ
然
故
折
衷
義
余
欺
不
可
レ

混
ν
祐
口
山
一
雌
－
－
同
言
－
具
応
ν
云
－
一
結
帰
意
表
裏
各
別
一
也

初
－
－
縁
突
一
相
文
余
点
玄
十
品
川
九
紙
云
＝
従
初
発
心
－
此
意
也

実
海
見
聞
初
点
非
也
後
点
難
レ
佳
義
甚
非
也

折
衷
云
今
且
約
ν
観
故
指
－
－
観
色
以
為
－
－
初
h

叫
石
上
私
云
観
成
方
．
入
一
一
観
行
ι
一
非
－
－
五
口
問
初
修
ν
紘
一
集
解
下
加
入
紙
ウ
十
義
者
上
廿
人
紙
同
下
サ
五
紙
知

V
テ

今
指
－
一
名
字
発
観
－
云
初
欺
祐
記
云
レ
簡
－
－
異
漸
次
－
故
云
－
－
初
縁
一
己
上
折
衷
亦
然
云
云
私
云
通
簡
－
－
異
漸
次
不
定
｝
鰍
同
弘
一
上
五
十
八
紙
ゥ
云
此
三

止
観
同
縁
ニ
．
頓
理
一
文
同
玄
十
七
紙
云
当
ν
知
不
定
初
亦
知
ν
円
文
同
六
十
二
紙
云
漸
次
難
＝
復
知
レ
円
一
文
何
云
－
－
初
縁
語
簡
レ
余
－
耶
答
彼
解
縁
也
故

云
2

知
円
今
云
コ
初
縁
－
是
行
縁
也
名
レ
観
為
レ
縁
縁
語
難
レ
同
其
義
各
別
也
故
得
－
－
簡
異
一
故
玄
十
品
川
九
紙
云
一
円
頓
観
従
＝
初
発
心
－
観
－
一
実
相
一

二
漸
次
観
従
＝
初
発
心
－
為
＝
円
極
－
故
等
巴
上
不
同
可
知
レ
慈
山
句
解
云
－
一
約
ν
行
簡
別
－
其
意
尤
佳
云
云
義
海
漸
次
不
定
相
良
似
ν俣
云
云
ム
実

相
名
義
祐
記
挙
三
一
義
－
各
別
レ
文
－

Z
私
云
就
－
－
無
相
相
－
古
来
義
不
審
覚
也
統
第
三
例
亦
応
ν
云
一
一
諸
法
実
性
実
肱
等
文
四
明
三
千
皆
実
相

々
宛
然
釈
等
専
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－
思
案
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民
社
－
一
定
求
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勧

銀

評

議
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剛
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私

批
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広

三

協

ν
境
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文
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子
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－
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テ

ノ

決
上
人
紙
随
間
遠
抄
祐
記
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衷
皆
拠
レ
此
有
＝
文
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－
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双
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＝
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双
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双
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＝
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双
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－
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＝
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仮
為
ν
用
其
義
天
地
別
也
又
教
行
決
五
主
主
紙

往
見
祐
記
義
海
並
偏
執
＝
遮
照
相
待
鉢
用
－
失
－
－
魁
俳
旨
－
故
問
答
展
転
終
未
－
－
理
尽
－
能
恩
一
一
釈
之
－
又
祐
記
以
－
一
上
繋
縁
等
二
句
ユ
タ
一
心
性

テ

ノ

ヲ

－

y

f

J

a

r

本
具
三
千
即
中
道
法
界
義
－
以
＝
今
一
色
等
二
句
－
為
ν外
法
混
合
相
－
一
同
義
例
内
心
若
浄
等
文
－
亦
恐
難
－
詰
用
－
義
海
亦
歩
一
用
其
謬
－
引
＝
義

へ

テ

例
全
文
記
随
釈
－
解
ニ
今
文
－
剰
以
－
一
色
香
三
法
四
一
諦
文
一
悉
為
二
内
観
成
己
外
法
混
合
相
－
甚
懐
歎
今
文
始
終
通
明
コ
円
頓
止
観
々
相
一
未
レ
分
一
一

N
V
T
9
 

別
内
観
外
観
－
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－
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縁
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－
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＝
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－
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＝
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＝
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叉
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仏
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一
其
初
道
能
即
多
故
E
挙
ν
一
耳
者
為
＝
外
道
辺
見
邪
見
－
義
欺
故
会
下
今
文
与
＝
玄
乃
四
念
－
異
士
五
－
－

各
一
挙
－
也
其
次
又
云
－
一
辺
邪
智
－
者
為
＝
空
仮
之
辺
邪
－
義
欺
故
云
下
与
－
－
玄
及
四
念
処
－
無
ν
異
h

也
如
ν是
挙
三
一
義
－
克
其
私
意
拠
＝
初
義
一
故

引
－
－
花
厳
達
多
辺
邪
文
一
－
F
Z
一
義
海
云
－
－
六
凡
三
教
所
執
法
－
此
指
＝
空
仮
二
二
玄
－
一
辺
邪
－
義
也
－
F
訴

実
海
見
聞
云
＝
有
見
無
見
一
似
ν指
＝
外
計
有
無
－
云
云
旦
那
記
云
辺
者
権
教
邪
者
小
乗
云
云
句
解
云
二
辺
中
入
邪
即
性
云
云
折
衷
挙
－
一
空
仮
辺
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邪
及
外
道
辺
邪
二
解
－
次
引
－
克
明
文
記
－
云
下
今
以
三
ニ
惑
－
為
申
二
見
主
意
空
仮
辺
邪
義
一
問
答
可
レ
云
云
云
私
云
名
琉
四
四
十
七
紙
光
明
文
記
七

本
六
紙
同
六
三
紙
妙
宗
中
三
紙
光
明
文
記
四
未
七
十
八
紙
一
げ
九
五
紙
仁
王
古
川
三
紙
准
－
－
此
等
文
－
中
只
是
正
也
辺
只
是
邪
也
謂
除
－
－
中
正
－
外
所
有
智
行

シ
テ
ヲ

V

ト

ト

，

P

ケ

ト

伊

ト

不
レ
過
＝
但
空
仮
二
－
故
通
名
為
ν辺
亦
名
為
ν邪
亦
為
＝
煩
悩
－
亦
名
＝
断
常
－
亦
名
為
レ
集
若
円
空
円
仮
還
是
中
正
撮
耳
彼
厳
王
達
多
今
文
所
謂

辺
邪
中
之
有
少
分
也
故
知
玄
三
云
－
－
煩
悩
即
－
四
念
処
云
コ
集
一
諦
即
等
－
今
云
＝
辺
邪
即
等
－
本
全
無
異
耳
祐
記
実
海
何
但
為
－
－
外
道
辺
邪
－
乎
況

句
解
旦
那
何
分
－
－
辺
邪
－
耶
折
衷
サ
四
紙
ヲ
云
問
煩
悩
即
菩
提
生
死
即
浬
襲
修
悪
即
性
悪
也
其
性
悪
者
因
中
性
悪
也
耶
果
中
性
悪
也
耶
答
有
－
一

二
解
二
云
渉
三
一
途
－
不
レ
可
三
概
二
云
果
不
ν論
エ
修
悪
－
故
若
約
－
－
因
中
－
是
性
善
修
悪
若
約
三
果
中
－
是
性
悪
修
善
巴
上
私
云
初
解
為
ν正

既
全
コ
十
界
煩
悩
修
悪
－
即
是
性
悪
為
－
一
道
諦
－
全
＝
十
界
生
死
修
悪
－
即
是
性
悪
為
＝
滅
境
－
其
道
境
旦
在
ν因
其
滅
諦
所
即
生
悪
通
コ
因
果
一
故

ナ

ル

ト

骨

不
ν可
一
二
概
一
然
性
悪
融
通
善
悪
鉢
一
故
従
レ
勝
名
コ
菩
提
－
耳
指
要
上
十
五
往
見

ム
皆
中
正
者
妙
玄
等
云
－
一
即
菩
提
－
彼
対
＝
煩
悩
－
今
対
＝
辺
邪
－
故
得
名
不
同
辺
邪
煩
悩
其
肱
既
問
中
正
菩
提
肱
亦
全
同
指
＝
性
徳
菩
提
－
也

掠
此
就
ν為
コ
道
諦
一
能
可
思
択
非
下
直
指
＝
其
性
徳
－
為
ゆ
道
諦
ム
雪
忌
邪
煩
悩
当
処
－
為
－
－
道
稲
－
也
故
知
指
＝
道
諦
－
処
只
是
前
集
締
煩
悩
也
其

煩
悩
当
処
被
レ
云
－
－
道
諦
－
由
－
－
即
菩
提
－
故
云
以
－
－
能
解
故
－
也
是
即
若
迷
－
一
即
理
一
堂
祇
貧
嘆
痴
耳
三
十
七
口
問
六
度
万
行
悉
九
界
世
間
因
皆

J
Z唱・
a
m
Y
ヤ

名
－
一
集
一
諦
一
也
四
念
処
云
－
－
十
界
煩
悩
集
一
諦
－
是
也
若
能
解
ニ
即
菩
提
－
畳
紙
三
十
七
品
等
貧
噴
痴
所
有
給
黙
作
々
悉
出
世
仏
因
皆
名
－
一
道
一
諦
一

也
故
作
云
－
一
煩
悩
生
死
是
事
－
也
此
等
旨
趣
古
来
未
詳
或
云
－
－
作
文
集
解
義
殊
－
剰
云
＝
作
釈
不
レ
応
ν文
－
誤
之
甚
也
至
レ
下
可
レ
記
ν
之
既
以
レ

閉
山
一
菩
役
一
故
色
－
道

RAm－首一忍
ι道
是
菩
悲
坦
弘
一
肝
十
七
之
道
也
故
釘
処
品
云
－
一
菩
提
是
道
一
晩
也
傘
同
提
川
本
名
－
－
果
智
J

性
門
会
貯
畑
山
一
子
一
性

徳
菩
提
－
即
－
－
其
性
徳
菩
提
－
時
所
有
所
作
名
＝
道
一
諦
－
故
道
一
諦
之
名
本
従
＝
果
智
名
道
－
得
而
約
三
所
即
－
立
其
能
即
道
諦
不
レ
可
レ
限
コ
観
智
－
諸

玄
所
作
成
得
＝
菩
提
名
迫
要
密
J

也
若
弘
二
本
七
十
紙
一
氏
観
法
是
道
祇
－
仇
明
－
一
観
ら
丸
山
臥
也
非
レ
紘
一
志
諦
観
智
－
民
－
也
四
念
処
－
－

E
菩
提
是

テ

J

晶

ハ

J

’

J

ユ

テ

ル

道
諦
－
守
本
山
仇
－
所
思
地
諦
－
故
也
若
於
－
－
能
即
辺
－
取
－
－
正
行
観
智
－
者
観
智
当
分
可
ν取
－
－
道
義
－
不
レ
可
レ
均
－
一
菩
提
名
道
之
道
－
義
海
何
云
－
一
菩

( 162) 



ヤ

ハ

J

ナ
舟

提
因
通
故
－
耶
名
義
五
十
紙
又
何
云
－
一
或
此
観
智
仏
智
故
等
－
耶
玄
私
三
来
七
紙
況
祐
記
何
云
＝
転
用
－
耶
問
観
智
当
分
道
義
云
何
答
既
解
コ
煩
悩

ト

ヤ

ノ

ヲ

ヤ

ト

J

V

テ

即
菩
提
二
々
所
作
生
死
悪
因
即
成
－
－
浬
繋
善
因
－
故
名
＝
能
通
浬
集
之
道
一
諦
－
況
正
行
観
智
乎
錐
ν
有
＝
念
処
文
－
既
釈
云
＝
菩
提
是
道
浬
襲
名
レ

滅
一
余
不
レ
可
レ
求
一
言
叉
祐
記
云
－
一
辺
邪
性
即
中
正
性
－
云
者
妙
境
要
上
サ
入
釈
コ
浄
名
姪
奴
痴
性
即
解
脱
二
玄
即
是
解
脱
者
性
言
嬰
也
具
応
ν

云
＝
即
是
解
脱
性
－
也
巳
上
義
趣
全
同
彼
記
亦
誤
多
不
レ
可
－
－
依
用
－
所
全
今
云
コ
辺
邪
皆
中
正
－
者
修
悪
即
性
善
也
応
ν云
コ
中
正
性
即
辺
邪
也

弘
四
本

m－a
紙
例
思
レ
之
凡
煩
悩
即
菩
提
等
諸
文
多
約
＝
修
悪
即
性
徳
－
何
者
凡
情
従
来
常
執
＝
隔
異
－
亡
一
一
隔
情
－
説
＝
煩
悩
即
菩
提
等
－
然
凡
夫

現
在
コ
修
恋
－
押
＝
其
修
感
当
処
－
説
＝
即
菩
提
等
－
故
也
弘
九
未
五
十
紙
云
－
－
衆
生
極
下
也
浬
柴
極
高
－
々
既
即
ν
下
亦
恐
語
－
－
性
徳
菩
提
一
鰍
性
徳

菩
提
者
本
具
－
－
果
菩
提
－
故
也
如
レ
云
τ
因
有
コ
果
人
之
性
一
名
－
－
仏
性
－
故
雄
コ
極
高
一
子
直
不
レ
母
国
ニ
修
徳
菩
提
－
也
但
観
心
論
疏
上
間
十
四
紙
引
ニ

仁
王
経
二
去
三
菩
提
成
仏
時
煩
悩
即
菩
提
此
約
－
－
性
悪
即
修
徳
－
是
則
語
－
－
成
仏
相
－
故
也
若
弘
四
本
品
川
ム
紙
釈
コ
経
欲
是
道
二
子
一
只
云
迫
性
不
出

於
欲
J

者
修
悪
即
性
雲
也
云
＝
亦
云
欲
性
不
離
於
望
者
性
悪
即
修
徳
霊
法
空
襲
広
三
五
也
通
師
指
要
抄
惣
影
云
氏
一
此
等

文
－
叉
以
＝
今
文
玄
文
無
品
u
／
四
諦
中
菩
提
浬
柴
－
為
＝
修
徳
－
恐
難
＝
依
用
－
如
－
－
前
後
記
レ
之
－
云
云

生
死
即
浬
繋
等
文
瓶
一
辺
邪
中
正
一
可
レ
解
十
法
界
生
死
八
是
苦
諦
也
其
生
死
ぎ
処
即
性
徳
浬
襲
故
為
一
一
滅
一
諦
－
也
間
減
一
祇
出
世
果
也
故
容
ニ
修

M
V

ヤ

J

十

ル

ヲ

ヤ

ノ

ハ

予

徳
－
何
云
＝
－
生
死
即
理
性
浬
擦
方
名
＝
減
一
諦
－
耶
答
既
是
無
作
四
一
諦
也
宣
待
－
－
修
顕
－
方
為
－
－
滅
諦
－
況
是
行
人
所
観
事
境
当
レ
知
門
家
四
一
諦
以
－
－

迷
解
－

i
－
世
間
出
世
因
果
弘
＝
良
－
故
生
死
当
処
聞
首
位
喜
一
現
基
々
無
レ
日
正
面
世
仏
教
界
果
一
若
長
震
－
修
性
一

A
r
r－
－
復
分

品

テ

ヲ

V
テ

ト

張
－
而
既
約
下
行
人
有
コ
他
仏
－
見
よ
為
＝
除
入
苦
諦
－
故
取
コ
性
徳
辺
－
為
－

Lm即
－
名
目
－
生
即
浬
撲
滅
諦
－
耳
・
是
則
於
＝
十
界
－
論
コ
滅
諦
出
世
果
－
無
レ

有
＝
相
違
－
能
案
ν
之
折
衷
廿
申
込
・
ヮ
苦
集
二
一
諦
所
止
観
道
滅
能
止
観
－
己
上
私
云
道
減
亦
是
所
止
所
観
也
苦
集
当
処
即
成
－
一
道
減
－
功
由
＝
能
止

能
観
－
故
云
＝
以
鵠
解
放
－
也
折
衷
亦
拠
＝
光
明
疏
認
－
引
三
即
二
義
－
云
今
於
コ
二
義
－
旦
依
二
義
－
巳
上
私
云
今
具
三
一
義
－
除
入
皆
如
即
捨

テ

ヲ

J

’

v
f
7

也
無
苦
可
捨
即
無
捨
也
余
准
ν之
今
以
コ
即
断
－
成
二
即
不
断
－
云
云
折
衷
設
コ
廿
問
－
今
回
各
答
ν之
第
一
間
－

Z
答
以
－
－
無
作
智
－
縁
エ
無
作
境
－
何

摩
詞
止
観
円
頓
章
私
記
（
秋
山
〉
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為
ニ
乗
角
一
止
一
豆
十
紙
弘
一
下
回
十
五
紙
往
見
又
前
云
－
－
造
境
一
今
一
手
生
死
二
別
云
－
－
即
中
一
今
云
＝
即
浬
鍵
－
如
＝
上
記
レ
之
－
公
解
乗
背
折
衷
三
紙
ウ

抱
一
一
文
案
丸
一
第
二
問
云
云
答
弘
七
本
土
ハ
紙
云
円
雄
三
観
従
初
観
中
文
記
八
未
知
三
紙
云
中
ハ
必
三
一
諦
文
諜
四
紙
－

R円
ハ
以
三
田
川
町
p
－
三
惑
－
文
第

＝
一
云
云
答
仏
界
苦
集
止
随
五
品
u
玄
出
－
主
義
－
然
今
無
作
四
一
諦
中
既
約
＝
迷
理
－
故
拠
－
－
指
要
上
空
一
紙
義
一
往
見
又
既
論
＝
苦
集
一
則
約
＝
其
所
即
一

論
－
一
道
減
－
有
国
－
乱
防
レ
磐
－
第
四
問
云
云
答
既
於
＝
仏
界
一
亦
紘
一
－
苦
集
－
仏
界
生
界
各
論
＝
修
民
一
若
一
五
＝
仏
性
生
修
一
久
自
解
耳
折
衷
－
干
四

紙
ヲ
第
五
問
云
云
答
約
＝
十
界
三
法
－
全
同
＝
玄
文
四
念
処
－
若
約
－
－
心
性
－
公
解
也
折
衷
廿
ニ
紙
第
六
問
云
云
答
無
明
塵
労
並
指
－
ニ
ニ
惑
一
如
－
一
上

言
一
第
七
問
云
云
答
世
間
之
語
通
指
＝
十
界
－
以
－
－
迷
理
一
故
前
標
三
ニ
法
－
決
引
一
一
念
処
－
是
也
指
一
一
界
内
－
公
解
也
折
衷
サ
ニ
紙
第
八
問
云
云

答
如
－
一
第
六
答
－
第
九
問
一
京
云
答
凡
非
＝
中
正
一
皆
為
－
一
辺
邪
一
故
指
三
ニ
惑
－
中
必
三
一
諦
也
故
指
三
ニ
智
－
第
十
問
云
云
答
辺
邪
如
レ
問
独
非
＝

外
見
－
第
十
一
間
－

Z
答
辺
邪
如
レ
向
亦
即
＝
空
仮
－
中
必
＝
一
諦
故
也
而
非
＝
但
空
偏
仮
一
也
第
十
二
問
云
云
答
辺
邪
指
ν惑
対
－
一
中
正
－
故

ト

Y

テ

ハ

目

立
コ
辺
邪
名
－
義
摂
コ
但
空
偏
仮
－
也
空
当
－
－
塵
沙
一
義
兼
－
一
無
明
一
玄
私
一
莱
サ
八
紙
往
見
仮
当
エ
見
思
一
故
一
去
二
見
仮
思
仮
－
一
よ
何
都
云
τ
空
当
－
－
見

忠
一
久
以
前
盛
一
沙
ド
邪
第
十
三
間
一
F
Z
答
世
間
如
－
－
第
七
伎
町
一
一
時
解
U

六
九
－
故
A
L－
本
未
不
同
一
耳
折
衷
廿
ニ
紙
叉
目
安
即
之
本
即
レ
者
艮
を
相

也
故
以
レ
具
成
レ
即
文
理
無
レ
鉄
故
非
エ
不
大
句
一
乞
也
公
亦
存
－

K
義
一
折
衷
サ
五
紙
ヲ
第
十
四
問
云
云
答
如
－
－
第
七
第
三
一
第
十
五
問
云
云
答

既
是
浬
梁
菩
提
即
生
死
煩
悩
故
為
－
－
心
具
－
故
知
所
具
只
是
修
要
也
玄
私
二
来
品
川
一
一
紙
往
見
即
是
任
運
摂
得
意
耳
第
十
六
問

F
X
一
答
又
以
二

菩
提
浬
繋
－
為
－
－
所
即
－
是
但
以
レ
中
為
コ
所
即
－
道
滅
二
一
諦
所
指
還
在
コ
苦
集
当
処
一
故
知
四
諦
倶
是
能
即
但
是
所
無
若
但
以
ν一
諦
為
＝
所
即
一
公

自
解
耳
折
衷
註
鰍
円
第
十
七
問
云
云
答
皆
中
正
所
浬
柴
亦
是
所
観
也
記
長
語
紙
一
公
解
耳
折
衷
控
門
叉
道
一
修
成
証
諦
相
自
爾
也
公
正
記
U

y
ヤ

ト

ν
ユ

菩
提
浬
繋
為
－
－
道
滅
一
故
云
＝
所
証
－
理
所
証
智
耳
第
十
八
問
云
云
答
玄
私
会
釈
玄
作
義
同
何
問
＝
今
文
同
何
一
耶
如
＝
前
後
委
記
一
公
遮
－
－
玄

私
会
釈
二
三
今
文
全
同
一
－
鎮
文
－
折
衷
サ
五
紙
ウ
十
九
問
一
F
Z
一
答
玄
文
今
全
同
但
彼
明
＝
諦
相
一
故
苦
集
云
＝
浬
繋
即
生
死
菩
提
即
煩
悩
一
道
滅

返
レ
之
今
明
＝
観
解
－
故
四
諦
並
云
－
－
生
死
即
浬
柴
煩
悩
即
菩
提
－
耳
叉
集
解
会
釈
最
可
＝
依
用
一
但
学
者
異
見
如
－
一
次
下
書
レ
之
拠
－
一
公
所
解
一
必
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ル

－

－

ヲ

テ

－

F

且

ノ

ヲ

h
H

為
＝
－
玄
止
各
拠
二
義
－
為
三
集
解
不
可
一
云
云
第
二
十
問
云
云
答
集
解
料
簡
非
レ
遮
ニ
鍍
文
意
一
白
拠
－
一
銭
釈
－
遮
－
砲
持
論
一
最
契
－
－
玄
鎮
及
今

意－

W
以
－
－
迷
解
－
判
－
－
問
調
－
集
解
以
－
一
修
性
－
事
与
レ
中
如
コ
次
下
番
－
若
云
々
下
約
－
－
事
理
－
以
判
巾
四
一
誠
h

問
ν同
コ
何
義
－
公
解
自
余
耳
余
無
レ
所
レ

乱
ド
又
教
行
録
三
加
入
紙
如
一
－
一
末
書
下
委
記
，
r
之
公
亦
掛
一
一
い
之
折
衷
品
川
紙
一
無
苦
無
集
故
無
世
間
文
折
衷
以
三
ハ
凡
四
邑
－
為
－
－
世
出
世
－
私
云
十
田
和

修
悪
通
為
－
－
世
間
－
仏
界
修
善
為
コ
出
世
間
－
文
意
正
無
＝
彼
別
教
有
作
四
一
諦
也
出
世
－
故
云
レ
無
玄
文
釈
＝
別
苦
集
二
子
一
十
法
界
因
果
－
是
也
所

無
世
間
是
十
界
所
無
出
世
間
得
レ
修
極
果
也

大
凡
蔵
通
二
教
約
－
丞
ν空
軽
量
－
得
＝
諦
名
－
故
知
其
排
亦
約
＝
界
内
一
論
＝
別
円
二
教
－
約
ニ
迷
レ
中
軽
重
一
得
ニ
諦
名
－
故
知
其
鉢
亦
約
－
千
界
一
弁

故
無
量
中
既
云
コ
十
法
界
不
同
－
無
作
中
四
念
処
云
＝
十
界
煩
悩
生
死
－
義
既
如
レ
此
玄
文
今
文
不
レ
可
コ
異
途
－
若
迷
悟
相
対
論
レ
之
仏
界
為
レ
悟

チ
ハ

九
界
為
レ
迷
在
ν迷
則
煩
悩
生
死
是
修
徳
菩
提
浬
紫
是
性
徳
也
在
レ
倍
則
煩
悩
生
死
是
性
徳
菩
提
浬
紫
是
修
徳
也
然
四
一
諦
既
是
行
人
所
観
具

苦
集
者
九
界
現
前
煩
悩
生
死
也
故
知
於
ν中
所
ν論
菩
提
浬
鍵
是
性
徳
非
＝
修
徳
－
生
死
煩
悩
必
是
修
悪
夢
一
性
悪
－
也
若
初
住
己
上
修
＝
一
徳

顕
現
家
主
一
銭
云
－
円
菩
薩
即
属
仏
界
－
電
器
ム
仏
界
住
前
川
仏
因
富
市
答
＝

2
2
2無去
三
下
八
十
六
辺
円
阻
止
修
怠

Z

ト

ハ

ユ

R

F

ヲ
文
札
一

qfZ前
文
弘
T
竪
双

Z

I

名
＝
之
苫
集
一
也
此
是
直
論
＝
境
分
文
句
－

S

F

約
－
－
迷
悟
法
相
一
分
－
－
九
界
仏
界
修
性
－
也
若
正
論
－
一
無
作
四

一

依

写

本

分

明

真

名

也

不

時

計

約

伝

写

注

ν

之
茶
云
飽
全
文
可
レ
悦

種
四
諦
相
－
既
約
＝
迷
解
相
対
一
故
十
界
倶
在
－
－
迷
見
一
是
世
間
果
也
故
十
義
書
下
十
九
紙
ヲ
云
応
仏
色
心
亦
得
コ
外
入
除
法
－
文
指
要
上
世
話
ヲ
義

テ

ヲ

融
結
球
作
同
往
見
故
四
五
子
一
十
界
生

1
1験
f界
倶
ふ
観
定
出
世
間
果
h
J
t
安
易
ν佐
一
宮
思
云
－

EL－－
民
大
百
一
些
玄
す
わ
塾

煩
悩
ν生
死
与
－
－
性
諮
問
提
浬
築
二
無
レ
異
謂
－
一
之
即
謂
－
一
之
赴
－
四
句
皆
余
也
然
難
＝
理
相
即
－
以
－
－
本
迷
レ
理
－
故
但
見
＝
煩
悩
生
死
－
未
ν
能
－
－
即

菩
提
即
浬
祭
－
指
－
一
其
所
見
－
名
為
－
－
苦
集
－
而
但
約
三
理
－
顕
＝
無
作
義
－
故
言
－
－
菩
提
即
煩
悩
浬
－
一
梁
即
生
死
二
斗
是
則
既
迷
ニ
即
理
一
則
所
有

作
業
悉
無
レ
非
－
－
陰
入
苦
一
諦
－
蛍
但
貧
噴
痴
而
己
乎
三
十
七
ロ
間
六
度
万
行
皆
成
－
一
生
死
同
一
笠
唯
九
界
而
己
乎
応
仏
相
好
亦
成
＝
除
入
果
－
也
四

念
処
云
－
－
十
界
生
死
煩
悩
－
良
有
レ
以
也
叉
以
＝
今
能
解
－
故
見
2

煩
悩
生
死
当
処
一
・
々
即
エ
理
性
菩
提
浬
鍵
－
指
－
一
其
所
見
一
名
為
－
－
道
滅
－
故
云
－
一

摩
詞
止
観
円
頓
章
私
記
ハ
秋
山
）
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摩
飼
止
観
円
頓
寧
私
記
〈
秋
山
〉

下
十
紙
程
煩
悩
即
生
河
野
処
－

不
ν写
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第
四
十
二
回

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
要
旨

近
代
日
蓮
宗
の
動
向
（
ニ
〉

ー
『
縮
刷
遺
文
』
編
纂
に
つ
い
て
の
一
考
察
｜

安

史

中

尚

今
日
の
日
蓮
聖
人
研
究
の
基
本
資
料
で
あ
る
『
昭
和
定
本
日
巡

聖
人
遺
文
』
の
底
本
と
な
っ
た
『
縮
刷
遺
文
』
（
霊
艮
閤
版
『
日

蓮
聖
人
御
遺
文
』
〉
は
明
治
三
十
五
年
、
日
蓮
聖
人
立
教
関
宗
六

百
五
十
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
前
年
の
明
治

三
十
四
年
十
二
月
に
発
願
さ
れ
、
当
時
の
宗
門
の
機
関
誌
・
教
誌

的
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
『
日
宗
新
報
』
の
主
筆
で
、
そ
の
経

営
に
も
携
わ
っ
て
い
た
加
藤
文
雅
が
発
願
主
と
な
り
企
画
さ
れ

た
。
彼
は
宗
門
の
内
外
に
そ
の
外
護
を
求
め
「
祖
書
普
及
期
成

会
」
と
い
う
外
護
団
体
を
組
織
し
、
遺
文
集
の
原
版
を
調
整
す
る

た
め
の
資
金
集
め
に
歩
い
て
い
た
。
そ
の
時
、
堀
之
内
山
主
武
見

日
恕
が
御
遺
文
集
の
編
纂
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
訪
問

し
て
自
ら
の
計
画
を
告
げ
る
と
同
氏
も
侠
く
賛
同
し
協
力
を
約
束

さ
れ
、
こ
の
事
業
を
一
任
し
た
。

『
縮
刷
遺
文
』
は
江
戸
i
明
治
時
代
の
在
家
居
士
小
川
泰
堂
校

訂
に
よ
る
『
高
祖
遺
文
録
』
全
三
十
巻
を
底
本
と
し
て
編
纂
さ
れ

た
が
、
そ
れ
が
企
画
さ
れ
た
理
由
は
祖
書
の
普
及
で
あ
っ
た
。

『
高
値
遺
文
録
』
を
は
じ
め
既
刊
の
御
遺
文
集
は
頁
数
・
巻
数
が

膨
大
で
携
帯
に
不
便
で
あ
り
、
な
お
か
つ
価
格
が
高
く
一
般
に
普

及
し
て
い
な
い
た
め
、
ま
た
『
高
祖
遺
文
録
』
は
小
川
泰
堂
が
苦

心
し
て
校
訂
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誤
り
が
あ
り
、
そ
の
訂
正

も
含
め
て
新
た
な
御
遺
文
集
の
発
刊
が
企
て
ら
れ
た
。
校
訂
作
業

に
つ
い
て
は
稲
田
海
素
を
御
真
蹟
対
照
主
任
に
命
じ
全
国
に
点
在

す
る
御
真
蹟
を
廻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
『
高
祖
遺
文
録
』
を

毎
月
三
巻
づ
っ
校
訂
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
、
小
林
日
董
、
本
間

海
解
な
ど
が
永
年
に
渡
っ
て
研
究
し
た
成
果
に
よ
る
校
本
を
参
考

書
に
使
用
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
任
に
は
主
に
風
間

淵
静
が
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
実
際
に
印
刷
す
る
活
字
に

つ
い
て
は
、
俗
塵
に
汚
れ
た
物
で
聖
典
を
製
版
す
る
こ
と
は
恐
れ

多
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
新
た
に
買
い
求
め
た
活
字
で
印
刷
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
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今
回
は
、
発
願
か
ら
祖
書
普
及
期
成
会
の
組
織
・
校
訂
作
業
の

準
備
段
階
ま
で
の
様
子
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
事
業
は
近
代
日
巡

思
想
展
開
の
上
で
大
き
な
基
礎
を
形
成
し
た
も
の
と
言
え
る
。
し

か
も
加
藤
文
雅
の
他
に
も
、
当
時
武
見
日
恕
を
中
心
と
す
る
御
遺

文
編
纂
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
事
業
は
当
初
わ
ず
か
一
年
で
完
了
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
笑
際
に
は
足
掛
け
三
年
の
歳
月
を
費
や
し
明
治
三
十
七
年
八

月
に
刊
行
さ
れ
、
非
常
に
短
期
間
の
内
に
綿
密
な
校
訂
作
業
ま
で

行
お
う
と
し
た
た
め
様
々
な
問
題
が
生
じ
た
こ
と
は
十
分
に
予
想

さ
れ
る
。
こ
の
精
力
的
に
行
わ
れ
た
大
事
業
の
苦
心
や
意
義
が
忘
れ
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
背
景
に
つ
い
て
今
後

と
も
考
察
を
加
え
て
行
き
た
い
。

上
総
七
里
法
華
地
域
に
ゐ
け
る

十
ケ
村
題
目
講
に
つ
い
て

岩

諦

葡t

田

八
一
〉
、
こ
こ
で
い
う
十
ヵ
村
と
は
、
日
什
上
人
門
流
の
日
泰

上
人
ハ
一
四
三
二
ー
一
五

O
六
）
に
帰
依
し
、
領
内
に
法
華
宗
改

宗
令
を
出
し
た
土
気
城
主
酒
井
定
隆
の
居
城
の
あ
っ
た
土
気
に
隣

接
す
る
村
々
の
こ
と
で
あ
る
。
私
が
縁
有
っ
て
入
寺
し
た
、
千
葉

市
大
木
戸
町
の
宝
光
山
善
徳
寺
に
お
い
て
平
成
元
年
四
月
十
日
に

十
カ
村
題
目
講
が
聞
か
れ
た
。
こ
の
題
目
講
は
現
在
六
幅
の
御
受

茶
羅
本
尊
を
護
持
し
、
四
月
十
日
、
七
月
十
日
、
十
一
月
十
日
の

年
三
回
の
識
を
開
い
て
、
十
カ
村
を
三
年
一
回
の
割
合
で
循
環
し

て
い
る
。
そ
の
内
の
二
幅
は
宝
暦
四
年
と
享
和
三
年
の
も
の
で
、

あ
と
は
新
し
く
明
治
以
後
の
も
の
で
あ
っ
た
。
元
文
法
難
後
ま
も

な
い
時
期
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
講
の
性
格
に
つ
い

て
二
幅
の
本
尊
を
手
が
か
り
と
し
て
以
下
に
考
え
て
み
よ
う
と
思

A
ノ
0
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〈
二
〉
、
こ
の
講
が
護
持
す
る
六
幅
の
本
尊
と
は
以
下
の
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ω宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
〉
二
月
日
。

妙
満
寺
一

O
一
世
、
権
僧
正
日
瑞
（
本
光
院
寿
源
日
瑞
〉
。
南
無

日
蓮
日
什
大
聖
人
と
勧
請
。
十
ヵ
村
講
中
一
結
。

ω享
和
三
年

（
一
八

O
三
〉
正
月
二
十
八
日
。
妙
満
寺
一
五
八
世
日
晃
（
恵
照

〔
性
〕
院
是
妙
日
晃
三
善
勝
寺
二
十
七
世
。
南
無
日
蓮
大
菩
薩
、

南
無
日
什
大
聖
師
、
日
義
日
仁
日
連
と
勧
請
。
上
総
国
市
原
郡
山

辺
郡
、
捨
箇
村
構
中
一
結
。

ω明
治
八
年
五
月
日
。
妙
満
寺
権
少

教
正
日
鵜
〈
二
百
四
十
九
世
、
幸
安
院
日
韓
〉
。
十
カ
村
高
人
捕



中。

ω明
治
十
年
九
月
日
。
妙
満
寺
少
教
正
日
桓
（
二
百
五
十
一

世
、
二
百
五
十
六
世
再
選
、
真
浄
院
日
桓
）
。
川
明
治
十
四
年
七

月
十
二
日
。
身
延
山
七
十
四
世
。
日
鑑
（
自
厚
院
議
研
日
鑑
、
飯

高
値
林
化
主
〉
。
上
総
国
市
原
郡
山
辺
郡
十
箇
村
構
中
。
川
大
正

四
年
五
月
七
日
。
日
什
末
流
大
僧
正
日
生
（
妙
満
寺
二
百
五
十
九

世
、
型
応
院
日
生
、
本
多
日
生
〉
。
旧
十
ケ
村
商
人
講
中
一
結
の

六
幅
で
あ
る
。

ω宝
暦
四
年
の
本
尊
は
、
大
綱
蓮
照
寺
十
八
世
か
ら
本
山
妙
満

寺
へ
晋
山
し
た
日
瑞
上
人
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
尊
は
元
文
法

難
（
元
文
三
年
・
四
年
、
一
七
三
八

l
一
七
三
九
）
か
ら
十
五
年

後
の
も
の
で
あ
る
。

ω享
和
三
年
の
本
尊
は
、
土
気
善
勝
寺
二
十

七
世
ハ
た
だ
し
日
巡
宗
事
典
は
二
十
八
世
）
か
ら
妙
満
寺
へ
晋
山

し
た
日
晃
上
人
の
も
の
で
あ
る
。
元
文
法
難
か
ら
六
十
四
年
後
の

も
の
で
、
宝
麿
四
年
か
ら
四
十
九
年
後
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本

尊
の
下
段
に
、
こ
こ
で
い
う
十
ケ
村
の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、

ω大
椎
村
（
現
在
千
葉
市
大
椎
町
〉
、

ω板
倉

村
（
同
板
倉
町
〉
、

ω小
山
村
（
同
小
山
町
〉
、

ω大
沢
村
（
茂
原

市
大
沢
）
、
同
金
剛
地
村
（
市
原
市
金
剛
地
〉
、
川
奈
良
村
（
同

奈
良
〉
、
川
国
吉
村
〈
同
東
国
土
同
〉
、
川
高
倉
村
（
岡
高
倉
〉
、

川
越
智
村
（
千
葉
市
越
智
町
）
、
側
大
木
戸
村
（
同
大
木
戸
町
〉

で
あ
る
。

蓮
照
寺
・
善
勝
寺
は
常
源
院
日
進
ハ
行
信
、
一
六
九
八
｜
一
七

六
七
〉
師
の
在
家
中
心
の
内
証
題
目
識
の
信
仰
者
た
ち
を
寺
方
に

背
く
も
の
と
し
て
幕
府
に
訴
え
た
側
の
寺
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は

寺
方
の
僧
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
本
尊
を
護
持
し
て
い
る
講
中
の

性
格
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
日
瑞
上
人
の
本
尊

は
、
南
無
日
遊
日
什
大
型
人
と
勧
諦
し
、
日
晃
上
人
の
そ
れ
は
南

無
日
蓮
大
菩
薩
、
南
無
日
什
大
聖
師
、
日
義
日
仁
日
運
と
勧
誘
し

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
常
源
院
日
進
師
流
の
そ
れ
は
日
経
・

日
寿
・
日
尚
・
日
選
等
を
勧
誘
す
る
と
い
わ
れ
る
。
現
在
、
十
ケ

村
の
題
目
識
の
人
々
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
昭
和
三
十
年
ご
ろ

ま
で
こ
の
講
中
は
村
の
大
き
な
家
で
営
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

内
証
で
行
っ
て
い
た
と
は
聞
い
て
い
な
い
と
い
う
。

八
三
〉
、
こ
の
講
の
運
営
は
毎
年
四
月
十
九
日
金
剛
地
の
本
宮

寺
で
営
ま
れ
る
日
泰
講
の
役
員
会
で
決
定
さ
れ
る
習
わ
し
に
な
っ

て
い
る
。
宝
暦
・
享
和
の
本
尊
で
は
「
十
ケ
村
議
中
一
結
」
と

な
っ
て
い
る
の
に
、
明
治
か
ら
の
は
「
十
ケ
村
寓
人
講
中
〔
一

結
〕
」
と
称
さ
れ
て
一
般
的
な
名
称
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在
の
十
ケ
村
題
目
講
が
受
け
継
い
で
い
る
積
善
功
徳
帳
で
は

「
本
山
講
」
と
自
称
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
十
ケ
村
議
中
は
本

山
妙
満
寺
に
直
属
す
る
講
中
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
と

考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
現
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
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八
四
〉
、
行
信
師
が
三
宅
島
で
延
享
五
年
に
書
い
た
「
四
十
一

ケ
条
式
目
」
に
よ
れ
ば
、
彼
の
内
証
題
目
講
中
の
信
者
は
、
正
五

九
と
二
季
彼
捧
と
御
命
講
（
お
会
式
〉
に
は
本
尊
を
供
養
す
べ
し

と
記
し
て
い
る
。
正
月
・
五
月
・
九
月
の
守
護
符
は
現
在
も
各
檀

家
へ
持
っ
て
行
く
o
二
季
彼
岸
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
年
前
半

ま
で
は
、
十
ケ
村
の
講
中
で
は
春
彼
岸
に
は
大
椎
長
興
寺
か
ら
、

秋
彼
岸
に
は
金
剛
地
本
宮
寺
か
ら
順
次
に
参
詣
し
て
い
た
と
い

》ヲ。
八
五
〉
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
十
ケ
村
講
中
は
、
行
信
等

の
内
証
題
目
識
の
人
々
を
幕
府
の
力
を
か
り
て
弾
劾
し
た
元
文
法

難
の
直
後
に
、
寺
方
で
あ
る
蓮
照
寺
・
善
勝
寺
等
に
よ
っ
て
新
し

く
構
成
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
表
の
題
目
講
」
の
一
つ
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
い
ま
だ
安
定
し
な
い
檀
信
徒
を

治
め
る
役
目
を
持
っ
て
、
寺
方
の
指
導
の
も
と
に
組
織
さ
れ
た
本

山
講
で
な
か
っ
た
か
と
推
測
を
遅
し
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
略
注
）

『
毒
箭
』
に
み
る
思
想
と
信
仰野

文

琉

本
文
四
九
七
頁
、
年
譜
践
等
を
入
れ
て
五
三
二
頁
の
本
書
は
、

昭
和
二
四
年
九
月
一
七
日
、

B
級
戦
犯
と
し
て
巣
鴨
戦
犯
拘
置
所

で
絞
首
刑
に
な
っ
た
元
陸
軍
中
将
岡
田
資
氏
の
遺
稿
集
で
あ
る
。

昭
和
二
九
年
に
岡
田
資
遺
稿
刊
行
会
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
、
昭
和

三
二
年
に
再
刊
、
再
刊
時
に
「
法
華
経
と
現
代
」
と
い
う
副
題
が

付
さ
れ
た
。
こ
の
岡
田
資
氏
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
六
年
作
家
の

大
岡
昇
平
氏
が
「
な
が
い
旅
」
と
題
し
て
東
京
新
聞
朝
刊
に
、
そ

の
法
廷
闘
争
を
中
心
と
し
て
小
説
風
に
連
載
し
評
判
を
よ
ん
だ
。

し
か
し
、
大
岡
昇
平
氏
は
「
法
華
経
や
日
誕
の
教
義
に
つ
い
て
は

自
分
は
く
ら
く
、
中
将
の
遺
稿
も
難
解
な
の
で
、
岡
田
中
将
の
書

い
た
こ
と
で
は
な
く
、
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
」
と
し
て
岡
聞
資

の
仏
教
信
仰
に
つ
い
て
は
紹
介
す
る
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

岡
田
資
は
熱
心
な
法
華
経
信
仰
者
で
、
青
年
に
法
華
信
仰
を
説

く
こ
と
を
自
分
の
使
命
に
し
て
い
た
。
終
戦
後
、
東
海
軍
管
区
で

の

B
m搭
乗
員
の
処
刑
の
責
任
を
関
わ
れ
、
当
時
司
令
官
で
あ
っ

た
岡
田
は
横
浜
の
軍
事
裁
判
所
で
裁
か
れ
た
。
岡
田
は
こ
の
裁
判

( 170) 



を
「
法
戦
」
と
よ
ぴ
、
信
長
の
安
土
法
論
に
擬
し
て
、
戦
勝
国
の

ア
メ
リ
カ
と
、
日
本
の
再
建
、
ひ
い
て
は
世
界
の
平
和
を
か
け

て
、
戦
時
下
の
無
差
別
爆
撃
の
是
非
を
争
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
彼
に
と
っ
て
の
菩
盛
行
、
法
華
経
実
践
の
試
練
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
彼
は
こ
の
法
戦
に
三
つ
の
目
的
を
す
え
た
。
敗
戦
国
の
将

官
で
あ
る
以
上
死
刑
は
当
然
で
あ
る
が
、
終
戦
後
責
任
あ
る
軍
人

達
が
勝
手
に
自
決
を
し
た
り
、
罪
を
な
す
り
合
っ
た
り
し
て
兵
隊

達
を
苦
境
に
落
し
入
れ
て
い
る
。
自
分
は
法
廷
で
責
任
の
所
在
を

明
ら
か
に
し
旧
部
下
、
な
ら
び
に
同
様
の
罪
で
起
訴
さ
れ
て
い
る

多
数
の
兵
を
救
済
し
、
軍
人
と
し
て
の
本
分
を
全
う
し
た
い
。
次

に
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
を
、
「
神
風
」
と
し
て
、
日
本
民
族
の
真

の
興
隆
を
願
い
、
自
己
の
法
華
経
の
信
念
と
正
義
を
愛
す
る
勇
気

を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
族
の
再
起
を
う
な
が
し
た
い
。
そ

し
て
、
非
戦
闘
員
を
多
数
殺
裁
し
た

B
m
の
非
人
道
的
行
為
を
公

刊
で
明
ら
か
に
し
、
原
子
爆
弾
ま
で
投
下
す
る
よ
う
な
現
代
戦
争

に
国
際
法
の
修
正
を
世
界
各
国
に
訴
え
、
戦
争
の
悲
劇
を
な
く
し

た
い
、
と
い
う
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

公
判
は
閥
審
以
来
六
八
日
間
、
軍
事
裁
判
と
し
て
は
ま
れ
に
み

る
経
過
で
、
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
の
国
際
法
違
反
が
立
証
さ
れ
、
結

審
し
た
。
そ
し
て
岡
田
資
は
実
行
犯
の
部
下
全
員
の
罪
を
負
っ
て

死
刑
判
決
を
受
け
た
。
そ
れ
か
ら
処
刑
ま
で
の
一
年
四
カ
月
、
死

刑
棟
で
の
岡
田
の
宗
教
者
と
し
て
の
活
躍
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
る
。
こ
の
『
毒
箭
』
の
原
稿
は
、
処
刑
死
と
い
う
毒
矢
を
受
け

た
法
華
経
の
信
徒
が
、
如
何
に
安
心
を
得
る
か
と
い
う
魂
の
軌
跡

で
あ
り
、
牢
獄
で
の
法
華
色
読
の
証
文
で
も
あ
る
。
絶
望
の
淵
に

あ
る
若
き
戦
犯
逮
を
励
ま
し
、
信
仰
を
種
え
つ
け
、
不
安
と
恐
怖

を
克
服
し
喜
び
と
感
謝
の
境
地
を
開
か
せ
、
久
遠
の
生
命
を
感
得

さ
せ
る
唱
越
指
導
に
寸
秒
を
惜
し
ん
で
尽
力
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
人
々
は
真
の
巣
鴨
の
教
諒
師
と
尊
称
し
、
そ
の
弟
子
達
ハ
三

O
人
以
上
の
囚
人
、
減
刑
さ
れ
て
出
獄
し
た
者
も
多
い
）
か
ら

「
本
化
の
菩
薩
」
と
敬
わ
れ
た
。

そ
の
思
想
に
は
本
多
日
生
師
の
影
響
が
濃
い
が
、
獄
中
で
岡
旧

資
独
自
の
信
仰
世
界
を
切
り
拓
い
た
と
い
え
る
。
彼
よ
り
一
歳
年

長
の
同
じ
陸
軍
中
将
石
原
莞
爾
の
日
蓮
主
義
信
仰
は
有
名
で
あ
る

が
、
回
中
智
学
系
の
教
条
的
、
国
体
的
、
カ
リ
ス
マ
的
日
蓮
主
義

と
は
異
っ
た
、
理
智
的
、
膜
想
的
、
主
体
的
法
華
経
信
仰
が
、
狂

気
の
時
代
に
冷
静
に
民
族
の
将
来
を
見
す
え
て
い
た
こ
と
を
我
々

は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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不
可
思
議
阿
僧
紙
劫
の
仏
に
つ
い
て

金

森

立

承

時
両
論
品
云
。
若
有
衆
生
従
仏
世
尊
開
法
信
受
勤
修
精
進
。

求
一
切
智
、
仏
智
、
自
然
智
、
無
師
智
、
如
来
智
見
力
。
無
所

畏
、
感
念
安
楽
無
盤
衆
生
。
利
益
天
人
度
脱
一
切
。
是
名
大
乗
菩

薩
。
求
此
乗
故
名
為
摩
詞
薩
。
如
彼
諸
子
為
求
牛
車
出
於
火
宅

右
の
読
方
に
於
て

是
名
大
乗
。
盟
問
薩
求
此
乗
故
名
為
摩
詞
薩

と
読
む
な
ら
ば
。
是
大
乗
と
名
く
る
大
乗
を
求
む
る
菩
薩
と
は

如
何
な
る
菩
薩
か
。
釈
尊
教
化
に
於
て
今
だ
菩
薩
は
あ
ら
ざ
る
な

り
。
走
大
乗
と
読
む
な
ら
ば
、
求
一
切
智
以
下
：
：
：
の
事
象
は
大

乗
が
求
め
る
の
か
。
不
解
な
り
。
叉
菩
薩
が
求
む
る
と
す
れ
ば
其

菩
薩
は
如
何
な
る
仏
が
教
化
し
た
菩
蔭
か
。
故
に
先
に
示
す
如

く
。
是
名
大
乗
菩
薩
と
解
読
す
る
者
な
り
。

此
乗
即
ち
大
乗
菩
蕗
乗
を
求
む
る
者
と
は
開
法
信
受
動
修
精
進

の
蹄
支
仏
乗
に
し
て
此
乗
に
依
り
て
菩
薩
と
な
る
衆
な
り
と
解
す

る
な
り
。
し
か
し
て
菩
醸
に
二
窓
有
り
と
解
す
る
な
り
。
一
は
六

波
羅
蜜
を
修
行
す
る
自
行
の
法
門
信
受
衆
。
一
は
受
持
読
諦
解
説

書
写
の
化
他
行
の
法
門
受
信
衆
と
解
す
る
な
り
。

神

力

口

問

云

繭
時
千
世
界
徹
底
等
菩
蕗
摩
詞
薩
。
従
地
涌
出
者

と
有
る
地
従
り
涌
出
の
菩
産
者
と
は
涌
出
品
に
於
て
地
下
従
り

涌
出
の
者
で
有
て
、
先
の
宝
塔
品
十
一
に
於
て
釈
尊
の
分
身
仏
と

し
て
来
集
し
五
由
旬
高
の
空
中
宝
之
師
子
座
に
在
て
、
十
五
涌
出

品
に
於
て
釈
尊
所
説
の
音
声
を
閲
て
五
百
由
旬
高
の
虚
空
の
宝
塔

説
法
会
処
の
地
上
に
五
由
旬
高
の
虚
空
在
宝
師
子
座
よ
り
涌
出
の

菩
薩
者
即
ち
釈
尊
分
身
仏
の
菩
薩
衆
な
り
と
解
す
る
な
り
。

皆
於
仏
前
一
心
合
掌
脂
仰
尊
顔
而
白
仏
言
。
世
尊
我
等
於
仏
滅

後
世
尊
分
身
。
所
在
国
土
滅
度
之
処
。
当
広
説
此
経

此
の
地
涌
菩
薩
が
而
仏
に
白
し
て
云
く
。
我
等
世
尊
の
滅
後
に

於
て
世
尊
の
分
身
と
し
て
の
所
在
の
国
土
即
ち
分
身
仏
と
し
て
弘

経
せ
し
元
の
国
土
に
於
て
減
度
の
処
即
ち
死
す
る
ま
で
当
に
広
く

此
経
即
法
華
経
を
説
く
べ
し
と
の
説
示
と
解
す
る
な
り
。

所
以
者
何
我
等
亦
自
欲
得
真
浄
大
法
。
受
持
読
調
解
説
書
写
而

供
養
之
右
の
如
く
先
に
示
せ
る
滅
度
の
処
と
有
る
を
、
も
し
釈
迦
牟
尼

世
尊
の
滅
度
の
処
と
解
す
れ
ば
其
の
誠
度
の
処
は
但
一
ケ
処
の
み

な
り
何
ケ
処
も
減
度
の
処
が
有
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
皆
於
仏
前
と

有
り
我
等
と
有
る
故
に
各
各
が
各
自
に
当
広
説
此
経
と
有
る
故
に
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地
涌
菩
藤
が
各
自
が
分
身
仏
と
し
て
の
元
の
弘
経
の
国
土
に
於
て

の
広
説
此
経
。
即
ち
今
。
二
十
不
軽
口
聞
に
於
て
付
属
せ
ら
れ
し
法

華
経
を
護
持
弘
経
と
解
す
る
な
り
。
即
ち
宝
塔
品
十
一
後
半
よ
り

神
力
品
二
十
二
別
半
迄
の
虚
空
会
処
即
不
可
思
議
阿
僧
紙
劫
時
即

三
千
塵
点
劫
時
の
説
法
会
処
に
於
け
る
法
門
な
り
と
解
す
べ
き
な

り
。
属
累
品
云
時
釈
迦
牟
尼
仏
令
十
方
来
諸
分
身
仏
各
選
本

土
而
作
是
云
。
諸
仏
各
随
所
安
多
宝
仏
塔
還
可
如
故
。
と
有
る
分

身
仏
、
各
還
本
土
、
と
同
意
の
分
身
仏
本
土
に
於
け
る
弘
経
と
受

取
る
べ
き
か
。

佐
前
教
学
に
つ
い
て
の
一
考
察

関

戸

尭

海

『
守
護
国
家
論
』
で
は
法
然
浄
土
教
批
判
を
め
ぐ
っ
て
生
ず
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
丁
寧
な
検
討
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

は
じ
め
の
大
文
第
一
は
、
さ
ら
に
四
節
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の

第
一
節
に
於
い
て
一
代
五
十
年
の
代
表
的
な
経
典
の
説
法
の
順
序

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
再
び
第
二
節
で
経
典
の
内
容
の
浅
深

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
引
用
さ
れ
る
経
典
や
論
法

な
ど
の
面
で
重
複
す
る
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。

日
迷
聖
人
の
遺
文
全
体
を
拝
読
す
る
と
、
『
守
護
国
家
論
』
で

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
丁
寧
な
検
討
が
、
『
開
目
抄
』
『
報
恩

抄
』
な
ど
の
重
要
著
作
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
よ
う
な
具
体
例
を
検
証
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

付
『
浄
土
決
義
紗
』
『
知
選
択
』
『
催
邪
輸
』
に
つ
い
て
の
記

述
口
無
量
義
経
の
華
厳
海
空

同
法
華
経
を
諸
経
中
の
王
と
す
る
こ
と

側
浬
繋
経
と
法
華
経
の
勝
劣

同
自
宗
の
依
経
を
第
一
と
す
る
点

円
仏
滅
後
の
仏
法
の
滅
尽

川
華
厳
・
法
相
・
三
論
の
教
判

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
『
守
護
国
家
論
』
に
於
け
る
仏
教
大

系
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
考
察
が
『
十
法
界
明
因
果
紗
』
『
顕
説

法
紗
』
『
浄
土
九
品
之
事
』
な
ど
の
佐
前
期
の
遺
文
に
反
映
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
佐
後
期
の
『
開
目

抄
』
『
神
間
五
御
者
』
『
一
代
五
時
図
』
『
撰
時
抄
』
『
報
恩
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抄
』
に
も
『
守
護
国
家
論
』
と
同
様
な
表
現
が
あ
る
こ
と
に
注
意

し
た
い
。
特
に
『
報
恩
抄
』
に
は
、
執
筆
時
に
日
蓮
聖
人
の
座
右

に
『
守
護
国
家
論
』
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
よ
う
な

近
似
し
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

叙
上
の
よ
う
な
考
察
に
よ
っ
て
、
『
守
護
国
家
論
』
を
執
筆
し

た
正
元
元
年
の
時
点
で
す
で
に
日
巡
聖
人
の
基
本
的
な
仏
教
理
解

が
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
理

念
が
『
顕
誘
法
紗
』
『
開
目
抄
』
『
報
恩
抄
』
な
ど
の
佐
前
・
佐

後
の
遺
文
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
と
考
え

る
。
日
蓮
聖
人
の
宗
教
は
文
永
八
年
の
法
難
を
契
機
と
し
て
大
き

な
深
ま
り
を
み
せ
る
こ
と
と
な
る
が
、
仏
教
体
系
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
理
念
に
つ
い
て
は
佐
前
か
ら
佐
後
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
こ
こ
に
日
蓮
聖
人
の
生
涯
を
一
貫
す
る
仏
教
観
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
た
め
改
め
て
日
巡
聖
人
初
期

教
学
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

法
華
経

i
こ
の
不
思
議
な
経
典
｜

芹

沢

哉

寛

決
し
て
大
部
と
は
云
え
な
い
経
典
で
あ
る
が
法
華
経
ほ
ど
読
む

人
の
心
と
態
度
に
よ
っ
て
異
っ
て
評
価
さ
れ
る
経
典
は
あ
る
ま

い
。
富
永
仲
基
等
の
実
証
的
合
理
主
義
た
ち
は
、
内
容
の
な
い
讃

辞
の
み
と
評
し
、
天
台
は
全
経
典
の
中
最
勝
な
り
と
論
究
し
て
居

り
、
そ
の
中
聞
に
は
多
く
の
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
日
蓮
聖
人
の

如
く
、
身
心
を
法
華
経
の
故
に
捨
て
る
は
無
上
の
喜
び
で
あ
る
と

ま
で
、
身
読
さ
れ
た
経
典
は
、
他
に
見
当
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
日

蓮
聖
人
に
は
遥
か
に
及
ば
な
い
の
は
当
然
と
し
て
も
以
下
私
の
思

索
体
験
か
ら
読
ん
で
得
た
法
華
経
観
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
余
り

に
多
く
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
の
を
感
じ
、
こ
の
一
部
の
経
典

に
対
し
、
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
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一
、
法
華
経
の
宗
教

法
華
経
は
宗
教
経
典
で
あ
る
が
決
し
て
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
日
蓮
聖
人
の
観
心
本
尊
抄
の
、
法
華
を
識
る
者
は
世
法
を

得
べ
き
か
、
の
意
に
沿
っ
て
法
華
経
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
法



華
経
宗
教
は
い
か
な
る
宗
教
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
出

発
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
法
華
経
の
宗
教
の
特
色
を
如
来
神

力
品
の
四
句
要
法
を
手
が
か
り
と
し
て
要
約
す
れ
ば
左
の
如
く
な

ろ
う
。一
、
統
一
性

法
の
統
一
。
諸
経
典
毎
に
多
様
に
説
か
れ
て
い
る
法
を
諸
乗
一

仏
乗
と
し
て
統
一
を
図
っ
て
い
る
こ
と
。

仏
の
統
一
。
三
世
十
方
無
数
の
仏
を
久
遠
本
仏
の
分
身
と
し
て

統
一
せ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
。

人
間
の
統
一
。
二
乗
作
仏
、
龍
女
成
仏
等
に
見
る
男
女
、
階
級

等
の
差
別
を
超
え
す
べ
て
に
記
別
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
の

統
一
を
図
る
こ
と
。

場
所
の
統
一
。
神
力
品
。
通
一
仏
土
に
見
る
国
土
地
区
等
の
区

別
を
超
え
た
本
国
土
の
出
現
。

二
、
真
理
性
。

時
間
的
空
間
的
能
力
的
無
限
の
絶
対
的
対
象
と
主
観
的
真
知
の

一
致
を
明
す
倍
解
と
そ
れ
を
論
理
化
す
る
無
（
否
定
〉
の
活
用
。

超
越
的
絶
対
へ
の
道
と
絶
対
者
よ
り
相
対
的
現
実
へ
降
下
す
る

道
の
双
方
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
。

三
、
救
済
性

三
界
火
宅
か
ら
唯
我
一
人
能
為
救
護
の
文
に
よ
り
明
白
だ
が
、

救
済
は
単
に
他
力
に
非
ず
自
力
に
偏
せ
ず
、
両
者
の
綜
合
と
し
て

受
持
信
行
の
方
法
に
特
色
が
あ
る
。

四
、
神
秘
予
言
性

回
避
聖
人
が
法
華
経
を
末
法
の
明
鏡
と
し
て
体
認
し
、
立
正
安

国
論
を
著
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
予
言
性
を
窺
う
こ
と
が
出

来
よ
う
。

五
、
絶
対
性
転
換
性

無
限
普
遍
の
世
界
は
己
心
に
収
ま
り
己
心
即
三
千
に
遍
満
す
る

宗
教
の
極
致
を
説
く
と
共
に
、
絶
対
界
は
相
対
現
実
の
特
種
世
界

へ
実
現
す
る
、
法
華
を
識
る
者
は
世
法
を
得
べ
き
か
は
こ
の
事
を

示
し
て
い
る
。
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二
、
世
法

法
華
の
理
法
は
社
会
的
存
在
と
し
て
の
理
法
た
る
倫
理
道
徳
、

ま
た
巧
説
諸
法
、
常
説
法
教
化
の
実
践
は
教
育
の
精
神
原
理
、
そ

し
て
方
法
と
し
て
展
開
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て

を
含
む
広
大
深
遠
た
る
法
華
経
は
驚
異
不
思
議
と
云
う
外
は
な



『
日
本
遜
異
記
』
に
b
け
る

法
華
経
信
仰
に
つ
い
て高

佐

長

宣

『
日
本
霊
泉
記
』
ハ
具
名
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
）
は
、

三
省
か
ら
な
る
日
本
最
古
の
僻
教
説
話
集
で
あ
る
。
上
巻
三
十
五

縁
、
中
巻
四
十
二
縁
、
下
巻
三
十
九
縁
の
計
百
十
六
の
説
話
が
収

録
さ
れ
、
各
巻
に
序
文
が
あ
り
、
説
話
の
う
ち
あ
る
も
の
に
は

八
貸
〉
が
附
さ
れ
て
ゐ
る
。

『
霊
異
記
』
全
百
十
六
縁
の
う
ち
、
法
華
経
の
登
場
す
る
説
話

は
全
部
で
二
十
六
縁
に
の
ぼ
る
。
こ
の
う
ち
、
法
華
艇
の
霊
験
や

法
華
経
信
仰
者
の
盤
異
等
を
主
題
と
し
た
も
の
が
、
縁
の
表
題
中

に
法
華
経
の
名
が
見
え
る
と
こ
ろ
の
も
の
だ
け
を
教
え
て
も
、
十

二
縁
あ
る
。
法
華
経
以
外
の
俳
教
経
典
の
名
が
標
題
中
に
含
ま
れ

る
の
は
五
、
六
縁
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
か
ら

も
、
『
盤
異
記
』
に
於
い
て
い
か
に
法
華
経
が
重
視
さ
れ
て
ゐ
る

か
を
伺
ひ
得
る
。

『
盤
異
記
』
中
の
、
経
典
の
霊
異
を
記
し
た
説
話
を
類
別
す
る

と
、
①
経
典
・
経
巻
が
自
ら
霊
異
を
示
し
た
話
。
①
経
典
を
諦

持
、
書
潟
な
ど
し
て
普
報
を
得
る
話
。
①
経
典
を
信
敬
せ
ず
（
あ

る
い
は
経
典
信
仰
者
を
迫
害
す
る
な
ど
し
て
〉
悪
報
を
得
る
話
。

の
三
タ
イ
プ
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
法
華
経
附
遮
説
話
に
特
徴
的

な
の
は
、
①
の
タ
イ
プ
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
『
盤
異
記
』

中
、
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
説
話
は
、
上
巻
第
十
九
縁
、
中
巻
第

十
八
縁
、
下
巻
第
十
八
縁
、
同
第
二
十
縁
の
四
縁
で
あ
る
が
、
そ

の
全
て
が
法
華
経
の
盤
異
を
示
す
説
話
で
あ
る
。

①
の
タ
イ
プ
の
信
仰
が
、
『
盤
異
記
』
に
お
け
る
法
華
経
信
仰

の
特
色
の
一
つ
と
し
て
指
摘
し
得
る
こ
と
は
、
『
盤
異
記
』
に
お

け
る
法
華
経
の
引
用
の
問
題
を
考
へ
て
も
明
ら
か
と
な
る
。

『
鑑
異
記
』
は
、
説
話
を
記
し
た
の
ち
に
、
《
O
O継
に
：
・
・

と
云
ふ
は
其
れ
斯
れ
を
謂
ふ
な
り
》

と
い
ふ
形
で
説
明
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
経
典
に
限
っ
て

も
そ
の
教
は
三
十
を
趨
え
る
が
、
最
も
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
浬
紫

経
が
十
数
間
引
か
れ
る
の
に
劃
し
、
法
華
経
が
引
用
さ
れ
る
の
は

四
縁
に
過
ぎ
な
い
。
法
華
経
を
主
題
と
し
た
読
話
の
多
さ
を
考
え

る
時
、
こ
れ
は
異
様
な
少
な
き
で
あ
り
、
〈
逆
に
『
盤
異
記
』
に

浬
集
経
を
主
題
と
し
た
説
話
は
見
営
た
ら
な
い
。
〉
そ
れ
自
趨
問

題
と
な
る
。

ま
た
、
引
用
文
そ
の
も
の
を
見
て
も
、
①
の
タ
イ
プ
の
説
話
の

裏
附
け
と
な
る
、
法
華
経
を
艇
ん
ず
る
者
に
は
罰
が
嘗
た
る
と
い
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っ
た
、
法
華
経
の
中
心
思
想
と
は
言
ひ
難
い
内
容
の
記
述
が
目
立

つ
。
下
巻
第
二
十
九
縁
の
引
用
は
、
法
華
経
教
理
の
一
特
色
を
な

す
成
俳
思
想
を
示
す
部
分
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
引
用
す
る
縁
自

髄
は
、
や
は
り
冥
罰
の
説
話
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
『
日
本
霊
異

記
』
に
見
ら
れ
る
法
華
経
は
、
そ
れ
を
斡
ん
ず
る
と
悲
報
を
得
る

経
典
と
し
て
の
性
格
を
強
く
有
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
古
来

の
御
盤
信
仰
な
ど
と
の
共
通
性
も
考
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
信
仰
で

あ
る
と
言
ひ
得
る
。

『
極
異
記
』
に
お
け
る
法
華
経
信
仰
の
特
色
と
し
て
、
そ
の
他

に
、
法
華
経
を
《
癒
す
》
こ
と
の
強
調
、
観
者
信
仰
等
等
が
上
げ

ら
れ
る
が
、
い
づ
れ
に
し
て
も
現
世
利
益
的
信
仰
の
文
脈
で
考
へ

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
《
現
報
普

悪
》
の
強
調
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
信
仰
の
す
す
め
こ
そ
『
霊
異

記
』
の
作
者
景
戒
の
目
的
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ

は
営
然
で
は
あ
る
が
、
と
は
言
へ
、
景
戒
自
身
に
は
、
多
少
は
そ

れ
を
超
え
る
法
華
経
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
各
省
序
文
や
、
下

巻
第
三
十
八
綾
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
上
野
郷
主
等
御
返
事
』

系
年
に
つ
い
て

の
真
筆
と

寺

． 

尾

智

『
上
野
郷
王
等
御
返
事
』
は
、
日
蓮
聖
人
真
筆
の
伝
来
が
明
ら

か
で
は
な
く
、
『
録
内
御
番
』
を
は
じ
め
各
種
の
『
録
外
御
書
』

に
も
収
録
さ
れ
ず
、
個
別
写
本
の
存
在
も
知
ら
れ
て
は
い
な
い
遺

文
で
あ
る
。
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
所
収
の
同
遺
文
の
脚

注
に
は
「
【
真
蹟
】
形
木

1
紙
完
高
知
要
法
寺
蔵
（
新
加
〉
」

2
六
二
二
頁
〉
と
あ
り
、
『
定
本
遺
文
』
に
『
上
野
郷
主
等
御

返
事
』
を
収
録
す
る
に
当
た
っ
て
は
形
木
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
こ

に
い
う
形
木
は
、
板
木
の
意
で
は
な
く
、
日
蓮
聖
人
真
筆
を
板
木

に
模
刻
し
て
紙
に
摺
写
し
た
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
形
木
は
、
版

本
と
は
異
な
り
、
真
筆
の
書
体
、
書
風
な
ど
を
模
し
た
「
真
筆
の

写
し
」
で
あ
っ
て
、
『
上
野
郷
主
等
御
返
事
』
の
よ
う
に
真
筆
が

伝
わ
ら
な
い
場
合
、
真
筆
を
窺
い
知
る
資
料
と
し
て
文
献
的
価
値

大
な
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
形
木
そ

の
も
の
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う

で
あ
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
『
上
野
郷
主
等
御
返
事
』
の
形
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木
を
取
り
上
げ
、
真
筆
遺
文
の
文
献
学
的
研
究
の
一
環
と
し
て
若

干
の
検
討
を
加
え
た
い
。

『
上
野
郷
主
等
御
返
事
』
の
形
木
は
、
『
定
本
遺
文
』
の
脚
注

に
記
さ
れ
た
高
知
市
要
法
寺
所
蔵
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
千
葉
県
夷
隅
郡
夷
隅
町
大
竹
家
所
蔵
の
一
点
の
伝
存
を
確
認

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
二
点
の
形
木
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、
形
木
の
本
紙
の
袖
に
押
さ
れ
た
「
身
延
蔵
」
の
朱
印
等

を
手
掛
か
り
に
身
延
山
の
宝
物
目
録
を
検
討
し
た
結
果
、
形
木
の

元
と
な
っ
た
真
筆
が
身
延
山
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
す
な
わ
ち
、
『
上
野
郷
主
等
御
返
事
』
は
「
真
蹟
身
延
曽

存
」
遺
文
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
上
野
郷

主
等
御
返
事
』
の
文
献
的
信
頼
性
が
大
い
に
高
ま
っ
た
と
い
え
よ

O
 

A
Y
 つ
ぎ
に
、
『
上
野
郷
主
等
御
返
事
』
は
『
定
本
遺
文
』
で
は
弘

安
二
年
に
系
年
さ
れ
て
い
た
が
、
形
木
に
見
ら
れ
る
花
押
、
署
名

の
書
風
の
特
徴
か
ら
、
弘
安
五
年
に
系
年
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ

た。
と
こ
ろ
で
、
『
上
野
郷
主
等
御
返
事
』
の
真
筆
が
身
延
山
に
伝

わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
形
木
の
板
行
は
身
延
山
で
行

わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
身
延
山
参
詣
の
折
り
、
恐
ら
く
は
久

遠
寺
に
お
い
て
形
木
が
参
詣
の
僧
俗
に
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
回
避
聖
人
の
真
筆
は
、
僧
侶
と
い
え
ど
も
容
易
に
は
拝
見
す

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
か
ら
、
真
筆
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
形
木

は
大
変
な
感
激
を
も
っ
て
持
ち
帰
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
形
木

が
寺
院
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
般
の
信
徒
の
家
に
伝
わ
っ
た
の

は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
大
竹
家
に

は
、
江
戸
時
代
の
身
延
山
参
詣
を
思
わ
せ
る
資
料
も
伝
わ
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
真
筆
の
形
木
が
、
『
上
野

郷
主
等
御
返
事
』
以
外
に
ど
の
程
度
板
行
さ
れ
て
い
る
か
は
、
今

後
の
調
査
に
侠
ち
た
い
。
〈
『
御
遺
文
研
究
』
二

O
号
に
要
旨
を

発
表
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
）
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研；2

字主
ミモ刀く
瓦寿
柔院
高閲
基
事一件戸
ι川
達
安

門
の

内

藤

洲

潮

日
蓮
宗
七
百
年
の
歴
史
は
流
罪
の
歴
史
で
あ
る
。
し
か
し
叉
、

こ
れ
あ
り
し
故
に
宗
祖
の
本
尊
、
関
目
抄
相
出
現
し
た
の
で
あ
っ

た。



寛
永
七
年
四
月
二
日
幕
府
は
身
池
対
論
後
、
日
奥
田
樹
を
流

罪
、
他
を
ば
追
放
し
た
が
、
四
月
二
日
決
意
向
胤
本
尊
か
ら
、
五

日
訣
別
出
立
の
光
景
は
蓋
し
宗
門
史
上
の
荘
観
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

h

フ。
こ
こ
に
、
宗
内
は
二
大
奔
流
と
な
り
、
当
時
苦
悩
し
た
の
は
存

亡
の
岐
路
に
立
っ
た
大
名
士
族
で
あ
っ
た
。
多
く
の
寺
院
を
建

立
、
善
根
と
共
に
尽
力
し
た
戸
川
家
一
門
も
又
、
例
外
で
は
な
か

っ
た
。遼
安
後
、
何
故
か
二
代
目
正
安
は
「
基
の
前
に
て
法
事
有
べ
か

ら
ず
其
外
葬
礼
の
執
り
行
い
少
も
仕
ま
じ
く
候
引
導
な
ど
猶
以
無

用
之
事
」
と
遺
言
し
、
法
議
も
不
要
と
し
た
た
め
墓
標
に
は
、
た

だ
「
従
五
位
下
正
安
之
墓
」
と
だ
け
彫
っ
て
い
る
。
寛
文
九
年
正

安
没
後
、
「
戸
川
御
一
門
も
悲
田
方
に
て
候
へ
共
寿
徳
院
尼
公
御

立
切
之
由
、
状
内
に
し
る
し
給
候
」
の
日
涜
書
状
よ
り
一
門
混
乱

の
様
子
が
推
察
さ
れ
る
。
寿
徳
院
と
は
家
老
戸
川
延
令
後
妻
で
、

む
す
め

先
妻
は
違
安
女
で
正
法
院
殿
日
性
神
尼
と
称
し
、
何
故
か
帰
居
し

尼
と
な
り
弟
の
正
安
に
よ
り
墓
標
は
永
寿
院
に
建
立
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
四
代
安
風
夫
折
家
督
は
弟
達
富
に
な
り
、
二
万
九
千

二
百
石
は
減
禄
移
封
、
撫
川
五
千
石
と
な
る
が
、
今
も
っ
て
そ
の

理
由
が
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
撫
川
戸
川
家
菩
提
寺
は
天
台
宗

永
隆
寺
と
な
る
が
、
こ
の
濫
筋
は
元
禄
十
一
年
大
乗
寺
住
持
日
衷

不
受
僧
故
遠
流
と
な
り
、
後
に
寺
名
を
永
隆
寺
と
改
称
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
永
降
寺
に
は
戸
川
家
初
代
、
三
代
、
五
代
、
七
代
と

奇
数
の
墓
擦
に
し
て
、
他
は
妹
尾
盛
隆
寺
に
、
し
か
し
七
代
敬
徳

院
殿
義
勇
日
秀
大
居
士
と
改
称
し
た
法
名
は
永
寿
院
に
建
立
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
永
寿
院
、
も
と
は
遮
乗
院
叉
は
不
変
院
と
あ
る
が
、
蓮
乗

院
は
二
世
日
東
の
院
号
で
あ
り
、
閉
山
日
速
は
違
安
没
後
の
入
山

で
直
接
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
故
、
閉
山
は
歴
史
的
過
程

よ
り
日
樹
で
あ
る
が
、
池
上
と
同
様
除
医
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

違
安
は
最
初
か
ら
寺
院
と
す
る
意
志
で
下
屋
敷
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
又
、
庭
瀬
に
あ
る
覚
如
山
不
変
院
よ
り
し
て
永
寿
院
も

最
初
は
そ
の
よ
う
な
名
称
と
推
測
す
る
。
こ
の
不
変
院
の
閉
山
城

国
院
日
鳳
は
不
受
僧
で
あ
っ
た
が
、
転
向
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

能
登
妙
成
寺
で
は
鷲
山
院
と
称
し
て
い
る
。

次
に
、
筑
前
の
戸
川
家
は
系
譜
に
は
な
い
。
或
い
は
、
夫
人
が

王
孫
な
る
も
朝
鮮
女
性
故
に
忌
避
し
た
も
の
か
、
こ
の
女
性
と
遼

安
に
三
人
の
男
子
を
出
生
し
て
い
る
。
義
弟
に
当
る
小
湊
十
八
代

日
延
閉
山
の
妙
安
寺
に
は
、
連
安
百
五
十
回
忌
に
コ
両
サ
弐
尺
壱

寸
七
歩
、
は

x
七
寸
弐
歩
、
遺
横
長
サ
壱
尺
壱
寸
六
歩
竪
ノ
長
サ

五
寸
七
歩
高
サ
三
寸
七
歩
」
に
「
本
源
院
殿
雲
山
玄
英
大
居
士

元
和
二
年
五
月
二
十
五
日
」
の
位
牌
を
造
安
、
違
安
の
「
安
」
を
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用
い
て
妙
安
寺
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

又
、
勝
立
寺
三
世
日
陽
は
遼
安
の
子
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
延

と
甥
の
日
陽
は
対
立
し
、
思
わ
ぬ
問
題
と
発
展
し
て
い
く
の
で
あ

る。

日
蓮
聖
人
の
国
土
観
に
つ
い
て

野

口

真

澄

は

じ

め

に

日
蓮
聖
人
は
、
国
土
に
つ
い
て
多
様
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
五

談
判
で
は
法
華
経
の
流
布
す
る
化
境
と
し
て
の
国
土
の
問
題
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
五
義
判
は
、
教
判
と
し
て
、
ま
た
弘
法
の

用
心
と
し
て
説
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
国
判
を
設
け

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
蓮
聖
人
に
と
っ
て
固
と
い
う
こ
と
に

重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
、
こ
こ
で
は
五
義
判
中
「
国
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た

、。
B
U
W
 

一
、
国
判
と
「
日
本
国
」

の
意
識
に
つ
い
て

五
義
判
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
説
示
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
具
体

的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
『
教
機
時
国
紗
』
、

『
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
番
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と

国
判
と
は
、
色
々
な
国
が
あ
る
が
仏
法
は
そ
の
固
に
ふ
さ
わ
し
い

教
法
を
弘
め
る
べ
き
で
あ
り
、
諸
経
論
に
よ
る
と
日
本
国
は
ま
さ

し
く
法
華
経
流
布
の
国
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
国
判

で
は
、
仏
法
を
弘
め
る
に
際
し
、
そ
の
化
境
と
し
て
「
日
本
国
」

に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
国
を
意
識
さ
れ

た
の
は
、
恩
を
報
ず
べ
き
生
国
と
し
て
、
仏
勅
を
蒙
る
も
の
が
法

を
弘
む
べ
き
所
在
の
国
土
と
し
て
認
識
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る。
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二
、
化
境
と
し
て
の
「
国
」

に
つ
い
て

五
義
判
を
知
り
弘
法
す
る
際
の
方
法
に
誘
法
退
治
が
あ
る
。

『
守
護
国
家
論
』
で
は
、
諸
経
典
の
説
示
に
よ
り
、
仏
法
を
国
王

に
付
嘱
す
る
こ
と
で
圏
中
に
流
布
せ
し
め
、
国
王
、
国
民
は
そ
の

国
の
誘
法
者
を
退
治
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
仏
法
流
布
の
一
領
域
と
し
て
「
国
」
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
判
の
設
定
に
深
い
関
わ
り
が
あ
る

と
推
察
さ
れ
る
。

一一、

「
閣
浮
堤
」

の
意
識
に
つ
い
て



法
華
経
は
闘
浮
堤
、
さ
ら
に
は
全
世
界
に
流
布
さ
れ
る
べ
き
経

典
で
あ
る
。
す
る
と
日
本
国
に
注
目
し
て
仏
法
流
布
を
考
え
る
五

義
刊
は
必
要
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
閥
浮
提
に
お
け
る

法
華
経
の
流
布
と
日
本
国
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
て
御
書
を
拝
読

す
る
と
『
顕
仏
未
来
記
』
等
に
説
示
さ
れ
た
、
仏
滅
後
の
仏
法
流

布
の
状
況
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
正
像
時
に
仏
法
が
東
漸
し
、

末
法
時
に
は
法
華
経
の
み
が
閥
浮
堤
に
流
布
す
る
と
い
う
も
の

で
、
日
本
国
は
そ
の
法
華
経
流
布
の
出
発
地
点
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
『
撰
時
抄
』
で
は
、
閣
浮
堤
の
す
べ
て
の
国
が

法
華
経
流
布
の
国
と
な
る
こ
と
で
、
法
華
経
流
布
が
成
就
す
る
状

況
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
回
避
聖
人
は
仏
法
流
布
の
国
土
と
し
て
の

「
日
本
国
」
を
法
華
経
流
布
の
固
と
認
識
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
末

法
に
お
け
る
法
華
経
流
布
の
出
発
地
点
で
あ
る
と
い
う
「
閥
浮

堤
」
へ
の
広
が
り
を
も
っ
た
認
識
で
あ
り
、
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
日
蓮
聖
人
は
閥
浮
堤
と
い
う
広
い
領
域
を
想
定
す
る
と
同
時

に
、
仏
説
に
よ
り
、
仏
法
流
布
の
一
領
域
と
し
て
「
園
」
と
い
う

も
の
を
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

教
院
制
度
に
つ
い
て
の
一
考
察

浜

典

彦

島

明
治
初
期
の
仏
教
界
の
動
向
を
探
る
時
、
神
仏
合
併
大
教
院
の

存
在
意
義
は
大
き
い
。
従
来
、
そ
の
位
置
付
け
、
設
立
過
程
、
解

散
へ
の
経
過
に
つ
い
て
の
研
究
が
数
多
く
発
表
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
そ
の
内
容
へ
の
論
究
は
余
り
見
ら
れ
な
い
。
合
併
大
教
院

が
後
世
の
仏
教
各
宗
の
教
育
・
行
政
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
吟
味
は
必
要
と
言
え
る
。
以
下
、
合
併

大
教
院
を
頂
点
と
す
る
中
小
教
院
組
織
を
制
院
制
度
と
呼
び
、
概

観
す
る
と
、

八
規
則
〉

大
教
院
二
十
三
条

三
条
教
則
の
趣
旨
理
解
、
教
導
職
養
成
、
強
下
に
中
小
教
院
合

議
所
設
置
、
四
神
祭
紀
、
毎
月
一
六
の
日
説
教
、
教
義
講
究
、

教
導
職
検
定
等
。

中
教
院
二
十
五
条

府
県
毎
に
一
院
設
置
、
小
教
院
管
理
、
四
神
祭
記
、
教
導
職
検

定
、
学
級
規
定
、
神
道
仏
教
七
宗
の
本
院
誌
等
。
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小
教
院
（
合
議
所
）

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
明
治
五
年
十
一
月
、
一
寺
一
社
を
小

教
院
と
見
倣
す
こ
と
を
認
可
、
四
神
祭
記
に
つ
い
て
は
「
勝
手

タ
ル
ヘ
キ
事
」
。

〈
明
治
7
年
全
国
中
小
教
院
数
約
2
8
0
V

（
東
京
・
東
西
本
願
寺
）

亙
｜
同
開
工
川
一
判
明

一

一

一

「

｜

一

小

教

院

一

一

一

］

｜

一

小

教

院

寺
二
丁
国
間

T
T司
開

一

一

一

「

｜

一

小

教

院

上

一

一

一

一

1

1

一
小
教
院

一教「下同開
T
T間
関

増

一

「

｜

一

小

教

院

工
同
開

T
一
日
両
耕

一

I
！
一
小
教
院

一

寸

｜

一

小

教

院

ト
［
凶
刷
問

T
I
T
I同
倒
問
一

「
ー
一
小
教
院
一

〈
府
県
に
一
ヵ
所
）

芝

l大

八
組
織
図

V

合
併
大
教
院
を
頂
点
と
す
る
中
小
教
院
の
組
織
、
教
院
制
度
の
盤

備
は
増
上
寺
開
院
の
前
後
で
あ
る
。

大
教
院
組
織
図
（
明
六
・
三
・
十
四

！神道各派｜｜仏教七宗｜＝｜各宗々務局｜

｜｜大 4 院｜

教
職
精
選

教院制組織図

ー

ー
一
教
社
得
失
下

大
教
院
事
務
章
程
〉

－l
他
三
条

l
一

一
教
導
職
六
級
以
上
進
退
一

一

宗

名

改

革

一

一

著

書

発

刊

一

「
中
小
教
院
建
設

l
一

教
部
省
ノ
允
可
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八
学
課
〉

大
教
院
の
学
課
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
教
院
で
は
課
程
を

上
下
二
等
、
さ
ら
に
下
級
を
三
級
に
分
け
、
皇
典
・
釈
学
・
漢
学

・
洋
学
等
の
学
課
を
能
力
に
応
じ
て
設
定
し
て
い
る
。

八
説
教
〉

大
教
院
毎
日
一
六
の
日
、
（
資
格
〉
教
導
職
訓
導
以
上
、
（
場
）
四
神

祭
柁
の
大
教
院
説
教
席
、
ハ
内
容
）
十
一
兼
題
・
十
七
兼
題
、
ハ
聴

衆
）
教
部
省
役
人
・
役
掛
教
導
職
・
講
中
及
び
一
般
、
楽
人
演

奏。

中
教
院
毎
月
三
度
以
上
、
そ
の
他
の
内
容
は
大
教
院
に
準
じ
る
。

仏
教
側
か
ら
復
権
を
目
的
と
し
て
開
設
さ
れ
た
神
仏
合
併
大
教

院
、
教
院
制
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
施
さ
れ
た
内
容
は
神
主

仏
徒
の
宗
教
行
政
の
継
続
、
組
織
は
官
権
の
意
志
に
沿
っ
た
国
民

の
信
仰
・
思
想
を
指
導
す
る
教
導
職
の
養
成
の
場
で
し
か
な
か
っ

た
。
職
制
へ
の
協
力
は
、
仏
教
側
の
望
む
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た

が
、
神
仏
混
交
の
講
義
状
況
・
説
教
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
合
同
の

現
場
で
の
混
乱
は
予
想
を
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

日
蓮
教
学
に
よ
ぽ
け
る

の
宗
教
的
意
義

「
孝
養
」

原

慣

定

日
蓮
聖
人
が
提
起
し
た
宗
教
的
罪
の
問
題
性
を
追
求
し
よ
う
と

す
る
と
き
、
「
不
孝
」
と
い
う
語
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
す
な
わ
ち
聖
人
は
、
当
時
の
社
会
的
罪

と
し
て
通
念
化
さ
れ
て
い
た
「
不
孝
」
の
語
を
一
つ
の
響
喰
と
し

て
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
釈
尊
に
対
す
る
「
不
孝
」
と
い
う
宗
教

的
罪
が
存
在
す
る
こ
と
を
門
下
の
人
々
に
実
感
性
を
も
っ
て
示
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
「
不
孝
」
の
対
立
概
念
で
あ
る
「
孝
養
」
と

い
う
問
題
の
特
質
を
考
察
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
日
蓮
教
学
に
お
い

て
「
不
孝
」
と
「
孝
養
」
と
は
ち
ょ
う
ど
宗
教
的
罪
と
そ
の
救
い

の
構
造
に
対
応
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
「
孝
養
」
の
一
般
的
概
念
は
、
親
子
関
係
の
あ
り
方
を
規

定
し
た
儒
教
倫
理
の
徳
目
で
あ
り
、
主
君
に
対
す
る
「
忠
誠
」
と

と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
封
建
的
タ
テ
社
会
の
秩
序
を
支
え
た
基
本
道

徳
で
あ
る
。
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戸
頃
重
基
氏
は
、
日
蓮
聖
人
の
孝
道
思
想
を
儒
教
と
安
易
に
妥

協
し
た
も
の
で
、
儒
仏
折
衷
主
義
と
批
評
し
て
い
る
。
し
か
し
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
高
木
盛
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
聖
人
は
儒
教
的
「
孝
養
」
の
倫
理
を
単
に
世
俗
的
レ
ベ
ル
で

合
理
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
宗
教
的
次
元
か
ら
意
味
づ

け
、
正
当
化
さ
れ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

日
蓮
聖
人
は
釈
尊
が
主
師
親
三
徳
を
兼
備
し
て
い
る
こ
と
を
説

き
、
な
か
で
も
親
徳
を
主
軸
と
し
て
仏
と
衆
生
と
の
親
子
関
係
を

主
張
す
る
。
し
か
も
遺
文
を
縞
く
と
「
親
父
」
「
慈
父
」
「
賢

父
」
な
ど
の
よ
う
に
「
父
」
の
側
面
が
強
調
さ
れ
、
『
八
宗
違
目

抄
』
で
は
、
諸
宗
の
本
尊
義
を
批
判
す
る
論
点
と
し
て
「
父
を
知

ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
判
別
の
基
準
と
さ
れ
る
。
ま
た
『
関
目

抄
』
で
は
、
さ
ら
に
伝
教
大
師
の
『
法
華
秀
句
』
の
文
を
引
い

て
、
法
華
経
は
「
厳
愛
の
義
を
具
す
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
「
厳
」
と
は
父
、
「
愛
」
と
は
母
の
特
性
で
あ
っ
て
、
法

華
経
の
超
勝
性
は
こ
の
父
と
母
の
特
性
を
兼
備
す
る
点
に
求
め
ら

れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

宗
教
心
理
学
者
の
松
本
滋
氏
は
、
宗
教
の
類
型
と
し
て
「
父
性

的
宗
教
」
と
「
母
性
的
宗
教
」
と
い
う
図
式
を
提
唱
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
日
蓮
聖
人
の
宗
教
の
特
質
を
論
理
化
す
る
上
で
き
わ

め
て
重
要
な
視
座
を
提
供
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
聖

人
が
釈
尊
と
衆
生
の
関
係
を
「
父
と
子
」
の
関
係
に
響
え
た
の
は

母
性
的
な
あ
る
が
ま
ま
の
世
界
を
容
認
す
る
の
で
は
な
く
、
父
性

的
な
あ
る
べ
き
世
界
、
規
範
的
な
世
界
を
目
指
し
て
い
た
か
ら
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
聞
の
精
神
的
発

達
の
段
階
に
お
い
て
、
ま
ず
母
か
ら
離
れ
、
や
が
て
父
を
も
越
え

て
い
く
こ
と
が
真
の
自
律
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
世

俗
レ
ベ
ル
の
「
父
」
を
乗
り
越
え
て
い
く
時
に
真
の
支
え
と
な
る

の
が
、
宗
教
的
「
父
」

H
釈
尊
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
日
蓮
聖
人
は
、
あ
く
ま
で
も
世

俗
の
父
親
の
権
威
を
乗
り
越
え
て
自
律
し
た
人
格
存
在
と
な
り
、

断
絶
さ
れ
て
い
た
宗
教
的
「
父
」
と
の
関
係
を
回
復
す
る
こ
と
を

提
唱
し
た
と
推
定
で
き
る
。
つ
ま
り
法
華
経
の
釈
尊
と
の
本
来
的

父
子
関
係
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
世
俗
の
父
親
を
否
定
的

媒
介
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
一
旦
否
定
さ
れ

た
世
俗
の
父
子
関
係
は
、
宗
教
的
父
子
関
係
の
回
復
と
同
時
に
再

び
正
常
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
真
実
の
孝
養
が
成
立
す
る

の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
う
し
た
日
巡
聖
人
に
お
け
る
宗
教
的
罪
と
救
い
の
櫛

造
は
、
「
母
性
的
宗
教
」
の
そ
れ
と
は
、
根
本
的
に
異
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
よ
っ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
後
日
を
期

し
た
い
。
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日
蓮
聖
人
の
時
間
論

平

井

智

親

人
は
時
間
の
中
で
生
き
て
お
り
、
時
間
と
共
に
存
在
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
時
間
と
は
非
常
に
重
要
な
も
の
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
宗
教
に
お
い
て
も
時
間
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人

も
か
な
り
時
間
と
い
う
も
の
を
重
視
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
御
遺
文
の
中
で
何
度
も
時
間
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

た
り
、
独
自
の
思
想
で
あ
る
五
義
判
の
一
つ
で
あ
っ
た
り
、
『
撰

時
抄
』
等
の
題
号
を
考
え
れ
ば
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
程
関
心
の
高
か
っ
た
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
時
間
の
思
想
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
近
の
研
究
を
概
観
し
て
み

る
と
、
守
屋
貫
教
民
は
、
末
法
思
想
の
中
に
日
蓮
聖
人
の
時
聞
に

対
す
る
思
想
を
考
察
し
、
そ
の
特
徴
と
し
て
体
験
を
通
し
た
二
元

相
即
論
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
茂
用
井
教
亨
氏
は
、
そ
の
二
元

相
即
論
を
「
宗
教
的
純
粋
時
間
」
・
「
宗
教
的
歴
史
時
間
」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
再
定
義
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
思
想
の
日
蓮
聖

人
に
お
け
る
成
立
過
程
ま
で
も
回
避
聖
人
の
体
験
を
通
し
て
論
求

し
た
の
で
あ
る
。
町
田
是
正
氏
は
、
末
法
思
想
を
通
し
て
二
元
相

即
論
を
追
認
し
た
。
北
川
前
援
氏
は
、
救
済
の
面
か
ら
論
を
進

め
、
『
法
華
経
』
に
日
蓮
聖
人
の
時
間
に
対
す
る
思
想
の
根
底
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
山
本
光
明
氏
は
、
二
元
相
即

諭
を
前
提
と
し
て
、
同
時
代
の
宗
教
家
で
あ
る
道
元
禅
師
や
親
鷺

聖
人
と
比
較
し
て
、
日
蓮
聖
人
の
特
色
を
確
認
し
て
い
る
。

以
上
研
究
史
を
辿
っ
て
理
解
で
き
た
こ
と
は
、
日
蓮
聖
人
の
時

間
に
対
す
る
思
想
の
特
徴
は
、
釈
尊
の
内
証
の
世
界
た
る
特
別
な

時
間
と
我
々
凡
夫
の
日
常
的
時
間
の
二
つ
が
ま
ず
認
め
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
二
元
論
が
相
即
の
関
係
に
あ
る

と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
相
即
関
係
は
日
蓮
聖
人
自
身
の
体
験
を
通

し
て
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
点
を
い
ろ
い
ろ

視
点
や
立
場
を
異
に
し
て
先
師
は
論
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る。
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日
蓮
聖
人
の
思
怨
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
機
的
必
然
的
関
係
を
た

も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
茂
田
井
氏
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
し
か

し
従
来
の
研
究
は
そ
の
視
点
、
特
に
空
間
の
視
点
が
少
し
欠
け
て

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
五
義
判
の
国
も
空
間
の
範
鴎

で
あ
る
し
、
『
法
華
経
』
の
二
処
三
会
等
空
間
の
重
要
性
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
空
間
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
他
の

い
ろ
い
ろ
な
思
想
と
の
関
係
に
お
け
る
時
聞
に
対
す
る
恩
怨
が
今

後
は
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



『
元
暁
の
法
華
経
観
』

ー
元
暁
注
疏
に
於
け
る
天
台
の
影
響
の
有
無
l

福

士

稔

慈

元
暁
〈
六
一
七

l
八
六
〉
の
『
法
華
経
宗
要
』
は
、
朝
鮮
半
島

に
現
存
す
る
最
古
の
法
華
注
釈
番
で
あ
る
。
こ
の
『
法
華
経
宗

要
』
を
詳
考
す
る
と
、
典
処
を
明
記
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
吉
蔵
の
『
法
華
遊
意
』
か
ら
の
引
用
が
行
わ
れ
、
構
成
・
内

容
に
も
吉
蔵
著
述
の
影
響
が
強
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
『
法
華
経

宗
要
』
に
限
っ
て
い
え
ば
『
法
華
経
宗
要
』
に
於
け
る
元
暁
の
法

華
経
理
解
は
、
三
論
の
吉
蔵
の
立
場
か
ら
の
理
解
と
も
い
い
う

る
。
そ
れ
で
は
、
元
暁
は
天
台
智
顕
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
の

か
、
元
暁
著
述
に
は
天
台
の
影
響
が
皆
無
で
あ
る
の
か
、
叉
、
三

論
の
法
華
経
理
解
が
彼
の
著
述
を
通
じ
て
一
貫
し
て
変
わ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
問
題
が
存
す
る
。
先
ず
、
元
暁
が
天
台

の
存
在
を
知
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
『
法
華

経
宗
要
』
以
後
の
著
述
で
あ
る
『
浬
襲
宗
要
』
の
教
判
論
で
、
現

存
の
元
暁
の
著
述
の
中
で
は
、
唯
一
具
体
的
に
天
台
の
名
を
挙
げ

て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
『
浬
架
宗
要
』
の
段
階
で
は
天
台
の

存
在
を
知
っ
て
い
た
訳
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
浬
梁
宗
要
』
が
天

台
の
浬
柴
学
を
継
承
又
は
若
干
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
と
い
う

と
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
名
及
び
著
述
が
一
度
も
明
記
し

て
い
な
い
が
、
そ
の
終
始
に
亘
っ
て
浄
影
寺
慈
遠
ハ
五
二
三

l
九

一
一
〉
の
『
大
乗
義
章
』
の
影
響
が
強
く
窺
わ
れ
る
。
『
浬
襲
宗
要
』

に
於
い
て
も
『
法
華
宗
要
』
と
同
様
に
、
著
述
に
際
し
影
響
を
受

け
て
い
る
桜
本
的
な
も
の
を
明
記
し
な
い
と
い
う
手
法
を
使
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
天
台
の
影
響
に
関
し
て
は
、
元
暁
の

『
大
乗
起
信
論
疏
』
は
真
諦
（
四
九
九
l
五
六
九
〉
の
『
大
乗
起

信
論
』
に
関
す
る
疏
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
天
台
の
『
天
台
小
止
観

』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
の
李
永
子
博
士
に
よ
る
と
『
大
乗

起
信
論
疏
』
の
中
で
天
台
及
び
そ
の
著
述
名
を
明
記
し
て
い
な
い

と
言
う
理
由
に
よ
っ
て
、
内
容
は
類
似
す
る
が
『
天
台
小
止
観
』

を
見
な
い
で
他
人
の
説
か
ら
借
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る

が
、
『
法
華
宗
要
』
・
『
浬
鍵
宗
要
』
に
於
け
る
元
暁
の
手
法
、

及
び
若
干
順
序
が
異
な
る
が
、
持
戒
清
浄
・
衣
食
具
足
・
附
居
静

処
・
息
諸
縁
処
・
得
善
知
識
と
い
う
五
縁
区
別
と
そ
の
内
容
か

ら
、
明
ら
か
に
天
台
の
『
天
台
小
止
観
』
を
参
照
し
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
し
か
し
、
『
大
乗
起
信
論
疏
』
の
中
に
は
法
華
経
の
引

用
が
一
度
も
見
ら
れ
ず
、
元
暁
と
天
台
と
法
華
経
の
関
係
を
見
い

出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
『
大
乗
起
信
論
疏
』
以

( 186) 



後
の
著
述
で
あ
る
『
金
剛
三
昧
経
論
』
の
中
で
明
確
と
な
る
の
で

あ
る
。
こ
の
『
金
剛
三
味
経
論
』
は
元
暁
の
信
仰
告
白
書
で
あ

り
、
元
脱
の
三
味
と
止
観
の
理
解
を
深
く
示
し
て
い
る
著
述
で
あ

る
。
こ
の
中
で
『
金
剛
三
昧
経
論
』
の
文
勢
は
法
華
経
の
序
文
と

同
じ
で
あ
り
、
大
義
も
同
じ
く
「
法
華
経
の
異
目
」
で
あ
る
と
論

じ
、
叉
、
『
金
剛
三
味
経
論
』
の
「
入
如
来
禅
」
を
解
釈
す
る
に

あ
た
っ
て
法
華
経
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か

に
天
台
の
影
響
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。
天
台
教
学
が
半
島
に
伝
播
さ

れ
た
年
代
・
元
暁
教
学
に
お
け
る
天
台
の
位
健
等
に
つ
い
て
の
詳

細
は
後
の
機
会
に
論
述
し
た
い
。

日
蓮
聖
人
の
題
目
論

丸

茂

龍

正

日
進
聖
人
は
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
題
目
を
、
一
切
衆
生
の
救

済
の
要
法
と
し
て
、
そ
の
教
え
の
根
幹
と
し
、
「
唱
題
成
仏
」
を

説
き
明
か
さ
れ
た
。

日
蓮
聖
人
の
説
か
れ
る
唱
題
成
仏
は
、
多
種
多
様
な
宗
教
的
意

味
概
念
を
も
つ
が
、
宗
教
行
為
と
し
て
所
調
「
口
称
」
と
い
う
行

為
に
お
い
て
も
着
目
で
き
る
。

日
蓮
聖
人
の
唱
題
成
仏
思
想
は
、
日
本
仏
教
史
上
に
お
け
る

「
口
称
」
と
い
う
修
行
の
系
付
の
上
に
、
位
置
づ
け
ら
れ
る
場
合

も
あ
る
。

今
回
の
発
表
は
、
伝
統
的
な
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
、
ロ
称
修

行
と
、
日
蓮
聖
人
の
唱
題
成
仏
思
想
の
相
異
点
を
明
確
に
す
る
た

め
に
、
「
日
蓮
聖
人
の
唱
題
思
想
の
背
景
」
を
テ
l

マ
に
、
平
安

仏
教
に
お
け
る
法
華
経
修
行
の
具
体
像
と
し
て
、
法
華
経
の
題
目

を
唱
え
る
と
い
う
行
為
で
あ
る
、
唱
題
に
着
目
し
、
日
蓮
聖
人
に

先
行
す
る
唱
題
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
日
蓮

聖
人
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
踏
ま
え
、
独
自
の
唱
題
思
想
弘
通
へ

踏
み
出
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
事
を
考
察
し
た
。

平
安
時
代
の
唱
題
の
事
例
を
辿
る
と
、
九
世
紀
末
に
は
、
そ
の

例
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
、
平
安
時
代
の
唱
題
の
特
徴
は
、
け

唱
題
は
念
仏
と
並
用
或
は
観
音
・
普
賢
・
弥
勅
等
の
信
仰
と
一
緒

に
行
な
わ
れ
て
い
た
事
。
口
「
南
無
一
乗
妙
法
蓮
華
経
」
「
南
無

平
等
大
会
一
乗
妙
法
蓮
華
経
」
等
、
題
目
に
お
い
て
も
不
揃
い
で

あ
っ
た
事
。
内
唱
題
は
法
華
経
読
諦
・
番
写
等
に
代
わ
る
、
簡
略

化
さ
れ
た
法
華
経
修
行
で
あ
っ
た
事
。
以
上
三
つ
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
日
に
付
け
加
え
れ
ば
、
『
法
華
験
記
』
に
み
ら
れ
る

「
法
華
経
の
持
経
者
」
の
修
行
は
、
法
華
経
読
諦
と
書
写
で
あ
っ
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た
事
が
わ
か
り
、
唱
題
の
功
徳
は
読
諦
や
書
写
に
次
ぐ
も
の
だ
っ

た
事
が
わ
か
る
。
同
時
に
よ
り
大
き
な
功
徳
を
得
る
為
に
は
、
智

恵
が
必
要
で
あ
っ
た
事
も
想
起
さ
れ
る
。

ま
た
、
事
例
に
よ
り
、
覚
超
・
源
信
・
覚
運
の
比
叡
山
の
僧
を

は
じ
め
、
藤
原
氏
等
の
貴
族
や
更
に
庶
民
層
に
及
ん
で
唱
題
が
行

ぜ
ら
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
当
時
の
庶
民
が
、
識
字
能
力
が
低

い
事
や
経
典
を
手
に
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
事
を
考
え
る
と
、

庶
民
に
と
っ
て
唱
題
は
、
法
華
経
修
行
の
最
も
入
り
や
す
い
形
で

あ
っ
た
事
を
も
想
起
さ
せ
る
。

日
蓮
聖
人
は
『
唱
法
華
題
目
紗
』
『
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』

等
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
平
安
時
代
の
唱
題
の
特
徴
に
通
ず
る
、
雑

行
性
や
比
叡
山
の
僧
侶
の
法
華
経
修
行
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お

り
、
日
蓮
聖
人
に
先
行
す
る
法
華
経
信
仰
・
唱
題
を
認
識
さ
れ
て

い
た
事
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
『
唱
法
華
題
目
捗
』
等
の
佐
渡
配
流
以
前
の
遺
文
に

お
い
て
、
法
華
経
純
一
で
智
恵
よ
り
も
信
が
大
切
で
あ
り
、
唱
題

を
第
一
の
修
行
と
す
る
思
想
が
見
ら
れ
、
同
時
に
自
ら
を
「
法
華

経
の
行
者
」
と
規
定
し
、
他
の
「
法
華
経
の
持
経
者
」
と
違
う
立

場
に
あ
る
事
を
表
明
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
は
、
そ
の
形
態
に
お
い
て
は
平
安

時
代
の
法
華
経
修
行
を
継
承
し
つ
つ
も
、
唱
題
弘
通
の
出
発
点
よ

り
、
唱
題
を
主
体
と
し
、
一
切
衆
生
救
済
の
要
法
と
し
て
理
論
化

し
て
い
き
、
法
華
経
純
一
信
仰
、
唱
題
の
統
一
を
行
う
、
法
華
経

色
読
の
行
者
と
し
て
の
立
場
を
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

今
後
、
日
蓮
聖
人
の
独
自
の
唱
題
思
想
を
更
に
明
ら
か
に
、
題

目
論
の
考
察
を
進
め
た
い
。

本
迩
論
の
一
考
察

ー
桂
林
日
隆
の
『
私
新
抄
』
に
表
れ
た
本
迩
論
l

士同

( 188) 

民

明

本
迩
肉
体
異
体
論
は
、
一
致
派
本
国
寺
田
伝
と
日
陣
の
論
争
が

起
こ
っ
て
よ
り
、
今
日
ま
で
そ
の
解
決
を
み
な
い
の
で
あ
る
。
そ

の
議
論
の
注
意
点
は
一
致
派
は
約
宗
勝
劣
、
約
体
一
致
を
立
て
、

体
玄
義
に
議
論
の
場
を
し
ぼ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
日
陣
は
必
然
的

に
体
玄
義
の
勝
劣
を
主
張
し
た
点
で
あ
る
。

浅
井
円
道
先
生
は
勝
劣
諸
論
師
の
本
迩
論
を
検
討
さ
れ
、
日
経

の
本
迩
論
に
つ
い
て
、

一
、
日
隆
に
は
実
相
肉
体
の
一
致
義
が
存
す
る
。

二
、
法
体
勝
劣
を
宗
家
の
体
と
い
う
場
に
限
っ
た
。



と
指
摘
さ
れ
、
「
勝
劣
派
に
一
致
義
が
存
す
る
こ
と
は
、
（
中
略
〉
、

両
者
妥
協
の
余
地
が
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
〈
大
崎
学

報
一
一
一
号

h
y
g
「
法
体
勝
劣
論
の
考
察
」
）

さ
て
日
隆
の
『
私
新
抄
』
に
よ
れ
ば
体
玄
義
は
五
重
玄
の
一
つ

と
し
て
み
る
べ
き
で
、
本
迩
に
お
け
る
致
劣
を
体
章
に
限
っ
て
論

じ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
日
隆
は
本
迩
と
五
重
玄
義
の
関
係
を
説
い

て
、
五
重
玄
を
総
別
に
分
け
、
名
玄
義
は
総
、
体
宗
用
の
三
章
は

別
と
し
、
別
と
は
総
の
力
用
と
さ
れ
、
総
別
は
本
迩
判
の
意
味
で

「
本
」
と
は
総
で
あ
る
「
本
地
」
の
こ
と
で
根
本
総
体
、
能
生
能

聞
で
あ
り
、
従
っ
て
別
で
あ
る
「
迩
」
は
「
迩
中
」
で
、
本
地
の

力
用
と
な
っ
て
、
所
生
・
所
開
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
日
隆
は
本
迩
の
意
義
を
権
実
判
と
の
関
係
か
ら
説
い

て
、
権
実
判
は
そ
の
判
断
基
準
を
経
体
の
箆
妙
・
偏
円
に
置
い

て
、
法
華
経
が
他
経
に
優
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上

に
本
迩
判
が
立
つ
由
縁
は
権
実
判
で
は
、
爾
前
と
法
華
に
お
け
る

衆
生
成
仏
の
勝
劣
は
立
た
な
い
、
即
ち
本
迩
判
は
衆
生
成
仏
の
根

拠
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
こ
に
勝
劣
が
立
つ
と
説
く
。
日
隆
は
本

迩
勝
劣
を
本
地
迩
中
の
衆
生
成
仏
の
勝
劣
と
規
定
し
た
の
で
あ

る。
日
隆
が
本
迩
を
衆
生
成
仏
の
不
同
勝
劣
と
規
定
し
た
こ
と
は
、

本
迩
を
仏
の
教
化
の
事
実
（
三
世
益
物
〉
た
る
三
五
下
種
と
捉
え

た
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
竪
の
本
迩
と
名
づ
け
た
。
こ
れ

は
衆
生
成
仏
の
根
拠
は
下
種
に
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

下
種
を
説
く
教
法
が
本
地
法
華
経
即
ち
本
門
八
品
で
あ
る
と
言
う

の
で
あ
る
。

日
隆
は
こ
の
よ
う
に
論
じ
た
上
で
、
実
相
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
考
察
を
あ
た
え
て
い
る
。

迩
中
雄
レ
有
＝
実
相
－
約
レ
仏
釈
影
実
相
、
約
－
－
衆
生
得
道
－
脱
益
実

相
也
、
脱
其
性
帰
－
－
捜
本
－
者
也
、
実
相
ノ
性
ガ
虚
ナ
ル
者
也
、

顕
本
ス
レ
パ
本
地
ノ
一
実
相
ト
成
テ
、
遮
ノ
実
相
ハ
虚
無
ノ
体

ト
成
ル
、
（
中
略
〉
如
ν此
得
レ
怠
今
背
相
望
於
－
－
竪
本
迩
－
実
相

浅
深
勝
劣
倶
疑
者
也
0

〈
宗
全
第
八
巻
『
私
新
抄
』

ze

こ
の
よ
う
に
本
迩
実
相
に
は
体
と
影
の
浅
深
勝
劣
が
あ
る
と
説

い
て
い
る
。

つ
ま
り
日
降
の
本
迩
勝
劣
論
は
、
陣
伝
論
争
の
焦
点
で
あ
っ

た
、
体
内
早
の
勝
劣
（
日
隆
に
よ
れ
ば
実
相
同
異
は
権
実
判
に
つ
き

る
。
）
を
い
う
の
で
は
な
く
、
種
熟
脱
を
内
容
と
し
た
衆
生
成
仏

の
根
本
と
枝
末
と
い
う
勝
劣
を
言
う
の
で
あ
る
。
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一寸

I~ 
差城
明大
釜奥
雪女
在性
fr!の
崩法
聖華
争信

t~ ~ 

望

澄

月

真

N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
「
春
日
の
局
」
に
端
を
発
し
、
大
奥
女

性
の
話
が
最
近
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
蓮
宗
と
の
つ
な
が

り
の
中
で
も
古
く
か
ら
は
養
珠
院
お
万
の
方
の
信
仰
、
清
澄
寺
で

の
春
日
の
局
の
番
状
の
新
発
見
、
と
話
題
を
あ
げ
た
ら
い
く
つ
か

あ
る
。
し
か
し
、
な
か
な
か
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
そ
こ
で
本
発
表
は
、
徳
川
封
建
社
会
の
中
で
特
異
な
場

所
で
あ
っ
た
江
戸
城
大
奥
に
住
ん
で
い
た
将
軍
の
正
室
・
側
室
、

そ
し
て
そ
こ
に
奉
公
し
て
い
た
女
中
と
日
蓮
宗
寺
院
と
の
か
か
わ

り
、
強
い
て
は
こ
の
江
戸
城
や
諸
侯
の
奥
向
き
の
女
性
の
信
仰
に

つ
い
て
、
開
帳
と
い
う
儀
礼
を
と
り
あ
げ
て
論
究
し
て
み
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
事
例
と
し
て
身
延
山
久
遠
寺
の
江
戸

出
開
帳
を
中
心
に
考
え
て
み
た
い
。

今
同
の
発
表
は
、

一
、
身
延
山
久
遠
寺
の
江
戸
出
開
帳

二
、
開
帳
と
大
奥
女
性

三
、
開
帳
前

四
、
開
帳
中

五
、
閉
帳
後

と
い
っ
た
論
旨
の
展
開
の
内
の
一
部
で
あ
り
、
一
、
こ
に
限
っ
て

報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
、
二
の
範
囲
内
で
ま
と
め

を
行
い
た
い
。

身
延
山
久
遠
寺
と
江
戸
城
本
丸
・
西
ノ
丸
そ
し
て
江
戸
の
各
御

守
殿
・
御
住
居
に
住
む
奥
方
や
御
殿
女
中
と
の
か
か
わ
り
を
開
帳

と
い
う
宗
教
行
事
を
中
心
に
検
討
し
た
が
、
江
戸
時
代
後
期
天
明

年
聞
か
ら
身
延
山
は
諸
堂
復
興
の
た
め
に
数
度
の
江
戸
出
開
帳
を

行
っ
た
が
、
そ
の
運
営
、
参
詣
者
数
、
収
入
面
に
お
い
て
江
戸
の

諸
講
中
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ

る
。
し
か
し
、
代
参
と
い
う
形
態
で
、
表
使
や
御
使
番
を
中
心
と

し
た
本
丸
や
西
ノ
丸
の
女
中
や
江
戸
の
各
御
殿
の
女
中
が
毎
日
の

ご
と
く
浄
心
寺
に
参
詣
し
て
施
主
で
あ
る
御
台
所
や
奥
方
の
祈
願

を
依
頼
し
て
金
口
聞
を
奉
納
し
、
そ
し
て
自
ら
の
祈
願
を
行
っ
て
い

た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
実
で
あ
る
。
と
く
に
江
戸
城
大

奥
は
徳
川
封
建
社
会
の
中
に
あ
っ
て
世
俗
と
隔
離
さ
れ
た
特
異
な

社
会
で
あ
り
、
そ
の
規
則
か
ら
み
だ
り
に
域
外
へ
は
出
ら
れ
な
か

っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
代
参
は
外
へ
出
る
と
い
う
解
放
感
か
ら
も

純
粋
な
信
仰
か
ら
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
代
参
の
た
め
に
浄
心
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寺
に
参
詣
し
た
女
中
は
祖
師
像
の
開
扉
や
祖
師
関
係
を
中
心
と
し

た
身
延
山
の
霊
宝
を
拝
し
て
身
延
山
や
日
蓮
聖
人
の
霊
性
に
触

れ
、
御
札
・
御
守
・
御
符
等
を
持
ち
帰
る
と
い
う
信
仰
活
動
を
行

っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
特
に
将
軍
の
正
室
や
側
室
を
は
じ
め
と

す
る
大
奥
女
性
は
開
帳
仏
で
あ
る
祖
師
像
の
袈
裟
や
衣
そ
の
ほ
か

を
出
開
帳
の
度
に
奉
納
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
祖
師
に
対
す
る
信

仰
H
祖
師
信
仰
は
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
身
延

山
久
遠
寺
は
日
蓮
聖
人
棲
神
の
霊
地
で
あ
り
、
そ
の
祖
師
像
が
江

戸
で
礼
拝
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
機
会
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
次
回
の
発
表
で
は
、
大
奥
女
性
の
具
体
的
な
信
仰
の

形
態
を
開
帳
の
参
加
を
通
じ
て
見
て
行
き
た
い
と
思
う
。
（
詳
細

は
「
大
崎
学
報
」
一
四
六
号
を
参
照
さ
れ
た
い
〉

日
蓮
聖
人
に
み
ら
れ
る
仏
法
王
法
観

ー
ー
日
蓮
聖
人
と
鎌
倉
追
加
法
｜
｜

士ロ

木

雄

英

御
成
敗
式
目
と
追
加
法

松
尾
芭
蕉
の
俳
句
に
「
名
月
の
出
づ
る
や
五
十
一
ケ
条
」
と
い

う
の
が
あ
る
。
五
十
一
ケ
条
と
は
、
鎌
倉
時
代
に
制
定
さ
れ
た
御

成
敗
式
目
の
こ
と
を
指
す
。
後
世
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
有
名
と
な

っ
た
御
成
敗
式
目
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
現
実
問
題
と
し
て
、
五

十
一
ケ
条
だ
け
で
こ
と
足
り
る
は
ず
は
な
く
、
幕
府
は
現
在
知
ら

れ
て
い
る
だ
け
で
約
九
百
条
の
「
追
加
法
」
を
制
定
し
て
い
る
。

し
か
も
、
武
家
政
治
の
確
立
の
意
気
込
み
を
示
し
た
御
成
敗
式
目

は
、
鎌
倉
雄
府
（
評
定
会
議
）
↓
各
国
守
護
↓
地
頭
と
い
う
形
で

公
に
さ
れ
た
が
、
一
方
、
追
加
法
は
、
鎌
倉
幕
府
（
評
定
会
議
）

↓
六
波
緩
・
鎮
西
探
題
の
出
先
機
関
・
引
付
〈
幕
府
内
部
機
関
）

・
訴
訟
関
係
人
ま
で
で
、
幕
府
の
御
家
人
す
ら
周
知
し
て
は
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
を
次
に
挙
げ
、
そ
し
て
聖
人
と
追

加
法
と
の
関
係
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

日
逝
聖
人
と
鎌
倉
追
加
法

弘
長
元
年
三
二
六
二
〉
二
月
廿
日
に
、

一
可
禁
制
棄
病
者
、
孤
子
等
、
死
屍
等
於
路
辺
事

病
者
、
孤
子
等
、
令
棄
路
頭
之
時
、
随
見
合
殊
可
加
禁
制
、

若
又
倫
有
令
棄
置
事
者
、
為
保
々
奉
行
人
之
沙
汰
、
可
令
送
無

常
堂
、
至
死
屍
井
牛
馬
骨
肉
者
、
可
令
取
楽
之
、
以
此
等
之

趣
、
可
被
仰
保
辛
行
人
等
也
、

以
前
条
々
、
固
守
此
旨
、
自
来
三
月
廿
目
、
可
加
禁
制
也
、

若
有
違
犯
之
強
者
、
可
被
行
罪
科
、
叉
奉
行
人
無
沙
汰
不
注
申
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者
、
同
可
被
処
其
科
之
状
如
件
、

弘
長
元
年
二
月
廿
日

武
蔵
平
守
朝
臣
判

相
模
守
平
朝
臣
判

（
『
中
世
法
制
史
料
集
第
一
巻
鎌
倉
幕
府
法
』
牧
健
治
・
佐
藤
進

一
・
池
内
義
資
編
一
二
四
頁
〉

こ
の
追
加
法
は
、
聖
人
の
『
立
正
安
国
論
』
の
官
頭
部
分
「
旅

客
来
嘆
目
、
自
近
年
至
近
日
天
変
地
夫
飢
餓
疫
郷
遍
満
天
下
広
遊

地
上
。
牛
馬
銘
巷
骸
骨
充
路
。
招
死
之
輩
既
超
大
半
不
悲
之
族
無

一
人
。
」
を
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
の
追
加
法
は
、
幕
府
の

編
纂
で
あ
る
『
吾
妻
鏡
』
の
当
該
期
日
に
は
記
載
さ
れ
て
は
い
な

い
。
つ
ま
り
、
幕
府
自
身
も
、
追
加
法
の
整
理
・
保
存
に
充
分
で

は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
聖
人

は
、
例
え
ば
『
清
澄
寺
大
衆
中
』
・
『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』
に

お
い
て
、
自
ら
訴
訟
に
関
わ
り
、
領
家
の
尼
方
を
勝
訴
さ
せ
た
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
追
加
法
の
み
な
ら
ず
、
法
廷
技
術
に
習
熟
し

て
い
な
け
れ
ば
、
勝
訴
で
き
な
か
っ
た
当
時
と
し
て
、
迫
害
と
流

罪
に
よ
っ
て
席
を
暖
め
る
暇
も
な
か
っ
た
聖
人
が
、
如
何
に
そ
れ

を
周
知
し
た
の
か
、
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
今
そ
の
理
由
を
考

え
て
み
る
に
、
一
つ
は
比
叡
山
の
山
僧
と
の
接
触
で
あ
ろ
う
。
と

い
う
に
は
当
時
、
訴
訟
の
代
理
人
は
ほ
と
ん
ど
比
叡
山
の
山
僧
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
『
十
章
紗
』
の
最
後
に
、
「
当
時
は
こ
と

に
天
台
真
言
等
の
人
々
の
多
く
来
候
な
り
。
事
多
故
留
候
了
。
」

と
あ
る
。
一
つ
は
、
檀
越
の
中
に
幕
府
の
有
力
被
官
が
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
在
住
の
宿
屋
左
衛
門
入
道
、
大
学
三
郎
、
そ
し

て
下
総
の
富
木
常
忍
な
ど
で
あ
る
。
彼
ら
が
、
幕
府
の
法
制
度
を

聖
人
に
知
ら
し
め
る
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。

〔
附
記
〕

聖
人
と
幕
府
法
と
の
関
係
を
示
す
御
遺
文
に
つ
い
て
は
、
立

正
大
学
の
日
蓮
教
学
研
究
所
の
原
慎
定
氏
か
ら
、
ま
た
、
発
表

後
、
寺
尾
英
智
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
御
教
授
を
賜
る
こ
と
が
で

き
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す。
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。
学

報

象

園

ハ
平
成
元
年
度
〉

(I) 

館
長
就
任

つ
い
て

大

森

孝

此
の
度
、
図
書
館
建
設
に
御
尽
力
な
さ
れ
た
町
目
前
館
長
の
後
を
受
け

ま
し
て
、
私
大
森
が
去
る
九
月
よ
り
館
長
職
を
命
じ
ら
れ
勤
務
し
て
お
り

ま
す
。長
い
間
、
教
務
課
長
の
職
に
就
い
て
居
り
ま
し
て
、
図
世
間
館
の
運
営
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
験
が
有
り
ま
せ
ん
の
で
専
心
勉
強
致
し
度
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
何
分
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

館
も
建
設
期
を
終
り
、
今
は
館
員
一
同
内
部
の
書
籍
集
収
、
整
理
等
の

業
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
特
に
、
故
坂
本
先
生
御
寄
贈
の
約
八
千
五
百

冊
に
及
ぶ
書
籍
、
其
の
巾
で
も
、
古
い
和
書
の
整
理
に
没
頭
し
て
お
り
ま

す。其
の
整
理
も
軌
道
に
乗
り
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
尚
、
以
前
の
図

書
館
規
定
に
改
正
、
補
筆
等
を
加
え
、
一
層
充
実
し
た
も
の
を
作
り
ま
し

た
。
更
に
利
用
規
定
を
作
り
ま
し
た
。
館
の
運
営
を
充
実
さ
せ
る
為
、
運

営
委
員
会
を
設
け
、
学
長
、
校
長
等
数
名
の
先
生
方
に
委
員
を
委
蝿
し
、

第
一
回
の
運
営
委
員
会
を
去
る
十
二
月
十
五
日
に
聞
き
、
今
後
の
館
の
運

営
方
針
に
つ
き
基
本
的
事
項
を
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
又
、
図
書

選
定
委
員
会
を
設
け
ま
し
た
。
そ
の
委
員
に
は
運
営
委
員
の
先
生
方
に
加

え
て
、
広
く
各
教
科
の
先
生
方
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
購
入
す
る
書
籍
の

類
別
等
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
く
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
向
、
近

代
的
図
書
館
に
適
応
す
る
よ
う
情
報
機
器
の
購
入
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

御
本
山
の
御
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
我
々
館
員
一
同
専
心
努
め
る

決
意
で
あ
り
ま
す
。
是
非
、
同
窓
生
各
位
、
及
び
有
縁
の
方
々
の
御
支
援

を
心
よ
り
御
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

、，ノE
〈
〉
図
書
館
だ
よ
り
ー
そ
の
一

l

r
t

、

図
書
館
は
去
る
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
に
竣
工
落
成
式
を
終

え
、
開
館
し
て
満
一
年
数
カ
月
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
元
年
五
月
二
十
六

日
に
は
建
物
が
社
団
法
人
東
京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
（
井
上
雄
治
会

長
）
よ
り
『
東
京
建
築
賞
』
の
「
優
秀
賞
」
の
選
に
入
り
、
関
係
者
一
同

喜
ん
で
お
り
ま
す
。
館
の
職
員
は
、
よ
り
一
層
内
容
の
充
実
に
精
進
努
力

し
て
参
る
所
存
で
御
座
い
ま
す
の
で
御
協
力
の
程
を
宜
敷
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
も
図
書
献
本
運
動
に
御
協
力
下
さ
れ
ま
し
た
同
窓
生
の
各
聖
は
じ

め
、
有
縁
の
方
々
よ
り
御
高
配
と
御
厚
志
を
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
元
年
度
図
書
寄
贈
者
御
芳
名

1

身
延
山
久
遠
寺
殿
「
昭
和
定
本
回
避
聖
人
遺
文
」
全
四
巻
ニ
セ
ッ

ト
、
他
六
冊
。

東
洋
大
学
股
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「
井
上
円
了
の
学
理
思
想
」
他
一
冊
。



M
W
創
造
股
「
こ
わ
が
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
l
放
射
線
」
二
冊
。

中
央
学
術
研
究
所
股
「
持
の
本
質
を
求
め
て
」
一
冊
。

5

町
田
忠
司
殴
・
「
放
射
性
廃
棄
物
の
焼
却
処
理
に
お
け
る
排
ガ
ス
浄

化
装
置
に
関
す
る
実
験
的
研
究
」
一
冊
。

6

和
同
ド
ク
タ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ
殿
「
成
績
が
上
が
る
治
療
シ
ス
テ
ム

の
公
開
」
他
一
冊
。

7

戸
田
教
進
殿
コ
ニ
十
番
神
法
華
祈
鵡
秘
抄
巻
凹
」
一
冊
。

8

児
島
錬
戒
殿
「
旧
約
新
約
聖
書
大
事
典
」
他
十
冊
。

9

本
門
法
華
宗
宗
学
院
殿
「
法
華
経
略
要
品
講
義
」
上
・
下
、
他
十

一
冊
。

m
松
本
光
華
股
「
民
話
風
法
華
経
童
話
そ
の
6

薬
草
喰
品
第
五

恵
み
の
雨
に
草
も
木
も
」
十
冊
。
他
「
そ
の
7
1
9」
三
十
冊
。

u
川
崎
大
師
平
間
寺
殿
「
仏
教
文
化
論
集
5
」
一
冊
。

ロ
鶴
蒔
靖
夫
殿
「
歪
め
ら
れ
た
原
発
」
一
冊
。

日
増
田
宇
広
殴

2
m派
仏
教
を
趨
え
て
」
一
冊
。

U

望
月
海
淑
殿
「
宗
教
の
心
理
学
」
他
二
五
七
冊
。

日
増
田
光
照
般
「
高
麗
大
蔵
経
」
〈
復
製
本
）
全
四
十
五
巻
、
ニ
セ

ッ
ト

o

m
立
正
大
学
図
書
館
殿
「
立
正
大
学
図
書
館
所
蔵
明
代
南
蔵
目
録
」

他
二
冊
。

ロ
尚
学
図
書
股
「
国
語
大
辞
典
」
他
一
附
。

四
日
蓮
宗
新
聞
社
股
「
新
編
日
蓮
宗
年
表
」
一
一
部
、
他
二
冊
。

四
国
際
仏
教
学
研
究
所
殿
「
〉
の
〉
寸
h
r
F
Oの
口
開

O
司
叶
回
開

3 4 

C
Z
H
1『
開
口
印
、
吋
〉
1可
制
ω

F

－MW同
〉
同
ペ

O
句
。

ozo同
開
切
切
の
O
F

F
開。
J
2
0
Z
O司
寸
阿
国
刷
、
吋
〉
Z

F
口
J開
問
〉
4
C
問何回目
4

冨
同
の
同
O
司
同
の
国
阿
国
M
－
P
同1
『
固
」
一
冊
。

却
武
内
観
良
殿
「
久
遠
の
い
の
ち
」
二
冊
。

包
渡
辺
信
勝
股
「
裁
山
第
一
号
前
方
後
円
墳
」
他
ニ
間
o

m
伊
藤
佳
通
駿
「
続
群
書
類
従
」
他
計
一
六
八
問
。

お
三
室
戸
常
闇
「
三
室
戸
学
園
五
十
年
の
歩
み
」
一
冊
。

M

大
森
孝
股
「
言
語
小
荷
二
一
一
冊
。

お
専
修
大
挙
股
「
専
修
大
学
一
一

O
年
」
一
冊
o

m
製
勝
振
興
会
殿
「
小
麦
粉
の
話
」
一
冊
。

幻
小
野
文
琉
股
「
法
華
経
の
き
一
冊
。

錦
日
蓮
宗
秋
田
県
教
化
セ
ン
タ
ー
股
「
謹
か
な
る
道
」
一
冊
。

却
山
梨
医
科
大
常
殴
「
闘
争
十
周
年
記
念
誌
」
一
冊
。

ぬ
山
梨
県
企
画
管
理
局
股
「
山
梨
県
新
総
合
福
祉
計
厨
第
一
次
実
施

計
画
事
業
評
価
窃
」
他
一
冊
。

出
日
本
大
学
殿
「
後
生
畏
る
ベ
し
」
他
一
冊
。

認
武
蔵
工
業
大
坐
股
「
武
蔵
工
業
大
学
創
立
的
周
年
記
念
」
一
冊
。

お
三
菱
広
報
委
員
会
殿
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
求
め
て
」
一
冊
。

M

山
陽
学
困
短
期
大
学
殿
コ
一
十
年
史
山
陽
常
国
短
期
大
学
」
一
冊
。

お
巣
鴨
学
園
股
「
一
遠
藤
降
吉
伝
」
一
冊
。

部
大
妻
学
院
殴
「
大
妻
学
院
八
十
年
史
」
一
冊
。

釘
東
京
電
力
株
式
会
社
殿
「
家
庭
の
電
気
工
学
」
三
問
。

却
現
代
創
造
社
殿
「
守
磁
離
の
経
営
」
一
冊
。
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羽
三
井
広
報
委
員
会
事
務
局
殿
「
三
井
グ
ル
ー
プ

W
」
一
問
。

却
斉
藤
田
乗
殿
「
法
悦
」
三
冊
。

H
U

平
原
要
俊
殿
「
法
華
」
一
四
七
冊
、
他
一

O
O冊。

担
塚
本
東
壁
股
「
塚
本
清
於
庵
句
集
」
一
冊
。

必
浅
草
寺
殿
「
浅
草
寺
仏
教
文
化
講
座
」
一
師
。

組
田
中
香
浦
股
「
田
中
智
学
先
生
の
思
い
出
」
一
冊
。

必
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
殴
「
徒
然
草
の
絵
巻
と
版
本
」
一
冊
。

必
三
友
雅
夫
股
「
社
会
移
動
の
研
究
」
他
五

O
O冊。

訂
本
門
社
股
「
説
教
（
ク
リ
弁
〉
全
集
三
巻
」
一
冊
。

必
町
田
是
正
殿
「
ケ
イ
ン
ズ
」
他
六
冊
。

却
日
華
仏
教
文
化
交
流
協
会
股
「
台
湾
開
教
の
歩
み
」
一
冊
。

印
春
日
居
町
教
育
蚕
員
会
殿
「
国
府
遺
跡
I
」
一
冊
。

日
飯
田
昭
太
郎
殿
「
同
一
回
伊
ω
O
Z
M
g
a
開
玄
司
、
ロ
ヲ
白
ω
ω
k
r
m
E弘
司

Z
F
。E
o
g
a
玄
M
B
E品川
町

ω自
国
司

m
F
o
g『
O

H
向
島
”
」
一
冊
。

回
渡
部
英
昭
股
「
郷
土
誌
き
き
ょ
う
の
思
」
一
冊
。

日
山
梨
県
立
図
書
館
股
「
山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵
郷
土
資
料
目
録
」

一
冊
。

臼
山
梨
英
和
学
院
殿
「
山
梨
英
和
一

O
O年
」
二
冊
。

図
上
田
本
昌
殿
「
挫
折
を
こ
え
て
日
蓮
」
一
冊
。

弱
東
洋
大
学
殿
「
東
洋
大
学
百
年
史
資
料
編
I
下
」
一
冊
。

町
庵
谷
行
亨
股
「
日
蓮
聖
人
教
学
の
基
礎
」

I

・E
他
一
三

O
冊。

弱
谷
川
寛
徳
膿
「
世
界
の
映
画
音
楽

1
t日
」
他
七
十
六
冊
。

開

高
M
V

良
股
「
炎
の
経
営
者
」
上
下
他
三
冊
。

ω
上
岡
喜
久
雄
股
「
胃
訳
一
切
経
」
等
九
九
冊
。

臼
田
中
義
正
眼
「
定
本
柳
田
国
男
集
第
二
十
五
巻
」
一
冊
o

m
中
瀬
正
良
殿
「
中
瀬
七
造
信
一
冊
。

臼
都
留
文
科
大
学
殿
「
都
留
文
科
大
常
記
念
誌
」
一
問
。

斜
浦
野
正
春
股
「
求
問
持
聴
明
法
秘
伝
」
一
冊
。

邸
北
原
優
美
股
「
白
馬
岳
の
自
然
観
察
」
十
冊
。

侃
山
梨
県
立
美
術
館
股
「
山
梨
県
立
美
術
館
蔵
品
総
目
録

E
一
九
八

四
t
一
九
八
八
」
一
冊
。

（
平
成
二
年
一
月
末
日
現
在
、
受
け
入
れ
順
に
て
掲
載
。
〉

。
図
書
館
だ
よ
り
ー
そ
の
一
丁

上
回
元
館
長
が
提
唱
さ
れ
た
一
人
一
冊
献
本
運
動
は
町
田
前
館
長
、
大

森
館
長
へ
と
引
き
続
き
現
在
も
展
開
さ
れ
、
そ
の
成
果
も
多
い
に
実
り
は

じ
め
て
お
り
ま
す
。
去
る
平
成
元
年
十
月
二
十
六
日
に
は
三
年
に
一
度
開

催
さ
れ
る
全
国
同
窓
会
総
会
の
席
上
で
献
本
運
動
等
に
功
績
が
あ
っ
た
方

々
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
の
で
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

－
伊
藤
佳
過
般
静
岡
県

2

岩
田
日
成
殿
山
梨
県

3

大
石
要
英
股
静
岡
県

上
岡
喜
久
雄
股
静
岡
県

児
島
錬
戒
腫
徳
島
県

故
新
川
目
見
駿
東
京
都

谷
川
寛
徳
股
寓
山
県
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8

若
杉
見
龍
股
静
岡
県

三
十
万
円
相
当
以
上
の
献
本
を
賜
わ
り
ま
し
て
、
本
当
に
有
難
度
う
御

座
い
ま
し
た
。
御
芳
名
は
五
十
音
順
に
て
掲
放
し
ま
し
た
。
ま
た
、
次
の

方
々
は
図
書
館
建
設
資
金
と
し
て
壱
百
万
円
以
上
の
御
寄
付
を
賜
わ
り
ま

し
た
の
で
感
謝
状
〈
後
期
の
分
〉
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

1

御
鏡
灘
股
ハ
富
山
県
）

中
村
正
彦
股
（
福
岡
県
〉

灘
上
恵
教
股
〈
神
奈
川
県
〉

2 3 

。
図
書
館
だ
よ
り
ー
そ
の
＝

T

図
書
館
で
は
、
同
窓
生
諸
兄
、
有
縁
関
係
者
、
図
古
館
建
設
資
金
御
寄

付
者
、
献
本
御
協
力
者
、
研
究
者
等
の
利
用
の
便
を
計
る
た
め
に
閲
覧
証

を
一
階
の
カ
ウ
γ
タ
l
に
て
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
来
館
の
際
に

は
館
員
に
ど
う
か
お
尋
ね
下
さ
い
。

現
在
館
員
一
同
は
、
坂
本
文
庫
ハ
約
八
五

O
O冊
〉
の
整
理
作
業
を
中

心
に
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
容
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
と
、
和

漢
書
の
数
が
合
計
で
四
九
三
五
冊
あ
り
、
分
野
別
に
は
多
い
方
か
ら
見
る

と
天
台
の
八
六

O
冊
、
真
言
密
教
関
係
の
七
五
八
冊
、
華
厳
の
六

O
六

冊
、
法
相
系
の
四
五
人
冊
等
に
な
り
、
更
に
こ
れ
ら
を
系
統
た
て
て
、
シ

リ
ー
ズ
ご
と
に
峡
に
入
れ
て
保
存
し
て
研
究
者
の
利
用
に
供
し
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
す
べ
て
の
本
を
一
冊
一
冊
点
検
し
て
見
る
と

虫
く
い
が
か
な
り
あ
り
、
ま
た
和
綴
の
い
た
み
等
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を

完
全
な
形
で
修
復
し
て
参
り
た
く
、
そ
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
て
お
り
ま

す
。
虫
く
い
が
広
が
ら
な
い
為
に
先
き
に
織
蒸
し
、
峡
の
製
作
や
本
文
の

裏
打
、
和
綴
等
は
業
界
最
大
手
の
ナ
カ
バ
ヤ
シ
に
委
託
し
、
作
業
完
了
に

は
数
年
の
年
月
を
要
し
ま
す
。
洋
装
本
は
二
八
五
二
冊
あ
っ
て
二
四
ニ

O

冊
は
カ
l
ド
も
取
り
閲
覧
利
用
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
残
り
の
約
四

O
O

冊
と
洋
書
二
ハ
一
冊
は
平
成
二
年
度
中
に
は
利
用
可
能
で
す
。
雑
誌
は
一

五
三
一
冊
あ
っ
て
今
後
、
順
次
に
作
業
し
て
審
り
ま
す
。
近
い
内
に
坂
本

文
庫
の
和
装
本
、
洋
装
本
等
を
含
め
ま
し
て
冊
子
体
の
目
録
を
作
製
し
研

究
者
の
使
に
答
え
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
館
員
は
通
常
業
務
及
び
献
本
の
整
理
、
既
存
図
書
に
バ
ー
コ

ー
ド
等
を
付
け
、
新
た
に
カ
I
ド
作
製
等
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
関
係
各
位
の
御
援
助
と
御
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し

上

げ

ま

す

。

〈

桑

名

〉
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酌

研

究

活

動

報

告

〆
s
‘、ω日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
四
十
回
学
術
大
会
は
、
平
成
元
年
九
月
十
五
日
ハ
金
〉
、
十
六
日
ハ
土
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
当
番
校
砲
谷
大
学
ハ
京
都
市
〉
の
主
催
で
同
大
学
深

草
校
舎
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
l
マ
は
左
の

如
く
で
あ
る
。

金
網
集
の
検
討

i
l
「
真
言
宗
見
聞
」
〈
本
・
別
両
巻
〉
に
つ
い
て

l
l

中

傑

暁

秀

ω日
本
宗
教
学
会



日
本
宗
教
学
会
第
四
十
八
回
学
術
大
会
は
、
九
月
十
四
日
ハ
木
）

J
十

六
日
〈
土
〉
に
か
け
て
、
独
協
大
学
ハ
草
加
市
〉
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
l
マ
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

宗
教
教
育
と
「
一
現
代
社
会
」
｜
現
代
に
生
き
る
日
蓮
聖
人
の
教
え
｜

渡

辺

寛

勝

ω日
本
仏
教
学
会

平
成
元
年
度
学
術
大
会
は
「
仏
教
の
生
命
観
」
を
共
同
研
究
課
題
と
し

て
、
十
月
七
日
（
土
〉
・
八
日
ハ
日
〉
の
両
日
に
わ
た
り
、
駒
沢
大
学

ハ
東
京
都
〉
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
は
奥
野
本
洋
氏
が

発
表
を
行
な
っ
た
。

日
蓮
聖
人
の
生
命
観

奥

野

本

ω日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

第
四
十
二
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
は
、
当
番
校
と
な
っ
た
本
学

を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
折
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左
の
通
り
で
あ

る。
第
四
士
百
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
御
案
内

謹
啓
時
下
、
益
々
御
清
祥
の
段
大
鹿
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
恒
例
の
如
く
、
日
蓮
宗
宗
務
院
・
立
正
大
学
・
身
延
山
短
期
大
学

共
同
主
催
の
も
と
に
、
第
四
十
二
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
を
左
記

の
通
り
開
催
致
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
公
私
御
多
忙
と
は
存
じ
ま
す

が
、
御
参
集
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
元
年
九
月
十
二
日

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
会
長

宮

各
一
、
日

時位

洋

平
成
元
年
十
月
二
十
七
日
（
金
〉

十
月
二
十
八
日
（
土
〉

一
、
会
場
身
延
山
短
期
大
学
（
図
書
館
五
階
ホ
l
ル〉

大

会

役

員

総

裁

日

蓮

宗

管

長

岩

間

日

顧

問

日

蓮

宗

宗

務

総

長

渋

谷

直

顧

問

身

延

山

短

期

大

学

学

園

理

事

長

望

月

一

願

問

立

正

大

学

学

長

大

海

正

会

長

身

延

山

短

期

大

学

学

長

宮

崎

英

副

会

長

日

蓮

宗

教

務

部

長

頂

岳

龍

副

会

長

立

正

大

学

仏

教

学

部

長

三

友

健

副

会

長

立

正

大

学

日

蓮

教

学

研

究

所

所

長

浅

井

田

準
備
委
員
長
身
延
山
短
期
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
主
任
中

傑

プ

ロ

グ

ラ

ム

十
月
二
十
七
日
（
金
〉
午
前
の
部
（
午
前
九
時
よ
り
〉

一
、
開
会
式
ハ
本
館
五
階
講
堂
〉

－
、
法
味
言
上

一

、

挨

拶

－

、

挨

拶

大渋岩

崎部谷間

英

修道容乗修男靖域勇
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秀
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男按勇



宮浅

一

、

接

拶

一

、

挨

拶

一
、
授
賞
式

一
、
研
究
発
表

日

蓮

聖

人

に

お

け

る

救

い

町

田

英

日

蓮

聖

人

の

国

土

観

に

つ

い

て

野

口

真

近
代
日
蓮
宗
の
動
向
合
一
〉

l
縮
刷
遺
文
編
纂
に
つ
い
て
の

一

考

察

｜

安

中

尚

本

迩

論

の

一

考

察

三

吉

広

日

蓮

聖

人

の

時

間

論

平

井

良

日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
説
話
に
つ
い
て
竜
門
義

分

身

の

変

遷

に

つ

い

て

池

上

和

『

議

迦

論

』

所

説

の

構

造

解

明

ハ

二

清

水

海

兜

蹴

毘

沙

門

天

像

の

背

景

高

橋

譜

英

訳

法

華

経

の

改

訂

に

つ

い

て

村

野

宜

ハ
記
念
撮
影
〉

一
、
研
究
発
表
午
後
の
部
ハ
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
〉

日

蓮

聖

人

の

滞

土

観

に

つ

い

て

笹

津

日

蓮

聖

人

の

題

目

論

丸

茂

日

蓮

聖

人

に

み

ら

れ

る

仏

法

王

法

観

吉

木

「

事

」

の

法

門

へ

の

出

発

点

小

津

日
蓮
聖
人
の
盈
茶
羅
本
尊
授
与
に
つ
い
て
寺
尾

優
陀
那
和
上
の
『
首
題
要
議
』
に
つ
い
て
の
一
考
察

崎井

英国英恵英龍海

三

教

院

制

度

に

つ

い

て

の

－

考

察

浜

『

毒

筒

』

に

み

る

思

想

と

信

仰

小

不

可

思

議

阿

僧

紙

劫

の

仏

に

つ

い

て

金

寺
泊
御
番
、
観
心
本
尊
抄
、
伝
法
御
本
尊
と
の
相
関早

瀬

公

中
世
回
避
教
団
寺
院
に
お
け
る
経
済
活
動
糸
久
宝

池
上
永
寿
院
開
基
戸
川
達
安
一
門
の
研
究
と
不
受
不
施
事
件

内

藤

潮

芹

沢

寛

冠

賢

法
華
経

l
こ
の
不
思
議
な
経
典
｜

近
世
前
期
河
内
三
田
家
の
法
華
信
仰
に
つ
い
て

十
月
二
十
八
日
〈
土
）

二
研
究
発
表
午
前
の
部
ハ
午
前
九
時
よ
り
）

法
華
経
に
お
け
る
こ
乗
に
つ
い
て
つ
一
〉
則

法
華
論
に
お
け
る
法
華
七
轍
に
つ
い
て
つ
一
）
高

元

暁

の

法

華

経

観

に

つ

い

て

福

カ
γ
パ
ラ
に
お
け
る
ア
l
ロ
カ
マ

l
ラ
に
つ
い
て
馬

渡

竜

ア
テ
ィ

1
シ
ャ
の
中
観
解
釈
！
マ
デ
ィ
ヤ
マ
カ
・
ウ
パ
デ
ィ

I

シ
ャ
を
中
心
に

l

望

月

海

『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
法
華
経
信
仰
に
つ
い
て高望

修道澄昭忠昭隆夫通男砂j史智修雄正道

江
戸
誠
大
奥
女
性
の
法
華
信
仰

森野島原土橋武月佐

立文典正

承琉彦資賢人一哉洲
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日
蓮
教
学
に
お
け
る
「
孝
薄
－
の
宗
教
的
意
義
原
慎
定

佐

前

教

学

に

つ

い

て

の

一

考

関

戸

尭

海

本
妙
日
臨
律
師
の
教
学
に
つ
い
て

l
主
と
し
て
摂
折
問
題
｜

桑

名

貫

上
総
七
里
法
華
地
域
に
お
け
る
十
ケ
村
題
目
識
に
つ
い
て

岩

田

庵

谷
上

回

浅

井

岡本行諦

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
教
観
に
つ
い
て

「
集
之
令
聴
法
」
に
つ
い
て

一
、
閉
会
の
辞

。
発
表
時
間
十
五
分
、
質
問
五
分

。
懇
親
会
十
月
二
十
七
日
ハ
金
〉
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
本
館
五

階
講
堂
に
て
。
会
費
二
千
円

。
記
念
撮
影
費
千
円

。
昼
食
は
控
室
（
五
階
講
堂
〉
に
用
意
致
し
ま
す
。

紛
仏
教
文
化
講
座

本
年
度
の
「
仏
教
文
化
講
座
」
（
公
開
〉
は
、
一
月
二
十
日
ハ
土
〉
開

催
さ
れ
た
。
講
師
は
テ
ィ
ッ
サ
・
ラ
ジ
ャ
パ
テ
ィ
ラ
ナ
先
生
ハ
国
立
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
、
サ
ウ
ス
・
ア
ン
ド
・
ウ
忌
ス
ト
ア
ジ
ア
セ

γ
タ
l
v

演
題
は
『
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
の
現
状
に
つ
い
て
』
で
あ
っ
た
。
な
お
通
訳

は
池
上
和
夫
先
生
が
担
当
さ
れ
た
。

ω学
内
研
究
会

本
年
度
の
学
内
研
究
会
の
発
表
者
と
テ
l
マ
は
左
の
通
り
で
あ
っ
た
0

0
六
月
二
十
九
日
〈
木
）
午
後
三
時

A
V
・
中
に
お
け
る
同
ωロロ
ωロ
の
使
用
例
に
つ
い
て池

文
部
省
の
平
成
元
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
が
、
四
月
二
十
七
日
交
付

の
内
示
が
あ
り
、
六
月
二
十
日
交
付
の
決
定
が
な
さ
れ
た
。

研

究

課

題

金

網

集

の

研

究

研

究

代

表

者

教

授

官

研

究

分

担

者

教

授

中

。

助

教

授

林

正道昌亨静

。
十
月
五
日
ハ
木
〉
午
後
三
時

日
謹
聖
人
の
生
命
観

。
一
月
二
十
三
日
ハ
火
〉
午
後
三
時

金
網
集
の
一
考
察

例
科
学
研
究
費
補
助
金
に
つ
い
て

(N) 

平
成
:n:; 
年
度
卒
業
論
文

覧

近
世
に
お
け
る
不
受
不
施
制
の
展
開

日
蓮
聖
人
の
法
華
経
観

日
蓮
聖
人
の
上
行
自
覚
に
関
す
る
一
考
察

日
蓮
聖
人
に
於
け
る
法
華
経
色
読

奥1
 1
 

『臼今麗原

上野傑篠崎井泉田

和

夫

本

洋

暁

秀
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久

遠

成

院

日

親

上

人

に

つ

い

て

岡

良

地

涌

の

菩

藍

の

－

考

察

・

河

崎

俊

日

蓮

聖

人

の

唱

題

成

仏

に

つ

い

て

功

万

一

不

受

不

施

に

対

す

る

日

奥

の

思

想

小

平

晋

台
密
と
東
密

l
最
澄
と
空
海
の
不
仲
考
察
l

後

藤

顕

日

蓮

聖

人

の

祈

り

佐

々

木

章

日

蓮

聖

人

の

孝

道

佐

々

木

弥

日
蓮
聖
人
の
身
延
で
の
御
生
活
に
つ
い
て
ハ
供
養
品
々
に
つ
い
て
〉

杉

山

昭

日

蓮

聖

人

の

末

法

観

高

鍋

秀

末
法
総
鎮
守
七
面
大
明
神
に
つ
い
て
の
研
究
樽
井
良

京

都

町

衆

の

法

華

信

仰

原

田

泰

日

唱

上

人

身

延

除

歴

事

件

に

つ

い

て

野

田

晴

日
蓮
聖
人
の
法
難
に
つ
い
て

l
四
大
法
難
を
中
心
と
し
て

l
本

吉

宣

法
華
経
の
久
遠
実
成
に
つ
い
て
｜
三
益
論
を
中
心
と
し
て

l
柳

川
山

下

尾

崎

三
大
普
願
に
つ
い
て

観
世
音
菩
醸
の
慈
悲
に
つ
い
て

、，ノV

O
同
窓
会
本
部
だ
よ
り

o

f
・、、O身
延
山
短
期
大
学
学
園
同
窓
会
全
国
総
会
の
開
催

同
窓
会
規
約
に
も
と
づ
き
三
年
に
一
度
の
同
窓
会
全
国
総
会
（
今
年
は

一竜久
美

恵司子 生友精慈真宏善

昨
年
の
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
の
会
場
が
一
妙
院
日
導
上
人
の
第
二

百
遠
忌
に
因
ん
で
、
上
人
ゆ
か
り
の
熊
本
市
本
妙
寺
で
行
な
わ
れ
た
た
め

一
年
延
期
し
て
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
〉
が
平
成
元
年
十
月
二
十
六
日

ハ
木
〉
、
身
延
山
短
期
大
学
学
園
を
会
場
と
し
て
左
記
の
日
程
で
成
功
裡

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
一
時

t
十
二
時
三
O
分
、
全
国
支
部
長
会
議
ハ
図
書
館
五
階
会

議
室
）
。
座
長
小
崎
龍
雄
副
会
長
。

十
二
時

t
十
二
時
五

O
分
、
一
般
会
員
受
付
ハ
図
書
館
玄
関
に
て
記

帳
〉
。一時
J
二
時
、
物
故
者
追
悼
法
要
を
久
遠
寺
仏
般
に
て
厳
修
（
大
導
師

望
月
一
靖
総
務
狽
下
、
脇
導
師
松
井
大
周
同
窓
会
長
、
岩
田
日
成
副
会

長
、
宮
崎
英
修
学
長
、
秋
山
智
孝
校
長
〉
。
法
要
終
了
後
、
仏
股
前
に
て

記
念
撮
影
。

二
時

t
三
時
三

O
分
、
同
窓
会
総
会
ハ
図
書
館
五
階
会
議
室
〉
に
入

る
。
総
会
次
第
は
次
の
通
り
。

司
会
奥
野
本
洋
・
進
藤
義
違
両
先
生
。

ω玄
題
三
唱
（
会
長
発
音
〉
、

ω開
会
の
こ
と
ば
〈
岩
田
日
成
副
会
長
〉
、

ω挨
拶
、
会
長
松
井
大
周
師
、
学
長
宮
崎
英
修
先
生
、
校
長
秋
山
智
孝
先

生
、
川
感
謝
状
贈
呈
〈
望
月
一
騎
理
事
長
よ
り
〈
図
書
館
建
設
資
金
百
万

円
以
上
の
寄
付
者
〉
御
鏡
講
段
、
灘
上
恵
教
股
、
中
村
正
彦
殴
。
〈
図
書

寄
贈
三
十
万
円
相
当
以
上
〉
故
新
川
目
見
酸
、
岩
田
日
成
般
、
児
島
錬
戒

殿
、
大
石
要
英
殿
、
谷
川
寛
徳
殿
、
若
杉
見
施
殿
、
伊
藤
佳
通
般
、
上
岡

喜
久
雄
殿
〉
。
同
永
年
勤
続
教
職
員
表
彰
ハ
望
月
一
靖
理
事
長
よ
り
、
三
十

( 200) 
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年
表
彰
大
森
孝
先
生
〉
。

ω協
議
事
項
、

ω座
長
選
出
、
小
崎
飽
雄
同
窓

会
副
会
長
が
選
出
さ
れ
、
座
長
よ
り
新
し
い
庶
務
、
会
計
幹
事
が
紹
介
さ

れ
た
。
両
幹
事
は
共
に
学
園
の
教
員
で
あ
る
。
庶
務
に
桑
名
貫
正
先
生
、

会
計
は
望
月
海
英
先
生
。
制
庶
務
報
告
。
村
会
計
報
告
。
付
監
査
報
告
。

附
役
員
選
出
、
役
員
は
全
員
再
任
さ
れ
た
。
監
事
に
は
清
水
本
成
師
の
他

に
新
た
に
平
原
要
俊
師
と
井
出
英
省
師
が
選
出
さ
れ
た
。
付
各
支
部
長
、

現
況
報
告
。
川
そ
の
他
。
川
閉
会
の
こ
と
ば
（
中
村
正
彦
副
会
長
〉
。

ω

玄
題
三
唱
（
会
長
発
音
〉
0

引
き
続
い
て
同
窓
会
懇
親
パ

l
テ
4
1
（
三
時

t
四
時
三

O
分
〉
を
身

延
山
短
期
大
学
五
階
大
講
堂
に
て
催
さ
れ
た
。

司
会
林
是
晋
先
生
、
望
月
泰
幹
主
事

ω開
会
の
こ
と
ば
（
小
崎
龍
雄
副
会
長
〉
、

ω挨
拶
（
訟
井
大
周
会

長
〉
、
林
先
生
の
巧
な
る
司
会
進
行
に
て
出
席
の
殆
ん
ど
の
方
か
ら
ス
ピ

ー
チ
を
引
き
だ
し
、
予
定
時
聞
を
超
え
て
同
窓
生
各
位
は
旧
交
を
暖
め
和

や
か
に
時
を
過
ご
し
、
学
園
発
展
の
為
に
新
な
る
尽
力
を
普
い
会
っ
て
、

万
歳
三
唱
を
山
梨
県
支
部
長
望
月
崩
悦
師
音
頭
に
て
行
な
っ
た
。
名
残
り

尽
き
な
い
盛
り
あ
が
っ
た
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
も
大
石
要
英
副
会
長
の
、
次

の
同
窓
大
会
に
も
全
員
の
出
席
と
、
よ
り
多
く
の
同
窓
生
の
参
加
を
求
め

て
閉
会
の
こ
と
ば
に
て
閉
じ
ら
れ
た
。
〈
文
責
桑
名
貫
正
）
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『般若灯論』第12章試訳

Bhavaviveka’s Prajfiapradipa Chapter苅

望 月 海 慧

<o＞第12章の目的 (P.176a6,D.142b2, AP.299a8, AD.258al, T.88bl9) 

今度は，空性に対立する主張の特徴を否定することにより，苦は無自性たる

ことを示す目的により第12章は著わされている。

<i＞苦が存在することの否定

<LL＞ある仏教学派による苦の存在論証（P.176a7, D. 142b3, AP. 300a2, 

AD .259al, T. 88b21) 

ここに言う。勝義として，越はまさしく存在するものである。何故ならば，

苦であるから。およそこの世に存在しないものは苦ではない。第二の頭の如

L. o諸植は苦である。経典に「略して，五取直は苦である？と説かれているか

らであり， Abhidharmaにも「苦であり，集であり，世間であり，見処であ

り，有である」とでているo したがって，理由概念をそのように説くことによ

り，勝義として，趨はまさしく存在するo

<L 2>Bhivavivekaの批判（P.176b2,D.142b4, AP.300b4, AD.259b2, 

T.88b25) 

( 1 ) 
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ここに答える。多くの苦を考察することを仮説してから，

ある者は，苦は自らにより作られる，他により作られる，両者により

作られる，無因より生じる，と主張する。それが作られるとは，正し

＋くないザ一一1‘

ある論者は，苦は自らにより作られる，とか，他により作られる，とか，両

者により作られる，とか，無困より生じる，と主張する。その多くの相を考察

することは，作られる結果としては正しくない。

<L3＞苦が作られることの否定論証

<1.3.1＞自らにより作られることの否定

<1.3. t. t>Bhavavivekaによる論証（P.176b4,D.142b6, AP.300b8; AD. 

259h5, T. 88c3) 

どのようにか，といえば，そのうち，まず，勝義として，背が自らにより作

られることは正しくない，というように，これが示されるo

もし自らにより作られるのならば，それ故，縁って生じることはない

だろう一一2ab

何故ならば，自らにより作られるものは，困と縁とにより作られるものでは

ないので，それに依って生じるものの性質（dharma）は存在しない， という

意味である。そのことは認められない。依って生じることは認められるo以下

( 2 ) 
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のことにより，苦の性質は，依って生じることである，と示される。

( 8) 
何故ならば，これらの趨によってから，それらの趨が生じるから一一

2cd 

何故ならば，これら現在の離に依ってから生じると認められるこれらの砲が

生じるから。 「何故ならば」という語は， 「以下の如く」という意味とみるべ

きである。そのような場合，それは同法喰である。ここに推論式は，勝義とし

て， 「デーヴァダッタ」とし、う者の五離は，作者であるデーヴァダッタをとも

なってはいない。何故ならば，依ってから生じるから。例えば，同ーの存在に

属する後の五組は，前の五組の因より生じる如し，とo

<t.3. l.2>Vai5e号ika批判

<I.3.1.2.I>Vai持軍ikaの主張（P.177al, D.143a2, AP. 301 b3, AD. 260a7, 

T.88cll) 

また， Vai5e号ikaの者が，「身体と根と感官の集まったものも，我 Oitman)

は壊れず，それはまた，我々の主張においては，その作者を伴うものとしての

唯一の依所である。それ故，それにより作られる苦は「自らにより作られるも

のである」とされる。誰であれ諸行は利那利那に滅する性質をもっとする者

〈＝仏教徒〉に対しては，心の利那において苦が生じるものは，その作者を伴

つてはいないので，自らにより作られるのではなく，他により作られる業果を

受用しないので，他により作られるものでもない。したがって，示された結論

Ckrt加ta）と矛盾するものである。」というので，

( 3 ) 
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<1.3.1.2. 2>Bhavavivekaの反論

く1.3.1.2.2. t>V：副総計kaの主張に対する批判（P.177a4,D.143a5. AP.302 

a7, AD.261a2, T.88c17) 

彼らに対しでも，それが作られるとは正しくない。その苦が作られるとは正

しくない。何故ならば，我がそれを伴うものとしての依所であることには，推

論による過失があるからoそのうちここに推論式は「プルシャは，作者ではな

い。何故ならば，常住であるから。例えば虚空の如し」とo常住なものとして

の推論による非作者性により，作者性が排除されるので，主張命題における主

語の性質が排除される過失がある。

さらにまた，

もし自らにより作られるのならば，それ故，縁って生じることはない

だろう一一〔2ab〕

自らの縁により生じないであろう。何故ならば，作者が生じなければ，作用

は認められないから，という意味である。

また，もし「苦は，作者たる我を伴っているJと主張するならば，その如き

場合も，

それ故，縁って生じることはないだろう一一〔2b〕

何故ならば，我々の主張においては，苦たるものは， 「我」という語として

述べられるから，という意味である。

また， もしプノレシャが， 自らによりその業を作るのならば，

( 4 ) 
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それ故，縁って生じることはないだろう一一〔2b〕

他なる共作図（sahakarihetu）に（依るから〉，という語の残りであるo

苦は作者たる我を伴うものとしては認められない。何故ならば，多くの原因

により成立させられるものであるから。例えば，強い風の力により枯木の枝が

動き、摩擦により生じる林の火により，山林が焼失するという行為の如しと

いう意味である。ここに推論は，勝義として，デーヴァダッタの苦は，作者た

るデーヴァダッタの我を伴ってはいない。何故ならば， 苦であるからo 例え

ば，ヤジュニャダッタの苦の如し，とo もし「ヤジュニャダッタの苦が生じる

ような場合，デーヴァダッタが作者となるので，不確定なものであるJという

のならば， 自らにより作られた業果を受け入れるので， 不確定なものではな

い。それが変異したものであるとしても，作者の自性ではない土塊なども，世

俗としては，その共作因たるものの一部分となるので，過失はない。

<1.3.1.2.2.2＞仏教批判に対する反論（P.177b6,D.143b4, AP.304a5, A 

D. 262b3, T. 88c27) 

「誰であれ諸行は利那利那に滅する性質をもっとする者に対しては，心の利

那において苦が生じるものは，その作者を伴っていないので，自らにより作ら

れるものではないJなどと説く者に対しでも， 聴きなさい。言語慣習として

は，世間におけるそれと同類のものによる区別されない相続において，それら

の言語慣習は，経験上みられるo例えば， 「自らにより照らされる灯たるもの

は， これである。自らにより生長したそのアマラの木たるものは， これであ

るJと述べられる如く，この場合も、衆生の前の利部が，衆生の後の利那と異

らない因果関係により作られることを「自らにより作られるJという。 〈前後

の利那は〉別なるものであっても，因果関係であるから，衆生の前の利那によ

( 5 ) 
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る善・不善が集まった異熟が領受されないことはなし、。例えば，毒の力が乳の

利郡に注がれて．その変異は，酪の利部において領受される如くなので，まだ

作用していないものと結合したり，作用が滅してしまうということはない。

もし「前の利那における業が集まった果は，後の利那には領受されない。何

故ならば，別なものであるからo例えば，異る相続の如し」というのならば，

それも正しくない。教義に，

あるものがあるものに縁って生じるものは，まず，それはその同じも

のではなしそれと異るものでもなし、。それ故，断ぜられないし，常

住なものではない一一〔XVIII.10〕

とでているので，他の者の理由概念の意味は成立しないものである。心の前

の利那などの能力の区別は，生じることの対立概念である不生の相続において

果となると把握される。何故ならば，能力の区別であるから。例えば，マトゥ

ルンガの花の花弁が赤い如くなので，世俗請においては，過失はない。

く1.3.1.2.3>Vaise号ikaによる反論（P.178a7, D.144a4, AP. 306a2, AD. 

264a5, T.89a16) 

もし「他の方向による業が作った果は，他の方向により受用されるので，方

向に，まだ作者しないものと結合したり，作用が滅してしまう，という過失に

なろう。何故ならば，同じものにより，何度も，果は受用されないから。方向

は， 論理的結合関係（sarpbandha）があると考えるのならば， 主張命題を損

うであろう。何故ならば，接触（sanmkar号a）や和合（samavaya）にも論理

的結合関係は存在するから。記憶や知覚などが生じることは，事物（vastu)

ではないので，教義と矛盾する。我はーたるもの（ekatva）であるから過失は

( 6 ) 
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ない」というのならば，

<1. 3 .1. 2. 4>Bhavavivekaによる再批判（P.178b2,D.144a6, AP.307b3, 

AD. 265b3, T. 89a17) 

それは，どのように，ーたるものか。 「ーたる数を伴っているから」という

のならば，我は，ーたる数の事物を伴ってはいない。何故ならば，存在するも

のであるからo例えば，ーたる数の加Loーと非ーとに対してーたるものを考

察するとしても，結合関係は，意味のないものであり，成立しないものである

から，不合理なものである。 〈以上は） prasangaの文章による方法である。

それ故， 以上の如く， 苦が自らにより作られるものではない， と認められ

るo

<i.3.2＞他により作られることの否定 (P.178b5,D.144bl, AP.308凶， A

D. 266b3, T. 89a22) 

他により作られるものでもなL、。どのようにか，というと，

もし，それよりこれが異り，もしこれよりそれが異るのならば，それ

ら他のものにより，これが作られることになるので，苦は他により作

られることになろう一一3

もし，それら前の離より統合される（pratisaqtdhiyamana）これら後の鑑

が異るものであり，もし，これらからもそれら前の離が異るものであるのなら

ば，そのように考察される場合，それら他のものによりこれが作られるので，

苦は他により作られるともなろうが， その如くは成立しない。他なるものに

( 7 ) 
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は，推論により，その作者性がないので，その作者性が除かれることにより，

何故ならば， 「苦は他により作られる」と主張する主張命題における述部の性

質が除かれてしまう過失があるから，という意味である。また，

それら他のものによりこれが作られることになるので，苦は他により

作られることになろう一一〔3cd〕

とは，適合することにより，それらにおける，その他性も，まったく成立し

ないからo他性であったとしても， 「無生の章」において「他より生じること

はなし、」と示したように，それより生じることはない，とし、う意味である。ど

のように「他性は成立しなし、Jとし、う意味になるのか， といえば， 勝義とし

て，デーヴァダッタの前の趨と後の離とは異らなし、。何々ならば〈同じ〉デー

ヴァダッタの趨であるから。例えば，後の磁の自らの本体の如し。また，理由
(31) 

概念は，何故ならば，同じ相続の苦であるからo推論式の残りの支は，前の通

りであるo

<t.3.3＞両者により作られることの否定

<t.3.3.t＞苦が自他のプドガラにより作られることの否定

<t.3.3. t.t＞前主張（P.179a4,D.144b6, AP.310a3, AD.267b5. T.89a29) 

他の者が説く。他により作られる業果は領受されず，プドガラは，他の位と

区別することにより作られるので，苦は自らにより作られるものでもあるし，

他により作られるものでもあるので， 両方の主張に示された過失は存在しな

し、。

( 8 ) 
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<1.3. 3.1. 2>Bhavavivekaによる論証

<L3.3.1.2.1＞自らのプドガラにより作られることの否定（P.179a5,D.144 

b7, AP.310b7, AD.268a2, T.89b3) 

ここに答える。

もし自らのプドガラにより苦が作られるのならば，自らにより苦が作
<SS) 

られるそのプドガラは，苦がないものであり，それは何であろう一一

4 

自らの宗義を障阪がおおっているからである。もし，何らかのプドガラによ

り五砲の特徴である苦が作られる，と考えるのならば，何であれ自らにより背

が作られるプドガラは，苦が存在しないものであって，何であろう。何であれ

自らの存在によりその苦を作った「プドガラ」というものは，苦が存在しない

ことはいかなる場合もあり得ない，という意味である。

また，もし，自らの見解は増えることを認めているので，プドガラは諸癒と

同じものであるとか異なるものである，と述べられないものである，というの

ならば，そのような場合も，プドガラは「デーヴァダッタ」というこれら五砲

には存在しない，と知るべきである。何故ならば，依ってから生じるから。例

えば，瓶の如し。

もし，存在することを否定するために，これは存在する，というのならば，

それは理ではない。何故ならば， 外道により仮設された勝因（pradhina）や

プルシャや自在主（isvara）などにより不確定なものであるからであり，勝義

として町長例は存在しないからであり，存在することはいかなるものも認められ

ないからであるo

( 9 ) 
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ここでも，前に軌範師 (Nagarjuna）が，

もし自らにより作られるのならば，それ故，縁って生じることはない

だろう一一〔2ab〕

と苦の性質は，依ってから生じるものであると示しているまさにそのことに

より推論が示される。それ故，以上の如く，勝義として，プドガラは成立しな

いので，苦はし、かなるプドガラ自身によっても作られない，と論証される。

<1.3.3.1.2.2＞他のプドガラにより作られることの否定（P.179b5,D.145a 

5, AP. 312al, AD. 269a7, T. 89b12) 

今度は，プドガラは変異するので，苦が作られることは成立しない，という

ように説く。

もし他のプドガラにより苦が作られるのならば，何らかの他なるもの

によりその苦が作られ，与えられる，そのことは，苦がないのに，ど

のようにありえよう一一5

もし他のプドガラにより苦が作られるのならば，他の位は，別なる他のもの

によりその苦を作ってから，誰であれ与えられるものは，背がないのに，どの

ようにありえよう。それはまさしく存在しないものである。何故ならば，プド

ガラは苦が存在しない，と否定したからであり，それが存在すると示す推論も

存在しないからである，という意味である。現在のプドガラが存在しないため

に，他の別なる位の異るものが存在しないのならば，何故それにより作られる

ものが「他のものにより作られる」と言われよう。

( 10 ) 
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さらにまた，前に推論により「苦は自らにより作られない」とすでにそのこ

とを示しているので，それ故，

自らにより作られることが成立しないので，苦は他によりどこに作ら

れよう一一6ab

何故ならば，まだ作られていないものに他の言説は成立しないから，という

意味である。また，各々の相属が確定する場合，業が異熱を伴うことは，他に

より作られることが成立しないので， 他の苦によりどこに作られよう， と説

く。

<L3.3.1. 2.3＞小結（P.180a3,D.145b2, AP.313a2, AD.270a6, T.89h22) 

それ故，以上の如く，苦は自らと他により作られることは認められなし、。

さらにまた，

他により作られる苦は，その人にとっては，自らにより作られること
(35) 

になるから一一6cd

他の位が異っているとしても，プドガラが異ることはなし、からであるoその

ような場合， 「自らにより作られ，また，他により作られるJとし、うそれは言
(37) 

うまでもなし、。

<L3.3.2＞部派に対する批判

<L 3. 3. 2. t＞部派の主張（P.180a5,D.145b3, AP.313bl, AD.270b5, T. 

( 11 ) 
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89b24) 

(38) 

他の者が説く。自らのプドガラにより作られるので，苦は自らにより作られ

るものであり，何であれ苦たるものはプドガラではないので，苦は他により作

られるものでもある。そのような異門から．自らと他とにより作られることが

成立するので過失はなし、。

<L 3. 3. 2. 2>Bhavavivekaの反論

<1.3.3.2.2.1＞自らにより作られることの否定（P.180a6, D.145b4, AP.31 

3b7, AD.271a3, T.89b26) 

ここに答えるo

(39) 

まず、苦は自らにより作られない一一7a

自らのプドガラにより作られない，という語義であるo苦の自性ではないプ

ドガラは存在しなし、から，という意味であるo

苦の自性であるのならば，

同じものによりそれは作られなしいーー7b

〈何故ならば〉

もし自らにより作られるのならば，それ故，縁って生じることはない

だろう一一〔2ab〕

( 12 ) 
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と，それをすでに否定しているから，とし、う意味である。

また，

同じものによりそれは作られなし、－ (7b〕

ということは，自らに対して作ることをなすことは経験上みられないからで

あり，自らより生じることは認められないようにそれにより作られることは認

められないからである，とし、う意味である。

<1.3.3.2.2.2＞他により作られることの否定（P.180bl, D.145b6, AP. 314 

a7, AD.271b2, T.89c6) 

「何であれ苦たるものはプドガラではないので，それによる普は他により作

られるものでもある」と説くそれも正しくない。

もし他のものが，自らにより作られるものでなければ，苦が他により
(39) 

作られることがどこにあろう一一7cd

対論者が「他と考えられるものは何であれ，もし，自らにより作られず，自

体として生じなくても存在するのならば，それ故，それは他なるものとして成

立するから，それにより作られるし，他によっても作られるであろう」という

のならば，諸賢者は， 生じないものを， 存在するものとして示していないの

で，それ故，苦が他により作られることがどこに成立しよう。それは存在しな

いものである，という語義である。

<1.3.3.2.2.3＞小結（P.180b4,D.146al, AP.314b5, AD.271b6, T.89c 

( 13 ) 
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13) 

そのような場合，苦が，自らにより作られることと，他により作られること

とは，正しくなし、。

<t. 3.3.3>Saqikhya批判

<t.3.3.3.1>Sa1J1khyaの主張（P.180b5, D.146a2, AP .314b8, AD.272a2, 
<40) 

T.ーー〉

Sa1J1khyaの者が「動質（rajas）の増大により作られ，働くそれらを把握す

ることが苦である。それも，何故ならば，自身の内作具（antal)karal}a）が作
(48) 

者たるものであるから，それ故，作者は自身であり，また，何故ならば，プル

シャの自性とは異る内作具が変異したものが作者たるものであるから， それ

故，他なる作者を伴っているので，それにより作られる苦は，自らと他とによ

り作られるものである」といし、，彼らは，以下の如く，

離は利那と説く仏教徒たちは，我が存在しないのならば，天上に解説

する目的で努力することは無意味となろう。

前の砲に属するその善果が生じてから，後の離が差別を伴って生じる

と認められるといえども，

彼らが他の目的で努力することは成立しないであろう。他を放けるこ

とは，いかなるものも働きをなさなし、。

( 14 ) 
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<1.3.3. 3.2>Bhivaviekaの反論

<L 3.3. 3. 2.1＞自らにより作られることの否定（P.181a2,D.146a5, AP.31 

6a6, AD.273a4, T.一一ー〉

ここに答える。

まず，苦は自らにより作られない一一〔7a〕

と説く。もし「内作具により作られる」というのならば，内作具たる動質の

増大が苦であるので，同じ苦により同じものを作ることは認められない。例え

ば，同ーの瓶により同一の瓶が作られることは認められないように，と軌範師

が意図して，

同じものによりそれは作られない一一〔7b〕

と説かれているo それ故，苦は自らにより作られなし、。

<1.3.3.3.2.2＞他により作られることの否定（P.181a4,D.146a6,. AP. 316b 

4, AD.273b2, T.一一〉

今度は，

もし他のものが，自らにより作られるものでなければ，苦が他により

( 15 ) 
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作られることがどこにあろう一一〔7cd〕

対論者が内作具と異ると考えるもので，何であれ他であるものは，自らによ

り作られない。自体が成立しなし、，という語である。何故ならば， 「自らによ

り作られないJという語は， 多くの対象に働くからo 例えば， 食べものを作

る， という如Lo それ故， 以上のように， 「他」という自体が成立しないの

に，苦は他によりどこに作られよう。

さらに，他なるものが成立しないので， 「プルシャは内作具とは呉らない。

何故ならば，事物であるからo例えば，内作具の自体の如し」という自らの推

論に過失がある。他なるものと推論することにより， 〈内作具は〉苦を把握す

る作者でないものとなることによりそれが除かれるので，主張命題における述

部の自性が転倒する過失もある。

<t. 3. 3.3.2.1＞小結（P.181a8,D.146b2, AP.317b3, AD.276a6, T.一一〉

そのような場合，苦が，自らにより作られることと，他により作られること

とは，正しくなし、。

<L3.3.4＞自と他とにより作られることの否定

(46) 

<I.3.3.4.1＞外道の主張（P.18lbl,D.146b2, AP .317b5, AD~274bl, T. 

89c14) 

二種を説く者が「しからば異門より，苦は両者により作られるので，過失は

存在しない」というのならば，

( 16 ) 
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<L3. 3. 4.2>Bhavavivekaの反論（P.181b2.D.146b3, AP.317b7, AD.2 

74b3, T.89c14) 

それ故，それを否定するために説く。

もし，それぞれにより作られるのならば，苦は両者により作られよう

一一8ab

いつであれ，その如く示す論証により，自らにより作られることと，他によ

り作られることとは理ではない，その場合， 「両者により作られる」という機

会は存在しない，とし、う意味である。

<I.3.4＞無因によることの否定（P.181b3,D.146b4, AP.318a3, AD.274b 

6, T.89c18) 

(48) (49) 

無因より生じるものでもない。 「無生の章」が無因を説くことを除いている

ので，それ故，説く。

他のものにより作られず，自らにより作られず，無因の苦が，どこに

存在しよう一一Bed

「他のものにより作られるJとは，他によりそれが作られることであり，

「他作Jという語義である。 「他のものにより作られず」とは，他によりなさ

れないことであg~ 「自らにより作られる」というのも，自らによりそれが作
られることであり， 「自作」という語義である。 「自らにより作られないJと

は，自らによりなされないことである。 「他のものにより作られず，自らによ

ぐ17) 
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(58) 

り作られない」とは，他作でなく，自作でないことである。そのように説く認

識恨拠による過失があるので， 勝義として， 苦は抱僅されないそのような場

合，苦は無因よりどこに成立しよう。それは存在しないものである，という語

義である。

く1.4＞苦が存在する一ことの否定に対する論結（P.181b7,D.146b7, AP.318 

b6, AD.275a6, T. 89c23) 

それ故，以上のように，あらゆる相としても苦は成立しないので，対論者が

章の最初に「勝義として，組はまさしく存在するものである。何般ならば，苦

であるから」と説くことの理由概念の意味は成立しないものである。

<2＞四鍾のあり方の不成立の他への適用

<2.1＞概要（P.181b8,D.147al, AP.318b7, AD.275bl, T.89c25) 

ただ四種の苦が存在しないのではなく，外界の諸事物にも，四種は存
(54) 

在しなし、一一9

そのように示す理由により，色などの外界の諸事物にも，それら四種は存在

しないものである。

<2.2＞色への適用（P.181b8,D.147al, AP.319a3, AD.275b3, T.89c28) 

そのうち，まず，色についてはじめてから解釈する。

色は自らにより作られない。何故ならば，存在するものと存在しないものと

( 18 ) 
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に対する作は認められないからo 理越を前に示したように。また， 何故なら

ば，依ってから生じるから。例えば，芽の如L0 

生じることは，転じることによっても作られなL、。何故ならば，それらは他

なるものとして認められなし、から。それは，どのように認められないのか，と

いえば，それら大種は色より転じたものではない。何故ならば，外のものであ

るから。例えば，色の自体の如Lo また，実体として存在するものは否定され

るので，存在しないものに，他なるものは成立しないから。

両者によっても作られない。何故ならば，それぞれの作が成立しないからo

無因より生じるものでもない。何故ならば， 無因を説くことを否定したか

ら。

同じように，声などに対しても述べられるo

<a＞論結（P.182a5,D.147a4, AP.319b6, AD.276a5, T.90a7) 

以上で，ここに章の目的は，対論者が章の最初に示した理由概念の意味は成

立しないことを述べることにより，苦は無自性であることを示したものであ

る。

<4＞教証（P.182a6,D.147a6, AP.320a2, AD.276bl, T.90a9) 

それ故「善勇猛よ，色は楽でもなく，苦でもない。同じように，受・想・行

・識も楽でも苦でもない。色・受・想・行・識が楽でも苦でもないことが，知

恵の完成である」などと，

また同じように「発天よ，その法門によっても，汝は次のように知るべきで

ある。苦・集・減・道は聖諦ではないが，次の如く，苦・集・減・道の不生は

聖道であおなどと，

(f.19 ) 
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また，声聞乗における世尊の教説に「『ゴータマよ，苦は自らにより作られ

るのか』， 『具寿よ，そうではない』， 『他によるのか』 『具寿よ，そうでは

ない』， 『両者によるか』 『具寿よ，そうではない』， 『自らによっても作ら

れず，他によっても作られないのか』 『具寿よ，そうではない』 Jなどと広く

説くこれらが証明されるのであるo

師 Bhavavivekaにより著わされた， 『根本中』の注『般若灯論』より「苦

を考察するJとし、う第12章。

〔註〕

(1）本稿は，拙稿「『般若灯論』第11章試訳J 〈『接神』第61号， 1989，以下「拙稿

(l)j ），ならびに「『同』第13章試訳」 〈『立正大学大学涜年報』第7号， l伺0)

に続くものであるoテクストに関しては， 「拙稿(l)jの註(1）を参照のことo

(2）本章のタイトルは， 「dubkha;sdug bsti.al：苦Jを考察するというものである

が， Candrakirtiの註釈と『根本中頭』とのチベット訳のみ”bdaggis byas pa 

dan gzan gyis byas pa”とするo

(3) PPTによると，”rangi sde pa dag”とする。

(4）この引用は，処々に見られ，確定はできないが，代表的なものを掲げておく。

Sarpyutta-Nikaya, vol, V. ed., by M. L. Feer, P. T. S., reprint, 1976, 

p.421, 11.23ー24（『南伝大蔵経』第16巻相応部六 p,340), Digha-Nikaya, vol, 

Il, ed. by T. W. Rhys Davids and I. E, Carpenter, P. T. S., reprint, 

1966, p,307. 11.20-21 （『南伝大蔵経』第7巻長部経典ニ p,354）などが相応す

るo概当文章を示しておくと，”sarpkhittena paiicupadanakkhandha.”となって

し、る。

( 5) Abhidharmakosakarika, l,Scd, "dul,lkhaip. samudayo loko dr科isthanarp

bhav話 cate”， cf. skt. Abhidharmaka匂bha.11yaof Vasubandhu, ed. by 

P. Pradhan, Patna, 1967, p, 5, l.15, Abhidharmakosa-bha.11ya of Vasuba-

ndhu, Chapter I ; DhatunirdeSa, ed. by Y. Ejima, Bibliotheca Indologica 

et Buddhologica 1, Tokyo : The Sankibo Pre岱， 1989,p, 7, 1. 9, tip，；北京

阪， 115巻 gu3lb4-5，漢；大正29巻玄提訳， p.2a, 23, tr. fr. ; L. de la 

Vallεe Pou弱in,L' Abhidharmakosa. de Vasubandhu, Melanges chinois et 

bouddhiques, Bruxelles, reedition, 1980, tome I. pp. 13ー14,eng, from 

fr. : S. Jha, The Abhidharmakosa of Vasubandhu, Patna, 1983, pp, 22-

25, jap.；桜部建『倶舎論の研究界・恨品』法蔵館， 1968,p.148, 1.10. 

( 20 ) 
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(6）以上の敵者の主慢は， 「拙稿（1）」 (1. 1. 1）と同じように， 「宗・困・喰・合・

結Jとなっている。他の章も同様の表現がなされている点に関して，関西大学の丹

治昭裁先生より御教示頂いた。

(7) 「拙稿(l)j同様，『中煩』に関して， Prasannapad盃よりのサンスグリット文を

掲げておくo

svayalJl krta平 parakrtarpdvabhya早 krtamahetukam/ 

dul;tkhamityeka icchanti tacca kirya早 nayujyate〆〔227.8ー9〕
また，本偶は，第1章第1偏，

na svato napi parato na dvabhyarp napyahetutab / 

utpanna Jatu vidyante bhiva¥l kvacona ke cana ~〔12.13-14〕

と結びつけられるo

( 8) svayarp krtarp yadi bhavetpratitya na tato bhavet / 

skandhanimanami skandh劫 sarpbhavantipratltya hi~ 〔228.1-2〕

( 9) tib. : lus dail dban dan blo' i tshogs dagまigkyan. 

(10) PPTによると， 「普・不普の巣の作者」であるo

(11)全〈同ーの主張は，未だ確定できていないが，参考として， Vai島幸ikasiltra,

v .2.16，を示しておくo Vai島幸ikasutraof Ka1.1ada, ed. by Muni Sri Jam-
buvijayaji, G.0.S. No. 136, Baroda, reprint, 1982, p, 42, 1.15，金倉田照

『イγドの自然哲学』平楽寺書店， 1971,p, 74, 1.5. 

(12) PPT : khyed sans rgyas pa (AP .302al, AD .260b4). 

(13）この Vai長崎ikaによる仏教徒の刺那滅批判に関しては，出典をたどることがで

きなかった。 BhAvavivekaの Madhyamakahrdayakirikaや， DignagaのPr-

am初asamuccayaなどにおいても， Vaise!Jikaとの論争がみられることから，き

ちんとした学派として存在していたのであろうが， B.K. Matilal民が言うよう

に，この頃は，・TheDark Period' (Nyaya-vai民事ika,A History of Indian 

Literature, vol. VI . 2, Wiesbaden, 1977, pp. 59-62）であるので，特定の text

を指摘することはできなかった。時代を，だいぶ下ると， Candrama tiのPra8箇－

tapadaの註釈である Sridharaの Nyayakandaliの中に， 同様の批判がみられ

るo (cf.金倉回照「勝論と仏教の論争一一特に存在の問題について一一J前掲番

所収〉。

(14) cf. Madhyamakahrdayakarikavrttitarkajviila (D. ed. No.3856，以下TJ),

VII, 242b 1-2，並びに，宮坂宥勝「『論理の炎』におけるヴァイシェーシカ哲学」
〈『イ γド古典論』下，筑摩書房， 1984，所収〉註（3）。

(15) cf. Madhyamakahrdayakarika (D. ed. No. 3855，以下MHK）刊，6cd，並

びに， TJ.D. ed., 245a3. 

(16) textは，・bdag’なので， 「我（atman）」と理解すべきか。

(17) PPTによると． 「デーヴァダッタがヤジュユャダy タをたたく場合，ヤジュニ

( 21 ) 
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ャダッタに苦を生じさせる作者はデーヴァダッタである」となる。

(18) tib : hon ba. 

(19) (1.3.1.2.1）における V副知事ikaの仏教批判であるので，この後， 「他により

作られるものでもない。」という言説が略されているo

(20) 0, AP, ADは，このように・thasi'iad de dag＇とあるのだが， Pは・thami 

dad de dag，とある。 Pのように読むことも十分可能であり， こちらの方が良い

かとも思えるが，ここでは前者を取った。

(20) PPT : kun rdzob tu鵠 mscan gyi skad cig ma sna ma dan phi ma 

g正anii.id yin du zin kyan. 

(21）前の刺那が，未だ作用を受けていない後の潤那と結合してしまったり，前の刺那

が，後の利那と結合する前に，作用が誠してしまう，ということであるo

(22) Prasannapadaにおいても，同様のところで，本備を引用する。

pratitya yadya~bhavati na hi tavattadeva tat/ 

na ciinyadapi tattasmannocchinnal}l napi i話番vatam〔375.11ー12〕

(23) R. Pandeya氏は，この‘phyogs’を・pak号a’と還元している（TheMadhya-

makasastram of Nagarjuna, Delhi, 1988）。 しかし， Vai長崎ikaslitraを考慮

に入れ，・dis＇と取る。また， PPTによると，．田mskyi skad cig ma sna ma'i 

phyogs gbn’とあるo

(24) PPTによると「同類の同じ因果の相続における前後の利那の方向」（AP.206h2,

AD. 264b4）とある。

(25) cf. MHK Vll, 11, TJ 246b4-246b7，宮坂氏前掲苗 pp,87-88.
(26) PPT : byed pa po dail za ha po la sogs pa de dag tlaams cad yin par 

’byun Ia. 

(27) cf. MHK V1I, 23ー24,TJ 248b7-249a3，宮嵐氏前掲書 p,94.
(28) MHK W, 21, TJ 248b3-248b7，宮坂氏前掲茜 pp,92-93.
〈却） yadyamibhya ime’nye syurebhyo vAmi pare yadi / 

bbavetparakrtal}l dubkhal}l parairebhirami krtabグ〔229.2-3)

(30）第1章のことであろう。前註（7）毒。

(31）主張命題と喰例は，直前のものであるo

(32）以下，三番目の否定がはじまるが，これは，「自ら，或いは（or），他により作ら

れること」と「自らと（and）他とにより作られること」の二通りの解釈がある。

(33) svapudgala』crtarpdubkhal}l yadi dutikharp punarvina / 

svapudgalal} sa katamo yena dul}khal}l svayal}l krtam〆〔230.9-10〕
(34) parapudgalajarp dubkharp yadi yasmai pradiyate / 

parel)a krtva taddubkh卸 sadul)khena viua kutab〆〔231.7-8〕
なお， Prasannapada，『大乗中観釈論』，背目注『中論』並びに，チベット訳『根

本中煩』は，この偏と次の間の聞に，もう一向，

( 22 ) 
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parapudgalajaIJl dul}khaIJl yadi kal} parapudgalab / 

vina dul}khena yah krtva parasmai prahiQoti tat ,I'〔231.13-14〕

というものが存在する。意味は，第五備の裏返しである。

(35) svayarp krtasyaprasiddherdul}khatll parakrtaIJl kutal} / 

paro hi dul)khalll yatkuryattattasya syatsvayaJll krtamグ〔232.3-4〕

(36) PPT: Iha dail mi la sogs pa rgyud, 

(37) PPTによると， く1.3.3.1.1）の「両者により作られるJという前主張に対する

論結である。

(38) PPT : rnam par phye ste smra pa’i sde (Vibhajyavadin) dan chos srun 

sde (Dharmagupta) dan gos dmar sde (Tamra合的iya)dan gnas ma'i bu'i 

sde (Vatsiputriya) dail ・ sa ston gyi sde (Mahl鎚sakab)dan chos mchog 

sde (Dharmottariya) dail sar sgrogs rigs kyi sde (Kaurukullakal}) . 

cf. Nikayabhedavibhailgavyakhyana （北京版 No.5640，デルゲ版 No.4139,

=TJ ad MHK N,8, P. ed. 161a3-169a5) , A. Bareau, Trois Traites sur 

les Sectes Bouddhigues, lie Partie, Journal Asiatigue, 1956, pp,167ー191,

寺本雅雄・平坂友嗣共訳註「異部宗精釈J （『蔵漢和三訳対校異部宗輪論』黙働者

1935，所収〉．

また， Vatsiputriyaのプドガラ説に対する批判に関して， AbhidharmakoSa0C 

においてすでに指摘されているが，プドヵ・ラと苦とを関係づけてまで論じられては

いなし、。また，同章には， Vaise~ika に対する批判がみられるのだが， pp にみら

れる Satllkhyaの批判はみられなL、。

(39) na tlvatsvakrtaIJl dul}khalJl na hi tenaivo tatkrtam / 

paro natmakrtascetsyaddubkhaqi parakrtalJl kathamグ〔232.10ー11〕

( 40) Saqikhya批判に関しては，漢訳は，全くなされていない。

(40 Sirpkhyakarika 13b, 'upa事tambhakaqicalalJl ca rajal}＇金倉固照『真理の

月光』講談社， 1984,pp.113-114，潟田豊「サーγキャ・ヵーリカー（l)j 『人文

学研究所報〈神奈川大学〉』 No.17,1983 p,49. 

(42) tib. : nan gi byed pa dag，それ故， adhyatmikaとも取れる。

(43) cf.『真理の月光』 pp.26-27.

(44) tib. : sa kya pa dag. 

(45）現時点で，出典は未確認。 MHK¥IIならびに TJには，みられない。特に

Sa.qi kb yaの textに限定せず，仏典よりの引用とも推測できる。

( 46) PPT : mu stegs’os pa ba nam mkha’i gos can dag. 

( 47) syadubhyarp krtarp dul}kharp syidekaikakrtarp yadi ／〔お3.4〕

(48) PPT : rgyu med ces bya ba ni rgyu nan pa ste / no ho iiid dan dban 

phyug dail skye bu dail g胎obo dail dus dail sred med kyi bu la sogs pa 

dag las skye ha med par bkag pa. 

( 23 ) 
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cf.丹治昭義『中論釈明らかなことばI』関西大学出版部 1988，註（344). 
(49）前註（30）容。

(50) parakarasvayarpkArarp dul}khamahetuka早 kutal}グ〔お3.9〕

(51) Pandeya氏の還元党文は，＇ paret)akrtatp pare早aitatkrta早 pare早atat kr-

tamiti grhyate / pare9a na lqtamiti parakaram／’〈前掲書 P.2お〉とある

原文の・byas’と＇byed＇と使い分けを考慮するなら，三番目の’ krtam＇を＇ karam・

とするべきであるo また，偏煩には，・byas=karam’となっていることから， こ

れを考慮して，・krtam’と karam＇とを入れかえて解釈することも可能である。

(52) Pandeya民の還元党文は，＇svakrtarpatmanaitat krtamiti svenaivakrtam-

etat iti grhyate / svayameva na krta早 atmana krtam／’とする。これも

前註と同様，三番目と五番目の・krtam＇を・ karam’ととるべきであり， さらに

は，変換も可能であるo

(53）これも前のニ例と同じく，＇ byas’と＇byed＇と使いわけているが，前例のケース

とは異なり，備煩のサγスクリットは・krtam’となっている。

(54) na kevalaqi hi dul}khasya caturvidhyarp na vidyate / 

babyanamapi bhavanarp caturvidhyaarp na vidyate ／〔233,16,17〕

(55）もう一つの推論であり，主張命題は前のものと同じである。

(56) PPT : gzugs gねngyis ma byas te g勾nmed pa 'i pbyir ro. 

(57) Suvikrantavikramipar句rccbaprajnaparamitasutra(textに関しては， 拙

稿(1）註（44に従う） skt. : p,31, 11, 21-24, tib. : tsi 44b2-4，和訳： P.135,

11,12-14. 

(58) ＊ λryabrahmav括的acintapariprcchas~tra (textに関しては，拙稿（1）註（43)

に従う） tib . : phu 39b8-40al，漢訳：竺法護訳：＞.6.11.23-25，鳩摩羅什訳

p,39, 11.2-4，菩提流支訳 p,69,11.18ー20.

(59) Samyutta-Nikaya （前掲書） . vol, II, p,19, 127-p.20, 1.3, p,22, 11.15ー

25，『南伝大蔵経』第13巻相応部経典二 P.27,p,31.ただし，上記の textにお

いては， 「具寿（ayui;mat; tshe dail ldan pa）」にあたる語が，笈a路apati',

'Timbarukati’となっている。

( 24 ) 
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〔付論〕以下の論稿は，前述の論文とは全く異るものではあるが，第42回日蓮

教学大会〈於，身延山短期大学〉において発表したものの概要である。

Ma過hyamakopadesaにおける Atisaの世俗解釈

Atisaによる二諦説の解釈に関しては，諸 textにみられ，すでに諸氏によ

り論じられている。ここでは，彼のMUのはじめの部分にみられるこ諦説のう

ち，世俗諦に関する部分のみに焦点をあてるo山口瑞鳳氏の訳を示しておくと

「世俗において一切法は，こなたの見る側で言う限り，因果等の在り方一切も

顕現する通り真実であるけれども，勝義としては・・・」と示されているo こ

のうち，「顕現する通り（yathabhasa）と，「有効な働きの能力（arthakri-

yasimarthya) J (Mu Vによる〉とにより世俗諦を解釈していることに対し．

考察するo

まず， yathabhasaをPrajiiamok持はMUVにおいて， 「考察されること

なく歓ばしいだけのもの（avicaraikaramal}iya）で，顕現とは無自性の意味で

あるJと解釈しているo このtermを世俗諦を説明する際に用いるのは， Ati-

SaのSA22ab, 23abにもみられることから，彼はすでに定型句として用いて
(2) 

いたことがうかがえる。また彼により翻訳されている Bhavya著とされるM

R P (D. ed. tsha 260b5）や，同じBhavya著とされるMAS9abにも，

同様の解釈がみられることから，この表現はAtisa以前に，すでに一般的なも

のであったと言える。それではどこまで遡れるかというと， Jfianagarbhaに

よるSDVK 3cd, 4cd, Sab，にみられる。また，江島恵、教氏は，この term

に関して， 「Yogacara学派の用語である」と述べているo これは， abhasa
<4) 

という語の方にポイントをおいてのことであろうが，現時点， yathabhasaと

いう termは， Yog，包む-aの諸 textに確認することはできなかった。以上の

ことから， yathabhasaに関しては， Atisaは， Jiianagarbhaのtextに直接

( 25 ) 
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触れていたとは言わないまでも，その影響を受けていたと言えるo

次に， arthakriyasamarthyaに関してであるが， MUVでは， 「〈世俗〉

i諦は， arthakriyasamarthya として諦であるJと解釈している。 これは，

Prajfiamok~a 独自の拡大解釈ではなく， SA 3cdにみられ， Ati5a訳のMA

S lOabにみられることから， 彼の解釈は妥当なものであったと言える。で

は， この termも遡ってみると， S面itarak事itaのMA64cd, さらには， S

DVV ad SDVK Sabeにたどり着く。 しかし， さらに， Dharmalortiの

PV ill 3-4にも見られるo また，戸崎宏正氏は，さらにBhavavivekaにま

で言及しているo まず， Dharmakirtiに関してであるが， AtisaはBMDP

において Dh~makirti を批判していること，また， MUの前出の文章の直後

の勝義の解釈は，論理学派に対する批判ともとれることから， PVのこの箇所

に依拠したとは言い難L、。次に， Bhavavivekaに関してであるが，現時点で．

彼が世俗諦を解釈する上で， この termを用いたということに関しては確認

できていなし、。以上のことから， arthakriyasamarthyaに関しては， Atisa 

は，やはり， Jiianagarbhaの影響を受けていたと言える。

これらのことから， Tsonkha paの影響の下に， Atisaを prasangikaの

系譜に入れていたことに対して，少し修正の余地があるということが確認でき

た。山口瑞鳳氏の指摘するように， 「中観派とはいえない」とは言わないまで

も従来の Candrakirtiの系譜や，今回のJ踊nagarbhaのものと，特に区別

せず，どちらも自らの主張の中に取り入れていたことがうかがえる。それ故，

Atiぬから， prasa白gikaとし、う限定を一つはずすべきである。

略号（textの edition並びに翻訳等の情報に関しては省略する） BMDP 

=Bodhimargadipapafijika, MA= Madhyamakalarpkara, MA s = Madh-

yamakarthasarpgraha, MR P =Madhyamakaratnapradipa, MU =Mad-

hyamakopadesa (P. No. 5324, 5326, 5381), MU V = Madhyamakopade-

( 26 ) 
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savrtti (P. No. 5327), P V =Pram匂avarttika,s A =Satyadvayavata-

ra, SD  V K = Satyadvayavibhailgakarika, SD  V V = Satyadvayavibha-

iigavrtti. 

〔註〕

(1）山口瑞鳳「チベット仏教史略説J『東洋学術研究』第21巻・第2号， 1982,P.9. 
(2）これらの Bhavyaを， Prajiiapradipaや Madhyamakahrdayakarika,-vrtti-

tarkajvalaの著書と別人と解釈する。 cf.山口益「中観派における中観説の綱要

書」 『山口益仏教学仏集』上巻，春秋社， 1972，江島恵教『中観思想の展開』春秋

社， 1980,PP .18-34. 

(3）江島氏前掲書 p,26，並びに，「アティーシャの二真理諦」 （壬生台瞬編『龍樹教

学の研究』大蔵出版， 19田所収） p,369. 

(4) abhiisaに関して，勝呂信静「唯識説の体系の成立J『講座大乗仏教8 唯識思

想』春秋社， 1982,pp,91-92参照。

(5）この二備をめぐる解釈の異同をめぐる論争に関しては，松本史朗氏により明確に

示されているocf. 「仏教論理学派の二諦説j 〈上）， 〈中〉， （下〉， 『南都仏

教』第45,46, 47号， 1980,1981, 1982. 

(6）戸崎氏は，野沢静証氏〈「中観両学派の対立とその真理観l宮本正尊編『仏教の
根本真理』， 1957,p .475）による， kriyakarasamarthya=arthakriyasamart-

hyaという見解に従っているocf.戸崎宏正『仏教認識論の研究』上巻，大東出版

社， 1979,pp.64-65. 

(7）江島氏前掲番， pp.246-248. 

(8）山口瑞鳳「チベット仏教思想史」『岩波講座東洋思想第11巻チベット仏教』

岩波書店， 1989,p.58ー59.

( 9) cf. D.S. Ruegg, The Literature of the Madhyamaka School of Philo-

sophy in India, A History of Indian Literature, vol. Vil, Wiesbaden, 19 

81, p,113. 

〔付記〕本稿を，本年四月に急逝なされた，東京都立大学の篠田一士先生に捧げること

にする。氏による文学上の方法論は，仏教学を研究する上でも，大変参考にさせて

いただいているoまた，他大学の者にもかかわらず，その講義の末席に参加させて

いただいた東京大学の江島恵教先生，並びに，駒沢大学の袴谷憲昭先生には，大変

感謝しております。さらに，このような機会を与えて下さった，立正大学の勝呂信

静先生には深謝いたします。

(27) 
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